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　竹たけ竿ざおにぺたっと張りついたのではなくて、どうやらまだ滑かつ走そう中ちゆうらしい。とにかく、生きていて何かやっていれば、あの頃より悪いということはない。




　トンボはトンボだ。毎年、大通りを北から南へ、竹竿の列の中を滑走していくだけだ。





『花のさかりは地下道で』色いろ川かわ武ぶ大だい
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　僕ぼくには血のつながった姉が一人、血のつながっていない兄が一人いる。

　……と家族構成を迂う遠えんに説明すると、たいていの人は「ああ、お姉ねえさん結けつ婚こんしてるんだ」と早合点がてんするが、姉は未み婚こんである。義兄は姉とまったくなんの関係もない。僕とその男とは、一般人には想像もつかない方法で義兄弟になったのだ。具体的に知りたければ任にん俠きようもののＶシネマを何本か観みていただきたい。

　高校一年生の秋にこの都心に引っ越してきてから、もう一年と少しが過ぎた。浅はかなガキだった僕も、学んだことがたくさんある。たとえば、血よりも濃こいものは意外に多いということ。そして、それでも血のつながりがけっして軽くはないということ。

　僕は母親が早そう世せいし父親が家にほとんど居着かないという環境で育ったので、家族というものがよくわからない。そこでバイト先の雇やとい主ぬしに、家族っていったいなんだろうねと訊きいてみたことがある。彼女はいつもの取り澄すました口く調ちようでこう答えた。

「家族というのはね、お互たがいを無条件で赦ゆるし合える最小の社会単位だよ。だから犯人蔵ぞう匿とくと証しよう拠こ隠いん滅めつが罪にならないんだ。借金だって契約書もなしに平気でするだろう？」

　ほんとうにろくでもない答えだった。考えてみればこいつは家族を捨てて家出してきたのだから、皮肉が返ってくるのは予想してしかるべきだった。

　でも彼女は淡あわく笑って、遠い目になり、こう続けた。

「この世で最も美しい幻想のひとつだ」
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　駅の繁はん華か街がいからだいぶ離はなれた袋小こう路じに薄うす汚ぎたない五階建てのビルが建っていて、その一階に赤い暖簾のれんを掲かかげたラーメン屋がある。『はなまる』という店で、僕ぼくらのたまり場だ。

　店主はミンさんという若くてきっぷのいいおねえさん。それから僕のクラスメイトの彩あや夏かという娘がアルバイトをしている。真ま人間はこの二人までで、あとの知り合いはどれも定職に就つかず学校にも行っていないニートたちだ。

「有あり馬ま記念も東とう京きよう大だい賞しよう典てんも外した……十万すったぜ……」

　ラーメン屋勝かつ手て口ぐち前のコンクリートの床ゆかに沈しずんだ様子でしゃがみ込む筋肉質の男は、テツ先せん輩ぱいだ。元ボクサーの才能をパチスロの目め押おしのためにしか使っていないろくでなしのギャンブル狂で、年末の競馬でもさっそく盛大に散財したようである。

「ナルミ、お年玉いっぱいもらってるだろ」と先輩が僕に言う。「ちょい貸してくれ」

「いやですよ。そもそもお年玉もらう相手なんて一人もいません」と、遅い昼食のラーメンをすすりながら答えた。先輩が意外そうな顔をするので、僕は続ける。

「両親ともいないし、親しん戚せきとつきあいがあるんなら正月二日にこんなとこに来てませんよ」

「こんなとこで悪かったな。いやなら来るな」

　背後で声がして僕は丼どんぶりを抱かかえたまま跳とび上がる。勝手口のドアが開いて、ポニーテイルの女性が顔を出していた。店主のミンさんだ。

「ああいやあのう、そういう意味じゃ」

「ほらテツ、素すラーメンできたぞ」

　ミンさんは僕をじろっとにらんでからテツ先輩に目を移し、スープと麵めんだけ入った丼を渡す。涙なみだを誘さそう貧乏メニューである。

「わたしが言えたことじゃないけど、おまえら親もなしで親戚づきあいもなしか。死んでも葬そう式しきも出ないんじゃないのか？　テツなんて下へ手たしたら無む縁えん仏ぼとけだろ」とミンさんが戸口にもたれて腕うで組ぐみして言う。テツ先輩はスープを一口飲んでから肩かたをすくめた。

「べつに自分が死んだ後なんてどうでもいいよ。それよりミンさんお年玉──」

「ツケ払はらってから言え、穀ごく潰つぶし」

　ミンさんはテツ先輩の耳をねじり上げる。

「いててててて」

　かたや胸にさらしを巻いた上にタンクトップ、かたや半袖そでのＴシャツ、と季節感皆かい無むの二人に挟はさまれ、僕ぼくは首をすくめて真冬のこちこちに晴れあがった寒空を見上げる。ぜんぜん正月だという感じがしない。

「あけましておめでとう！」さわやかな声が聞こえ、長身の影が路ろ地じ裏うらに差す。

　カシミアのコートにベージュ色の長いマフラーを優ゆう雅がに合わせたモデル風の男が勝かつ手て口ぐち前に入ってきた。ヒロさんだ。この人もまた路地裏に集つどうニート仲間の一人、持ち前の美び貌ぼうと話術で女性をたぶらかして食わせてもらっているヒモである。

「あれ、ナルミ君も来てるんだ。親しん戚せき回ってお年玉集めたりしないの？」

　あんたもお年玉の話か。僕は先ほどテツ先せん輩ぱいにしたのと同じ説明を繰くり返す。

「ああ、そうだっけ」ヒロさんは少しだけすまなそうな顔をして、すぐに笑顔を戻す。「じゃ、これはおれからのお年玉」

　一万円札を握にぎらせてきたのでびっくりする。

「ヒロ、俺も！　俺おれもほしい」

「テツはおれと同じ年じゃん」

「いいや俺の方が誕生日三ヶ月遅い！　だから年下！　金くれ！」

　ミンさんはテツ先輩を殴なぐってからヒロさんに向き直る。

「ヒロ、おまえヒモでニートなのに他人にお年玉やれるような身分なのか」

「うん。マダムたちからいっぱいもらった。旦だん那なさんに内ない緒しよで海外旅行つきあったりしてさ」

　ヒロさんもミンさんにぶん殴られた。

　たんこぶ頭を二つ並べてヒロさんとテツ先輩は初ラーメンをすすり込む。

「毎年変わらねえな、俺たち」

「いいんじゃないの、他ほかに行くとこないし。親孝こう行こうしたいときに親はいないし」

「孝行したいのかヒロ」「いや全然」

　二人は笑い合う。それぞれの家庭のことなんてあらためて訊きいたこともなかったけれど、ヒロさんが育ったのもどうやらまともな環境じゃないらしい。よくもまあこれだけ親無しがそろったもんだ。考えてみればミンさんも父母ともいないし、いちばん真ま人間に近い彩あや夏かだって両親は離り婚こんしている。

「なんだナルミ、不ま味ずそうな顔して。食わないなら俺がもらうけど」

　テツ先輩が、僕の膝ひざの上の丼どんぶりを指さす。箸はしがすっかり止まって麵めんがのびかけていた。

「い、いえ、食べます」

「正月の二日からもうこんなとこ来てて、完全におれらの同類になっちゃいそうで、ちょっと絶望してたんだよナルミ君は」

　冗じよう談だんめかして言うヒロさんはなかなか鋭するどい。テツ先輩は眉まゆを寄せる。

「なっちゃいそう、じゃねえだろ。もう手遅れだろ」「それもそうだね」

　僕ぼくはスープを気管に入れてしまってむせた。

「……そ、そういうんじゃないんですけど」

　ティッシュで鼻と口をぬぐってから、言葉を続ける。「みんな親がいないんだな、って。偶ぐう然ぜんにしてもできすぎですよね」

　ヒロさんとテツ先せん輩ぱいは箸はしを止めて顔を見合わせた。最初に先輩が口を開く。

「……偶然じゃねえぞ、たぶん」

「え？　ええと？」

　類るいは友を呼ぶというやつだろうか。ニートはニートを引き寄せる？　やめてほしい。僕はまだ高校生だ。単位はだいぶやばいけど、一応授業に出ている。

「偶然じゃないね」とヒロさんもうなずく。「家族いないとひまでしょ？　ひまだから四し六ろく時じ中ちゆうここにたむろする。そうやって仲良くなったのがおれらってわけ」

　深く納なつ得とくしてしまった。僕が松の内からここに入り浸びたっている理由だって、要するにひまだからなのだ。

　ふとテツ先輩が言った。

「四代目は両親ともいるんじゃなかったか」

「ああ、そんな話してたね」とヒロさん。

　四代目、というのが、僕と数すう奇きな巡めぐり合わせから義兄弟の盃さかずきを交わした義兄である。関かん西さいのテキ屋系の商家の跡あと取とり息子むすこらしいので、四代目という変な呼び方で通っている。

「両親って、関西に、ですよね。いないのとほとんど一いつ緒しよじゃないですか？」

「けっこうしょっちゅう連れん絡らくあるらしいぜ？」

　それは意外だった。あの四代目が親と話しているところなんて想像もつかない。たしか家業を継つがされるのがいやで東とう京きように逃げてきたと聞いたし。

「四代目の親父おやじって、どんなんだろうな」

「おれが想像してんのは哀あい川かわ翔しようみたいなの」

「あー、ヒロの予想はそっち系か。俺おれはもっといかついイメージだなあ、高たか倉くら健けんとか」

　二人はその後も俳はい優ゆうだの漫画のキャラだのドラクエのモンスターだの（なぜ？）を並べて予想を披ひ露ろうし合っていた。後に僕は知ることになるのだけれど、どちらの予想もまったくかすりもしていなかった。







　ラーメンを食べ終えるとまたテツ先輩が金貸せ金貸せとうるさく言い始めたので、僕はさっさと非常階段をのぼって職場に向かった。ラーメン屋と同じビルの三階八号室、『ＮＥＥＴ探たん偵てい事務所』というけったいな看かん板ばんを掲かかげた部屋が、僕の雇やとい主ぬしの居城だ。

「あけましておめでとう……」

　ドアを開き、小声で挨あい拶さつしながら中に入る。外気よりもさらに冷たい風が奥の寝室から吹いてくる。

「なにがめでたいものか。正月なんてあちこち不便なだけだよ」

　幼い女の子の不ふ機き嫌げんそうな声が聞こえてくる。廊ろう下かと一体になった細いキチネットを通り抜けると、開け放たれた戸の向こうは、三面の壁がすべてモニタやコンピュータやケーブルで埋うめ尽つくされたサイバールームになっている。真ん中に置かれたベッドの上に座っているのは、黒蜜みつの河みたいに見事な長い髪かみの少女だ。水色のパジャマはクマさん柄がら、ニーハイソックスに包まれた足は心配になるくらい細く、肌はだも青白い。どこを見ても不安にさせる女の子だ。紫し苑おん寺じ有ゆう子こ──通称アリス。僕の雇やとい主ぬしたる探たん偵ていである。

「見たまえ、モッガディートの耳がほつれてきたのだよ」

　アリスはちょっと涙なみだを浮かべて、いちばん大きなクマのぬいぐるみを突つきつけてくる。小さな耳の付け根から糸が垂たれている。

「毎日ぎゅっと抱だいて眠ねむっていたのにこんなことになるなんて！」

「抱いて寝たからだろ……」

「修しゆう繕ぜんを頼もうとしたら四代目は年始で忙いそがしくて電話にも出ない。普段ならすぐ飛んでくるのに」

　ぬいぐるみくらい二、三日ほっといても大だい丈じよう夫ぶだろ、と言おうとしたけれどやめる。このモッガディートという奇き妙みような名前のクマはアリスのいちばんのお気に入りで、抱いていないと眠れないのだそうだ。

「んん……じゃあ僕ぼくがかわりにやろうか？」

　そう言ってみるとアリスはハバネロみたいに盛大に赤面した。

「な、な、なんだってっ？　な、なんでぼくがきみに抱きついて眠らなきゃいけないんだ！　そんな恥はじ知らずなまねができるわけ──」

「んなこと言ってねえよ。かわりに繕つくろおうかって言ってんの」

　アリスの顔から湯ゆ気げが抜ける。

「……そうならそうと最初から言いたまえ！」

「おまえが勝かつ手てに勘かん違ちがいしたんだろが！」

　アリスはまだ朱しゆのさした頰ほおをぷうっとふくらませてモニタの方を向いてしまう。

「きみに針仕事などできるものか。靴くつ紐ひもだって通せないくらい不器用なくせに。そんなことよりドクターペッパーが切れそうだ」

　そう言う彼女の足下の床ゆかには赤あか紫むらさき色の３５０ミリリットル缶かんがピラミッド状にうずたかく積み上げられている。アリスはろくに食事をしないかわりに、この風変わりな炭酸飲料を主食としているのだ。ドクペの定期的な補充は哀かなしいことに探偵助手の重要な職務のひとつである。

「あとでコンビニで二箱買ってきてくれたまえ。酒屋も配達を休むんだから、年始はろくなことがない。ただ年が変わるだけじゃないか」

「正月らしいこと、なんかやらないの？」と、つい訊きいてしまう。「初はつ詣もうでとかおせち食べたりとか実家帰ったりとか……ああ、いや、ごめん。訊いた僕ぼくが馬鹿だった」

　こっちをものすごい形ぎよう相そうでにらんできたアリスは、ふんと鼻を鳴らしてキーボードにまた向き直った。

「前の二つだけならともかくね、ぼくが紫し苑おん寺じの家に戻るなんてことは一族郎ろう党とうみんな死んで家屋敷が焼き払はらわれて関連企業がすべて倒産したとしてもあり得ないよ」

　つららで突つき刺さすようなその語調に、僕は首をすくめる。

　アリスは五年くらい前になにかの理由で家を出た。正確な年ねん齢れいは知らないけれど、今だってこの幼さなのだから五年前といったら年ねん齢れい一桁けただったはずだ。尋じん常じようではない。そしてこの事務所に引きこもり、だれかが連れ戻しにくることを恐おそれて無数の監かん視しカメラをビルのあちこちに設置している。

　実家でなにがあったんだろう。両親はどんな人なんだろう。健在なんだろうか？　訊きたいけれど訊けない。たぶんそうとうデリケートな実情があるのだろう。

　携帯電話の着信音が、沈ちん黙もくを濁にごした。僕の電話だ。見ると、四代目からだった。

「……あけまして、おめでとうござ──」

『挨あい拶さつはいい』

　四代目は電話の向こうでぶっきらぼうに言った。

『仕事を頼みたい。急ぎだ。今すぐ来い、雀じやん荘そう「天てん和ほう俱く楽ら部ぶ」だ、場所わかるな？』

「えっ、あっ、はい」

『年末にちらっと話しただろう、あの件だ』
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　年末年始は雀荘の最さい繁はん忙ぼう期きだ。理由は僕らが『ラーメンはなまる』に集まるのと同じ。みんなひまなのだ。とくにギャンブル好きは、家族でのんびり過ごす正月など屁へとも思っていない人間ばかりなので、雀荘とパチンコ屋はたいそうにぎわう。

　その『天和俱楽部』という雀荘は新しん宿じゆく歌か舞ぶ伎き町ちようにあって、その界かい隈わいでまともに営業許可をとって看かん板ばんを出している雀荘の中ではいちばんレートが高いので有名な繁はん盛じよう店だった。

　正月二日の夕暮れ前とはいえ、歌舞伎町は饐すえたゴミのにおいと人いきれでいっぱいで、飲み屋やキャバクラの客引きもやかましく競うように声を張り上げている。大きな段ボール箱を抱かかえた僕は、何度も通行人にぶつかりそうになりながらも、ようやくビルの前にたどりついた。雀荘の看板を見上げて息をつく。

　エレベーターで五階まで上がり、ドアが開いた瞬しゆん間かん、じゃらじゃらという牌パイのぶつかり合う音、そして煙草たばこ臭くさい空気があふれ出てくる。教室二つぶんくらいの大きさの店内に、かなりたっぷりと間をとって並べられた十いくつの雀じやん卓たくは、満席だった。

「いらっしゃいませ！」

　エプロンをつけた店員が威い勢せい良く振り向く。その怪訝けげんそうな視線が僕ぼくの顔と段ボール箱との間をいったりきたりする。

「あ、あの、客じゃないです、四代目──ええと壮そう一いち郎ろうさん来てますよね？」

　店員は驚おどろきに目を見開いたが、他ほかの客の目が気になったのだろう、すぐにバックルームに案内してくれた。

　狭せま苦くるしい事務所には二人の男がいた。パイプ椅い子すに座ったチンピラヤクザ風のパンチパーマの男は店の人間だろう。もう一人、机に腰こしをのせている若い男が四代目だ。真っ白に脱色した髪かみに狼おおかみを思わせる鋭するどい目つき。中華風の龍りゆうの刺し繡しゆうが施された深紅しんくのジャケットは場所柄がらともマッチして凄すごみを増している。本名を雛ひな村むら壮一郎といって、山やまの手て沿線の不良少年の元もと締じめだ。彼が率いる『平ひら坂さか組』は、都内では知らぬ者のないストリートギャングで、暴力団からも一目置かれている。最近は歌か舞ぶ伎き町ちようにも徐じよ々じよに勢力を伸のばしていて、こうして雀ジヤン荘そうでいざこざがあったときにも真っ先に頼られるというわけだ。

「なんだその箱は」四代目は僕が両手で抱かかえた段ボール箱をにらんだ。

「あ、これ、ぬいぐるみです。アリスが四代目に修しゆう繕ぜん頼みたいって──」

　四代目はものすごい形ぎよう相そうで立ち上がって僕の襟えり首くびをつかんだ。落っことしそうになった箱をもう一方の手で支え、僕の耳にドスのきいた声を突つき刺さす。

「ンな話でかい声ですンじゃねえ、店長が聞いてんだろうが」とパンチパーマを目で指す。僕は首をすくめて、箱を床にそっと置いた。店長は怪訝そうな顔でこっちを見ている。

　強こわ面もての四代目の趣味は裁さい縫ほうで、腕うで前まえはもはやプロ級。アリスのぬいぐるみの世話も引き受けているのだけれど、やはり似つかわしくない可愛かわいらしい趣味は隠かくしておきたいのか、表でこういう話をするとたいてい怒おこられる。

「仕事で呼んだんだぞ。なんでわざわざここまで持ってくるんだ」と四代目はぬいぐるみの入った箱をにらむ。事情をよくわかっていない店長は机の前でおろおろしている。

「直接持っていけばすぐにやってくれるだろうってアリスが言って、それで、すみません」

「あのガキ……」

　四代目はあきれた様子で髪かみの毛をかき混ぜ、再び机に腰をのせた。

「まあいい。仕事の話だ」

「壮さん、ええと、そちらが……？」

　店長が四代目の背後から言った。さっきからずっと僕の顔をちらちら見ている。まさかガキが来るとは思っていなかったんだろう。

「藤ふじ島しま鳴海なるみだ。名前くらいは聞いてるだろ」

「あ、ああ、あの……探たん偵てい事務所の……」

　最近、かたぎではない世界で名前が知られてしまって将来が心配な僕ぼくだった。しかし四代目に依頼されては断れない。

「雀ジヤン熊くま、いま来てるんですか」

　雀熊、というのは、もはや阿あ佐さ田だ哲てつ也やの小説くらいにしか出てこない死語だ。雀ジヤン荘そうで素人しろうと客きやくをカモにして稼かせぐ人間のことである。去年の暮れあたりから新しん宿じゆくを中心にして荒稼ぎしている連中がいるらしいのだ。

「くさいやつはいる。はっきりしないからおまえを呼んだんだ。同じ卓たくに入って様子を見ろ」

　僕は額ひたいに手をやって息をついた。やっぱりそういう話になるのか。

「壮そうさん、失礼ですが、なんでまた……たしか高校生、ですよね、こちらは」

　店長の焦あせった声に、ぶんぶんうなずいてしまう。いろんな意味で、こんな高レートの雀荘で打てる身分じゃない。なんで僕なんかを呼んだんだよ、もっと適任がいくらでもいるだろ？

　四代目は店長と僕の顔に釘くぎを一本ずつ打ち込むようにして一いち瞥べつをくれると、近くの棚たなに手を伸のばした。ぎっしり重ねてあった麻雀牌マージヤンパイセットの中から、ピンズだけをまとめて抜き出し、机の上で伏せて混ぜ、十三枚を裏返しのまま選ぶ。一直線に並べて両手でつかみ、持ち上げ、ほんの一いつ瞬しゆんだけ僕に見せてからまた伏せて置いた。

「……見えたな？」

「え？　あ、はあ、まあ」

「テンパってたか」

「イーシャンテンでしたね」

「なに引いてなに切るといちばん広いテンパイになる？」

「５ピン引いて９ピン切れば１４７ピン25ピン待ちになる、かな」

　四代目は、伏せてあった十三枚を開いて店長に見せた。店長はその牌を数字順に並べ替えて整理すると、信じられない、といった顔で僕と四代目をかわりばんこに見た。

「正解だ……い、一いつ瞬しゆんでしたよ？　今の」

　店長の声がうわずる。心外に感じた僕はあわてて言い返した。

「いや、だれでもできるでしょ、これくらい」

　四代目が僕の背中をどんと突ついた。

「自覚してないようだからはっきり言っておいてやるが」と、僕の身体からだをバックルームの出口に押しやる。「俺おれの知り合いの中で、間違いなくおまえがいちばん麻雀が強い。だから呼んだんだ。いいから行け。ゲーム代も負け分もみんな俺が持つ」
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　そんなわけで僕ぼくの冬休みの後半は、全自動雀じやん卓たくが牌パイをかき混ぜる音の中で潰つぶれていくことになった。僕は十七歳さいの高校生なのだと大声で叫びたかったけれど、そんなのだれも聞いていなかった。ロンとかポンとかチーしか聞こえない世界なのだ。

　全身タバコのにおいにまみれて朝帰りしてベッドに突つっ伏すと、なにやってんだろう僕、という思いがこみ上げてくる。

　もちろん麻雀マージヤンをやっているのである。実際に打つこともあれば、怪しい人の後ろでそれとなく見学することもあった。イカサマやコンビ打ちをしていないかどうか探るためだ。『天てん和ほう俱く楽ら部ぶ』だけではなく、歌か舞ぶ伎き町ちようの雀じやん荘そうあちこちに呼ばれては、大勝ちしている客の卓に入れられる。

「雀荘で働いたらどうだい」

　三日ぶりくらいに探たん偵てい事務所に顔を出すと、アリスにそんないやみを言われてしまう。

「老ふけた髪かみ型にしてスーツまで着て、ふん、たいそうな雀ジヤンゴロぶりじゃないか」

　高校生とばれたら店が営業停止を喰らうので、必死のカモフラージュである。

「ぼくが支し払はらう薄はつ給きゆうなど赤あか牌はい二枚の手をツモるだけで稼かせげるだろう」

「そもそも自分の財布さいふで打ってないし……」

　四代目の百パーセント出資である。どれだけ勝とうが負けようが僕には関係がない。あくまでも怪しい客を同じ卓の立場からチェックするために打っているのだ。

「そのわりに、どの店でもたいそう勝っているじゃないか。負け分のために準備した金がかえって増えていると四代目が言っていたよ」

「ああ、うん……意外に、あのレートの雀荘の客って弱いんだよね。あ、ああ、いや、だからって麻雀で稼ごうなんて思ってないよ？」

「それじゃあ四代目が修しゆう繕ぜんして送ってきたモッガディートの箱に、麻雀牌が同どう梱こんされていたのはどういうわけだい」

　初耳だったのでびっくりする。アリスは、すっかりきれいに直されたクマのぬいぐるみの下から黒いケースを引っ張り出す。中身は麻雀牌だ。事務所でも牌に触さわって慣れておけってことかよ。そんなに麻雀そのものが好きなわけじゃないんだけどな。

「四代目には世話になっているから」とアリスは大きなクマを抱だきしめてむくれる。「きみを貸せと言われればむげに断れないが、それにしたって年が明けてからずっとじゃないか。最近はここに顔も出さないし……」

「ほんとごめん。相手してあげられなくて」

「な、なんだその言い方はっ」

　アリスは麻雀牌のケースをばんと平手で叩たたいた。中身がばらばらとシーツの上に広がる。

「ぼくがさみしがってるみたいな言い方はやめたまえよっ！　きみが来なかったらだれがドクターペッパーを運んだり掃除そうじや洗せん濯たくをするんだと言っているのだよ！」

「悪かったよ……」

　僕ぼくは散らばった麻雀牌マージヤンパイをかき集める。

「ちょっと勝ちが続いたからって調子に乗って。きみなんてまだまだ素人しろうとだよ。リャンカンの切りで毎回選択ミスしてるし、チートイツのテンパイ気配がまったく見えてないし」

　啞あ然ぜんとした僕の手から牌がこぼれ落ちる。

「……え、え？　アリス麻雀わかるの？　ていうか僕の打ってたの見てんの？　なんで？」

「監かん視しカメラの映像を見たんだ」

　開あいた口がふさがらない。

　監視カメラ、というのは、僕がイカサマくさい客と打っているときにその客の挙動をチェックするために四代目がこっそり回しているカメラのことだろう。でもそんなものをわざわざアリスに見せる理由はない。クラッキングして見たのだ。

「え、ええと、な、なんで？　僕が打ってるとこわざわざ見るなんて」

「ん、む……助手の仕事ぶりをチェックするのは当然のことだろう」

　そうなの？　打ち筋まで見られていたというのはちょっと恥はずかしい。

「きみは下へ手たすぎる、負けが込んで四代目に迷めい惑わくをかけないようにぼくが今からみっちりコーチしてやる！」

　そう言ってアリスはサイドテーブルに麻雀牌を積み始めた。なにその流れ……。

　三十分くらい後で事務所のインタフォンが鳴って、「あけましておめでとーっ！」とショートカットの女の子が入ってきた。僕のクラスメイトで『ラーメンはなまる』の店員、彩あや夏かだ。

「あ、あれっ？」

　部屋の惨さん状じようを見て彩夏は絶句する。僕はそのときアリスに十万点差くらいつけられて自信喪そう失しつのあまりシーツに突つっ伏していた。

「だ、だめだよ藤ふじ島しまくんっ」

　彩夏が駆かけ寄ってきて僕を引っぱり起こす。

「アリスに麻雀やらせるなんて！　アリスはまだちっちゃいんだから絶対だめ！」

「な、なんだい」麻雀牌を脇へ押しやりながらアリスも目を白黒させる。「麻雀に年ねん齢れいなんて関係ないだろう、ただのゲームだぞ」

「だって負けたら服脱ぬぐんでしょ？」

「なっ、き、きみのその偏かたよった知識はどこで仕入れたんだいっ」

「だいいちアリスの服脱がすのはあたしの仕事なんだから！　ほら、初はつお風ふ呂ろ！」

「はなしたまえっ」

　彩夏は風呂嫌ぎらいのアリスをバスルームに引っぱっていった。あの生活力皆かい無むの探たん偵ていはひとりで入浴できないのである。床ゆかにいくつか落ちた牌にため息を吐はきかけると、事務所を出る。傾きかけた陽ひが、ガラスを何枚も重ねたような冬の晴天にはめこまれている。

　四代目は知るよしもなかっただろう。僕ぼくらの知り合いの中で最強の雀ジヤン師しは、間違いなくアリスだ。
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　しかし僕はべつに勝つために毎日雀ジヤン荘そうに通っているわけではない。仕事なのだ。

　何日か通い詰つめたおかげで、さすがに怪あやしい客がいくらか絞しぼり込めた。午前中は平ひら坂さか組事務所で監かん視しカメラの映像を確認する。目星をつけた客の映っているところを切り取って引き伸のばし、各雀荘に回して店員に印象を訊たずねる。

「この三人ですね」

　組事務所奥の倉庫兼仮眠室で、四代目の前にプリントアウトを広げて僕は説明する。映っているのはみんな若い男だ。

「三人とも、年末あたりから歌か舞ぶ伎き町ちようの雀荘で順繰ぐりに勝ちまくってます」

「グループなのか」

「いえ。一いつ緒しよに来店したとこは一度も目もく撃げきされてません」

「他ほかに疑う理由はあンのか」と四代目は僕をにらむ。

「勝ち方に変な共通点があるんですよね」

「共通点？」

「三人とも、ぶっちゃけ下へ手たなんです。最初は負けるんですけど」

　同じ卓たくでも打ったし、後ろで見ていたこともあった。腕うで前まえははっきり言って学生麻雀マージヤンレベルだ。でも、長時間居座る。そのうち全然負けなくなる。これは止まらないだろう、という当たり牌ハイがぴたりと止まるようになって、振り込まなくなる。

「仲間と通してんじゃねえのか」

　通し、というのは、秘密裡りに情報をやりとりするイカサマの総称である。

「かもしれないです。めちゃくちゃトイレが近いんですよね、三人とも。一局終わるたびにトイレに立ってる。携帯で仲間と連れん絡らくとってるのかも……でも、どこから手て牌はい覗のぞいてるのかわからない。他に卓が立ってないときも勝ちまくるんですよ」

「とにかく監視はまだ続けろ」と四代目は言った。「俺おれはこいつらの素す性じようを探る。イカサマ師だって証しよう拠こがなきゃ動けねえ」

　そう、ただの強運続きの客かもしれないのだ。バカヅキしているだけで疑って追い回したりしていることがばれたら、雀荘の信用に関わる。

「おまえの勘かんでは、どうだ。ただのツイてる客か、熊くまか」

　四代目の問いに、僕は少し目を見開く。

「……僕の勘なんてあてにするんですか」

「麻雀マージヤンは最後には勘かんだろう」

　僕ぼくは床ゆかに視線を落とす。少し迷ってから答えた。

「僕の勘では、黒です。連中の麻雀は、なにか不自然です」
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　その男に逢あったのは、冬休み最後の日だった。僕が真っ昼間から歌か舞ぶ伎き町ちようの『天てん和ほう俱く楽ら部ぶ』で麻雀をしているときに、店にふらりと入ってきたのだ。ドアベルの音、それから涼しげな声が聞こえた。

「すぐ入れる？」

　真っ白なダウンジャケットを着た中年の男だった。ちょっと猫ねこ背ぜで手足が長く、飄ひよう々ひようとしていて愛あい嬌きようのある垂たれ目めは明石家あかしやさんまとか所ところジョージとかのコメディアンを思わせる。

「いらっしゃいませ」

　店員のおにいさんがおしぼりを手に駆かけ寄っていった。

　そのとき店はすいていて、二卓たくしか立っておらず、僕の打っていたゲームがちょうど一区切りついたところだった。その男は僕の右隣どなりの席に案内された。

　十二巡じゆ目んめくらいに僕が《發》の牌を切ったときだった。右隣のその男が言った。

「すまんな、関かん東とうのルール慣れんのやけど」

「え？」

「ダブルとかトリプル役やく満まんあり？」

　僕は一いつ瞬しゆん啞あ然ぜんとしてから、うなずいた。

「え、ええ、この店では役満重ちよう複ふくありです」

「ほうか。なら字一色ツーイーソー四暗刻スーアンコーにする価値もあったってもんやな。ロン」

　男が手て牌はいをばたっと倒した。東西南北トンナンシヤーペーの牌が美しく三枚ずつ並んでいる。

「九万六千点」

　それは僕が生しよう涯がいではじめて見た大四喜ダイスウシーだった。多くの麻雀打ちが一生に一度も見ずに死んでいくという大役満である。







　二時間後、店内が静まりかえるほど大勝ちしたその男が店を出ていくと、僕はすぐに立ち上がって店長に手を合わせた。

「す、すみません、あの人ちょっと気になるんで様子見てきます、今日きようはこれで」

「あ、ああ、うん、よろしく」

　エレベーターは下に行ってしまったので、非常階段を駆け下りる。夕刻の歌舞伎町の騒さわがしさとネオンサインの奔ほん流りゆうが押し寄せてくる。僕ぼくは人混みにあの白いジャケットの背中を捜さがした。すぐに見つかる。靖やす国くに通りを渡る横断歩道だ。ヤマダ電機の巨きよ大だいなビルの方へと遠ざかっていく。僕は見失わないように気づかれないように一定の距離を保ちながら後を追った。新しん宿じゆく西口の雑ざつ踏とうは効果的な煙えん幕まくになるはずだった。

　あの男が、雀ジヤン熊くまグループと関係があるかどうかはわからない。あまりに勝ち方が派は手ですぎたから、かえって無関係かもしれない。でもとにかく気になった。

　服飾店のビルのあたりでいきなり男を見失う。僕はまばらな人の間を縫ぬって大急ぎで十字路を抜けて、白い人影を捜さがした。あんな長身なのに見失うなんて。

「なんや。そない悔しかったんか」

　背後から声をかけられ、僕は文字通り跳とび上がった。振り向くとあの男がポケットに両手を突つっ込んでにやにや笑いながら立っていた。

「え、あ、いや、あの」

　尾行がばれていた。耳の穴から汗あせが噴ふき出すような気がしてくる。男は僕の肩かたを気安くばんばん叩たたいた。

「わしも坊ぼうやンことが少し気になってたんや。高校生のくせになんであないなことしとる」

　汗あせが一いつ瞬しゆんで引っ込む。

「え、こ、高校生？　って、なんのこと」

　我ながら絶望的に下へ手たなしらばっくれ方だ。

「とぼけんでもええわ。牌はいさばきは堂に入ったもんやったけどな。わしにも坊やくらいの息子むすこがおるから、まあすぐにわかるわ」

　僕は頭を抱かかえたくなる。でも、男の次の言葉で全身凍こおりつく。

「サマの証しよう拠こは残してへんよ。カメラも回っとったしな」

「え……？」

「わしが熊やないかってチェックしとったんやろ。わざと振り込んで手ぇ開けさせたりな。ご苦労さんやな。花か瓶びんの裏のカメラも、もうちょい上う手まく隠かくしィや」

　たぶんそのときの僕はかなり青ざめていただろう。何人もの通行人がちらちらと僕に怪訝けげんそうな視線を向けてきたからだ。

　気づかれていた。僕がチェック役だったということ、そして監かん視しカメラの存在まで。

　この男──何者だ？

「そないピリピリすんなや」

　男は僕の胸を手の甲こうでぽんと叩く。

「わしは今日きよう、東とう京きように着いたばかりや。坊やが目ぇぎらぎらさせて捜さがしてるたぐいの人間やないよ。ただの麻雀マージヤン好きや。何軒か回ったけど坊やがいちばん面おも白しろい相手やったで」

「はあ……」

「今年の東とう京きよう参まいりは、大事なこと決めなあかんから、だいぶ気ィ遣つかう用事でな。そないな節ふし目めにはいつも麻雀マージヤンで運を量はかって決めてきたんや。そやから最初の大四喜ダイスウシーだけは、なんもやっとらん。トリプル役やく満まんはできすぎやけどな。今年はええことありそうや」

　男はにまにまと笑う。僕ぼくはもう、なにを答えていいのかも、どんな顔をすればいいのかもわからない。

　そのとき、雑ざつ踏とうの中でさえもよく響く足音が近づいてきた。

「玄げんちゃあああん！」

　女の声に振り向くと、スタジオアルタの方から走ってくる人影が見える。通行人たちが露ろ骨こつに不ふ審しんそうな顔で道をあける。明るめに染めてカールさせた髪かみとミンクのショートジャケットの裾すそがばたついている。クソ寒い一月だというのにミニスカートから伸のびるのは生なま脚あしだ。ボリュームたっぷりのつけまつげにグロスだけの唇くちびる、キャバ嬢じよう風の派は手で派手しい女性だった。年ねん齢れいは二十代のどこでもありそうな感じ。

「もー、遅いやん！　待ってる間に四回ナンパされたわ、東京ほんま気き忙ぜわしくてかなわんわ。アルタなのにタモリいてへんし」

　その女はダウンジャケットの腕うでに抱だきついたところで僕の存在に気づいた。

「えっ、な、なんやの？　玄ちゃん、うちが待ってる間にナンパしてたん？　しかも男？　ホモやったん？　信じられへん、別れる！」

　男はデコピンで女を黙だまらせた。

「痛ぁ！　もっと優しくつっこんでや！」

　あ、黙ってなかった。

「今夜ホテルで優しくつっこんだるわ。この坊ぼうやは雀ジヤン荘そうでちょぉ仲良うなっただけや」

「へえ。玄ちゃんがお世話になりました」女はいきなり僕に頭を下げ、それからにじり寄ってくる。「よく見たら可愛かわいい子やない。玄ちゃん、これまずいわ、ホモ疑惑も当然や。うちやなくても疑うで」

「アホ。理り佳か子この好みなだけや。どうでもええわ。行くで、場所調べたか」

「あかんわ東京の地下鉄、スパゲティやで。乗り間違えたら青あお森もりとかロサンゼルスとか行ってまうんやないの」

　僕はもうテンションの激変についていけずに立ち尽つくすばかりだった。この女、愛人かなんかだろうか。男の方も身なりがいいし、雀荘でちらっと見た財布さいふも上じよう物ものだったし。

「そや、坊や」と男がまたいきなり言う。

「は、はいっ？」

「これから初はつ詣もうで行くんや。水すい天てん宮ぐうて神社、知ってるか？　東京は不案内でなあ」

「あ、は、はい」

　僕は携帯電話を取り出して路線検けん索さくをした。新しん宿じゆく駅から水天宮前駅。

「総そう武ぶ線のホーム、わかります？　東口からＪＲの改札入ると、ええと、たしかいちばん奥ですね。それで錦きん糸し町ちようで乗り換えて……」

　東とう京きように住んで一年半の僕ぼくだってよく迷う新しん宿じゆく駅なのだ。懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明する。

「おおきにな坊ぼうや！」

「ほなね！」

　玄げんちゃんと理り佳か子この奇き妙みようなカップルは手を振って、アルタ前の幅広の横断歩道を渡っていった。その姿は東口の人混みに飲み込まれて見えなくなる。

　僕ぼくはガードレールに手をついて、深く息を吐はいた。全身の毛穴からどっと疲れが噴ふき出したみたいだった。

　ほんとになんなんだろう、あの男。

　麻雀マージヤンは異次元の強さだった。でも気になる理由はそれだけじゃない。女の方も、ほんの五分くらい顔をつきあわせていただけなのに、奇き妙みような引っかかりとなって胸に残っている。

　だれかを思い出すのだ。だれだろう？







『天てん和ほう俱く楽ら部ぶ』に戻ると、店長が暗い顔で寄ってきて声をひそめて言った。

「あのう、藤ふじ島しまさん」

　さん付けはやめてくれよ、僕は高校生だよ？

「さっきのあの男、朝からこのへんの雀ジヤン荘そうを回ってどこでも大勝ちしてたそうで」

　どこも四代目が世話をしている店なので連絡網もうがあって、すぐに情報が回ったのだ。店長はさらに声を落とす。

「でも初顔なんですよね。関かん西さい人じんだったし。何者でした、あれ」

「ううん、わからないです。とりあえず四代目に報告しときます」

　そこで僕はさきほどの別れ際の違和感の正体に思い至る。四代目だ。あの二人の顔を思い浮かべると、なぜか四代目を思い出すのだ。
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　翌日、平ひら坂さか組の事務所に直接行った。四代目に昨日きのうの報告をするためだ。

　都内最強のストリートギャング『平坂組』の事務所は、ＮＥＥＴ探たん偵てい事務所と駅を挟はさんでちょうど反対側、繁はん華か街がいの坂を上っていって左手の路ろ地じに入ったところにある。小さなビルで、一階がファンシーな舶はく来らいものの雑貨店、三階が組事務所だ。

「兄貴、お疲れさんス！」

「お疲れさんス！」

　事務所に入ると左右から野太い挨あい拶さつの声が押し寄せてくる。胸に代だい紋もんを入れた黒いＴシャツの不良たちが、ずらりと並んで僕ぼくに頭を下げる。平ひら坂さか組の誇ほこる武ぶ闘とう派メンバーだ。手前にはガラステーブルを挟はさんで向かい合ったソファ、奥にデスクがあって四代目が座っている。僕は組長である四代目の義弟ということになっているので、強こわ面もてメンバーたちから兄貴と呼ばれているわけなのだ。大おお仰ぎような挨拶は何度やられても慣れないので、そろそろやめてほしいんだけど。

「アリス姐ねえさんに年はじめの挨拶しにいきてえんですが、手て土産みやげはなにがいいスかね兄貴」

「姐さんといえば、やっぱぬいぐるみだろ」

　組の連中はアリスのことも「姐さん」と呼ぶ。任にん俠きようにとってこの呼称は、親分と同格という意味で、女性に対しての最高の敬称だ。あのちみっちゃい探たん偵ていがどうしてそこまで尊敬を集めているのかはよくわからないけれど。

「今年の干え支とのぬいぐるみだな！」「それだ！」

「今年って何年だ？」

「ふんどし？」

「ふんどしってどんなぬいぐるみだ」

「ジキル博士とハイド氏」

「おまえ物知りだな！」「それならぬいぐるみありそうだな！」ねえよ。

　四代目は机を一発殴なぐって部下たちのコントを黙だまらせると、僕を手招きして言った。

「天てん和ほう俱く楽ら部ぶの店長から、さっき電話で少し話を聞いた。もうすぐ監かん視しカメラの映像も届くと思うが、どんな男だった？」

　僕があの《玄げんちゃん》の人相や振る舞いを説明すると、四代目の顔がどんどん険けわしくなっていく。愛人ぽい若い女と待ち合わせをしていて玄ちゃん理り佳か子こと呼び合っていた、というところまで話すと、四代目はいきなり僕の襟えり首くびをねじりあげた。

「たしかか。ほんとにそう呼んだのか」

「え、あ、は、はい」苦しい。なんだ突とつ然ぜん。まさか知り合いなのか？

　そのとき、事務所の鉄てつ扉ぴが細く開いて、黒Ｔシャツ組員の一人が顔を出した。

「壮そうさん、変なおやじが壮さんに用があるって来てますけど──あ、おいてめえ！」

　その組員は首を引っ込めた。どうやら鉄扉の外にもう一人いるらしい。と、その組員を事務所の中に押し込みながら、白いダウンジャケットの男が強引に入ってきた。

「ンだてめえ！」

「ここがどこだかわかってンのか！」

　闖ちん入にゆう者しやに組員たちがいきり立つ。僕は声をあげそうになる。昨日きのうのあの男だ。眠ねむたげな垂たれ目で事務所内を一いち瞥べつする。

「雑ざ魚こはどうでもええねん。壮そう一いち郎ろうに用が」

　黒Ｔシャツたちは男の言葉を最後まで聞かずに一いつ斉せいに飛びかかった。続いて起きた信じがたい現象はうまく説明できない。黒Ｔシャツの一人は壁に背中から叩たたきつけられたし、何人かは盛大にひっくり返ったし、もんどり打ってソファに頭から突つっ込んだやつもいる。男の腕うでの動きはほとんど見えなかった。僕ぼくがこわばった息を吐はき出したとき、満足に立っている黒Ｔシャツは一人もいなかった。

「……んなんだてめえ」

「このくそが……」

　立ち上がって再び男につかみかかろうとした組員たちの背中に、四代目の鋭するどい声が飛ぶ。

「やめろ。そいつに近づくんじゃねえ」

　男はふんと鼻を鳴らし、まだ倒れている黒Ｔシャツの背中を踏ふみ越えて、ソファに腰こしを下ろして足を組んだ。

「子分にろくな教育してへんのやな。事務所もしょぼい。がっかりや」

「なにしにきた」

　四代目は男をにらみつけて言う。彼はおどけた感じで下唇くちびるを突つき出した。

「なにしに、て。壮そう一いち郎ろうの顔見に来たんや」

「帰れ」

「おまえなあ、それが父親に──」

「いいから帰れ」

　僕はあんぐりと口を開けて、男と四代目の顔を何度も何度も見比べていた。それに気づいた四代目が舌した打うちして訊きいてきた。

「雀ジヤン荘そうで逢あったのはこいつだな」

　声が出せず、ただうなずく。四代目は憎にく々にくしげに吐はき捨てた。

「雛ひな村むら三代目の玄げん一いち郎ろうだ」







　組員たちはみんな事務所の外に追い出されたのに、僕だけは居残らされ、奇き妙みような親子面談につきあわされることになった。四代目と並んでソファに座り、あらためて雛村玄一郎の顔をうかがう。

　テキ屋の元締めにはとても見えない、お笑い芸人系の剽ひよう軽きんな顔つきだ。でも、さっき見せた実力は間違いなくほんものだったし、麻雀マージヤンを打っているときに手つきの端はし々ばしに垣間かいま見みえた、殺気じみた迫力もほんものだった。

「藤ふじ島しま鳴海なるみやろ？　壮一郎の義弟の」

　玄一郎さんがいきなり僕に話を振ってくるので僕は縮み上がる。

「え、あ」

「知ってたのか」四代目が不ふ機き嫌げんそうに言う。

「可愛かわいいひとり息子むすこのことは色々と調べとる。盃さかずきまで交わしたんやて？　そういうの嫌きらっとったくせに、しっかり染まっとるやないか」

「うるせえ。お袋ふくろはどうしてんだ。連れてきてるって聞いたぞ」

「ああ、理り佳か子こは今ホテルのエステや。昨日きのうだいぶ歩き疲れてな」

　ちょっと待て。ちょっと待て！　今のは聞き捨てならない！

「……お、お母かあさん？　あ、あの女の人が？」

「そや。美人やろ？　壮そう一いち郎ろうは母親似やな」

「あ、あ、あの人何歳さいですかっ？」

「四十三だ」と四代目。

「ええええええええええ」

　噓うそだ。あり得ないよ。若作りとかそういう問題じゃないよあれは！

「わしが毎晩ベッドで可愛がっとるから若々しいままなんやで」

「そういうセクハラを実の息子の前で言わないでくださいっ！」

「そやかて、わしがセクハラせな壮一郎は産まれなかったんやで」

「セクだけで産まれるよハラ要いらねえよ！」

「壮一郎、おまえの義弟、ええつっこみするな。おまえとセットで連れて帰りたいくらいや。吉よし本もとデビューあるで」「漫まん才ざいじゃありません！　じゃなくて、え、ええ？」

　連れて帰る？

　僕ぼくは玄一郎さんの顔から、四代目の渋じゆう面めんへと視線を移す。

「そろそろうちを継つぐのに勉強始めなあかんやろ。大おお阪さか戻りぃや」

「戻るか馬鹿」

「おまえの部屋もそのままにしてあるで。理佳子なんて毎晩おまえのベッドシーツのにおい嗅かいで泣いとるで」

「ンなこと聞かせんじゃねえよ！」

　我が慢まんの限界が来たのか四代目は激しくつっこんで、二秒後に後悔した顔になってソファの背もたれに身を沈める。

「まあ噓うそやけど」

「うるせえ！　なら言うな！」

「連れて帰る方は本気や。東とう京きようでじゅうぶん遊んだやろ」

「遊びじゃねえよ」
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「ほう」

　玄一郎さんの顔から笑みが引いた。僕はぞっとする。それは、麻雀マージヤン中に一度だけ──僕が玄一郎さんに追っかけリーチしたときに見せた表情だった。

「去年の課税所得、なんぼや」

「俺おれ個人のか」

「そや」

「一億おく八千万だ」

　僕ぼくは二人に聞こえないように息をついた。稼かせいでいることは知っていたけれど、想像の枠わく外がいの金額だ。ところが玄げん一いち郎ろうさんは鼻で笑った。

「遊びやないか」

「だからどうした。腕うでずくで連れて帰るってんじゃねえだろうな。てめえみたいなロートルに俺が負けるわけねえだろ」

「わしかて大人おとなやから、殴なぐったり吹っ飛ばしたり転こかしたり突つき倒したりなんてせえへんよ」

「さっきやったじゃん全部」

「つっこみタイミングばっちりや！　うらやましい義弟やなあ」

　僕は顔を手で覆おおってうつむく。無意識につっこんでしまった……。大おお阪さか人じんてほんとに呼吸するようにボケるんだな。

「けどなあ」

　玄げん一いち郎ろうさんの声からすうっと熱が引く。

「おまえも、わしの拳こぶしの届くとこに入ってきたんや。これまでみたいな極ごく道どう気取りのガキの遊びだけやったらともかくな」

「なんのことだ」

「会社つくったんやろ。おまえも、もう経済界におるんや」

　凍こおった背せ骨ぼねの軋きしみが聞こえたような気がした。玄げん一いち郎ろうさんの顔に浮かんでいた凶きよう悪あくな表情は、やはり狼おおかみのそれだ。親子なのだ。

「わしのおる、銭ぜにがすべての世界に、自分から踏ふみ込んできたんやで。それがどういうことか、わかるな？」
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　どういうことか、そのときの僕ぼくにはよくわかっていなかった。痛感させられたのは翌日のことだ。三学期の始業式で、学校が午前中で終わったので、分厚い書類鞄かばんを抱かかえて銀行に行った。平ひら坂さか組関連の会計諸もろ々もろが去年の暮れからたまっていたので、いつものように四代目に処理を頼まれたのだ。

　銀行の窓口で処理を待っているときに、ふと気づいた。右手奥の扉とびらが開いて、出てきた人物に僕は息を吞のむ。玄げん一いち郎ろうさんだ。しかも、彼のあとからスーツ姿の初老の男──たしかここの支店長──が、銀行員二人を連れて現れ、何度も頭を下げたのだ。

　玄一郎さんも僕に気づいた。意味深しんな笑みを浮かべてから、支店長に向き直る。

「ほな、よろしゅう頼んますわ」

「は、検討いたします。本日はご足そく労ろういただきまして」

　いやな予感が喉のど元もとまでせり上がってきた。自動ドアから出ていく玄一郎さんの後ろ姿を凝ぎよう視しする。なんであの人がここに？　四代目のこととなにか関係あるのか？　そう、ここは四代目の経営する会社のメインバンクなのだ。耳の奥で不安がざわつく。昨日きのうの玄一郎さんの言葉がよみがえる。銭がすべての世界。玄一郎さんの拳こぶしが届く場所。

　平坂組事務所に急いで戻ると、ちょうど四代目は電話中だった。

「……しかし！　急におっしゃられても困ります、いえ、ですが……はい、ええ、いや、ともかく一度うかがって、……どういうことですか、それはないでしょう！」

　向こうから電話を切られたのか、四代目は憤ふん然ぜんとして受話器を置いた。事務所にいた組員たち数人がみんな不安げな視線を僕に移す。

「……あ、あのう、銀行いってきました」

「手間かけさせたな」

　四代目は不ふ機き嫌げんそうに言って椅い子すに深く背中を押しつける。

「銀行で、玄一郎さんを見かけました。支店長になにか頼んでたみたいで」

　僕がそう言うと四代目は弾はじかれるように立ち上がり、すぐに座り直してため息をつく。

「……なるほどな。あのくそ野や郎ろうの仕し業わざか、やっぱり」

「なにか、あったんですか」

「融ゆう資し止められた」

　僕ぼくは唾つばを飲み込んで、ソファの背もたれに尻しりをのせる。

　四代目のイベントコーディネイト会社は去年本格的に動き始めたばかりで、いくつかライヴを成功させたものの、まだまだ自転車操そう業ぎようだ。ここで資金繰ぐりが止まったら潰つぶれる。

「……玄げん一いち郎ろうさんが、止めさせたんですか？　そんなことできるんですか」

「雛ひな村むらにはそれくらいの力はある。あいつは商工会議所の会かい頭とうだし、東とう京きようにも支社をいくつも置いてるからな」

　正直、雛村一家をなめていた。テキ屋系の商家、とだけ聞いていたので、昔ながらの番頭さんがいるような老舗しにせで細々と卸おろし売うりでもしているイメージを勝かつ手てに抱いだいていたのだ。そんな甘あまいもんじゃなかった。大規模企業グループじゃないか。

　四代目は、すでに財界に身を置いているのだ。起業して銀行から融資を受けるっていうのはそういうことだ。そして経済は、圧倒的な流動性と無名性を持つ金という血脈でひとつにつながっている。どこかで発生した圧力は、パスカルの原理よろしく瞬しゆん時じにどこにでも伝わってしまうのだ。電話一本で、いともたやすく。

「うちの問題だから、おまえには関係ない。あの男はろくでなしだから、もう関わるな。あいつは雀ジヤン荘そう荒らしグループとも無関係だ。おまえはそっちに集中しろ」

　そう言って四代目は僕を事務所から追い出した。胸にもやもやを抱いだいたままビルを出たとき、階段を下りてくる大勢の足音が聞こえた。

「兄貴！　待ってください兄貴！」

　黒Ｔシャツの巨きよ漢かんたちが階段口から次々と現れる。ひときわでかい先頭の二人は、電でん柱ちゆうと岩いわ男おといって、平ひら坂さか組の古こ参さん幹部だ。

「あのう、なにがあったかわかんねえンで、壮そうさんに訊きける雰ふん囲い気きじゃねえし、教えてくれませんかね」

「ああ、そう、そうですね」

　往来でする話でもなかったので、僕は組員たちを階段まで押し戻す。

「昨日きのうの人、四代目のお父とうさんなんですけど、それは聞きました？」

「押オ忍ス！」

「壮さんの親父おやじさんなら俺おれら瞬しゆん殺さつされたのも納なつ得とくっス！」

「マジ強かったよな！」「俺も殴なぐられたかった！」

　おめでたい連中なのである。

「そのお父さんがですね、四代目を大おお阪さかに連れ戻そうとしてるんです」

「マジすか！」「俺ら大阪進出かよ！」「全国制せい覇は近いな！」

「いやそうじゃなくて。四代目のやってる会社潰そうとしてんですよ？　他ほかの収入源だって潰すかもしれない、そうなったら平ひら坂さか組も解散なんですよ」

「ンなことねえっスよ！」「俺おれら、壮そうさんと親子盃さかずき交わして命タマ預けてんスよ、シノギがなくなったくらいで離れたりしません！」「一生ついてくって決めたんスから！」

　このときばかりは平坂組の馬鹿ぶりがちょっと頼もしく思えてしまう。が、現実はもっと非情なのである。

「会社潰つぶれるって、ゼロになるんじゃないですよ、マイナスです。借金残るんです。あの人けっこうやばいところからも資金引っぱってるんです、倒産となったら四代目はみんなに迷めい惑わくかけないために絶対に組を解散します」

「そ、壮さん……」

「俺らのために、ううう……」

「こんな俺らのために解散したなんて……」

　まだしてねえから。

「じゃ、じゃあ兄貴！」電でん柱ちゆうが僕ぼくの両りよう肩かたをつかんだ。「どうすりゃいいんスか！　俺ら頭悪いからわかんないっスよ、あの親父おやじさんぶん殴なぐりゃいいんですか？　勝てる気しねえけど死ぬつもりで」

　他ほかの組員たちも切実そうな目で詰つめ寄ってきた。僕は気け圧おされ、踏ふみとどまり、電柱の手を肩からそっとはずした。

「僕も……わかんないですよ」







『ラーメンはなまる』に着く頃には、一月の短い日は暮れかけていた。路ろ地じ裏うらの勝かつ手て口ぐち前にはニート探たん偵てい団だんの面々が三人とも集まっていた。

「藤ふじ島しま中ちゆう将じようひさしぶりだな！　どうだ靖やす国くにに初はつ詣もうでに行かないか」

　真っ先に僕を見つけて立ち上がったのは、迷めい彩さい模様のアーミージャケットを着ぶくれさせた小こ柄がらな男だ。少しよう佐さといって、その体格と童顔のせいで小学生にしか見えないけれど、もう二回も留年している不良大学生である。見ての通りのミリタリーマニアで、僕のこともなぜか中将と呼ぶ。

「どうせ軍人がらみなら靖国より東とう郷ごう神社行こうぜ」とテツ先せん輩ぱいが口を挟はさんでくる。「あれってギャンブルの神様だよな、たしか」

「東郷閣かつ下かをまず強運で語る風潮は許しがたいですな！　閣下はまず戦術家として超一流、奇き蹟せきに見える勝利も生せい還かんもその結果としてついてきたもの、凡ぼん人じんが同じだけの運を持っていたとしても百回は海の藻も屑くずに──」

「おれ、初詣はもういいや」とヒロさんが少佐の熱弁をさえぎる。「成なり田た山さんまでつきあわされたし。どの娘も初詣はここ、って決めてる場所があるんだよね」

「同じ日に全員まとめて連れてけよ。興こう福ふく寺じとかいいんじゃねえの。阿あ修しゆ羅ら像あるし。修しゆ羅ら場ばなだけに」

「おれ滅めつ多た刺ざしにされて死んじゃう」

　ニートたちは無責任に笑い合う。僕ぼくはぐったりと椅い子す代わりのビールケースに腰こしを下ろした。三人のノリについていけるテンションではなかった。ヒロさんが顔をのぞき込んでくる。

「どうしたの」

　僕はぐっとまぶたを閉じ、また開き、考える。みんなに話すべきだろうか。どこまで？　プライベートな問題だから、軽々しく言いふらしていい話じゃない。でも僕ひとりの腹に抱かかえ込んでおける話でもなかった。

　注意深く言葉をより分けて、話し始める。四代目の両親に逢あったこと。あの親子の関係がどう見えたのかについては黙だまっておく。ただ、玄げん一いち郎ろうさんがかなり強引な手で四代目を大おお阪さかに連れ戻そうとしていて、平ひら坂さか組もまずい状況だ、とだけ。

　話し終え、しばらくの沈ちん黙もくの後で、最初に口を開いたのはテツ先せん輩ぱいだった。

「……四代目のお袋ふくろさん、若々しくて美人なんだろ？」

　僕は目を上げて曖あい昧まいにうなずく。

「ならヒロがたらしこめば」

「いやあ、おれもダチの母親はちょっと」

「成功すればヒロさんは四代目の父親も同然という立場になりますよ。これは美お味いしい」少しよう佐さが混ぜっ返した。

「四代目にお父とうさんなんて呼ばれたら、おれ腹がよじれて死んじゃう」

　僕は両膝ひざの間に頭を落とした。相談した僕が馬鹿だった。だいいち、僕の問題じゃないのだ。四代目も言っていた。

　雛ひな村むら家の問題だと。

　背中に、だれかの手がのせられる。顔を上げると、まずヒロさんの笑顔が、それから腕うで組ぐみしたテツ先輩のにやついた顔が、ゴーグルを額ひたいまで持ち上げた少佐の皮肉な顔が、目に入る。

「……もうね、ナルミ君のそういういちいち落ち込むふりにはだまされないよ」

　ヒロさんが言う。

「え……？」

「四代目の家庭の事情だとしたって、ほっとくつもりなんてどうせないんだろ？」

　僕はぐっと唾つばを飲み込み、ヒロさんの言葉を反はん芻すうする。もちろんその通りだ。見過ごすつもりなんてない。

「言い訳が必要ならつくってやるよ」

　テツ先輩が言った。

「おまえ、四代目の義弟だろ。それなら、あそこん家ちの問題はおまえの問題だ」

　その言葉が胸に染しみこんでいくのを、僕ぼくはじっと待ってから、立ち上がった。うなずき、拳こぶしを太ももにこすりつける。

「アリスのところに、行ってきます」







「居所くらいはすぐに調べがつくよ」

　アリスはベッドの上でキーボードをひっきりなしに叩たたきながら言った。

「しかし、雛ひな村むら夫妻に逢あってどうするんだい」

「まだ決めてない」僕は正直に言った。「玄げん一いち郎ろうさんの腹の内がまだよくわかんないんだよ」

「ふむ」アリスは振り向いた。「息子むすこを連れ戻すためにきた、という雛村玄一郎の言葉を、きみは額がく面めん通り受け取らないわけだ」

　僕はうなずく。

「だって、会社と平ひら坂さか組を圧力で潰つぶしたって、四代目は家業を継つがないだろ。たとえ負ふ債さいまみれになったって、あの人がそんなプライドを捨てるようなことするわけがない」

「ぼくもそう思うね」

「そもそも玄一郎さん、なにしに来たのかよくわかんないんだよね。四代目を大おお阪さかに連れ戻そうとしてたのは前からだろ。なんで今になってわざわざ東とう京きように来たのか。まだ手の内を隠かくしてる。たぶんもう一度なにか交渉のために接せつ触しよくしてくると思う」

　それなら、先にこっちから接触して、なるべく有利な条件をつきつけてやりたい。

　ところがそこでアリスはくくっと肩かたを揺ゆらして笑った。

「なぜ今、東京に来たのか。ほんとうの理由は、ぼくにはだいたいわかるよ」

「え、え？」

「彼自身が言っていたのだろう。初詣しにきたんだよ」

　僕は目を何度もしばたたく。初詣？　いや、たしかにそう言ってたけど、それがほんとうの理由って、どういうこと？

「それはまだいい。証しよう拠こが足りないからきみには教えてあげない。夫妻の泊まっているホテルだね？」

　アリスの手がキーボードの上を滑すべる。ベッドを囲むラックの右手上の方でモニタが明滅した。クラッキングで東京じゅうのホテルの宿泊客データを調べたのだ。

　アリスは赤あか坂さかにあるホテルの名前を教えてくれた。「３３０１号室だ。ついでに彼の電話番号も調べようか？」

「あー、それはいいや。なにも言わずに直接乗り込むよ」

「ふむ。携帯電話を探るのは料金が高いからね。賢かしこい選択だよ」

　たとえ助手の頼みといえど、アリスは容よう赦しやなく調査費用を請せい求きゆうするのである。

「探たん偵ていの仕事もここまでだ。義兄のためにがんばりたまえ。四代目はぼくにとっても得意先だからね、潰つぶれてもらっては困る」

　言うかどうか少し迷ってから、口を開いた。

「いや、アリスにもあともう少し協力してもらうかも」

　長い黒髪かみが泳ぎ、大粒つぶの瞳ひとみにひとしずくの困こん惑わくが広がる。

「なぜだい。ぼくがこれ以上関わる筋合いはないだろう」

　実のところ、僕の頭の中にはぼんやりと、玄げん一いち郎ろうさんに持ちかける取引の内容が浮かびつつあった。たいそう馬鹿馬鹿しい計画なのだけれど、不思議となんとか通りそうな予感があった。そして、それにはアリスが必ひつ須すだったのだ。だから、その詭き弁べんをしれっと口にする。

「アリスは、ほら、平ひら坂さか組の『姐あね御ご』じゃん」

　そのときの探偵の啞あ然ぜんとした顔は、写真に撮とって四代目に見せてやりたいと思うくらいのレアものだった。

「だからアリスの問題でもあるんだよ、これ」







　高級ホテルは、豪ごう奢しやな内装に反して、けっこう無ぶ遠えん慮りよに踏ふみ込みやすい場所だ。とくに東とう京きようのホテルのロビーは夜になると、空港タグまみれのスーツケースを引きずった外国人客でいっぱいになるので、気安く中に入れる。よく教育されたフロント係は、僕ぼくのようなガキにも洗いたてのシーツみたいな笑顔で応対してくれる。

「３３０１号室に泊まっている、雛ひな村むらさんという方に取り次いでほしいんです。ええと、壮そう一いち郎ろうの代理の藤ふじ島しまだと言ってくれれば」

　フロント係の若い女性が電話をかけている間、ちらとホテルのパンフレットを見た僕は、３３０１号室が上層階ワンフロアを占しめるスイートルームであることを知る。まあ、なんとなくそんな気はしてた。さて、どう攻せめ込むか。気を引き締しめないと。

「雛村さま、こちらにおいでになるとのことですので」とフロント係が言った。「そちらで少々お待ちください」

　あ、こっちに来てくれるのか。そりゃそうか、二回ほど顔を合わせただけの相手を部屋に入れるはずもない。僕はロビーのソファに腰を下ろした。

　二分後──

「なるちゃん！」

　女の声が響ひびき、ロビーの落ち着いた雰ふん囲い気きが木こっ端ぱみじんになり、客も従業員もぎょっとした顔をエレベーターの方に向けた。僕も思わず腰こしを浮かせる。

「来てくれたのん？　嬉うれしいわぁ、いま玄げんちゃんおらへんで暇ひまやってん」

　駆かけ寄ってきたのは理り佳か子こさんだ。くるくるの髪かみに藤色のワンピース、透すける生き地じの長いストール。僕ぼくは後ずさってしまう。理り佳か子こさんの方が来るとはまったく予想していなかった。

「……あ、ああ、すみません、突とつ然ぜん押しかけちゃって」

　へこへこ腰こしを折って謝る。玄げん一いち郎ろうさん、不在なのか。それなら出直すしかない。理佳子さんと話してもしょうがないし、あとこんなキャバ嬢じようノリの人（しかもあろうことか四代目の母親である！）と一いつ緒しよにいたら居心地悪いし。

　ところが僕がなにか言うよりも早く理佳子さんは僕の腕うでをとって、「茶ぁしよ茶」とロビー右手奥の喫茶室の方に引っぱっていった。

　理佳子さんと向かい合って座り、一杯千四百円とかいうふざけた値段のコーヒーが並ぶメニューを見つめながら、なにやってんだ僕は、と自分を叱しかりつける。流されてどうする。ちらと視線を持ち上げると、理佳子さんは携帯でどこかに電話している。

「あ、玄ちゃん？　うち。今ねえ、なるちゃん来てるんよ。そう。一階のラウンジにおるよ、はあい早く帰ってきてな、うん、愛してる。ほなね」

　携帯を閉じ、ちょうどやってきたウェイターにコーヒーとケーキを二人分注文した理佳子さんは、目を輝かせて身を乗り出してくる。

「なるちゃんの話いっぱい聞いてるよ。玄ちゃんは壮そうちゃんヘコませることずっと考えてんから、平ひら坂さか組のことも色々調べてんの。それにしても奇き遇ぐうやわぁ、東とう京きよう来て最初に親切にしてくれたんが、まさかそのなるちゃんやったなんてなあ。おかげで水すい天てん宮ぐういけたわ、ほんまおおきになあ」

「はあ……」

　まずその、なるちゃん、という呼び方はやめてくれないだろうか。これまで様々な人から様々に呼ばれてきた僕だったけれど、その中でもぶっちぎりでいちばんむずがゆい。

「あのう、お二人は四代目を──ああいや、壮そう一いち郎ろうさんを……」

「四代目でええよ」と理佳子さん。「その呼び方好きや。うちも三代目四代目て呼ぼうかな」

　あんたの夫と息子むすこですよ？

「盃さかずき交わしたんやて？　ええなあ、うちもそういうのあこがれるわ。あの子な、ちっちゃい頃からつっぱってて可愛かわいかったんよ」

　そこからたっぷり四十五分、幼少の頃の四代目のラブリーエピソードをげっぷが出るくらい聞かされた。具体的にどんな話だったのかは、万が一漏もれたら本人に殺されるので、ここでは書かない。

「壮ちゃんはこっちでどう？　しっかりやってるん？　ご飯はんどうしてんかなあ、あの子器用やし自分で作ってん？」

「え、あ、いや、そういう個人的なことはあんまり知らないです」

　母親なのだな、とあらためて理佳子さんをまじまじ見てしまう。近くで観察すると、なるほど化粧が巧うまい。肌はだの張りが、曲がり角を四回迎えて強引に二十代に戻った感じだ。でも気を抜いているとやっぱり視線がふれあったときにどきりとしてしまう。危ない危ない。

「うち料理下へ手たっぴなんよねえ。大おお阪さか一いつ緒しよに戻っても、おふくろの味とか無理やわ」

「あー、あの」

　ようやく僕ぼくの話が少しできそうな糸口が見つかったので、さりげなく食いついた。

「ほんとに連れ戻しにきたんですか」

「うちはそのつもり」と理り佳か子こさんは可愛かわいらしいしぐさで自分の頰ほおに人差し指一本をあてる。「でも玄げんちゃんの方はわからへん」

「わからない？」

「玄ちゃんにとっては息子むすこやのうて雛ひな村むら一家の後こう継けい者しややもん。ただ連れて帰っても下のもんが納なつ得とくせんやろ？　そやから喧けん嘩かふっかけて色々探り入れとるんやないの」

　息子ではなく、後継者……。僕は頭をばりばり搔かいた。探りを入れてる？　そんな生やさしいものか？　四代目の会社は口コミと信用だけで伸のびている最中の若木なんだぞ、いっぺん融ゆう資し止められただけで死ぬんだぞ？

「壮そうちゃん連れて帰ったら、なるちゃんさみしいんやろ」

「さみしい……いや、そりゃ、さみしいですけど、そういう問題じゃあ」

「なるちゃんも一いつ緒しよに来る？」

「は？」

「なるちゃん義弟なんやろ。てことは、うちの息子やん。一緒に住む？　なるちゃんなら大歓迎や」

「いやいやいやいや」僕には僕の生活がある。

「うち、四人家族が夢だったんよ。家族麻雀マージヤンできるやん」

　僕は口を半開きにして、理佳子さんの夢見心地な顔をじっと見つめる。無茶な作戦だと思っていたけれど──思いがけないところに突破口があった。いけるかもしれない。

「あ、あの、それじゃ」

　身を乗り出してそう言いかけたときだった。理佳子さんがいきなり立ち上がって、喫茶室の出入り口の方にぶんぶん手を振った。

「玄ちゃあん！　こっちこっち！」

　僕は息を詰つめて振り向き、ぎょっとする。

　広いロビーを隔へだてた彼方かなた、ホテルのエントランスの外に、何台もの黒い外国車が停まっているのが見えた。筋すじ者ものまるだしの黒服たちが降りてきてずらりと並び、整然と頭を下げる中、先頭車両の後部座席から出てきた白いダウンジャケットの男は、玄げん一いち郎ろうさんだ。ちょうどチェックインの客が多い時間帯だったので、ロビーは騒そう然ぜんとなる。『ミンボーの女』のワンシーンみたいだ。年配のホテルマンが青い顔をして飛んでいく。

　でもロビーに入ってきたのは玄一郎さんだけで、黒服たちはさっさと車に戻ってしまう。見送りに来ただけだったらしい。

「坊ぼうやがこんな夜中にひとの女によう房ぼうに手ぇ出しにきたて聞いて、飛んで帰ってきたわ。ほんまはあとふたつみっつ、組に挨あい拶さつ回りする予定やったけど」

　玄げん一いち郎ろうさんがそんな怖こわいことを言って、なぜか僕ぼくの隣となりに座る。逃げられなくなってしまった。やっぱりこの人、半分やくざなのだ。

「ひとを浮気もんみたいに言わんといて。うちは玄ちゃん一筋でラブラブや」

「裏筋でブラブラやて？」

「玄ちゃんのナニの話はしてへんよ！」

「わしのはブラブラしとらへんよ。理り佳か子こかて通つう天てん閣かくみたいになってるとこしか見たことないやろ」

　これが夫婦の日常会話だとしたら四代目じゃなくても家出するかもしれない。頭が痛くなってきた。

「玄ちゃんのムスコの話はどうでもええの。それより玄ちゃんの息子むすこの話でしょ」

「もうわけわかんねえよ！」

「おっ、坊やもやっと本ほん領りよう発はつ揮きやな」

「漫まん才ざいしにきたんじゃありません、夫婦でやっててください！　それよりっ」

　激げつ昂こうしかけたとき、ちょうどウェイターが玄一郎さんの注文をとりにきて、僕は浮かせた腰こしを椅い子すに戻した。気づけばラウンジの客たちがみんなこっちを見ている。すみません。

　頭が冷えてきたせいで、次の言葉を口にするのにだいぶ覚かく悟ごが必要だった。息を止め、声にして押し出す。

「四代目の話です。単たん刀とう直ちよく入にゆうに言います。平ひら坂さか組や関連会社に手を出さないでください」

　玄一郎さんが僕の隣で眼を細める。

「坊やが口出す筋すじ合あいはないやろ」

「僕はあの人の義弟です」

「へえ。言いよるやないか」

　玄一郎さんは愉ゆ快かいそうに眉まゆを上げる。

「そないな屁へ理り屈くつこねてまでくちばし突つっ込みたいんか。理由だけ聞いたるよ」

「あの人は会社潰つぶされて借金かぶせられたくらいで素直に親元に戻る人じゃないです、玄一郎さんのやってることはどう転んでも無意味です。お願いします、やめてください」

「わしが壮一郎を連れて帰るために会社を潰すなんていつ言うた？」

「……え？」

　僕は玄一郎さんの、剽ひようげた目の奥でちりちり燃える冷たい火を見つめる。

「だって、融資止めさせて……」

「ええか、怒おこると実の息子でも踏ふみ潰す、ちゅうのを見せつけるのは、わしらの世界では無意味やないんや。ガキが知った口きくな」

　ぞっとした。

　僕ぼくは、感覚が麻ま痺ひしていたかもしれない。気安く知らない世界に土足で踏ふみ込むことに慣れてしまっていたかもしれない。この人は半分どころではない、完全にやくざだ。暴力団に所属しているかどうかではなく、魂たましいの段階において、つまり人を殴なぐったときの自分の拳こぶしの痛みを無視できるかどうかにおいて──雛ひな村むら玄げん一いち郎ろうは純粋に極ごく道どう者ものなのだ。

　膝ひざに置いた両手が震ふるえてくる。これ以上なにを言えばいい？

「ま、それだけやない。雛村を継つがせようと思うとるやつがな、もう一人おるんや」

　ふと玄一郎さんが言った。僕は顔を上げる。

「壮そう一いち郎ろうとどっちにするか、決めかねとる。それで東とう京きように来たんや。壮一郎の器量がなんぼのもんか見るためにな。そやから坊ぼうやの考えとることは逆や。これくらいで潰つぶれるような男やったら一家は任せられんからどうでもええ」

　啞あ然ぜんとする。最悪の塗り重ねじゃないか。四代目は会社を守り切れたとしても連れ戻され、潰されたらゴミのように放置される。

「そ、それならっ、もっとべつの」

「もっとべつの──なんや？　会社継がせられるかどうか見るんやで。実際に会社を追い込んでみるより良いやり方があるんか？」

　僕は絶句し、目を伏せてしまう。

「玄ちゃん、うちのなるちゃんをいじめんといてよ。ホモだけならまだゆるせるけどサドやったら離り婚こんするわ」

「ホモだけならええんか」

「やっぱホモだったん？　別れる！」

　僕は深く落ち込んでいる最中で口を開く気力もなかったので、夫婦漫まん才ざいを遮さえぎったのはコーヒーを運んできたウェイターだった。玄一郎さんは妻つまをデコピンで黙だまらせると、コーヒーを一口飲んで話を戻す。

「坊やもまるきりアホちゅうわけやないやろ。なんや腹づもりがあったんちゃうか。話してみいや」

「い、いえ」

「話せ言うとるんや」

　僕は膝の上で汗あせばんだ両手を握にぎる。もうそういう流れじゃない。

　そのとき、理り佳か子こさんが言った。

「麻雀マージヤンやろ？」

　僕は肩かたをびくっと震ふるわせた。玄一郎さんが眉まゆを寄せながらコーヒーカップを口に運ぶ。

「麻雀？」

「そや。さっきうちが家族麻雀マージヤンできるようになったて話したら、なるちゃん目ぇきらーんってさせてたで」

　図ず星ぼしだった。僕ぼくはそんなにわかりやすい表情をしてたのか。玄げん一いち郎ろうさんはげらげら笑い出し、僕はその隣となりの椅い子すで縮こまった。

「……だから、その、四代目の会社を潰つぶしたところで玄一郎さんはびたいち得しませんよね。それならちゃんとしたギャンブルで勝負してみないか、って」

　たとえば、こっちが負けたらいくらか払はらうかわりに、勝ったら四代目への手出しを一切やめてもらう。そんなわかりやすい話にまとめるつもりだったのだ。ところが玄一郎さんは笑うのをやめないし、おまけに理佳子さんが思いもかけない形で口を出してきた。

「なんやのん。べつに笑いごとやないやろ。玄ちゃんなんでもかんでも麻雀で決めてたやん。大だい三さん元げんあがれたからイタリア進出や、とか。それにうちかて壮そうちゃんたちと打ってみたいわ、身内だけで四人そろうのはじめてなんやで。ごっついレートで打って壮ちゃんの有り金巻き上げたらええやないの。銀行脅おどかしてもなんの得もあらへんよ」

「そらそうやなあ」

　おい、ちょっと待て。今のがほんとうに母親のせりふなのか。そんな方向で話をまとめないでくれ、そりゃ僕だってそれなりの額がくを賭かけるつもりだったけれど、四代目に破産のリスクを負わせるわけにはいかない。

「どや壮そう一いち郎ろう、そんなとこで」

　玄一郎さんがいきなり言った。僕はぎょっとして玄一郎さんの視線の先を探った。だれもいない。でも、理佳子さんが「壮ちゃんっ！」と顔を輝かせて立ち上がったので、気づく。

　おそるおそる首をひねると、真まっ赤かなジャケットの袖そでが目に入る。

「……おまえ、なにやってんだ。関わるなっつったろうが」

　四代目が僕の頭にどすのきいた声を突つき刺さした。いつからいたんだろう。そして玄一郎さんは背中にも目がついてるのか？　雀ジヤン荘そうでも監かん視しカメラをあっさり見破ったし。

「おまえこそなにしにきたんや」

　玄一郎さんが、顔も向けずに悠ゆう然ぜんとコーヒーカップを傾けながら言った。

「もう夜中やで。ガキは帰って寝る時間や」

「ナシつけにきたんだよ」

　四代目は僕と玄一郎さんの背後に立ってポケットに手を入れたままだ。ウェイターが不安そうにちらとこっちを見たのがわかった。

「てめえの小こ汚ぎたない手は今さらかわせねえが、こっちだって雛ひな村むらの後ろ暗い部分をいくらでも知ってる。刺し違えるくらいはできるぞ」

「汚いもなんもあらへん。金はそうやって使うんや。教えたやろ、重みで圧おし潰つぶすのがいちばん有効やって」

「知るか。大おお阪さか地ち検けんだのに踏ふみ込まれたくなかったらとっとと銀行に電話して手ぇ引け」

「もー、二人ともっ」

　理り佳か子こさんが立ち上がった。そのとき、ようやく玄げん一いち郎ろうさんが椅い子すの背もたれに肘ひじをのせて振り返る。狼おおかみの視線がぶつかり合った。

「理佳子がああ言うとる。座れや」

「べつに茶ぁしにきたわけじゃねえよ。こいつとちがって俺おれは気に食わないやつには遠えん慮りよなく唾つば吐はくことにしてンだ」

　四代目はそう言って僕ぼくをじろっとにらんだ。僕は首をすくめる。

「そういう意味やない」と玄一郎さん。「雀ジヤン卓たくにつけ、言うとるんや。この坊ぼうやがわざわざ話つけにきたんやで。可愛かわいい義弟やないか」

　僕ぼくは息を詰つめて三人の顔をうかがった。

　理佳子さんはラブレターを下げ駄た箱ばこに忍ばせた直後の中学生みたいに切実そうな目で夫と息子むすこを何度も見比べている。玄一郎さんはまたテーブルのコーヒーカップに視線を戻してしまう。四代目はじっと黙だまって、僕と玄一郎さんの肩かたの間あたりを見つめていた。

「ほんとうにこいつが麻雀マージヤンで勝負しろって言い出したのか」と、四代目が僕の頭を小こ突づいた。理佳子さんがうなずく。僕も、もうなにも言わない。僕が言い出したのと同じことだ。

　ほんの一いつ瞬しゆんだけ、四代目が僕を見た。視線だけで彼の訊ききたいことがわかった。

　勝算はあるのか、と。

　目だけでうなずく。玄一郎さんに悟さとられないように。

　四代目は玄一郎さんに向き直った。

「……レートは」

　玄一郎さんの口元がかすかにほころぶ。

「点５でええよ」

「現金払ばらいか」

「当然や。こないな話になったら、わしとおどれはもう親子でもなんでもないわ。後払いなんちゅうもんは信用でけん。むしり合いや」

　その言い方に僕はぞっとした。どういう条件で勝負の話がまとまりつつあるのかまったくわからなかったけれど、もはや僕が考えていた勝ち負けの取り決めなんて言い出せる雰ふん囲い気きではなかった。

「俺おれは最初からてめえなんざ親だと思ってねえよ。とっくに縁えん切っただろうが」

　深く息をついてから四代目は言った。

「細かいルールは俺に決めさせろ」

「ええやろ。かわりに、場所はわしが指定するし、雀卓もわしが買う新品のにするで。東とう京きようはおまえのホームグラウンドやさかい、いらん小こ細ざい工くされんようにな」







　四代目と一いつ緒しよにホテルを出た。赤あか坂さかの品の良いビル群の明かりが夜空に散らばっている。車寄せのなだらかなスロープを降りていくと、排はい気きガスのにおいの混じった風が吹きつけてきて、興こう奮ふんと緊きん張ちようで火ほ照てった顔を冷さましてくれる。どうなることかと思ったけれど、理り佳か子こさんのおかげで助かった。

「なにほっとした顔してやがンだ」

　四代目がジャケットの襟えりを寄せて毒づく。

「え？　……ああ、いや、どういう条件の勝負になったのか聞いててもよくわかんなかったんですけど、そんなにひどい支払いにはならなさそうだなって思って。点５ですよね？」

　麻雀マージヤンで《点５》といえばふつう千点＝五十円のことだ。三十分間ずっとぼっこぼこにやられっぱなしでも三千円損するかどうか、というくらいの安心レートである。あんな怖こわい顔で「むしり合い」なんて言うような金額じゃない。

　ところが四代目はあきれたため息をついて、足を速めた。

「馬鹿かおまえは。あの腐くされやくざがンな学生麻雀みたいなレートで打つか」

「……え、え？」

「雛ひな村むらの点５っつったら一点五千円だ」

　僕ぼくは車道へと続くスロープの途と中ちゆうに立ち尽つくした。壊こわれた電卓が僕の頭の中でスパークしていた。あまりにも、あまりにも桁けた違ちがいだったからだ──文字通りの意味で。

　一点＝五千円？

　四代目の背中がどんどん小さくなっていく。

　そうだ。理り佳か子こさんだって言っていたじゃないか、有り金全部巻き上げるって。

　一点五千円。持ち点がすべてなくなると、支し払はらいは億おくを超える。




　　　　[image: まーく]




「──で、ぼくが切り札というわけかい？　あきれた皮かわ算ざん用ようだね！」

　アリスの声は、冷房から吹き下ろす風の何十倍も冷ややかだった。

「う、うん……。アリスになにも言わずに決めちゃったのは悪いと思ってるよ。でも、麻雀勝負に乗ってきてくれるときまっていたわけじゃなかったし」

「事前にぼくに話して、考えの甘あまさを糾きゆう弾だんされるのが面めん倒どうだっただけだろう」

　その通りだった。僕はベッドの手前でうなだれる。

　玄げん一いち郎ろうさんとの話がまとまった翌日。放課後すぐに探たん偵てい事務所に顔を出した僕は、アリスからのきつい叱しつ責せきを受けることになった。

　無理もない。僕ぼくが麻雀マージヤン勝負なんて無む謀ぼうな策を思いついたのはアリスがいたからだった。玄げん一いち郎ろうさんの麻雀の腕うではイカサマを抜きにしても規格外で、だからこそ向こうは絶対の自信があるから勝負に乗ってきてくれる公算が大きい。そして、あちらはアリスの存在を知らない。そこにつけいる隙すきが生まれる。

「つまりぼくに雛ひな村むら親子三人と麻雀を打てと、そう言ってるのかいきみは」

「……まあ、そうなるよね、四代目が外れるわけにはいかないから」

　アリスは嘆たん息そくする。「ぼくはたしかにネット麻雀で無む敵てき無む敗はいだが、そんなのイカサマ師の前ではなんの意味もないんだよ」

「僕よりはずっとましだろ？　たとえこっちが頑がん張ばってイカサマ防止策を考えてもさ、僕じゃ普通の麻雀でも玄一郎さんに歯が立たない。でも、アリスなら」

「きみに比べればチンパンジーだってずっとましだよ。猿さるは勝てない相手からは素直に逃げる知恵を持っているからね！」

　我が探たん偵ていはあいかわらず辛しん辣らつだった。

「だいいちそのばかみたいなレートはなんだい。他人の金でばかり麻雀を打っていて金銭感覚が麻ま痺ひしているんじゃないかい？」

「してるかも……」

　でも、僕だって昨日きのうの別れ際に、さすがにレートがおかしすぎる、破産するレベルじゃないか、と四代目に言った。だいいちこっちはお金がほしいわけじゃなくて銀行への圧力をやめてほしいだけなんだから、点数あたりいくらなんて賭かけをする必要がそもそもない。こっちが勝ったら玄一郎さんは手を引く、こっちが負けたらいくらか支し払はらう──そういう取り決めにするつもりだったのに。

　でも彼はこう答えた。

『あのな、勝負に負けたら俺おれから手を引く、なんて取り決めを、あいつが素直にずっと守ると思うのか。こっちにわからねえ形でいくらでも嫌いやがらせできるだろうが』

『けっきょく金しかねえんだよ。融ゆう資しが止められても資金繰ぐりできるだけの金をあいつからむしり取って、なおかつ東とう京きよう滞たい在ざいできなくさせる。あいつは大おお阪さかにいりゃ腐くさるほど金が引っぱれるが、こっちですぐさま現金で億おく単位用意するとなったらそうもいかねえからな。そうやって追い返すしかねえんだよ』

　アリスは祈いのるように天てん井じようを仰あおいだ。

「理り屈くつはわかるが、狼おおかみだって親子で共食いはしないだろうに」

「でも、あの二人、お互たがいに親子だと思ってないみたいだよ。縁えん切きってるって言ってたし」

　思い返してみれば四代目は一度も玄一郎さんのことを父と呼んでいないのだ。

「で、四代目はそんな正気の沙さ汰たとも思えないレートの賭けにぼくらをほんとうに関与させるのかい？」

「うん。アリスは僕ぼくよりも強いって言ったら、正式に依頼するってさ」

「やれやれ。もう少し聡そう明めいな男だと思っていたけれど、愚ぐ昧まいな義弟を持つとつられて知性が鈍にぶるのだね」







　日が暮れてすぐに四代目がやってきて、僕は自分の愚おろかさをさらに痛感することになる。

「玄げん一いち郎ろうから勝負の場所の指定が来た」

　四代目が差し出してきたファックス用紙を受け取ると、日時やレートなどの条件を書き連ねた下に地図が印刷してあった。中央に×印が打ってある。

「……荒あら川かわ沿い、ですね。どこですかこれ」

「沿い、じゃねえ。荒川の河か川せん敷しきだ」

　僕は口をあんぐりと開けたまま固まった。アリスが僕の手から地図を引ったくる。

　河川敷？　屋外？

「おまえはほんとにアリスに代だい打うち頼むつもりだったのか」

　四代目はあきれのにじむ声で訊きいてきた。僕は呆ぼう然ぜんとしたままうなずく。

「ふん。玄げん一いち郎ろうは、イカサマの仕掛け防止のために屋外にしたと言っていたが、真意はアリス潰つぶしだな」

「え、えっ？」僕は目を剝むいて四代目の顔を凝ぎよう視しする。「そりゃ色々調べてるって言ってましたけど、いくらなんでもアリスが麻雀マージヤン打つことまでは知らないでしょう」

「俺おれたちにひきこもりで広こう所しよ恐きよう怖ふ症しようのブレインがいることはおそらく知れてる。平ひら坂さか組の姐あね御ご扱いされてることもな。それからおまえの妙みような自信をあわせて考えれば、可能性としてはじゅうぶんだ。玄一郎の商売の基本は『潰つぶし』だ。潰せる可能性は最大効率で潰す」

　天てん井じようを仰あおいで息を吐はく。僕があまりにも甘あまかったわけか。

「さっきから黙だまってきいていれば、なんだい」

　アリスがクマのぬいぐるみをぎゅうっと胸に抱だいて不満そうに言った。

「ぼくだって最近はちゃんと外に出られるようになったんだぞ。麻雀なんて、激しい運動をするわけでもないし」

　さっきまで代打ちなんて馬鹿馬鹿しいという態度をとっていたくせに、蚊か帳やの外になると感じたとたんにこれである。最近わかったのだがアリスも僕に負けず劣らず首突つっ込みたがりなのだ。言うことが素直じゃないのでなお厄やつ介かいなのだけれど。

「明後日あさつて、十三時開始だって書いてあるよ。夜ならともかくさ、アリス日光だめだろ。時間もかなりかかるし」

「う、うう、恐きよう竜りゆうが絶滅するくらいの曇り空ならばなんとかなる」

「やめとけアホ」

　四代目はアリスの額ひたいをつっついた。

「野球のときのこと忘れたのか。一打席立っただけで三日寝込んだじゃねえか」

「猿さるよりも劣おとる助手を打たせるよりは、息も絶え絶えで牌はいも握にぎれないぼくが座っていた方がまだましだろうっ」いや僕ぼくの方がましだよ。「いいかい四代目、一度きみに言っておこうと前々から思っていたけれど、きみの義弟は頭ず蓋がい骨こつの中でトマトもキュウリもすくすく育つくらい救いがたい脳天気なのだよ！」

「俺おれもおまえに一度言っておこうと思ってたけどな、おまえの助手はヒマラヤを半はん袖そで半ズボンで登ろうとするくらい危機感がねえ」

　なんで二人とも回りくどいこと言い合って僕を馬鹿にする競争してんの……？

「とにかく、アリスが出られない以上、イカサマを防ぐだけじゃだめになった」と四代目が言う。「一いち撃げきで向こうの有り金を根こそぎにする手をなにか考えねえと」

「ところで」とアリスが口を挟はさんだ。「きみの父上は、きみを雛ひな村むらの後こう継けい者しやに据すえるかどうか見極めようとしているのだろう。あまりに見事に勝ちすぎたらかえって執しゆう着ちやくされるんじゃないのかい」

　四代目はコーヒーを粉のまま飲んでしまったみたいな顔になる。

「知るか。そりゃあいつの都合だ、継つぐつもりなんてねえんだから俺には関係ねえ」

　僕はそこで思い出して言った。

「もうひとり後継者候補がいるんだって玄げん一いち郎ろうさん言ってましたよ。その人とどっちにするか迷ってるって」

「……もうひとり？」

　四代目は首を傾かしげる。

「他ほかの親族にはろくなのがいねえし、会社の人間か？　あのアナクロ野や郎ろうもようやく親族経営やめる気になったのか。ふん」

　まあいい、関係ない、と四代目はつぶやいて、もう一度アリスを、それから僕を見る。

「俺からの正式な依頼だ。手段は選ばねえ。あの腐くされ守しゆ銭せん奴どをへこませる方法を考えろ」







　僕らはまず四代目が持ってきた動画をじっくりと見た。僕が雀ジヤン荘そうで玄げん一いち郎ろうさんにぼこぼこにされたときの隠かくしカメラの映像だ。

「イカサマをするときには必ず指先が映らないようにしているね。大したものだ」

　アリスが感嘆する。

「河かわから拾ひろってるのはたしかなんだよ。でも、あまりにも自然にやるから指摘できないんだ」

　僕はあのときの悪夢の体験を思い返しながら言う。玄一郎さんのイカサマの基本は『河から拾う』──つまり、ルール通り伏せて積んである山の牌を持ってくるふりをして、表向きにして捨すててある他人の牌パイを拾ひろってくる技だ。素人しろうとが勝てるわけがない。

　麻雀マージヤンというのは不思議なゲームである。歴史的な理由もあるし、阿あ佐さ田だ哲てつ也やの小説から脈々と続く麻雀フィクションの影響もあるのだろうけれど、イカサマに寛かん容ような傾向があるのだ。いや、イカサマを裏技と呼んで讃たたえる向きさえもある。捨て牌が変化しているという明らかな状じよう況きよう証しよう拠こがあっても、現行犯でなければ不正は糾きゆう弾だんされず、むしろ見事にやりおおせたと評価されてしまう、そんな雰ふん囲い気きがある。

「他の技は持っているのかい」とアリスが四代目に訊たずねる。

「俺おれが知ってる限りでは『拾ひろい』だけだな」

「まあ、全自動雀ジヤン卓たくでは最も有効なイカサマだからね。これだけ見事にやりおおせるなら他の不確定な技は不要だ。さて、どうしたものか。屋外となると、敵の手を盗ぬすみ見るような仕掛けも事前に準備できないし……」

　そう、ともあれ屋内なら、こちらには少しよう佐さという盗とう撮さつ盗とう聴ちようのエキスパートがいるので、玄げん一いち郎ろうさんにも気づかれないような極小カメラを仕掛けて手の内を丸裸にできる。でも屋外となるとお手上げだ。吹きさらしの河原かわらにどうにかして偽ぎ装そうしたカメラを設置しておくにしろ、あるいは超望遠のカメラを川沿いのビルの屋上に仕掛けるにしろ、当日どこに雀卓を置くか、どこにだれが座るか、によってその仕掛けは完全に無む駄だになってしまう。雀卓は玄一郎さんが購入した新品を勝負当日その場で開封して使うというから、卓に細さい工くもできない。だいいち麻雀というのは手の内がたとえ全部ばれていようと、自分だけで必要な牌をそろえてあがってしまえば点数になるゲームだ。そして玄一郎さんのテクニックはそれを最速でやってのける。どうやって勝つ？　防ぼう御ぎよ策さくだけではなく、こちらが勝つために、あちらの現金を根こそぎにするほどの一いち撃げきを叩たたき込むためには──

「……ん？」

　ふと、なにかが見えかけて、僕ぼくは口を手で押さえる。

　最速で仕上がる玄一郎さんの手て牌はい。

　屋外麻雀。

「どうした」

　四代目が首をかすかに傾かしげる。僕は手を持ち上げて彼の言葉を押しとどめ、考える。

　いけるのか？

　理り屈くつの上では、いける。必要なものは目まいがするくらいたくさんある。下準備と、罠わなにかかるまで耐える戦術、罠に誘さそい込むための戦術、そしてなによりもタイミング。

　僕の意識の表面で、思考が組み上がっていく。いくつも足りないピースがある。でも僕はひとりではない。ここにはアリスと四代目がいるのだ。だから、ぐっと唾つばを飲み込んでから、口を開く。

「……細かいルールはこっちが決められるんでしたよね？　なら、付け加えてほしいルールがあります」

「なんだ。当然、こっちだけ有利になるようなルールは玄げん一いち郎ろうが認めねえぞ」

「いえ、特殊ルールだけど、公平なはずです。点数のやりとりに関することだけですから。ふたつあります」

「言ってみろ」

「ひとつは点てん棒ぼうを使わないで、だれかがあがるたびに現金でやりとりするってことです」

　四代目の眉まゆが寄る。

「それはむしろ俺おれに不利だ。どうなるかわかってんのか？　点棒で集計して後あと払ばらいなら、途と中ちゆうである程度負けてても挽ばん回かいできるが、そのつど現金精算ならこっちの手持ちが尽つきたところで終わるんだぞ」

「わかってます。でも必要なんです。それに、こっちに不利だからこそ玄一郎さんも吞のんでくれる公算がありますよね」

　四代目は腕うで組ぐみして鼻を鳴らした。

「もうひとつは」

「親番・子番をなしにして、点数計算は全員が親扱いにしてください」

「なんだそりゃ」四代目は脱だつ色しよくしたつんつんの銀ぎん髪ぱつを手でかき混ぜる。

　麻雀マージヤンは四人のうち一人が《親》、残りの三人が《子》というポジションを持ち回りで担たん当とうする。この《親》というのは、もらう点数も支払う点数も《子》よりもずっと高いハイリスク・ハイリターンの役目だ。

　しかし僕の案は、全員が《親》。全員が、もらう点数は一・五倍、支払う点数は二倍。

「それも俺らに不利じゃねえか」と四代目はぼやく。「まあいい。それも通るだろう。で、さっさと作戦を話せ。なんでそんなルールが必要になるんだ」

　僕は唾つばを飲み込むと、ベッドの端はしに腰こし掛かけて話し始める。アリスの大きな目はますます見開かれ、四代目の眉まゆ根ねはますます険けわしく寄る。

　すべて話し終えると、アリスはため息をついて四代目に言った。

「さっきのは取り消すよ。きみの義弟はただのどうしようもない夢む想そう家かだ」

「そうだな。おまえの助手は」「張り合わなくていいですから！　準備急がないと！」

　四代目はうなずいて壁から背中を離した。

「いいだろう。どうせ負けたらむしり取られる銭ぜにだ。とことんやってやる。少しよう佐さにも俺から話を通しておく。だから、アリス」

　事務所の玄げん関かんに足を向けながら、四代目はベッドの上の探たん偵ていに指を突つきつける。

「なんとか、はめる手を考えろ」

　ドアが閉じた後で、アリスは横目でじっとりと僕をにらんでから、クマのぬいぐるみを抱だき寄せてむっつりとあごをうずめた。

「……無理かな？」と不安になって訊きいてしまう。彼女は嘆たん息そくした。

「無理じゃないよ。哀かなしいことに、なんとかなりそうな戦術を思いついてしまったよ。でも、蟷とう螂ろうの斧おのだ。いいね？」

　そしてアリスは話し始める。僕ぼくが思いついたのと同じくらい馬鹿馬鹿しい作戦を。
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　真冬の晴れた空に、色とりどりの凧たこの小さな姿が見える。吹きさらしの河原かわらに子供たちのはしゃぐ声がかすかに聞こえる。

「子供はええなあ」

　玄げん一いち郎ろうさんが、風にばたつくダウンジャケットの裾すそを押さえながら目を細めて言った。

「壮そうちゃんもあのくらいの頃は外で毎日走り回ってたもんやね」

　理り佳か子こさんもその隣となりでつぶやく。こちらも、さすがにこの寒さに屋外ということで、地味な厚手のコートに身を包み髪かみをお団子だんごにまとめている。

「世間話はいいんだよ。さっさと準備しろ」

　四代目が毒づいた。

　一目で筋すじ者ものとわかる男たちが数人、トラックから大きな段ボール箱やアタッシュケースを運んできた。手際よく梱こん包ぽうが解かれ、簡かん素そな全自動雀卓、小さな発電機、丸椅い子す四つ、そして小さな机が二つ、生い茂しげるすすきに囲まれた砂利じやりの地面に設置される。

　僕らの荷物であるボストンバッグを運んできたのは、平ひら坂さか組の幹部、電でん柱ちゆうだ。二つの机に積み上げられるのは、札さつ束たばの山。僕はいつぞや二億おく円もの現金を直じかに見たことがあるのだけれど、それよりもさらにえぐい光景だ。電柱の手も少し震ふるえている。

　こちらの現金は一億六千万円。四代目は手持ちのほとんどをすでに事業に突つっ込んでいるので、今目の前にあるのは借金して用意したものだ。玄一郎さん側の机に積まれた金はほとんど同じくらいだ。

「ルール確認するで」玄一郎さんが雀ジヤン卓たくの動作を確認しながら言った。「点てん棒ぼうは使わず、やったな」

　雀卓の四辺にはそれぞれ開閉式のポケットがついていて、普通はそこに点棒を収納するのだけれど、今日きように限っては四つとも空からっぽだ。眼前の机に積み上げられた現金がそのままやりとりされる。

「ほんで現金払い。払えなくなったらしまい、ちゅうことやな。ええんか貧乏人」

「うるせえ。てめえの財布さいふの心配だけしてろ」

　四代目が毒づくと、玄一郎さんはふんと鼻を鳴らした。あちらが用意した現金があれですべてとは限らないけれど、こっちは積んである札束が寿じゆ命みようのすべてだ。崖がけっぷちなのだ。

「次に、親・子もなし、と」

　玄げん一いち郎ろうさんは《東》と書かれたオレンジ色のプレートを卓たくから取り上げ、ゴミを入れた段ボール箱に放り込んだ。本来ならば最初の親がだれかを示すマーカーなのだが、それもやはり今日きようは使わない。

「妙みようなルール考えたもんやな。親子の縁えんも切れてるから、ちゅうことか」と玄一郎さんは笑う。そういう意味ではないのだが、そうとられてもしかたがないかもしれない。四代目はただ黙だまってにらみ返しただけだ。まあ、誤解されたままの方がありがたい。理り佳か子こさんの少し哀かなしそうな目は気になったけれど。

「ほな、おまえら車に戻れ」荷物を運んできた男たちに玄一郎さんが言う。「壮そう一いち郎ろうの方の車をちゃんと監かん視しせえよ。だれかここに近づいてきたらすぐ知らせえ、通報されたらかなわん」

　四代目も電でん柱ちゆうに言った。「おまえも戻れ。勝負がつくまで車から離はなれるなよ」

「押オ忍スッ」

　雀ジヤン卓たくのまわりには、僕ぼくら四人だけになる。子供たちの声も心なしか遠くなる。風にさざめくすすきの泣き声だけ。

　奇き妙みようなもんだな、と僕ぼくは今さらながらに思う。これだけの金額の賭かけなら、普通は立会人を用意するものだからだ。

「家族麻雀マージヤンやね！」理佳子さんがちょっと空そら々ぞらしいくらい明るい声で言った。

「始めるか」と、玄一郎さんが雀卓のボタンを押した。







　二対二の麻雀は、組んだ二人が向かい合って座るのが基本である。僕の左が玄一郎さん、右が理佳子さん。

　始まってすぐに、玄一郎さんは僕と四代目の打ち筋すじの奇き妙みようさに気づいたようだった。使用頻ひん度どの高い真ん中へんの数すう牌はい、いわゆる「油っこい」牌を二人とも序じよ盤ばんからばしばし切り飛ばしていったからだ。

「どんな策があるんか思てたら、なんや、子供だましやなあ」

　玄一郎さんはにやにや笑う。あっという間に一万八千点の手を仕上げてツモあがりしてしまった。四代目はふてくされた顔で札束をあちらの机にどさどさ移す。

　次の局も僕らの方針は変わらない。今度は理佳子さんが満まん貫がんをツモあがり。

「国こく士し無む双そうは無双やから、二人同時にやっても無む駄だて謂いうやろ」と理佳子さんは笑う。「ほんま二人とも仲ええなあ」

　玄一郎さんばかり気にしていたけれど、理佳子さんもなかなかくせ者だった。たった二局でこちらの意図をほとんど見抜いてしまった。

　しかし、これがアリスから授けられた基本戦術なのだ。

『全局国こく士し無む双そう狙ねらい、というのはね』

　一昨日おとといの夜、アリスは説明してくれた。

『ばかばかしく思えるかもしれないが、トーナメントなどで実績も残しているれっきとした戦術なんだよ』

　国士無双。「クズ牌はい」とも呼ばれる、使用頻ひん度どの低い十三種類の牌を一つずつ集めた手のことで、役やく満まんだ。子で三万二千点、今回のルールでは全員が親なので四万八千点。十三面待ちという特とく殊しゆ形けいにすればさらにこの倍となる。ほぼ一いち撃げきで勝負が決まる点数だ。

『この戦術のメリットは三つある。ひとつはもちろん、一撃が大きいことだ。もうひとつは、成じよう就じゆしそうになくてあきらめた場合、非常に逃げの手を打ちやすいことだね』

　なにしろ一局の後半は手の内がクズ牌でいっぱいになるので、捨すてた牌で敵てきにあたられる危険が少なくなる。理り屈くつの上だけなら攻守一体の見事な戦術だ。実際は、腐くさっても役満なので、たとえ全局なりふりかまわず狙ねらおうと国士無双なんて一日に一回出ればいい方だ。

　それでも、僕ぼくらはこの戦術を選せん択たくした。

『最後のひとつは、もちろん』とアリスは僕に笑いかけた。『きみの考案した作戦にうってつけだからだよ』

　だから僕も四代目も、ひたすら手の内をクズ牌で固め、雛ひな村むら夫妻に左右からいいようにツモあがりされ続けた。二人がかりで往復びんたを食らっている気分だ。四代目の脇のテーブルからはみるみる札束が減っていく。自分で提案しておきながら、この毎回現金精算という方式はめちゃくちゃ精神的にこたえる。玄げん一いち郎ろうさんが手て牌はいをぱたっと倒すたびに、一般人の年収くらいの額があちらに流れるのだ。

　どこが家族麻雀マージヤンだよ、と僕は思った。指先がかじかんできた。最初は軽口を叩たたいていた玄一郎さんも、四代目の札束が半分を切る頃には黙だまり込んでしまう。変わらず笑顔の理り佳か子こさんがむしろ怖こわい。

　血がつながっていても、こんなもんなんだな。破滅にさえつながりかねない金額を、平気でむしりとれるんだ。最初は、四代目がすっからかんになるまで負けても、実の父親なのだから笑って「貸しにしとくわ」と言って全額返してくれるんじゃないか、なんて思ってたけど、玄一郎さんの表情にはそんな甘あまさは一いつ片ぺんもない。やくざなんだ。金がすべての世界の住人なんだ。自分で言っていたじゃないか。

　一時間がたち、粘ねばっていた僕らの資金もついに底が見える。四代目の机の札束は一目で数えられるほど、いっぽう玄一郎さんの方は崩くずれ落ちそうな高峰たかねになっている。

「なんや。次でしまいやな」

　玄一郎さんが横目で四代目を見て言った。

「ええかげん寒いし帰って風ふ呂ろ入りたい思てたところや。ちょうどええわ」

「馬鹿抜かせ。まだ二億おくは用意してある」

　四代目が苦にが々にがしく言い返した。はったりだ。でも玄げん一いち郎ろうさんの目つきが変わる。次の局が始まり、彼が挑ちよう発はつに乗ったことがわかる。

　卓たくに並んだ捨すて牌はいから、気づかないうちにクズ牌がどんどん消えているのだ。得意のイカサマ技、『拾ひろい』だ。理り佳か子こさんもそれを読み取ったのか、拾いやすい感じにどんどんクズ牌を並べていく。

　玄一郎さんも国こく士し無む双そうだ。ダブル役やく満まんで一気に片をつけにきたのだ。十三面めん待まちができあがれば、いずれ僕ぼくか四代目の手の内からあふれ出たクズ牌が直ちよく撃げきされる。逃げ回っていてもツモあがりされればどのみち終わりだ。なにせ四代目の持ち金はもう机の上の数百万しかない。

　一月の寒風の中だというのに、牌をつまむ指先が汗あせばむ。機を逸いつしたら即死なのだ。わざとゆっくり牌をさばく。捨すて牌から消えたものを必死で確認する。

　あと──三種で、玄一郎さんの手が完成する。ここだ。僕はジャンパーを脱ぬいで椅い子すの後ろに放った。それが合図だった。卓の周囲にはなんの変化もない。風の音と牌の音だけ。合図を受け取るべき人間は、はるか遠方の空から、僕の着ている鮮あざやかな赤いシャツを望遠鏡で確認しているはずだからだ。

　玄一郎さんが河かわから次々に牌を拾っていく。あと二種類。あと一種類。僕は風の中に耳を澄すませながらゆっくりと打ち回してタイミングを調整する。

　玄一郎さんがテンパった。間違いない、国士無双十三面待ちだ。

　四代目が最後の安全牌を捨てる。もう彼の手の内には玄一郎さんに直ちよく撃げきされる牌しか残っていないはずだ。次じ巡じゆんで爆ばく死しする。

　そのとき──

　風の中にかすかに、断続的な音が聞こえてきた。玄一郎さんも伸のばしかけた手を一いつ瞬しゆん止めて眉まゆをひそめる。

　でも、ヘリのローター音だということまではわからなかっただろう。ましてや、次に待ち受ける運命をはこんでくる音だなんて思いもしなかっただろう。玄一郎さんが止めた手を再び牌の山に近づけるにつれ、ローター音もくっきりと大気を切り刻きざむ音となって僕らの頭上に迫ってくる。理り佳か子こさんが顔を曇くもらせて目を持ち上げる。玄一郎さんがツモった牌を捨て牌の《發》とすり替えたまさにその瞬しゆん間かん、大きな影が僕ら四人と雀卓とを包み込んだ。周囲のすすきが泣き叫さけび、砂が舞い上がる。僕らを圧おし潰つぶそうとしているように見えるほどの低空にヘリの腹部が見えた。さらには側面のハッチが開き、逆光の中で小さな人影が上半身を出すところも。その人影の手に握にぎられた竿さお状じようのもの──Ｍ14アサルトライフルの銃じゆう口こうさえも。

　ローター音を貫いて響ひびいたのは、まぎれもない銃声だった。そのときにはもう玄一郎さんは腰こしを浮かせていた。でも次の彼の行動は僕の予想を完全に裏切るものだった。立ち上がった彼は左側に座る四代目の肩かたをつかみ、椅子ごと地面に引き倒したのだ。

　吹き散らされた砂粒が雀ジヤン卓たくの側面を打つ音が聞こえた。ローター音が遠ざかっていくにつれて、僕ぼくの鼓こ動どうが強く身体からだの内側から響ひびいてきた。僕らを覆おおう影がすぼまり、消え、乾かわいた冷風がまた耳を引っ搔かく。

「……なんやのん、あれ」

　頭を抱かかえて地面にうずくまっていた理り佳か子こさんが、椅い子すに身体からだを引っ張り上げながら後方の空を仰あおぐ。

「どっかのヒットマン？　……なんもせんで行ってもうたで……」

　四代目が起き上がって袖そでの土つち埃ぼこりを払はらい落とし、椅子に座り直し、しらじらしく言った。

「たちの悪いいたずらだろ。……さっさと捨すてろよ。あんたがツモったところだよ」

　玄げん一いち郎ろうさんは右手に《發》の牌パイを握にぎりしめたまま、卓たく上じようを凝ぎよう視ししている。

　もう、なにが起きたのかを理解しただろう。肩かたを揺らして笑い出したからだ。

「……ほうか。このためか。全部このためか。点てん棒ぼうを使わんのも、親番・子番をなしにしたのも、みんなこのためやったんか」

　僕はぐっと唾つばを飲み込んで、自分の手て牌はいに目を落とす。その通りだ。すべてこの瞬しゆん間かんのための布石だ。

　玄一郎さんは立ったまま《發》の牌を卓たくに叩たたきつけた。身体中の汗あせが耳から噴ふき出してしまいそうな気がした。

「ロン」

　僕は手の震ふるえを抑えながら自分の手牌を倒した。

「国こく士し無む双そう十三面めん待まち──ダブル役やく満まんです」







　理佳子さんは目をぱちくりさせている。

「……な、なんやねんこれ。どないなっとんの。玄ちゃん？」

「見りゃわかるやろが」

　玄一郎さんは漂ひよう白はくされたような笑みを浮かべて雀ジヤン卓たくを一いち瞥べつした。

「わしらがびびって立ち上がったときに、坊ぼうやが卓そのものを回したんや」

　僕は手のひらの汗あせをジーンズの太ももにこすりつけた。玄一郎さんの言った通りだった。二人がヘリに驚いて身を浮かせたその一いつ瞬しゆん、僕は雀卓そのものを反時計まわりに九十度回転させたのだ。玄一郎さんの手には、四代目のクズ牌だらけの手が移動する。そして玄一郎さんが河かわ拾ひろいのイカサマで育てた国士無双十三面待ちの手は僕の手元にやってくる。危険な現金即そく払ばらいルールも、親番・子番の区別をなくしたのも、すべてこの技のためだった。個々人の点棒もなく、最初の親を示すマーカーもないので、卓そのものが回転したという直接証しよう拠こがない。手牌と捨て牌の劇的な変化というすさまじい状況証拠が目の前にあろうとも、直接証拠を示せなければイカサマは糾きゆう弾だんできない。それがこの不思議なゲームを支配する暗あん黙もくのルールだ。

　この壮そう大だいなイカサマの最大の貢こう献けん者しやは、僕ぼくでもアリスでもなく、僕がジャンパーを脱ぬぐ合図をキャッチして指示を出した少しよう佐さと、タイミングを完かん璧ぺきにはかってヘリを通過させたパイロットだろう。

　四代目がふうっと細い息を吐はき出して立ち上がった。

「終わりだな」

　その声は心なしか、くたびれきった迷子まいごのべそっかきな声に聞こえた。

「ひとつ聞かせぇや」

　玄げん一いち郎ろうさんが椅い子すに深く沈しずんで両脚あしを投げ出し、思いがけず穏おだやかな声で訊たずねる。

「なんだよ」

「この卓たく、わしが新品で買こうたんやで。たまたま丸い一本足で、軽くてゆるくて簡単に回せるタイプやったからええが、回せんやつやったらどないするつもりやった」

　四代目はちらと僕の顔に目をやってから、視線を足下に落とした。

「東とう京きようは俺おれのホームグラウンドだ。てめえがそう言ったんだろうが」

　玄一郎さんがかすかに首を傾かしげる。四代目は目を上げないまま言葉を続ける。

「二日で雀ジヤン卓たくを配送できる業者なんて限られてる。全部に連れん絡らくつけて、このタイプ以外の雀卓の在庫を買い占しめたんだよ」

　金はそうやって使うんだ。てめえがそう教えたんだろうが。四代目のつぶやきが、雀卓の羅ら紗しやに落ちて牌はいの間をたゆたう。そのときの玄一郎さんの顔に浮かんでいた満足げな笑みを、僕は忘れられない。

「ヘリのチャーター代に、雀卓代か。だいぶ足が出るんちゃうか」

「うるせえ。てめえの知ったことか。支払いの不足分の心配でもしてろ。現金がねえなら今ここで借用書を書け。雛ひな村むらが三代目で潰つぶれるくらいの年利にしてやる」

「ああ、そうやったな」

　玄一郎さんは僕の手元の牌の並びに目を落とした。ダブル役やく満まん。

「親のダブルやから九万六千点、四億おく八千万円か。一億六千万足りんな」

　言おうか言うまいかずっと迷っていたもやもやが、そのとき僕の喉のどの奥で言葉に固化して、唇くちびるをついて出る。

「あの。子でいいですよ」

　四代目と玄一郎さんが同時に目を上げて僕を見た。二人の顔つきが、そのときだけはあまりにもそっくりで、僕は言葉を続けてしまう。

「親じゃなくていいです。子のダブル役満計算で、六万四千点でいいです」

「なんでや」

「さっき玄一郎さん、ヘリから出てきたやつがライフルかまえたとき、四代目のことかばおうとしましたよね」

　四代目が歯を剝むく。玄げん一いち郎ろうさんの唇くちびるはかすかに歪ゆがむ。

「すみません。あれ、僕ぼくらの仲間の少しよう佐さってやつで、もちろんあれはモデルガンです。ただの脅おどかしです。でも玄一郎さん、四代目のこと守ろうとして」

「さあ。憶おぼえとらん」

「なに抜かしてんだてめえは」

　二人が同時に言う。でも僕にはもうわかっている。口ではどれほど憎にく々にくしいことを言い合っていても──

「玄一郎さんにとっては、四代目は息子むすこなんですよね。だったら、義弟の僕もあなたの子です。子だから、六万四千点です。今そこにある現金できっちり払はらいきれます」

　だって、アリスも言っていた。家族はお互たがいを赦ゆるし合える最小の社会単位なのだと。壊こわれかけた家族しか知らない僕も、心しん底そこそう思う。借金をかぶせ合うなんて、見たくない。億おく単位の金をむしり合ったこの戦場にはまったく似つかわしくないきれいごとだと、わかってはいるけれど、それでも。

　玄一郎さんはもう笑いを隠かくそうともしない。四代目の不ふ機き嫌げん顔はまわりの空気が歪ゆがんで見えるくらいだ。理り佳か子こさんが僕と四代目の腕うでを両手でつかんで引っぱり寄せる。

「二人ともうちの子や！　大好き！」

「うるせえ！」四代目が母親の手を振り払はらう。

「壮そう一いち郎ろう。こないなアホな言い分、ええんか」

　玄一郎さんにやにや笑いながらが僕を指さして訊たずねる。四代目は僕らに背を向けた。

「点数申しん告こくは、あがったやつの責任だろ」

　すすきを踏ふみ分け、歩き出す。

「好きにしろ」
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　玄一郎さんから電話がかかってきたのは、麻雀マージヤン勝負の二日後のこと。ちょうど四代目が探たん偵てい事務所にやってきて、アリスと一いつ緒しよに今回の絶望的にめんどうな会計処理をしているときだった。なにしろ一億おく六千万円をギャンブルで得てしまったのである。どうやってマネーロンダリングするか、二人でああでもないこうでもないと話し合っている最中だった。僕の携帯が鳴り、見知らぬ番号が液晶画面に表示される。

「……もしもし？」

『坊ぼうやか。大おお阪さか戻るさかい挨あい拶さつくらいしようと思てな』

　声を聞くだけで、あの崩くずれた笑顔がすぐに思い浮かぶ。玄一郎さんだ。僕はちょっと緊きん張ちようして四代目をちらと見やり、会話が聞こえないようにと台所の方に行く。

「ええ、ええと、あの、お疲れ様でした」

　他ほかに言うことを思いつかなかった。

「なんで僕ぼくの番号──」

『そんくらい調べとるわ。壮そう一いち郎ろうのも知っとるけどな、実の息子むすこにさいならの電話するんも気き色しよく悪いさかい』

　それはそうかもしれないが、だからってなぜ僕にかけてくるのか。なにを話せっていうんだよ。と、電話の向こうでなにか物音がして、今度は火花が散りそうな感じの女の声。

『なるちゃん？　うち！　お母かあさんや！　さみしいけどいっぺん大おお阪さか戻るわ、負け犬らしく。壮ちゃんによろしゅうな！　ていうか今そこにおったりするんやないのん？　壮ちゃああああああん聞こえるう？　お母さんやで、ぎょうさん愛しとるで』

　僕は携帯を耳から四十センチくらい離はなした。まずい。今のはほんとに聞こえちゃったかもしれない。

『騒さわぐなアホ、返せ』と玄げん一いち郎ろうさんの声がしたので、また携帯を耳にあてる。『まあ楽しかったわ。これまで東とう京きよう来てもろくなことなかったけどな、坊ぼうやと逢あえておもろかったわ。また一いつ緒しよに打とうな』

「……いやいやいや。もう麻雀マージヤンはこりごりです。勘かん弁べんしてください」

『あのなあ、忘れたんか？』

　玄一郎さんの声が突とつ然ぜん、川底の石みたいに冷たくなる。

『わしから国こく士し無む双そうあがったんは、壮一郎やなくて坊やなんやで。リベンジさせぇや。大阪きたら電話くれな』

　もう大阪には生しよう涯がい行かないことに決めた。

『ああそうそう』と玄一郎さんは声のトーンを戻す。『壮一郎に伝えてや。おまえみたいに甘あまっちょろい義弟持っとるやつは雛ひな村むら継つがせるわけにはいかん、東京でニートやってのたれ死ね、ってな。跡あと継つぎはもう一人の方に決めたわ』

「はあ……」

　僕は暗い天てん井じようを仰あおいだ。

　どうやら色々うまくいってしまった──らしい。ちょっと実感ないのだけれど。

　ほな、と玄一郎さんは電話を切った。僕はこわごわ寝室に戻った。ベッドの端はしに腰こし掛かけた四代目が僕をにらむ。

「あの腐くされ極ごく道どう、なんだって？」

　もちろんだれからの電話かばればれだった。

「あー、ええと、あのう」

　跡継ぎはもう一人の方に決めた、という玄一郎さんの言葉を伝えると、四代目は口の中で苦い唾つばを転ころがしているような複雑な顔をする。

「……なんなんだ。もう一人？　最初っからそいつにしとけ。さんざん騒さわぎやがって。ほんとになにしにきたんだあのアホ夫婦は」

　そのとき、ベッドの奥でアリスがくくっと肩かたを揺ゆらせた。

「だからね、雛ひな村むら夫妻は初詣しにきたんだよ。他ほかの諸もろ々もろの用事はみんなついでだろう」

　四代目は眉まゆをひそめて振り向く。

「初はつ詣もうで？」

「そう。ナルミ、きみは雛村夫妻がどこの神社に行こうとしていたか憶おぼえているね？」

　いきなり話を振られて僕ぼくは面食らう。

「あー……ええと、たしか、水すい天てん宮ぐう？」

　アリスはうなずく。

「そう。日に本ほん橋ばしの水天宮はね、日本一有名な安あん産ざん祈き願がんの神様なんだよ」

　そのときの僕と四代目は、さぞかし間抜けな驚き顔をアリスの前に並べていただろう。

「……あ、安産？」

「雛村理り佳か子こはおそらく妊にん娠しんしているんだろう。もう一人の跡あと継つぎ候補というのは彼女のお腹なかの中の子だよ」

　四代目がものすごい形ぎよう相そうで立ち上がり、僕の手から携帯電話を引ったくった。着信履り歴れきからリダイヤルする。

「俺おれだ。……てめえ、なんで黙だまってた！　お袋ふくろのことだよ、ほんとにガキができたのか？　ああ？　おめでてえのはてめえの頭だ馬鹿！　妊にん婦ぷの色香だァ？　わかるかそんなもん、気持ち悪いからやめろ！　おいてめえ今どこにいンだ、後ろでなんかアナウンス聞こえたぞ。……羽はね田だァ？　馬鹿野郎なに考えてンだ安定期まだだろうが妊婦を飛行機に乗せンじゃねえ新幹線にしろ！　四十三歳さいだぞわかってんのか、どんだけ若作りしてても身体からだはババアなんだぞ高こう齢れい出産だぞ？　……てめえの絶ぜつ倫りんなんざほめてねえよ！　……ああ？　なんのことだ。……そうじろう？　壮そう二じ郎ろう？　馬鹿野郎、女だったらどうすンだ名前は一生もんなんだから真剣に考えろ！　それから跡継ぎとか馬鹿なこと考えンじゃねえ、俺で懲こりろ！」

　僕の携帯がずたずたになるんじゃないかと心配になるくらいのすさまじい喋しやべり方だった。僕はまだ呆ぼう然ぜんとして、可お笑かしそうに髪かみを揺らすアリスと電話に罵ば声せいを浴びせる四代目とをぼんやり見比べていた。

　なるほど、東とう京きように来たのは初詣のため。いつかアリスがふと言っていたのは、こういう意味だったのか。

「事前に教えたら、ほら、雛村壮一郎はあの通りの優しすぎる男だからね」とアリスはほくそ笑む。「きっと真剣勝負できなかっただろうと思ってね」

　探たん偵ていの意地悪さここに極きわまれり、である。それからたっぷり十五分間、僕とアリスはベッドの上に並んで座り、親子漫まん才ざいを聞き続けた。つっこみの方しか聞こえていないのにどうボケたのかわかるのがすごい。まぎれもなく四代目の身体からだに脈々と流れている、大おお阪さかの血のせいかもしれない。
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　その三日後の放課後、僕ぼくは四代目に呼び出されて平ひら坂さか組に顔を出した。

「おまえ名義で理り佳か子こにこれ送れ」

　四代目にそう言われて、小さな段ボール箱を押しつけられた。

「……なんで自分でやらないんですか」

　照れくさいからだ、とわかっているのにわざわざ聞いてしまう僕も、アリスに劣おとらず意地悪いのかもしれない。

「うるせえ。いいから送れ。それから絶対に中を見ンなよ」

　そんなことを言われたら、家に持って帰ってから箱を開けないわけにはいかない。僕にだって好こう奇き心しんというものがある。それに、ほら、宅配便の伝票に品名を書かなきゃいけないし。

　中身は、見事な狼おおかみの図ず柄がらの刺し繡しゆうが施された紅白の絹きぬ帯おびだった。

　犬いぬ帯おびだ。

　手作りなのは見ればわかる。これほど見事な刺繡ができる人間はプロでもそうそういないだろう。犬はお産が軽いので安産祈き願がんの象しよう徴ちようとされており、中ちゆう央おう区の水天宮は戌いぬの日になると妊にん婦ぷの参さん拝ぱい客が日本じゅうから押し寄せるのだという。

　僕は心の中で四代目に十回くらい謝ってから帯を梱こん包ぽうしなおした。雛村理佳子様、と宛あて名なを書きながら、ふと思う。やがて産まれるであろう雛村壮一郎の二十一歳さい年下の弟のことを。僕の義弟、っていうことにもなるんだろうか。妹かもしれないけど。

　いつかその子が大きくなったら、こたつ板をひっくり返して、血のつながった雛村の四人で卓たくを囲めばいい。お金じゃなくてテレビのチャンネル権でも賭かけてね。家族麻雀マージヤンって、そういうものだろう。




　　　　[image: まーく]




　週末、久々に雀ジヤン荘そう『天てん和ほう俱く楽ら部ぶ』に顔を出した。僕だって学業優先なので、冬休みが終わってからは雀ジヤン熊くま騒さわぎにはとんと関わっていなかったのだけれど、玄げん一いち郎ろうさんの一件も落ち着いたし、いつまでも放っておくわけにもいかなかったので、様子を見にいったのだ。

「あっ、藤ふじ島しまさん、お疲れ様です」

　パンチパーマの強こわ面もて店長に会え釈しやくされてしまう。事情を知らない常連客や若い店員から怪訝けげんな目で見られるのでやめてほしい。事務所に通され、お茶まで出されてしまう。

「平ひら坂さか組の連中から聞きましたよ。壮そうさんの親父おやじさんの件でたいへんだったとかで」

「あ、はは、はあ、まあ」

　きっとあの黒Ｔシャツの馬鹿どものことだから、いらん尾ひれをつけまくったんだろうな。

「しかし藤ふじ島しまさん大したもんですね、関かん西さいの組長とも四し分ぶ六ろくの盃さかずき交かわしてるなんて」

「交わしてませんよ！」やっぱりこの有様だよ！

「でもまあ壮さんの親父おやじさんなら、雀ジヤン熊くまの件とはきっぱり無関係ってわけですよね」

　僕ぼくはうなずく。

「もし無関係じゃなかったら、僕も四代目も手に負えないところでしたよ」

　店長も苦笑いする。

「たしかに、あの人の強さはちょっと化け物じみてました。それに比べりゃ、あの雀熊連中なんざガキんちょだ。荒あら稼かせぎしてたわりには、どうも迫力がなかったし」

「あー、あれからあの連中来てます？」と僕は訊たずねた。店長はあごを搔かく。

「昨日きのう、あのゴボウみたいに瘦やせた眼鏡めがねのやつが来ました。でもその一回だけですね。他ほかの店にも最近は全然顔を見せないらしくて。このまま消えてくれりゃいいんだが」

「昨日も大勝ちして帰ってったんですか」

「途と中ちゆうから一発ツモを連発して勝ちまくってたんですがね、体調悪かったみたいで、吐はきそうな顔してすぐに帰っちまいました」

　監かん視しカメラの映像を見せてもらう。隠かくし撮どりなのでかなり見づらいが、僕がチェックした三人の怪あやしい客のうちの一人だった。暖房の効いた店内なのに着ぶくれたジャンパー姿のままなのでたいそう異様に見える。手つきもなんだかやけにびくついている。

「藤島さん、連中ほんとにグループなんですか。一いつ緒しよに店に来たこと一度もないですよ」

「たぶん……打ち筋すじが変なところで共通してるんですよ」

　たとえばここ、と僕は監視カメラの映像を指さす。

「下家シモチヤが１ピンと《西》のシャボ、ダマテンで八巡じゆ目んめです。２ピンは四枚見えてます。ここで持ってきた１ピンが止まるわけがないんです」

「たしかに」

　店長とは話が早い。『なにか気配を察したので当たり牌はいを止める』というのは麻雀漫画の世界だけの話で、実際には『だれが打っていてもまず止まらない当たり牌』というのがけっこうある。将しよう棋ぎでいうところの詰つみだ。どれだけ強くても詰みは回かい避ひできない。強い人というのは詰まされそうな状況にならないようにするか、あるいは自分が詰む前に相手を詰ませるか、どちらかなのだ。麻雀も同じ。

　それでも、詰みが回避できたのだとしたら、それは──

「どんなイカサマなんですかね」店長がぼそりと言う。「私もじゅうぶん注意して、どっかから覗のぞいてるやつがいるんじゃないかって、窓とかチェックしたんですが」

「たぶん、ガン牌パイです」

　僕ぼくの言葉に、店長は眉まゆを寄せる。

「まさか。そんな粗そ悪あくな牌はいは使ってませんよ」

　ガン牌というのは、牌の小さな傷などを目印にして、裏向きのまま判別する技だ。自分でそれとなく目印をつけることもある。もちろん、裏向きのままなんの牌なのかわかるようになれば、ごく一部の牌だとしても圧倒的に有利になる。

「でも、他ほかに考えられないんですよ。最初のうちは負け続けで途と中ちゆうから勝ちまくることとか、一発ツモがやけに多いこととか、シャボ待ちをかなりの確率で見破ることとか」

　店長と一いつ緒しよに店内に出ると、昨日きのうゴボウ眼鏡めがね男が打っていた卓たくの牌を総チェックした。

「新品同然でしょ。うちはけっこうまめに牌を買い換えるんです」

　店長はまっさらな牌の背をさっと手のひらでなでて言う。

　違和感が僕の胃い袋ぶくろで凝こり固まる。１ピンを一枚取り上げ、矯ためつ眇すがめつする。

　この違和感は、知っている気がする。

　でも、まさか──

　牌を持ったまま立ち上がり、カウンターに走った。店員から水性サインペンを借りると、牌の背を塗りつぶす。

「……ぁ……」

　からからに乾かわいたうめき声が僕の喉のどから漏もれた。

　インクを弾はじいて空白の筋すじが現れる。

　卓に駆かけ戻り、１ピンの残り三枚も確かめた。同じような筋がつけられている。

「……藤ふじ島しまさん？　それ……」

　店長の声を遮さえぎって僕はもう一度立ち上がった。トイレだ。あいつらは打っている間も異様に頻ひん繁ぱんにトイレに行っていた。トイレに駆け込むと、タイル張りの床ゆかに這はいつくばって、洗面台の下、便器のまわりを探した。

　そして僕は見つけてしまう。大便器の足下にわずかに付着した、赤い粉末。

　しばらく息ができなかった。なぜ立ち上がれないのかわからないまま個室の壁を引っ搔かいていた。ようやく便器に手をついて身を起こす。携帯を取り出すとき、手が震ふるえて危うく落としそうになる。

　なんでだよ。噓うそだろう。

　なんでおまえがここにいるんだ。なんでまだ残っているんだ？　みんな焼き払はらわれて、枯かれ果てて、消え失うせたはずじゃないか。

　震えが喉のどにまで伝わってくる。苦味と、血の味と、そして感電するような悦えつ楽らくの記き憶おくがわきあがってくる。なにもかも水すい底ていに沈しずめたはずなのに。今は、思い出した痛みと熱と歌声が、身体からだじゅうの傷口からあふれて噴ふき出しそうだ。

　でも、思考は不ぶ気き味みなくらい冷静だった。僕ぼくが最初に電話をかけた相手は、四代目でもアリスでもなく、少しよう佐さだったのだ。

「……あ、僕です。『天てん和ほう俱く楽ら部ぶ』に来てください。それで、あの、床ゆかにこぼれた薬品を採取する器具って、なにかありますよね。……ええ。……ええと、粉末です。ものすごく微び量りようなんです。……はい、はい……お願いします、すぐ検査に回してもらいたいんです」

　たぶん僕は無意識のうちに、一刻も早い検査を望んでいたのだ。自分の推測が間違っているという結果がほしかったのだろう。だから最初に少佐にかけたのだと思う。

　電話を切り、深呼吸してから、今度は四代目を呼び出す。

「『天和俱楽部』にいます。……ええ、雀ジヤン熊くまの件です。……連中の手口が、たぶんわかりました。トイレでヤクを……はい。……いえ、まだ推測ですけれど、たぶん」

　唇くちびるを嚙かみしめ、息ができなくなるくらいきつく壁に背中を押しつけ、足下を見やる。便器の足をかすかに汚した赤を。

　確証はない。それでもわかる。なによりもこの肉体が憶おぼえている。

「──エンジェル・フィックスです」










　　　　２







　墓はか見み坂ざか史し郎ろう。

　群ぐん馬まの二世議員の息子むすことして生まれる。

　八年前、Ｔ薬科大学に入学。十九歳さいでイランに留学。そこで彼は、後にすべてのはじまりとなる一株のケシの花の突とつ然ぜん変へん異い種しゆに出で逢あっている。その花にどんな名前が与えられたのかは、もうだれも知らない。帰国して国立の院に入った墓見坂史郎は、その花から抽ちゆう出しゆつしたアルカロイドを精製してまったく新しい向精神薬をつくりあげた。服用すると天使が見え、天上の音楽が聞こえるようになるとうたわれたその薬物は、錠じよう剤ざいに固められて翼つばさの刻印を捺おされ、僕たちの住む街にばらまかれた。

　原料となった悲しい花とちがって、薬の名はだれもが知っている。

　エンジェル・フィックス。

「……どうしてこんな名前にしたんだろうね」

　あらためて、死人のデータが印刷されたプリントアウトを手にして、僕はアリスに訊たずねた。ベッドの上の彼女は、いくつものモニタが放つ淡あわい光の中で振り向いた。

「とても不ふ愉ゆ快かいな推測だが」

　アリスは冷房の風よりもなお冷え切った声で言う。

「おそらくジェイムズ・ティプトリー・ジュニアの短編の題名からだろう。あの墓はか見み坂ざかという男はぼくと妙みように趣味が合ったらしいね」

「……麻薬の話なの」

「いや。異星人が地球から善人だけ選んで別世界に連れていってしまうという話さ。素敵なオチもついているのだけれど、彼がそこまで考えて名付けたかどうかはわからない」

　僕ぼくはため息をついて資料をシーツの上に投げ出した。

　どのみち墓見坂は天使に連れられていってしまったのだ。彼の仲間のほとんども一いつ緒しよに、過か剰じよう摂せつ取しゆで死んだ。なにを考えていたかなんて、永遠の闇やみの中だ。

　終わったはずなのに。みんな死に絶えたはずなのに。

「二人、生き残っている」

　アリスのつぶやきに、僕は顔を上げる。

「憶おぼえていないのかい。エンジェル・フィックスの製造・販売を行っていたグループは七人、そのうち五人が事件後に病院で死亡している。生き残りが二人いる」

　二人。

　そのうちの一人は、僕も知っている。篠しの崎ざき俊とし夫お──彩あや夏かの兄だ。

「トシにはテツが話を聞きにいった。もう一人は千ち賀が沢さわ輝てる彦ひこ、こちらの行方ゆくえは四代目が追っている」

「……薬がどこかに残ってた、ってことだよね」

「それだけならまだいいけれどね」

　そう言ってアリスは僕に背を向け、キーボードを叩たたき始める。

「どういう意味」

「あれから一年たっている。なぜ一年後の今になってエンジェル・フィックスが出てきたのか。雀ジヤン熊くま連中がたまたま在庫を見つけただけ──で済むならまだいい」

　アリスの言う意味がわかった。季節がひとまわりし、花が咲き、散り、実を結んだからかもしれない。だれかがまた造っているのかもしれない。そう言っているのだ。ぞっとして、鳥とり肌はだの立った二の腕うでを手のひらでこする。

　少しよう佐さを通じて調べてもらったあの赤い粉末は、たしかにエンジェル・フィックスだった。僕の願いもむなしく、悪夢はどこかの暗くら闇やみにこびりついて残っていたのだ。

「雀熊グループは製造グループと接点があった可能性が大きいね」

　アリスの声に僕は視線をさまよわせたままうなずく。

　連中の使っていたイカサマの手口は、牌はいの背に透とう明めいなインクで目印をつけるというものだった。店に入ってきてしばらく負け続けるのは、マーキング作業中だったからというわけだ。おそらく指先に少し付着させたインクで印しるしをつけていたのだろう。時間のかかる裏技だ。

　エンジェル・フィックスが、やつらに異い形ぎようの鋭えい敏びん視覚を与える。天使さえも見える世界の中で、無色透とう明めいのはずのマークは煌こう々こうと浮かび上がり、導きを与える。

　あの特殊インクはおそらく、一年前のあの事件で、フィックスの直売人たちが使っていたものと同じだ。

　どんなつながりがあるのだろう。あるいは雀ジヤン熊くま連中は、表に出ていなかっただけで、製造グループの一員だったのだろうか。なぜ今頃、雀ジヤン荘そう荒らしなんて始めた？　なにか資金が必要になったのか？

　わからない。情報が足りない。

「今、ぼくらにできることはない」とアリスがつぶやく。「雀熊連中やフィックス製造グループの残りが見つからなければ情報が足りない。平ひら坂さか組の成果待ちだ」

　僕ぼくは冷たい床ゆかにしゃがみ込んで、ほのかな逆光の中のアリスの背中を見つめ、つい今さらな質問をしてしまう。

「警察に任せないの、これ」

「四代目もテツも、そんなことはしないだろうね」

　アリスは僕に背を向けたまま乾かわいた声で答えた。

「忘れたのかい。フィックスは彼らにとっての仇きゆう敵てきだ。この件において彼らを突き動かしているのは利ではなくて怒いかりと面子メンツだよ」

　僕はうなずく。

　四代目はフィックス中毒患かん者じやに組員を刺さされた。テツ先せん輩ぱいはフィックスによってかつての仲間の一人を失っている。でも、それよりもっと深くて曖あい昧まいで根本的な理由でもある。あの赤い天使の羽根が蝕むしばんだのは、この街の吹きだまりで腐くさりかけていたニートたち──先輩や四代目と同じ泥どろ水みずを分けた兄弟のような人々だった。薬に手を出した弱さや愚おろかさを、先輩も四代目も責めたりしない。ほんのわずか巡めぐりが変わっていれば、その闇やみに堕おちていたのは自分かもしれないからだ。あの人たちはもしかしたら墓はか見み坂ざか史し郎ろうさえも救いたかったのかもしれない。

　それはかなわないから、ただ追い続ける。天使を。

「で、きみはまた首を突っ込むのかい」

　アリスの声にようやくほんの少し感情がにじむ。不ふ機き嫌げんそうな色だ。

「引っ込んでろって言うわけ」

「ふん。ばかばかしいからもう言わないよ」とアリスは頰ほおをふくらませる。「いくらでも首を突つっ込むといい。学習能力皆かい無むのきみはきっと全身火傷やけどで死んで鶏にわとりに生まれ変わっても喜んでオーブンの中に自分から飛び込むのだろうね」

　僕は頭を搔かいた。

「アリスだって似たようなもんじゃないか」

「なにがっ」彼女はベッドの上で跳とびあがってこっちを向いた。ぬいぐるみの山が崩くずれる。

「い、いや、どんだけ危ない事件だって首突つっ込むじゃないか。ひとのこと言えないだろ」

「ぼくはそんな愚ぐ昧まいなことはしていないぞっ、火か中ちゆうを探るときにはちゃんと火ひ箸ばしを使うよ！」

「じゃあ僕ぼくがその火箸だ。そうだろ？」

　アリスは口を半開きにして数秒固まった。

「……珍めずらしく口でぼくに勝てたと思って、今、胸中で握にぎり拳こぶしを固くしたね？」

　髪かみを震ふるわせて頰ほおを染め、アリスは声に悔くやしさをにじませる。

「してないよ」と僕は噓うそをついた。言い負かせるとは思ってなかったけど。

「なんだい。それじゃまるでぼくが、きみに危ないところを全部まかせて安全な場所にひきこもっているみたいじゃないかっ」

「そうじゃないけど……いや、その通りなんだけど、ああ、ええと、だからさ」

　つかみかかってきそうな形ぎよう相そうのアリスを、広げた両手でなだめ、言葉を選る。

「それでいいんだよ。アリスも僕もそれでいいんだと思うよ」

「なにがだい」

「アリスは僕が現場にしゃしゃり出るといっつも心配するけどさ」「心配してるんじゃない、あきれているのだよっ」「アリスだってたまにおもてに出てくるじゃないか。あれ、すごく心配なんだよ」

「む、むっ？」

　アリスはクマのぬいぐるみを抱かかえて目から下を隠かくした。

「だから、危ないところは僕が触さわるよ。アリスのためにそういうことができるのって、うれしいんだよ。助手なんだからさ」

　白いソックスに包まれた細い両脚あしがばたつく。

「そういう気恥はずかしいせりふは、きみの駄だ文ぶんだらけの事件簿ぼの中だけにしておきたまえ！」

「気恥ずかしい、って、なんで？　アリスのために──」

「ばかっ、繰くり返すなっ」

　アリスは頭からぬいぐるみの山の中に潜もぐり込んでしまった。ちょっと面おも白しろかったけれど、僕のせりふのどのへんが気恥ずかしいポイントなのかよくわからなかったし、これ以上いじくるとまたドクターペッパーが飛んでくるにきまっているので自じ重ちようする。

　空き缶かんをまとめて片付けると、僕は探たん偵てい事務所を出た。早くも傾いた冬の午後の太陽がやけにまぶしかった。







「藤ふじ島しまくん、また午後の授業さぼったでしょ！」

　非常階段を下りてラーメン屋の勝かつ手て口ぐちの前まできたとき、戸が開いて茶色い髪かみが現れた。それからつり上がった眉まゆ。彩あや夏かだ。黒い腰エプロンをしめながら僕ぼくの前に出てくる。

「出席日数危ないんじゃないの、留年しちゃうよ？」

「え、ええと？　きっちり計算してるから大だい丈じよう夫ぶ」と僕は噓うそをついた。そうだ、もう三学期なのだった。このままでは三年生になれそうにない。しかし今日きようも、粉末の調査結果が出る日だということで早く知りたくて午後を全さぼりしてしまった。

「あたしなんて一学期半分くらい休んだけど、なんとか追いついたんだから！」と彩夏は胸を張った。そこで僕は、はっとして身をこわばらせる。

　そう、彩夏は今年の一月から四月を病院のベッドの上で浪費した。まばたきすらしない植物として。奪うばわれた時間は、その四ヶ月間だけじゃない。それまでの記き憶おくも、だ。

　エンジェル・フィックス。

　あの天使の羽根が、彩夏をも傷つけ、損そこなった。

　もう二度と思い出させちゃいけない。だから彩夏が「またなにか面めん倒どうごとなの？」と訊きいてきたとき、自分でも驚おどろくほど自然にごまかしの言葉が出てきた。

「うん。ちょっとね。ついこないだの麻雀マージヤンの一件で、四代目が稼かせぎ過ぎちゃったんだ。それでマネーロンダリング……彩夏、マネーロンダリングわかる？」

「さっぱり」彩夏は自分の両方のこめかみに人差し指をあてて眼めをぐるりと回した。

「あは。まあとにかく四代目がちょっとやばい手を使うみたいなんだ。そんなわけで、そこから先は教えてもらってない」

「ならいいんだけど」

　彩夏の口く調ちようにあきれが混じるのを聞いて、僕は安あん堵どする。不安がらせるくらいなら、あきれさせる方がずっといい。完全な噓じゃなく八割方かた真実だったからうまくだませたんだろう。最近ほんとに詐さ術じゆつが板についてきちゃったな、と思う。彩夏をだますというのはやっぱり気分があまりよくない。

「てことは探たん偵ていのお仕事はとくにないんだよね？　ちゃんと授業出られるんだよね？」

「あー……うん」

　そうだ。もともとそういう話だった。

「もうクラスのみんなも藤ふじ島しまくんは後こう輩はいになると思ってるんだよ、廊ろう下かですれちがったときになんて挨あい拶さつするかみんなで話し合ってるんだよ！　ひどいよね」

　ほんとにひどいな。教えないでくれよ、そういうの。

「このまま中退しようかな……」

「なに言ってるの、だめだよ！」彩夏は僕の腕うでを叩たたいた。「せめて授業は最後まで出ようよ、ホームルームで先生がいつも困ってるんだよ、渡すプリント類たまってるし」

「翌日回収するんだからいいじゃん」

「その翌日もまるまるさぼったりするじゃない！」

　僕ぼくは縮こまった。

「それに今日きよう、生徒会の人が捜さがしてたよ。藤ふじ島しまくんいなかったからすごく困ってた」

「生徒会？」

「藤島くん生徒会もやってたんだね、全然知らなかった」

「ああ……」そうだ。知らない間に監かん査さ委員というものにされてしまっていたのだ。ということは僕を捜さがしていたのは監査委員長の香こう坂さかゆかり先せん輩ぱいだろうか。「背のちっちゃい女の人？　ウサギみたいな感じの」

「そうそう。なんだ、知ってるんじゃない。あと髪かみ長くてヘアバンドでおでこ出してる女の子も一いつ緒しよだった。生徒会長って言ってたかな」

　薫かおる子こ先せん輩ぱいも？　それはちょっと、学校に行く気がだいぶ失うせた。いや、嫌きらいな相手ではないのだけれど、きつくあたってくるのでちょっと苦手なのだ。色々あったし。

「なにか頼み事があったみたいだから、明日あしたはちゃんと学校きて、生徒会室にも顔出してあげてね」

「はい……」

「それから小さ百ゆ合り先生が、また勉強見てくれるって。あたしもまだけっこう単位やばいけど、一緒に卒業できるようにがんばろうね！」

「がんばれるかなあ」

「もっと大きな声で！」

「がんばります……」

　彩夏はぐっと親指を立て、厨ちゆう房ぼうに引っ込んだ。僕はひっくり返したビールケースに腰こしを下ろして冬空に向かって息を吐はいた。高校の勉強のことを考えるよりも麻ま薬やくだの雀ジヤン荘そう荒らしだのに頭を悩ませていた方が楽だというのは、これはもう重症だった。
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　翌日の昼休み、生徒会室に顔を出した。久しぶりの生徒会室は人が増えていて、知らない顔だらけだった。クラス章を見るに、一年生ばかり。香坂先輩も薫子先輩もいない。

「藤島先輩！」

　入り口にいちばん近いところに座って弁当を食べていた背の低いショートカットの女の子がこっちを見て跳とび上がる。

「わざわざ来てくれたんですかっ」

　駆かけ寄ってくるので、僕はぎょっとして廊ろう下かに後ずさる。

「昨日きのうどうしたんですか早退って、具合悪かったとかですか？　もう大だい丈じよう夫ぶなんですか」

「え？　あ、ああ、昨日僕を捜してたのって」

「あ、あたしです」

　え？　香こう坂さか先せん輩ぱいじゃなかったのか。たしかに背は低いけど。ていうか、彩あや夏かに「ウサギみたいな感じ」なんて抽ちゆう象しよう的てきなこと訊きくんじゃなかった。ウサギの形の髪かみ留どめつけてるだけじゃないか。

　そのとき、生徒会室の奥のデスクに座っていただれかが立ち上がってこっちに寄ってきた。髪の長い、一年生の女の子だ。

「千ち夏なつ、藤ふじ島しま先輩来たの？」と、その髪の長い娘はウサギ髪留めの娘こを押しのけて廊ろう下かに出てきた。僕ぼくと視線が合うと、むっとした顔になる。

「監かん査さ委員なのにちっとも顔を出さないで、なに考えてるんですか！」

　いきなり指を突つきつけられ、僕はのけぞる。

「かやちゃん、せっかく来てくれたのに怒おこっちゃだめだよ……」

　ショートカットの方がこわごわ口を挟はさむ。

「委員長のあなたがそんなでどうするの！」

「かやちゃんは監査委員じゃないんだから、怒るところじゃないでしょ」

「わたしは生徒会長なんだから全体の監かん督とく責任があるの！」
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　生徒会長。生徒会長なのか。なるほど彩夏が言った通り、生徒会長の娘はヘアバンドで長い髪をまとめておでこを見せている。そうだ、薫かおる子こ先輩も香坂先輩もとっくに引退して受験に専念しているんだった。去年の暮れの事件で何度も生徒会の力を借りたせいで、なんかまだあの二人が現役でいるような錯さつ覚かくをしてた。

　すると、この千ち夏なつという娘の方が監かん査さ委員長なのか。香こう坂さか先せん輩ぱいにどこか雰ふん囲い気きが似ている。彼女はおどおどしながら生徒会長に言った。

「こっちから藤ふじ島しま先輩に頼み事するんだから、もうちょっと、こう」

「千夏は黙だまってて」

　生徒会長はぴしゃりと言い返す。激しい既き視し感に口元がゆるみそうだった。

　生徒会室の隣となりにある監査室に連れていかれた。こちらは無人で、無ぶ骨こつなスティール製の棚たなに囲まれて、暖房も入っておらず肌はだ寒さむい。

「ところで藤島先輩はわたしたちのこと憶おぼえてませんよね」

　生徒会長がそう言ってきつい目でにらんでくる。

「ええ、まあ……」

　どこかで逢あったっけ？

「ほら、やっぱり。羽は矢や野の先輩が言ってた通り。学校のことなんてみんなどうでもいいと思ってるんだから」

　羽矢野、というのは前生徒会長の薫かおる子こ先輩のことだ。どうせ僕ぼくについてはろくな評し方をしていないんだろうな。

「去年、先輩が一度だけ監査室にお手伝いにきてくれたときですよ！」と千夏ちゃんの方が泣きそうな目になって言う。「せっかく香坂先輩に紹しよう介かいしてもらったのに。藤島先輩にサインまでもらったのに」ごめん、記き憶おく力りよく悪くて……って、サイン？

「剣けん崎ざきです」と生徒会長の方が不ふ機き嫌げんそうに言う。「剣崎佳か也や子こ。生徒会長をやっています。こっちは監査委員長の鮎あゆ川かわ千夏。藤島先輩の上じよう司しなんだから名前くらい憶おぼえててください」

「鮎川です！　もう忘れないでくださいね！」

　僕は二人を見比べ、曖あい昧まいにうなずき、なにか反応しなきゃな、と思って言ってみる。

「……二人とも一年生なんだ。会長とか委員長いきなり任されて大変じゃない？」

「藤島先輩の学年はなんだか頼りないんです」と剣崎さん即答。僕を責める流れにあっという間に戻されてしまう。

「かやちゃん、先輩いじめてる場合じゃないよ、本題本題」と千夏ちゃんが剣崎さんの腕うでをつっついた。剣崎さんは咳せき払ばらいして僕に視線を戻す。

「そうだった。ごめんなさい先輩」

「い、いや……本題って？」

「先輩は援えん助じよ交際は扱ってるんですか？」

「……はいっ？」思わず変な声が出た。

「ちょっとかやちゃん、その訊きき方はどうかと思うよ」

「千ち夏なつは黙だまってて」と剣けん崎ざきさんはショートカットの頭を押しのける。「藤ふじ島しま先せん輩ぱいは暴ぼう力りよく団だんにコネがあってラブホテルとかクラブとかカラオケとかいくつも任されてるんですよね？」

　僕ぼくは天てん井じようの埃ほこりまみれの蛍けい光こう灯とうを二度見上げた。もし留年することになったらさっくり自主退学しよう、と心に決める。こんなわけのわからん噂うわさが吹き荒れる学年に放り込まれたくないです。

「あのさ、そんなわけないだろ。僕、高校生なんだから」

「でも千夏がそう言ってて」と剣崎さんは隣となりの千夏ちゃんをにらむ。

「あ、あたしそんなこと言ってないよ！　藤島先輩は組のナンバー２で夜のお店は全部締めてるって言っただけじゃない」

　言ったも同然っていうか、なおひどい法ほ螺らじゃねえか。

　ここで無力感にさいなまれて説明を放ほう棄きすると、一年生たちの間でどんな大おお噓うそが広まるかわかったものではないので、僕は辛しん抱ぼう強く話した。

「あのね、平ひら坂さか組って暴力団じゃないから。不良集めた自警団みたいなもん。二は十た歳ちくらいの若いやつらばっかりだし、僕もたまに手伝ってるだけでメンバーじゃないんだよ」

「でも、クラブとか経営してますよねっ？」と千夏ちゃん。

「ああ……ううん？　してたかも」

　四代目の商売は手広すぎて僕もよくわかっていない。色んなクラブで顔パスだから、ふたつみっつ経営していてもおかしくはない。

「じゃあやっぱり援交くわしいですよね、ねっ？」

　その訊きき方やめろよ。僕が援えん交こうしているみたいじゃないか。

「いや全然くわしくないよ。援交がどうしたの」まさか、二人のどっちかがしてるの？

「噂うわさになってるんです」

　剣崎さんが長机に腰こしを下ろして視線を落とし、つぶやく。

「うちの生徒が、カラオケとかで、大人おとなの男と……、って」

　僕は鼻から細く息を吐はいて頭を搔かく。

「それで、ええと、なんで生徒会が援交なんて心配すんの」

「先輩は気にしないんですか！」剣崎さんが机を叩たたく。「犯罪なんですよ」

「ううん、ま、まあ」

　なにしろ思い返してみれば自分で違法行為をけっこうやらかしているので、胸を張ってモラルを説けない僕だった。

「あのう、それに」千夏ちゃんが遠えん慮りよがちに口を挟はさむ。「もしばれたら、たとえばその娘の部活が活動停止になったりとか、先生がうるさくなったりとか、色々困るんです。今、女バスも女テニもソフトもけっこういいところまでいってるし……」

　それにしたって生徒会が気にするようなことだろうか。

「それで、僕ぼくにどうしろっていうわけ」

　言ってしまってから、ずいぶん冷たい言い方になっちゃったな、と反省する。

「その、先せん輩ぱいのコネで、カラオケとかクラブとかチェックしてもらえないかな、って。だれが援交してるのかまだわかってないし……わかってたら、それとなく注意するんですけど」

　この街にカラオケとかクラブとかがいくつあると思ってんだよ？　と僕は言いかけたけれど、できるかできないかでいえば、四代目に頼めばなんとかなってしまいそうなのだった。

「お願いします」「お願いしますっ」

　二人にそろって頭を下げられてしまう。

「……なんかあるの？」

　ふと浮かんだ疑問がそのまま口をついて出た。

「えっ？」千ち夏なつちゃんが顔を上げる。

　だって、これはいくらなんでもちょっと変だ。生徒会役員の義務感だけで女子高生が首を突つっ込むような話じゃない。千夏ちゃんと剣けん崎ざきさんは顔を見合わせて二人とももじもじした顔になり、しばらく黙だまってしまう。やがて意を決して口を開いたのは剣崎さんの方だった。

「先輩は聞いてませんか。あの……のことです」

　彼女の言葉の途と中ちゆうは、よどんで聞き取りづらかった。でも、こう言っていた気がする。

　──暴行事件、と。

　二人が言いにくそうにかわりばんこに説明してくれた。冬休み中くらいから、この近辺で女子高生を狙ねらった強ごう姦かん未み遂すい事件が相次いでいるという。そのうち二件は、流血沙ざ汰たになったためにかなり噂うわさが広まった。暴行犯はいずれも逃走、捕まっていない。

「でも、噂だともっと多いって」と千夏ちゃんは眉まゆをひそめる。

　被害者はみんなナンパされて金を受け取っていた。つまり援助交際だ。被害を届け出たらそれが親や学校にばれるので、泣き寝入りするしかない。今のところ一件も警察は動いていないという。

「……被害者を知ってるの？」

　そう訊きいてみると、二人とも首を振る。

「でも、実際に現場を見たって人がいるんです」

　千夏ちゃんがそう言ったとき、僕の背後でドアが開く音がした。

「ごめん遅れて。また仕事たまってるの？」

　女の子の声に振り向くと、やけにスカートの短い制服姿が目に入る。めいっぱい脱だつ色しよくした髪かみに小麦色の肌はだ、派は手でなグロスの唇くちびる。僕を見て口元に手をやる、その指にはネイルアート。センター街をダース単位でうろついていそうなスタイルの女の子だ。

「あ、はなちゃん、ごめん呼び出して！　さっき話した藤ふじ島しま先輩だよ」と千夏ちゃんが言う。どうやら、監かん査さ室しつに僕を案内する前に携帯で呼んでおいた相手らしい。その女の子は僕を見て露ろ骨こつにおびえた顔を見せた。

「え、ふ、藤ふじ島しま？　……あの、ひょっとして、平ひら坂さか組の」

　初対面の女子高生にまでそういう形で知られてるのかよ、と僕ぼくは暗あん澹たんたる気持ちになった。

「先せん輩ぱい有名人ですもんね！」

　千ち夏なつちゃん、なぜかうれしそう。剣けん崎ざきさんはまた不ふ機き嫌げんそうに咳せき払ばらいし、千夏ちゃんに肘ひじ鉄てつを入れて黙だまらせる。と、茶ちや髪ぱつの女の子は後ずさって監かん査さ室しつを出ていこうとした。

「ま、待ってはなちゃん！」

　千夏ちゃんがあわてて僕の脇を通り抜け、逃げようとした彼女の手首をつかむ。

「大だい丈じよう夫ぶだって、先輩は口が堅かたいから」

「……でも」

「いいから入って入って」

　千夏ちゃんは彼女を監査室内に引っ張り戻し、戸を閉めてから、僕に紹しよう介かいしてくれた。菱ひし田だ華はな絵え、千夏ちゃんや剣崎さんのクラスメイトで、最近は監査委員のこまごました雑用を手伝ってもらっているのだという。

「藤島先輩がなにもしないから、仕事がたまる一方なんですよ」と剣崎さんは僕をにらむ。

「……え、藤島先輩って監査委員だったの？」

　菱田さんも目を丸くした。

「そうなんだけど、監査のお仕事はなんにもできないと思うし、先輩にしかできない仕事してもらうから、はなちゃんにはこれからも手伝ってもらうと思う。ごめんね」

　千夏ちゃんの言葉に、菱田さんは僕と千夏ちゃんの顔を何度か見比べた。

　僕にしかできない仕事、ね。いつの間にか、手を貸すことが既き成せい事実みたいになってる。

「それよりはなちゃん、あの、ほら、事件……のこと。先輩に話してくれないかな」

「え？　あ……あ、ああ。先輩の仕事って、それ？　藤島先輩ってほんとにそういうのやってたんですか」

　菱田さんは落ち着かない感じの視線を僕にちらちら向ける。

「話すの？　話していいのかな、だって……」

「藤島先輩は大丈夫、信用できる人だから！」千夏ちゃん、僕のなにを知ってんの？「先輩はすごいんだから、警察だって先輩のことは逮たい捕ほできないんだよ！」

　千夏ちゃん……。それ、なんかちがう。そりゃ逮捕されたことはないよ、されそうなことをちょくちょくしてきて未だに前科ついてないよ、でもなんかちがうよ！　ほらほら菱田さんの目つきがどんどんひしゃげてくよ。

「んん」と菱田さんは唇くちびるをすぼめる。「あたしも野や次じ馬うまで見ただけだし」

「日時と場所だけでも藤島先輩がずばって解決しちゃうから大丈夫！　ノーヒント探たん偵ていって呼ばれてるんだから」最初のＮと最後のＴしかあってねえよ。

「え、ええと、先せん輩ぱい、犯はん人にんを捜さがすってことですか、ひょっとして」

「いや、そこまではしないと思うけど、被害者がだれなのか、ほんとにうちの生徒なのか、くらいは調べられるかな……」

　千ち夏なつちゃんと剣けん崎ざきさんに押しまくられて、けっきょく流されてしまった。

「あの、なんか調べるときも、あたしがしゃべったって言わないでくださいね」

　菱ひし田ださんの言葉に、僕ぼくはうなずいた。そこは信用してほしい。菱田さんはあちこちに視線をさまよわせ、深呼吸してから、狐きつね色いろの髪かみ先さきをいじり回しながら話し始めた。

「お正月の、三日だったかな、友達とカラオケいったときに──」
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　放課後は平ひら坂さか組の事務所に直行した。珍めずらしく黒Ｔシャツの組員たちは残らず出で払はらっていて、奥の執しつ務む机に四代目の姿だけがあった。

「女子高生が襲おそわれた？」

　僕の話を聞いた四代目は机の向こうで眉まゆをひそめた。

「三が日にカラオケであったやつか。それとも先週、Ｅスペース裏のホテルであったやつか」

　僕は目を丸くする。もうチェック済みだったばかりじゃなく、他ほかの事件も知ってたのか。そうだ、千夏ちゃんも、何件も起きていてそのうち二件は騒さわぎになっていると言っていた。

「あー、その、カラオケの方です。うちの学校の後こう輩はいが、騒ぎを見てたらしくて」

　菱田さんの話は、聞いてみたところそこまで決定的なものではなかった。友人たちとカラオケしていたところ、ガラスが割れる音やなにかが激しく倒れる音が聞こえ、廊ろう下かに出てみると突つき当たりの部屋のドアが壊こわれていて、室内には服を乱暴に引き裂さかれた少女が倒れて泣きじゃくっていた。店員がすぐに駆かけつけたけれど、犯人は逃げた後だったという。店員が警察に通報しようとすると、被害者の少女は「なんでもないから通報しないで」と言い張ったのだそうだ。

「話だけは聞いてる。それがどうした」

「うちの生徒会の子に頼まれたんですよ。うちの生徒じゃないかって」

　四代目は鼻を鳴らした。

「やられた女がだれかはわかってねえのか」

「制服がちらっと見えただけで、顔までははっきり見てないって言ってました。どのみち、全校生徒知ってるわけじゃないし」

「ふん。防犯したいなら、全校集会で『援えん交こうするときは制服にしろ』って言っておけ」

「……なんでですか？」思わず素直に訊きいてしまった。できるかそんなの。

「制服なら少なくともホテルには無む理り矢や理り連れ込めなくなる。その事件みたいに、カラオケで未み遂すいで済む」

　なるほど。その発想はなかった。って、そういう話じゃないよ！

「ええと、それでその、Ｅスペース裏のホテル？　って方は僕ぼく知らなかったんですけど」

「似たような事件だな」

　そちらは先週末の夜中だった。悲鳴が聞こえたのでフロント係が部屋に踏ふみ込んでみると、首や手首に締しめ上げられた赤い痕あとをつけた少女が倒れていた。犯はん人にんは逃走した後だったけれど、ベッドスタンドやオーディオがひっくり返された惨さん状じようは清せい掃そう係がかりたちも目にしている。少女が高校生だったためにホテル側が警察沙ざ汰たにしなかった。たしかに似ている。

「噂うわさだけでの推測ですけど、同一犯はんじゃないかって生徒会の娘が言ってました」

　四代目は僕の顔を斜ななめににらんだ。

「援えん交こうのやり口が共通してるからか？　最初の交渉は手で抜くだけで一万か二万、酒を無む理り矢や理り飲ませてくる、いきなり襲おそってくる……」

「なんだ、僕よりよっぽど詳くわしいじゃないですか」

　ストリートを統すべる若き王なのだ。それくらい把は握あくしていて当然だった。

「話を聞いているだけだ。今んとこ店からなにも言われてないから、俺おれが口を出す問題じゃない。頭のゆるい女子高生が自分から安売りしてどうなろうと俺の知ったことじゃない」

　あいかわらずの冷れい徹てつな線引きぶりだった。

「調べたいなら勝かつ手てに調べろ。カラオケの方は俺につてがないが、ホテルはうちがケツ持ってるとこだから話を通しておく」

「いいんですか。助かります」

　その親切さの理由がわからなくて僕はちょっと戸と惑まどう。と、四代目は低い声で付け加えた。

「フィックスのことで勝手に嗅かぎ回られるよりは、関係ねえ変態を追い回してる方が迷めい惑わくが少ない」

　僕は唇くちびるを嚙かんでじっと黙だまった。ため息と一いつ緒しよに言葉を吐はき出す。

「……今回は。そっちには、あんまり関わらないようにしようかと思って」

「珍めずらしいな。首突つっ込みたがりが」

「僕、噓うそとか隠かくし事が下へ手ただから、フィックス追っかけるの手伝ってたら彩あや夏かになにかしらばれちゃうと思うし」

　四代目は鼻を鳴らした。

「おまえのつまんねえ都合はどうでもいい。経過報告はおまえにもする。なにがあるかわからないから事態の把は握あくはしとけ」

　僕は嘆たん息そくしてうなずく。情報を整理してアリスに伝えるのは助手の役目、ってことか。

「千ち賀が沢さわ輝てる彦ひこは失しつ踪そうしていた。最後の消息は去年の十一月の親への電話だ」

　僕は顔を上げた。四代目の錐きりのような視線に貫かれる。

　千ち賀が沢さわ輝てる彦ひこ。

　エンジェル・フィックス製造販売グループの、最後の生き残りの一人。

「製造に関わってない、グループ内じゃ下したっ端ぱも下っ端だったから、執行猶ゆう予よがついてた。大学はとっくに中退して、親に買ってもらったマンションで仕送りだけで暮らしてたニートだ。今はうちの連中がそのマンションの部屋を漁あさっている」

　千賀沢の親からどうやって鍵かぎを借り出したかは訊きくなよ、と四代目は声を低くした。

「トシについては、テツから聞け」

　今度は、うなずくことも首を振ることもできなかった。

　トシさん──篠しの崎ざき俊とし夫お。

　彩あや夏かの兄で、フィックスの販売に関わっていた。グループ内ではただひとり事件当時十八歳さい未満のメンバーで、今は保護観察中だったはずだ。たしか両親が離り婚こんしていて、彩夏は母親と、トシさんは父親と暮らしているとか。

「とにかく、まだほとんどなにもつかめてない。雀ジヤン熊くま連中も消えたままだ。顔写真は監かん視しカメラの映像からいくらでもつくれたから、ばらまいて捜さがしてるが、持久戦だな」

　四代目は真っ白に脱だつ色しよくした髪かみをかき混ぜる。

「……薬は、あれからまた出回ってるんですか」

「そういう話はまだ入ってない。手持ちの情報は今話したのだけだ」

　てめえは変態を追いかけるのに集中しろ、といって四代目は僕ぼくを事務所から追い出した。







　僕がＮＥＥＴ探たん偵てい事務所に顔を出すと、テツ先せん輩ぱいが先にきていて、ベッドの端はしに腰こし掛かけていた。アリスが僕の顔をちらっと見てからキーボードを操そう作さする。ちょうどなにかの音声ファイルを再生して聞いていたところだったらしい。頭まで巻き戻され、再び声が流れ出す。

『……また……ですか？』

『いや、知らないですよ。……売ってるんですか？　だれかが買ってため込んでたやつじゃないんですか』

　少し高めの、ひび割れた声に、僕の記き憶おくが軋きしむ。埃ほこりと木くずがぱらぱらと落ちて、古い戸が開いていく。トシさんだ。トシさんの声だ。

『他ほかの面子メンツは、俺おれが知ってるのは……千賀沢さんは？　あの人だけ生きてるんじゃ……あ、ああ、そう、そうですか。……いや、全然知らないです。俺、温室目当てで誘さそわれただけで』

『ほんとですよ。なんにも知らないんです』

『墓はか見み坂ざかさんは、……あの人、頭おかしかった。なんか、そう……宗教やってるみたいだった。なに考えてんのかわかんなかったです』

　トシさんのしゃべり方はだんだんとぼそぼそになって聞き取れなくなっていった。アリスは小さく息をついて音声を止めた。

「情報価値はほぼゼロだね」

　アリスがそう言って肩かたをすくめると、テツ先せん輩ぱいもうなずく。

「でも、ま、なんかあったらすぐ俺おれに電話入れるって約束はさせた」

「トシのことだからどうせひとりでためこむだろう」

「たまにこっちから逢あいにいくよ。バイトもどれも長続きしなくて、ずっとひきこもってるみたいだからな」

　テツ先輩は立ち上がった。冷蔵庫のところで僕ぼくとすれちがうときに、肩かたにぐりっと拳こぶしを押しつけてくる。

「フィックスは俺にまかせとけ。おまえはなるべくなにもすんな」

　なるべく・なにも・するな。

　その言葉の組み合わせに、骨張った優しさを感じて、僕はなにも言えなくなる。

「あれは俺の獲え物ものだ。本音を言やぁ四代目にも手ェ出されたくねえ。さすがに平ひら坂さか組の力を借りずに、ってのは無理な話だけどな」

　テツ先輩の足音が背後に遠ざかって、ドアの開閉音がそれを断ち切る。

　先輩は、かつて友の一人を──皆みな川がわ憲けん吾ごを、エンジェル・フィックスによって失っている。あの赤い天使への憎にくしみは、四代目よりもなお強い。僕は先輩の中に棲すみついた獣けものを一度だけ垣間かいま見みたことがある。ほんものの殺意を向けられたのは、あれがはじめてだった。

「さっき四代目から電話で聞いたよ。別件で動くそうだね」

　アリスの声に、僕は我に返って、寝室に入った。

「う、うん……後こう輩はいに頼まれて」

「報ほう酬しゆうは出るのかい」

「いや、ただ働き。委員会の仕事全然してなかったから、ちょっと断れなくて」

「きみはもう少し職業探たん偵ていの助手であるという自覚を持ちたまえよ」

　アリスは振り向いた。その大おお粒つぶの目に憤いきどおりはない。あきれの色だけだ。

「まあいい。こっちの用事ができたら優先してもらうからね。そっちの件でなにか協力してほしければ自腹を切ってでも調査費を払はらいたまえよ。給料天引きなら利子をとるからね」

　ニート探たん偵ていはこう見えてたいへん金にがめついのだ。僕は息をついた。助手業務を放り出してただ働きなんてもってのほかだ、と言ってくれれば楽だったのに、認められてしまった。

　忙しくしていると余計なことを考えなくて済むか、と思い直す。ニート探偵団が動いていることを彩あや夏かに勘かんづかれて「またなにか事件？」と訊きかれたときに、「変質者追っかけてるんだ」と自然な噓うそがつけるし。

　ベッドから降りようとしたとき、アリスがまた口を開いた。

「きみの心変わりは、理解できるよ」

「……え？」

「フィックスの件にはあまり首を突つっ込まないようにきめたのだろう」

「あ、う、うん」

　昨日きのうここに顔を出したときは、アリスの手足になって事件に直接触ふれる役割を担になう、と気負ってみせたくせに、今日きようの僕ぼくは正反対のことを言っている。それで胸の内でくすぶらせていた後ろめたさを、どうやら見抜かれてしまったみたいだ。

「彩あや夏かのためだね？」

「鋭するどい雇やとい主ぬしを持って僕は幸せだよ」

　混まぜっ返してみたけれど、うまくいかなかった。

「つまらない皮肉は要いらない。ぼくだって迷っている」

「迷ってる？」

「知ることは死ぬこと。でも、彩夏のその部分はもう死んでいる。さあ、ぼくはニート探たん偵ていとしてどうするべきだろう。その言葉の剣つるぎは彩夏をもう一度殺してしまうだろうか？」

　僕はベッドの枠わくに手をついて、探偵の斜ななめに向けられた顔をじっと見つめた。意味がよくわからなかった。

「……なんの話？　彩夏をもう一度殺す？　だって、彩夏になんにも知らせなきゃいいだけだろ、なに言ってるんだよ」

　アリスはあらいぐまのぬいぐるみと毛布とを一いつ緒しよにかきよせて胸に押しつける。

「今はまだ、ね。そして、永遠にそうであり続けることをぼくも祈いのっている」

「彩夏にフィックスのことでなにか思い出してもらわなきゃいけなくなるってこと？」

「つまり、その可能性があるということだ」

　僕はベッドにあがってアリスににじり寄った。

「なんで。そんなことあるわけないだろ。だって彩夏がフィックス造った連中と接せつ触しよくしたのはみんなトシさんを通してだから、彩夏が知ってたことはトシさんだって知ってる。彩夏の協力なんて必要ない」

「だから、そうあれかし、とぼくも祈っているんだよ」

　アリスの無表情を、黒髪かみが覆おおい隠かくした。僕に背を向けたのだ。

　僕は探偵事務所を出た。冬の短い日が早くも暮れようとしていた。冷え切った非常階段を一段おりるたびに、アリスの言葉をひとつずつ思い返す。

　彩夏のその部分はもう死んでいる。

　もう一度、殺す。

　可能性の問題？　彩夏に、あの赤い天使にまつわるなにかを思い出してもらわなければいけなくなるという──可能性？　なにがあるっていうんだろう。わからない。僕は首を振って、顔にまとわりついた白い吐と息いきを払はらうと、階段の最後の数段を駆かけ下りた。
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　翌日からすぐに、暴行事件を調べることにした。彩あや夏かのことやアリスの言った可能性のことをぐじぐじ考えていたくなかったからだ。

　四代目が話を通してくれたというので、午後の授業をさぼって、事件があったというホテルに向かった。センター街を抜けた先にある、坂がごちゃごちゃと込み入った一角だ。ラブホテルなんて利用できる年ねん齢れいでもないのに、もう何度もこのホテル街に足を運んでいる僕ぼくである。最近はなんとなくホテル名と並びを憶おぼえてしまった。

『ジュリアナ』というそのラブホテルは、趣味の悪い西せい欧おう城じよう郭かくふうの外装で、裏に回ってみたらひび割れたコンクリートむき出しの小こぎ汚たないビルで、見事なまでの張りぼてだった。裏口の脇にはリネンを詰つめ込んだ青いビニル袋がいくつも積み上げてある。

　先週末の事件のときに正式に四代目に依頼しておいてくれればな、と僕は思う。もう少し早く動けて、被害者の女子高生の身元もおさえられて、あっという間に解決してたかもしれないのに。

　今さら来て、まだなにか残ってるだろうか。

　路上でだいぶ迷った。僕だって高校生なのだ。真っ昼間からラブホテルの、しかも裏口に入るところなんてあまり見られたくない。

　意を決してスティールドアに足を向けたとき、上の方でめりめりという重たく致命的な音が聞こえ、僕は目を上げて息を吞のんだ。二階の窓だ。枠わく全体が壁から浮いて歪ゆがんでいる。なにか砂みたいなものが──錆さびだろうか──ぱらぱら落ちてくる。

「やぁあああああっ」

　若い女の声が窓枠わくの隙すき間まからほとばしった。次の瞬しゆん間かん、窓枠は大きく軋きしんで外れた。半はん裸らの女性がガラスやサッシと一いつ緒しよに落ちてくるのが見えた。あまりのことに僕の足はすくんで、身じろぎもできなかった。

　彼女にとっての幸運は、ちょうど真下にリネンを詰めた袋が積んであったことだろう。にぶい衝しよう突とつ音おんが響ひびき、僕は思わず顔をそむけた。金属とガラスの軋みが続き、あわてて駆かけ寄る。

「大だい丈じよう夫ぶですかっ」

　下着姿のその女は、割れたガラスの上に仰あお向むけに倒れて頭をこっちに向けていた。たぶん背中から窓にぶつかった勢いでそのまま枠が外れたのだろう。近づいてみると、大学生か下手へたをすると高校生くらいの若さであることがわかる。肩かたの下に血が流れているのはガラスで切ったせいだろうか。ひとまず脇の下に手を入れて持ち上げ、窓枠からおろす。

　上の方で「ひっ」と小さな声が聞こえ、見上げると、窓が外れて無む残ざんな有様となった壁の穴から太った中年の男がおびえた顔を覗のぞかせている。裸で、目は病的にぎょろつき、唇くちびるは紫むらさき色で、下まぶたには濃こく赤黒いくまができている。僕ぼくと目が合うと、また喉のどを甲かん高だかく鳴らして顔を引っ込めてしまった。

　なんだあいつは。あいつが──この娘を襲おそおうとしたのか？　どうしよう追いかけなきゃだめか？　でもこの娘はどうする、下へ手たに救急車を呼ぶとまずいかもしれない。僕が真まっ先さきに思いついたのは四代目に電話をかけることだった。

「はい、あのホテルです、女が襲おそわれたみたいで」

　電話の途と中ちゆうでホテルの裏口が乱暴に開いた。Ｙシャツとベストを着た若い男が顔を出す。ホテルの従業員だろうか。

「どうし──」

　従業員はそう言いかけ、僕と腕うでの中の女の子を見てぎょっとした表情になり、すぐに上を見て壁の穴を見つける。

「あの男つかまえてくださいッ」

　僕が上を指さしながら叫ぶと従業員は我に返って中に引っ込んだ。と、女の子の身体からだがもぞもぞ動き出すので、僕はひとまずダッフルコートを脱ぬいでその裸ら身しんにかける。

「ぅ……ん……」

　女の子のまぶたが開く。すぐに起き上がろうとして、背中の痛みにうめき声をあげる。

「動かないで！　骨折れてるかもしれない」

　女の子は唇くちびるを嚙かんで首を振り、また地面に手を突つっ張って立ち上がろうとした。上体を浮かせてきょろきょろとあたりを見回すその様子は、落っこちたという事実を受け入れられていないように見える。黒髪かみに薄うすい化け粧しよう、ひょっとすると僕よりも年下かもしれない、と思い始める。寒さのせいか、全身が小刻みに震ふるえている。

「あ……あたしの、服」

「とりあえずいったん中に」

「逃げなきゃ……っ、ぅ……」

「だめだってば！」

　援えん交こうなのか？　それでばれるとまずいから早く逃げようとしているのか。とにかく事件関係者だからここで逃がすわけにはいかない。

「警察も呼ばないし怪け我ががひどくないなら救急車も呼ばないから！　落ち着いて！」

　僕の言葉はほとんど伝わっていないように見えた。彼女は僕のダッフルコートをかき寄せ、コンクリートの上を這はい回った。

　そのとき、背後から声がする。

「兄貴！」

　振り向くと人ひと気けのない坂道の上の方から、図ずう体たいのでかい黒Ｔシャツ二人が走ってくるのが見えた。僕は安あん堵どの息をついた。助かった。







　四代目と、それからホテルのオーナーだという田舎いなかやくざ風の瘦やせぎすの男がやってきたのは、ほぼ同時だった。女の子は四代目の知り合いの口の堅かたい医者のところに連れていかれた。さっき裏口から一いつ瞬しゆんだけ顔を見せた若い男はフロント係だったらしく、事務所で四代目とオーナーの二人に挟はさまれて質問責めにあっている。

「すんません、男の方逃がしちゃって」

　フロント係はへこへこしながら言った。

「大おお島しまァ！　てめえ、また高校生だったじゃねえか馬鹿野や郎ろう！　入り口で断れ、てめえの目は節ふし穴あなか！」

　オーナーが激げき怒どしてフロント係を叱しかり、すぐに四代目に向き直って頭を下げる。

「壮そうさん、ほんとうに穏おん便びんにお願いします。営業許可取り消されちまう」

「それより男の方の顔は憶おぼえてるのか」

「え、あ、いや、ちょっとそれは……」

　フロント係は縮こまる。

「僕、顔見ましたよ。似顔絵描きます」と僕は口を挟はさんだ。

　四代目は僕をにらみ、それからすぐに、大島と呼ばれた若いフロント係に「紙とペンよこせ」と言った。受け取り、記き憶おくにある中年男の顔をゆっくりと脳裏で再構築し始める。

「フロント通るときに防犯カメラに映ってるだろう」とオーナー。

「あ、じゃ、じゃあ、今巻き戻します」大島は首をすくめる。

「前の騒さわぎンときの映像は残ってんのか」

　四代目が訊たずねた。

「は、はあ、一週間分残すことにしてるんで、たぶん」とオーナーはうなずく。

「なら、そっちと照合しろ。同じ男かもしれねえ」

　ほんとに同じ男なんだろうか。だって、一度騒ぎを起こして逃げたホテルに、援えん交こう相手を連れてもう一度来たりするだろうか？

「それも、お、俺おれが探します、いま探そうと思ってたんです」

　挽ばん回かいしたいのか、大島は青い顔で言って何度も頭を下げた。

　そのやりとりを聞きながらペンを握にぎって白紙を見つめたとき、ふとした違和感が僕をとらえた。外れた窓まど枠わくの穴からほんの一いつ瞬しゆんのぞいたあの中年男の顔。なにかが引っかかっている。その糸口を探りながら、男の顔を思い出そうとする。ペン先が紙の上を滑すべり出す。ひょうたん型の顔、二重顎あご、少し突つき出た厚い唇くちびるとくぼんだ目、その下まぶたの──

　下まぶた。

　僕の指は凍こおりつく。

　目を閉じてあの一いつ瞬しゆんをもう一度思い返す。見下ろす男の顔、両方の目の下に、くっきりと色濃こいくまができていた。古い血を塗ぬりつけたかのような赤黒いくまが。

　口の中で激しい苦にが味みがよみがえる。あの酩めい酊てい感かん、現実からの剝はく離り感かん、そしてやってくる爆ばく発はつ的てきな光こう輝きが、僕ぼくの脳にフラッシュバックする。

　まさか。

　こんなところでまた、おまえにつながるのか。

「……どうした園えん芸げい部ぶ」

　四代目が言った。僕は椅い子すをがたつかせて立ち上がった。

「こんな顔の男でしたね？」

　似顔絵を大おお島しまにまず見せる。

「あ、あ、ああ、似てる、たしかこんな」

　僕は返事を聞いてその紙をすぐに机に叩たたきつけると、ペン先が折れるほどの強さで、下まぶたにくまを描き加えた。

「下まぶたに鬱うつ血けつがありました」

　四代目の眉まゆが険けわしく寄る。

　目の下の赤黒い鬱血は、天使にささやかれ、その声を聞き取れなかった者の証あかし──

　エンジェル・フィックスの拒絶反応だ。
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　その日の夜、ＮＥＥＴ探たん偵てい事務所に久々にフルメンバーがそろった。アリスから見てベッドの左脇にテツ先せん輩ぱい、右脇にヒロさん、正面の足下に少しよう佐さが腰こしをかがめ、寝室の入り口に四代目が寄りかかって腕うで組ぐみしている。居場所がないので僕はベッドの上、アリスの隣となりだ。

「あらためて四代目から、依頼があった。ぼくらは援えん助じよ交際暴行犯を追う」

　アリスが一同を見渡して言う。

「雀ジヤン熊くまグループは初動で尻尾しつぽを捕まえられなかったので、もう調査リソースをあまり割さかないことにする。テツ、少佐、ヒロ、三人とも援えん交こう暴行犯に全力だ。フィックスでつながっているとすれば、そちらから雀熊連中もたどれるかもしれない」

「その変態レイプ野や郎ろうが同一犯はんてのは確定なのか。何件起きてるかもわかんねえんだろ」

　テツ先輩も腕組みして低い声で言う。

「まだ確定じゃない」と四代目が答える。「あのホテル『ジュリアナ』で起きたのは二回目だから、今は前の事件のときの防犯カメラ映像を探すようにホテルのやつに言ってある。他ほかの事件については、ヒロが被害者を捜さがして、似顔絵で確認だな」

「おっけー。ナルミ君、生徒会の娘だっけ？　その知り合いだっけ？　事件の噂うわさ聞いてるって娘がいるんだよね、名前教えてよ」

「あ、は、はい」

　監かん査さ委員長の千ち夏なつちゃんが手伝ってもらっているというクラスメイト、たしか菱ひし田だ華はな絵えさんといったっけ。

「でも、僕ぼくの学校だし、僕が話を」

「ううん、おれにまかせといてよ。おれの大得とく意い分野だよ」

　その目の輝きが怪あやしすぎる。この人ぜったいに、事情聴ちよう取しゆにかこつけて手出しする気だ。ヒロさんには近づかないように言っておこう。

「あとは今日きようやられた娘のお見舞いかな」

「自分も行きますよ。その女は尾び行こうして身元をつかんでおきたいし」と少しよう佐さが言う。

「俺おれはもっぺん警察か。顔が割れたし、警察もこいつを追ってるかどうか、探りを入れられるといいんだが」

　テツ先せん輩ぱいは、僕が描いた似顔絵のコピーに目を落とす。

「このおっさんがフィックスきめてひとりで女を襲おそってンのかな。それとも、まだもっと裏があんのか……」

「また頭のおかしいだれかが造って、神様気取りでばらまいてんのかね」とヒロさん。「なんかこう、大勢を欲望のままに暴れさせることだけが目的で、とか……あの墓はか見み坂ざかだってそんな感じの動機じゃなかった？」

「あの男の考えていたことなんて、もうわからないよ。憶おく測そくを並べてもしょうがない」

　アリスがヒロさんの言葉に素っ気なく返す。

「四代目は、ホテルやカラオケやクラブを回って類似の事件を徹底的に洗い出してくれたまえ。援えん助じよ交際なら、被害者女性と携帯かネットで連れん絡らくをとっていたはずで、そちらからもたどれるから、簡単に見つかるはずだ」

　黒髪かみが水色のパジャマの肩かたから滑すべり落ちる。探たん偵ていが立ち上がったのだ。振り向くときに髪がくらげのように広がって、隣となりでしゃがんだままの僕の頰ほおをなでた。

「憎にくしみを捨すてろとは言わない。ぼくだってそんなことはできない。でもその感情は、熱力学第二法則をおびやかすほどの効率で行動力に変えたまえ」

　僕以外の四人の男は一いつ斉せいにうなずいた。

「それと、出るときは正面からでね」

　アリスの付け加えた言葉に、みんなの視線が一いつ瞬しゆんだけ監かん視しカメラのモニタに走る。

「おう」「わかっている」「じゃ」

　意志に満ちた力強いそれぞれの背中が、玄げん関かんのドア枠わくに四角く切られた薄うす闇やみへと吸い込まれていく。まず使われないこのビルの正面玄関の方から出ていかなければいけない理由を、だれも訊たずねなかった。みんなわかっている。僕も監視カメラの画面を見やる。そのひとつに映っているのは、勝かつ手て口ぐちからビールの空あき瓶びんやゴミ袋ぶくろを運び出す忙せわしげな彩あや夏かの姿だ。

　非常階段から勝手口前を抜けて営業中の『はなまる』前を通れば、彩夏は探たん偵てい団だんの抱かかえ込んだ殺気じみた緊きん張ちようを必ず嗅かぎ取るだろう。僕ぼくなんかよりずっと鋭するどいのだ。この事件にまつわるなにもかもを、できるだけ見せたくなかった。みんなその願いを共有できた。

　少なくとも──その時点では。

　最後に四代目が僕にちらと視線を突つき刺さしてから出ていってしまうと、僕はアリスの隣となりの冷え切った暗がりに取り残される。

　僕はここにいない方がいいんじゃないのか、と、ふと思った。

　しばらく学校と家を往復するだけの白々しい生活に戻れば、調査の進しん捗ちよくも知らずに済むし、毎朝教室で彩夏に逢あっても自然に笑える。ピンセットで活字を拾ひろうように神経質に言葉を選ぶ必要もない。どうせやれることはないんだし。

「なんだい。任務が割り振られなかったことがそんなに不満なのかい」

　アリスが隣で言う。

「フィックスがらみにはなるべく触ふれたくないと、きみが言ったんじゃないか。どうせきみの調査能力はゼロに等しいんだし、似顔絵を提供できたことだけでもめいっぱい誇ほこりに思いたまえよ」

「う……ん、だからさ」

　しばらく探偵事務所にこないようにしようか、と言ったとたん、アリスの黒髪かみがびくんと跳はねて僕の頰ほおを打った。勢いよく振り向いたせいだ。その顔に様々な表情が踊おどり、最後にはふくれっ面つらに落ち着く。

「か、勝手にしたまえよっ」

　アリスはキーボードの方を向いてしまう。

「無む駄だで無む残ざんで無意味で無気力でムガール帝てい国こくな生活にもどりたいなら、そのままいざって後戻りしたまえ」「ムガールってなんだっけ」「頭とう韻いんを踏ふんだだけだよっ」

　打だ鍵けんの音がコンクリートに穿せん孔こうするみたいになる。

「きみがここに顔を出さない間、きみが前借りした給料は負債となって一日ごとにふくれあがり、ネイピア数の神秘性を輝かしくあらわにしてくれるだろうね」

　なんだよ。毎日顔出してほしいならそう言えばいいのに。

「だ、だれもそんなこと言っていないぞっ、金の話をしているのだよ！」

　うわ。久々に思考が独り言で漏もれてた。「ああ、うん……ごめん」

「もういい。最近はぼくだって、脚きや立たつを使えば洗濯機に落ちずに洗濯ができるし、スプーンの柄えを使えば簡単にドクターペッパーのプルタブが上げられるし、割り箸ばしだって少しよう佐さに特注してつくってもらったこの油圧式割り箸割り機を使えば自分で割れるようになったのだからね！」

「いや、あの、割り箸は先っぽ持ってゆっくり開けば簡単に割れるよ」

「なっ、は、早く言いたまえそういうのは！　この装置の開発にいくらかかったと──じゃない！　そんな話はどうでもいいんだ！」

「ごめん。ほんとに僕ぼくが馬鹿だった。ちゃんと明日あしたからもアリスの手伝いにくるよ」

「ぼくがさみしいなんていつ言ったんだッ」

「僕も言ってねえよ。ていうかアリスが今言ったよ」

「あ、あ、あ……」アリスは真まっ赤かになって髪かみを震ふるわせ、そばのリッリルゥを抱だき寄せて顔を隠かくした。「い、今のは忘れたまえ即そつ刻こくッ」
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　なんで？　アリスがさみしがりやなのはとっくにみんな知ってるよ？　と思ったけれど、その話題を続けるとややこしくなるだけなので、僕は咳せき払ばらいして話を戻す。

「とにかく、反省してる。彩あや夏かのためだとか言って、助手をさぼるなんてどうかしてた」

　だって僕は彩夏のための風よけにならなきゃいけないのだ。僕自身が耳をふさいで縮こまってどうする。ちゃんと立って、風の吹いてくる先にあるものを見届けなきゃいけない。

「ふん。なんだい、ひとりでぐねぐねしたうえに自己完結して。大だい道どう芸げいなら駅前でやりたまえ。空あき缶かんをぶつける気にもならないよ」

「悪かったってば……」

　でも、僕がとぼとぼと玄げん関かんに向かって歩き出したとき、背中にアリスの声が飛ぶ。

「十九時までにくるようにね。きみがこないと彩夏が注文も聞かずに勝かつ手てに食事を持ってくるし、そうすると麵めんも肉もたっぷり入ったものを食べさせられてかなわない」

「うん」

　うれしさで声が弾はずまないようにと抑おさえるのに、かなり苦労した。
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　次の日の放課後、千ち夏なつちゃんともう一度話をするために監かん査さ室しつに行った。監査室と生徒会室は一年生の教室が並ぶ三階にあって、チャイムが鳴った後の心地よく弛し緩かんした空気が漂ただよう廊ろう下かで、談笑しながら足早に行き交う初うい々ういしい年下たちを見ていると、留年なんてとてもできないとあらためて思う。

　監査室の入り口で、意外な人物とばったり顔を合わせた。出てきたのは菱ひし田ださん、あのカラオケでの事件を目もく撃げきしたという娘だった。いや、意外じゃないっけ。監査委員の仕事も手伝っているって言ってたのだから。

「あ、藤ふじ島しま先せん輩ぱい……」

　菱田さんの方が僕ぼくよりも驚おどろいていた。あわてて戸を後ろ手で閉めている。なんでこんなにびっくりしてるんだろう？

「千夏ちゃん、いる？」

「いえ、中にはいないです。まだ教室じゃないかな」

　それなら待つか。いや、菱田さんにも話すことがあったっけ。

「あのさ、事件目撃したこと、千夏ちゃんと剣けん崎ざきさんと僕にしか喋しやべってないよね？」

　菱田さんは怪訝けげんそうな目になってうなずく。

「ならいいんだ。もうだれにも言わない方がいいよ。とくに学校では」

　なにかのはずみに彩あや夏かの耳にまで入ってしまうかもしれないから、というつもりで言ったのだけれど、菱田さんはいきなり僕に詰つめ寄ってきた。

「あ、当たり前じゃないですかッ」

　その語気の強さに僕は驚いて後ずさる。

「言うわけないでしょ、先輩に話したのだってすごく迷ったのに」

「ご、ごめん」

　僕は両手を広げてなだめようとした。菱田さんは唇くちびるを嚙かみしめて視線を落とした。その肩かたから怒いかりが気化するのが見える。

「……すみません」

　ぼそりと言うと、彼女は廊下を駆かけていってしまった。追いかけようかと思ったけれど、さらに警けい戒かいされるだけだな、と思いとどまる。まずいことをしてしまった。やっぱりヒロさんの女たらしスキルに目をつぶって任せた方がよかったか。面識もない現状からどうやって話を聞き出すのか見当もつかないけれど、ヒロさんなら僕ぼくよりもずっとうまくやっただろう。いったいなんなんだ？　そんなに怒おこらせるようなことを言っただろうか。どうも、今回の事件では年下の女の子たちに不ふ審しんな思いを抱いだいてばかりだ。千ち夏なつちゃんや剣けん崎ざきさんにしたって──

「──藤ふじ島しま先せん輩ぱいっ」

　弾はずむ声に振り向くと、千夏ちゃんがウサギの髪かみ留どめでくくった髪を揺ゆらして走ってくる。

「わざわざ経過報告ですか！　感激です！」

「ああ、うん……」

　そう、千夏ちゃんたちの依頼理由も、いまいち吞のみ込めない。こないだは深刻な援えん交こう事情を立て続けに話されてなんとなく流されてしまったけれど。でも、これ以上つっこんで訊きくのもなあ。言っているとおり、単純に愛校精神ゆえかもしれないし。

　千夏ちゃんは僕を監かん査さ室しつに入れてくれる。

「大した報告はないんだけど、その前にさ」僕は戸を後ろ手に閉めながら言った。「僕なんかに言われるまでもないと思うけど、事件のこと、もうだれにも言わないで。これ以上噂うわさを広めたくないんだ……」







　平ひら坂さか組事務所に顔を出すと、黒Ｔシャツ二人の「兄貴、お疲れさんス！」の最敬礼に出迎えられる。最近は組員がだいたい出で払はらっていて事務所が閑かん散さんとしていることが多い。

「さっき大おお島しまってやつがＤＶＤ持ってきましたよ。兄貴か壮そうさんに渡せばわかるとか」

　大島？　ＤＶＤ？

「ホテルがどうとか援えん交こうがどうとか言ってたんで、きっとコレもんの裏ビデオすよ、うへへ」

「あー……」

　思い出した。暴行事件のあったホテル『ジュリアナ』のフロント係だ。たぶん防犯カメラの映像を持ってきたのだろう。

「その大島って若わか造ぞうも目ぇ真まっ赤かでくまが青々しかったんで、たぶん昨日きのうはあの裏ビデオで、一晩中ハッスル──」

「いや、たぶん徹てつ夜やで該がい当とう箇所を探してたんですよ……。そのＤＶＤどこです？」

「あ、奥でみんなで観みてます」

　書庫兼仮眠室のＰＣデスクには黒Ｔシャツの背中がゴキブリよろしく群がっていた。

「さっきからフロントの場面ばっかじゃねえか！」「さっさと脱ぬぐシーンにいけよ！」

「Ｈキー連打するんじゃねえのか」「よし俺おれに任せろ」「女の胸をクリックしまくれ」

「なにしてんですか……」

「あっ兄貴ちょうどいいところに、兄貴のゴッドハンドでこの画面ン中の女子高生ばばっと脱がしてやってくださいよ！」「全然濡ぬれ場に進まねえんスよ！」「兄貴頼んます！」

　僕ぼくが最初に思いついた黒Ｔシャツどもの駆く除じよ方法は、ノートの切れ端はしにてきとうにセクシーポーズの女の絵を描いて連中の鼻先でひらひらさせてから窓の外に投げ出すことだった。でもそんな元気もないので携帯電話を取り出す。

「おおっ兄貴が携帯を取り出したぜ！」

「すげえ！　親指一本でメール打ってるぜ！」他ほかの指使う方が難しいわ。

「壮そうさんに『すぐ来てくれ』ってメールしてるぜ！」「さすが兄貴！」「壮さんにそんなメールできるのはこの世に姐ねえさんと兄貴しかいねえからな！」「壮さんも飛んでくるぜ！」

　十分後、ほんとに戻ってきた四代目によって、黒Ｔシャツどもは一人残らず張り倒された。

「さぼってンじゃねえ穀ごく潰つぶしども！　ホテル回りと聞き込みだろうがッ」

　這ほう々ほうの体ていで鉄てつ扉ぴから出ていく黒Ｔシャツの背中を見送りながら、連中の馬鹿は日々進化していないだろうか、と心配になる。

「映像は見たのか」と四代目が僕をにらんだ。

「あ、い、いや、まだです、これから」

　ＰＣで再生してみると、えらく短い動画だった。

「なんだ。あのフロント係、わざわざ編集してよこしたのか。手間省けていいが……」と四代目があきれた声を漏もらす。

　モニタに映し出されるのは粗あらい白黒画像だ。ラブホテル特有の、動物園の切符売り場みたいな形状のフロントカウンターが斜め上から映されている。右下に表示された日付と時刻は、先週の土曜日、夜半過ぎ。これが、おそらく前回の事件のものなのだろう。フロントの前で金とルームキーのやりとりをしているのは、僕が似顔絵に描いたあの小太りの中年男だ。灰色のダウンジャケットに古くさいコーデュロイのパンツ。少し離れたところに立っている若い女は日焼け肌はだの派は手でな少女で、僕が昨日きのう助けた娘とはもちろん別人だ。親娘ほども年ねん齢れい差さのありそうなカップルが右手奥の画面外に消えたところで映像はいったん途と切ぎれた。

　砂嵐をはさんで、そっくりな動画がまた始まる。日付と時間は、昨日の昼下がり。フロントカウンターで代金を支し払はらっている中年男の服装がくたびれたトレンチコートとスーツに、奥の女の子が黒髪かみの娘に変わっている以外は、前半の映像とぴったり同じだ。固定カメラで撮影しているから当然なのだけれど。

　黒髪のその娘は、間違いなく、窓から落ちてきたあの娘だ。

　ＰＣデスクの脇に立っていた四代目が横から手を伸のばしてきて動画再生を止めた。

「同一犯か」

「みたい、ですね。でも、なんで二度も同じホテル使ったんだろう……」

「慎しん重ちようなのか馬鹿なのかわからねえな」と四代目は言った。それから、昨日の被害者である女の子のことを教えてくれる。あの後、四代目の知り合いの汚よごれ仕事専門医に診みせた。傷は打だ撲ぼくと裂れつ傷しようだけで大したものではなく、そのまま帰宅できるとのことで、医院内で四代目が事情を聞き出した。彼女の名前は鳥とり谷たにしのぶ、都内の私立女子高に通う十七歳さいだった。相手の男の身元につながるようなことはまったく知らず、しかも悪いことにホテルの部屋に置いてあった彼女の携帯電話は消えていた。

「犯人が処分したんでしょうか」

「そうだとすると、あの状況にしちゃ冷静すぎると思うだろう？　しかも、一週間前に自分が騒さわぎ起こしたのと同じホテルをまた使うようなアホが、だぞ」

　四代目の言葉に僕ぼくはうなずく。やつはエンジェル・フィックスで頭がぶっとんでいる最中だった可能性があるし、それでなくても暴行現場を僕に見られ、一刻も早く逃げなきゃいけないという切せつ羽ぱ詰つまった状況だった。女の携帯を始末するなんて発想がよく出てきたものだ。

「とにかく男の確保はそう簡単じゃなくなった。鳥谷しのぶが使っていた出会い系サイトのログをアリスに探ってもらっているが、どれだけ時間がかかるか」

　そのとき、表の事務所の方で組員の野の太ぶとい声が聞こえた。

「叔お父じ貴き、お疲れさんス！」「お疲れさんス！」

　書庫のドアを開けて入ってきたのは、カシミアのコートを崩くずし気味に着こなしたヒロさんだった。

「いやあ、こっち来るの久しぶりだな。あれ、ナルミ君もいたの」

　彩あや夏かに緊きん張ちようを嗅かぎ取られないようにと、今回の捜そう査さ本部はＮＥＥＴ探たん偵てい事務所ではなく平ひら坂さか組事務所になったのである。ヒロさんは仮眠用ベッドに腰こしを下ろしてマフラーを外し、携帯電話のメモを僕と四代目に見せる。深ふか町まちヒトミ、という名前のアドレス帳プロフィールが表示されている。

「援えん交こう相手に襲おそわれたって娘、やっと一人見つけたよ。最近マダムたちのお相手ばっかりで女子高生と遊んでなかったから、あっちこっちのライン暖めるのだいぶ苦労してさ」

　僕は感かん嘆たんするしかない。昨日きのうの今日きようだぞ？　よく見つけたな。

　ヒロさんの話では、深町ヒトミは『手だけで二万』の交渉に応じてクラブのトイレで男の相手をしようとしたが、突とつ然ぜん相手の男が首を絞しめ服を脱ぬがそうとしてきたという。他ほかの客に発見され、男の方は逃走した。去年の暮れのことらしい。

「で、ヒトミちゃんにあの似顔絵見せたら、ビンゴ」

　僕と四代目は顔を見合わせる。

「ならきまりだな」

「女の子たちの噂うわさだと、ヒトミちゃん以外にもまだ大勢やられた娘がいるらしいんだけど」

「引き続きあたれ。ホテルの一件目の被害者は、もう顔もわかった」

「わかってるよ。あとは人じん海かい戦せん術じゆつとネット方面と、ごり押しで見つけられるだろ」とヒロさんはＰＣ画面で途と中ちゆう停止した防犯カメラ映像を見やる。「見たところこのおっさん、ちゃんと仕事もしてるっぽいし、ナルミ君に顔見られたくらいでドロンしたりはしないはず」

　ヒロさんは、防犯カメラ映像から吸い出した女の子の画像──先週の事件のもの──を携帯に保存すると、足早に事務所を出ていった。

　ＰＣからＤＶＤを抜き取って鞄かばんに入れ、ダッフルコートに袖そでを通し、それから僕ぼくはまた椅い子すに腰こしを落としてしまう。

　引っかかることだらけだ。しかも、小さな棘とげが無数にあるせいで、なにが原因なのかはっきりと確かめられない。

「どうした」

　四代目が書庫の出口で振り返って言った。

「さっさとＤＶＤをアリスんとこに持ってけ。報告はおまえの仕事だろ」

「なにか……おかしい気がするんですよね」

　四代目は目を細めて僕をじっとにらんだ後で、すぐそばの書庫に背中をもたせかけ、腕うで組ぐみした。

「具体的に言ってみろ」

「いや、はっきり言えるわけじゃないんですけど。この男のやってきたことはなにか変です。同じホテルを二回使ったこともそうですけど、まず、何度も騒さわぎになってまわりに見つかってるのに、なんで同じことを繰くり返すのか。それなのにどうして毎回ちゃんと逃げおおせてるのか。しかも薬きめてて、ですよ。細かいことがいちいち気になるんです」

　なにか他ほかにも違和感があったはずだけれど、もう言葉にもできない。四代目は不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らしてから言った。

「アリスんとこ行け」

「……え？　あ、は、はい」

「おまえは気づけるはずもないが、俺おれはアリスともう三年以上つるんでるから、わかる。あいつが事件を解決するスピードは、この一年で異常に速くなってる」

「はあ」なんの話だろう。

「橋を架かける前に、ロープくわえて河に飛び込むアホが一人、仲間になったからだ」

　僕は目をしばたたき、それからようやく四代目の言っていることが理解できた。

「なにかたわごとが浮かんできても、俺に言うな。飼かい主に言え。それがおまえんとこのやり方だろ」

　四代目は事務所応接室に続くドアを足で開いてあごでしゃくった。僕は首をすくめてＰＣの電源を落とし、書庫を出る。

　事務所出入り口の鉄てつ扉ぴを開けようとしたとき、四代目の携帯が鳴った。

「……なんだ。……見つかった？　……いや、こっちに持ってくるな、アリスんとこに直接持ってけ、すぐ行く」

　携帯を閉じて四代目が僕を見る。

「鳥とり谷たにしのぶの携帯が見つかった」

　僕ぼくは目を見開く。鳥谷しのぶ──昨日きのうの、ホテルでの被害者女子高生。

「ホテルのベッド下に落ちてたのを、さっきフロント係が見つけたらしい。処分されてたわけじゃなかったようだな」

　これで、携帯の着信・送信履り歴れきをアリスが解かい析せきすれば、あの中年男の身元は簡単に割れる。僕と四代目はビルを出て車に乗り込んだ。固く冷え切った助手席のシートに背中を押しつけると、さっきよりもずっと強い違和感が僕を押し包む。







「あ、藤ふじ島しまくん！」

　ラーメン屋の勝かつ手て口ぐち前を横切って非常階段に向かおうとしたとき、戸口から彩あや夏かが顔を出した。黒い腰こしエプロンをまだつけていないので、来たばっかりなのだろう。

「なんか最近ちゃんと監かん査さ委員の仕事してるんだってね、千ち夏なつちゃんがすごく喜んでたよ」

「え？　あ、う、うん」

「ニートにならないための訓練だと思って、藤島くんもがんば！」

　ごめん彩夏。千夏ちゃんに頼まれてる仕事って、ニートまっしぐらのやくざな用件なんだ。僕は心の中で手を合わせる。

「それで、あたしもちょっとお願いがあるんだけど」

「ん、なに？」

「腕わん章しよう、またつくってくれないかな」

　彩夏は中央園芸会議という不思議な名前の生徒会機関──その実態はただの園芸委員──のリーダーで、黒地にオレンジのマークの入った腕章を使っている。

「あれ？　発ほつ足そくのときに四十枚つくったよね。もうなくなったの」

「なんかね、なくなっちゃったの」と彩夏は申し訳なさそうに表情を曇くもらせる。「筆記用具とか活動日誌とかと一いつ緒しよにしといたんだけど、ケースごとどこかにいっちゃった。たしか監査室の棚たなに預けてたと思ったんだけどなあ。生徒会室だったかなあ……」

「腕章なら、いつでもつくれるから大だい丈じよう夫ぶだよ。手が空あいたら僕も、監査室とか生徒会室とか探してみる」

「ありがと藤島くんっ」

　彩夏はすぐに元気になって勝手口に引っ込んだ。僕はそっと胸をなでおろす。今さっき僕が四代目の車で来たこと、四代目がビル正面玄げん関かんに回って探たん偵てい事務所にあがったことは気づかれなかったようだ。今のところ、事件については彩夏に勘かんづかれていない。

　さっさと解決されちゃえばいいのに、と思いながら非常階段をのぼる。彩夏がなにも知らないうちに、すべて枯かれ果ててしまえばいいのに。でも、一歩ごとに僕の違和感は靴くつ底ぞこに粘ねばりつき、芽を吹き、蔦つたのように伸のびて足にからみついていく。なんだろう。つながりかけている。でも糸口が見つからない。

　四代目は、探たん偵てい事務所のキッチンに腰こしをもたれてだれかに電話している。

「そうだ。み・や・ぎ・し・の・ぶ・お、宮みや岸ぎし伸のぶ雄おだ。住所はメールした、大おお田た区だ。それと会社の方にも四人回せ、のうのうと出社してる可能性もある。宮岸の携帯のＧＰＳはアリスが今割ってる最中だ。時間がかかンだよ、あれは」

　部下への指示だろうか？　僕ぼくは四代目に会え釈しやくして前を通り過ぎ、寝室に入った。アリスはベッドの上でモニタ群をにらんでいる。

「きみが見た、あの男の身元が割れたよ」

　アリスが背を向けたまま言う。僕は唾つばを飲み込んだ。女の携帯電話がここに届けられたのはついさっきのはずなのに、もうクラッキングも解かい析せきも終わったのか。電話は個人情報の塊かたまりとはいえ、つくづく恐おそろしい調査能力である。

「宮岸伸雄、目黒にある設計オフィス所属のデザイナーだ」

　アリスの見上げる最上部中央モニタには、宮岸伸雄の個人情報がすさまじい勢いで表示されていっている。顔写真もだ。その左隣どなりのモニタに映し出されているのは、あのラブホテルのフロントを撮とった防犯カメラの映像。二つのモニタに映っている男の顔は一致する。

「だいぶ収入があったうえに独身なので、援えん助じよ交際にのめり込んでいたようだ」

　僕はベッドの端はしっこに腰を下ろして息をついた。

　じゃあ、ＧＰＳ情報をクラックするか、あるいは平ひら坂さか組の連中が自宅や会社に乗り込んで、宮岸を見つけておしまいか。

　冷房の風が、僕の肌はだに張り付いた違和感の輪りん郭かくをあらわにする。やっぱり、おかしい。

　アリスが振り向いた。

「きみも、おかしいと思うかい？」

「え」

「ぼくもだ。この結末は気にくわない。テンポ良く進みすぎている」

　アリスの言葉が、僕の皮ひ膚ふと冷気との間にこじいれられる。そう、すべてがうまくいきすぎている。なにかおかしい。なにかを見落としている。

　そのなにかが、視界の左上隅すみをよぎった。

　僕は息を吞のんで視線を持ち上げる。シーツに膝ひざをついてベッドに身を乗り上げ、モニタを凝ぎよう視しする。フロントの防犯カメラの動画だ。

「アリス、これ、巻き戻して」

「うん？　操そう作さくらい自分でやりたまえ」

　マウスを放ってくる。動画ファイルのシークバーを何度も左右に大きく動かして確かめる。間違いない。

「アリス、あそこ」

　僕ぼくが指さすと、アリスは身を寄せてきて、僕の視線をたどる。

「画面の左上の方にホテル玄げん関かん口ぐちの鉢はち植うえが映ってるよね」

「それがどうしたんだい」

「鉢植えの影の角度は、ほとんどまっすぐ右。昨日きのうのも、先週のも」

「当たり前だろう、固定カメラの映像なん──」

　アリスは言葉を途と中ちゆうで吞のみ込んだ。僕と一いつ瞬しゆんだけ視線を合わせ、キーボードに飛びつく。打だ鍵けん音おんの豪ごう雨うが始まる。いくつものモニタで文字列が激しくスクロールする。

　四代目が長い電話のやりとりを終えて寝室に戻ってきたとき、すでにアリスの手は止まっていた。僕も彼女も、モニタの表面に展開された真実に見入っている。

「宮みや岸ぎし伸のぶ雄おは昨日きのうから無断欠勤してる。連れん絡らくもつかないと会社のやつが言っていたそうだ。自宅ももぬけの殻からだ。飛びやがったな。携帯のＧＰＳは割れたか」

　四代目の問いに、アリスは背中で答える。

「割れたよ。宮岸の携帯は自宅にあるから、追つい跡せきの役には立たない」

　四代目は少し首をかしげ、舌した打うちした。

「携帯放り出して逃げたのか。また振り出しか。やつが飛びそうな場所は」

　四代目もアリスや僕の視線をたどってそれに気づいたのだろう、言葉をいったん切った。

「……そのリストは？」

　中央モニタに列記されているのは、八人の女の名前と、電話番号、所属高校名。

「援えん交こうしてた女のリストか」と四代目が言う。僕はあいまいにうなずく。リストの中に三つ、知っている名前がある。

　鳥とり谷たにしのぶ。ラブホテルの窓から落ちてきたあの女の子。

　深ふか町まちヒトミ。ヒロさんが見つけ出した、クラブでの被害者の女の子。

　そしてもうひとつは、菱田華絵だ。

　アリスの両手が再びキーボードに叩たたきつけられる。

「宮岸を見つけなければ。今からぼくの全マシンの処理能力をＧＰＳクラッキングに向ける、四代目は車の用意を、それからホテル『ジュリアナ』に何人か至急向かわせてくれたまえ！　間に合うかどうか……」

「おい、どういうことだ、宮岸がなにかやらかすのか？」

「説明は後だ、急いでッ」

　アリスの言葉に四代目は舌打ちすると、大おお股またで事務所の玄関に向かった。僕は携帯でヒロさんの番号を呼び出しながら四代目の後を追った。







　桜さくら田だ通りを南へと向かうその車に、明めい治じ学がく院いん大だいのあたりで追いついた。追つい跡せき車しやは僕ぼくを助手席に乗せた四代目のマセラティ、そして少し前を行くヒロさんの鈍にび色いろのＢＭＷだ。

「見えたよ、ナンバーが、品しな川がわ……の……」

　短い日があっという間に暮れて宵よい闇やみに浸ひたされた道路の先を双そう眼がん鏡きようで探りながら、アリスに報告する。最近導入したフリーハンドで会話できる無線音声システムが、まさかこんなに早く役に立つとは思ってもみなかった。走行音に圧おし潰つぶされそうな短い沈ちん黙もくの後で、アリスの声が返ってくる。

『その車だ、間違いないよ。乗っている人間は見えるかい』

　水底の魚の群れみたいなテイルライトたちの間を縫ぬって、ヒロさんのＢＭＷがするすると目標車に左側から近づいていく。獲え物ものは、赤のスズキ・アルトワークスだ。

『助手席に女の子がいる』

『それはおそらく鳥とり谷たにしのぶだ』とアリス。援えん交こうしていた女たちのうち、彼女だけが所在確認できなかったのだ。『まずいね、彼女の身も危険だ。車内はもっと見えるかい』

『暗くてよく……』

　どちらも走行中なのだ、これだけ暗いと隣となりの車の中だってよく見えない。と、ヒロさんの車に同乗しているテツ先せん輩ぱいの声が聞こえた。

『図ずう体たいのでかいスーツのやつが乗ってる』

　僕ぼくは唾つばを飲み込んで、運転席の四代目とちらと視線を交わした。宮みや岸ぎしだろうか？　四代目がぐんとアクセルを踏ふみ込んで加速、片側三車線の道幅を蛇だ行こうして一台また一台と追い抜いていく。アルトワークスの小さな背面と、それに並ぶ二回りくらい大きなＢＭＷの背中が見えてきたとき、ヒロさんの『あっ』という声が聞こえた。

「どうした」と四代目。

『目が合った。気づかれたっぽい』

　ヒロさんの言葉の通りだった。アルトワークスの車体がぐんと加速し、光の間を抜けて小さくなっていく。四代目は舌した打うちしてステアリングを切った。

　アルトワークスはとっくに赤に変わった信号を無視して交差点に突とつ入にゆうした。

「ヒロ、俺おれはぶっこむぞッ死にたくねえなら戻れッ」

　四代目は叫んだ。僕はシートのヘッドレストに激しく後頭部をぶつけてしまう。併へい走そう車しやが後ろにすっ飛び、交差点の左右からヘッドライトの群れが押し寄せてくる。けたたましいクラクションが僕の意識を殴なぐりつける。ヒロさんはなにも答えなかったけれど、僕たちのマセラティよりも先に赤信号を渡りきったのはＢＭＷの重たい背中だ。そのずっと先、逆光と闇やみに埋うもれるようにしてアルトワークスの赤がちらと見えた。先行車を左に右にと避よけながらも四代目はほとんどスピードを落とさず、僕は洗濯機の中に放り込まれたような気分を味わう。目が回るなんてレベルじゃない、脳みそと胃液が混ぜ合わされて攪かく拌はんされてるみたいだ。吐はき気は頭痛と区別がつかなくなっている。やがてヒロさんのＢＭＷを追い越す。しかし信じられないのは逃げるアルトワークスである。軽自動車とはいえ、前の車両のわずかな隙すき間まを強引について距きよ離りを稼かせぐせいで、まったくこちらと間が詰つまらない。事故るのが怖こわくないのか？　二度目の信号無視は左からの右折車が通行中のときで、ほんのわずか開いた車間に鼻はな面づらを突つっ込んで完かん璧ぺきな軌き道どうでＳ字走行して走り抜けた。クラクションに加えて明らかな衝しよう突とつ音おんが聞こえて僕ぼくは首をすくめた。さすがの四代目もブレーキをかける。左からの車の列が乱れたところに四代目は再加速させたマセラティをぶち込む。アルトワークスの夕陽ゆうひ色いろの背中は僕らをあざ笑うかのようにもう一つ向こうの信号にさしかかっている。命知らず、どころの運転ではない。

「あの野郎、薬きめてやがるのか」

　四代目が毒づいた。僕ははっとする。その可能性はある。エンジェル・フィックスはあらゆる感覚を極限まで鋭えい敏びん化かさせる。だとしたら同乗者の身がますます危ない。

　アルトワークスの背中がふっと闇やみに紛まぎれて消えた。左折したのだ、とかろうじてわかる。ＧＰＳ追跡アプリを挿さしたカーナビにマーカーが明滅する。

『四代目はそのまま、ヒロはバイパスへ、これから相手のルートを絞しぼり込む！』

　アリスが叫さけぶ。四代目はタイヤを甲かん高だかく鳴かせて左手のビルの間に飛び込む。僕は四代目の左肩かたに頭をぶつけてしまう。暗がりに潜もぐり込んでいくテイルライトがかすかに見えた。路ろ駐ちゆう自転車をなぎ倒し、マセラティが再加速する。

　アルトワークスの動きがおかしい、まっすぐな道なのに街路樹に何度も側面をこすりつけている。薬が切れてきたのか。僕はぞっとする。運転中に意識が完全に天使に持っていかれたらどうなる？　なんとか、なんとか止める手段はないのか？

「──アリス！」

　僕は声を絞しぼり出していた。

「あいつの携帯クラックできる？　着信メロディいじれる？」

『着信メロディ？　なにを──』

「ボブ・ディランだよ、呼んでやるんだよ！」

　探たん偵ていが小さく息を吞のむのが排はい気き音おんの合間に聞こえた。四代目がステアリングを握にぎったまま顔を歪ゆがめた。打だ鍵けん音おんが僕の意識を搔かき乱し、やがてぴたりと途と絶だえる。

　息詰づまる沈ちん黙もくの中、アルトワークスが右手の路地に滑すべり込んで、ひととき視界から消えた。マセラティが辻つじにさしかかって右折した瞬しゆん間かん、僕の中で時間が止まる。薄うす墨ずみのような闇の向こうで赤い小さな車体が右側のタイヤをかすかに浮かせて静止している。聞こえるはずがないのに、携帯電話から響ひびく『ノッキン・オン・ヘヴンズ・ドア』のイントロの染しみいるようなギターとオルガンが聞こえる。それは僕を貫き、遠い記き憶おくの扉をノックする。息ができない。アルトワークスの車体がわずかずつ左に傾き始める。ベースが脈動し、コーラスが折り重なっていく。やがて、遠い遠いあの夜から、ディランの歌声が差し伸のべられる。

　僕ぼくは息を吐はきだした。その瞬しゆん間かん、時間は一気に氷解する。すさまじい摩ま擦さつ音おんが耳に突つき刺ささり、赤い小さな車体が尻しりを大振りしてスピンした。四代目はブレーキを踏ふみ込んだ。僕は顔を手で覆おおった。指の隙すき間まから、アルトワークスが横よこ様ざまにブロック塀べいに激げき突とつするのが見えた。







　狭せまく薄うす暗ぐらい路ろ地じの切れかけた蛍けい光こう灯とうの下、赤い軽自動車は、ＢＭＷとマセラティに挟はさまれ、ブロック塀の破片をボンネットいっぱいに浴びて停まっていた。

　テツ先せん輩ぱいが真っ先にＢＭＷの助手席から飛び出し、アルトワークスの割れた窓から手を突っ込んで鍵かぎを開け、後部座席の肥ふとった男を引っぱり出す。

「おいナルミ、これどういうことだよ。俺おれなんも事情聞いてねえんだぞ」

　テツ先輩は毒づき、アスファルトの上に転がったスーツ姿の中年男を見下ろす。かがみ込んで、猿さる轡ぐつわにしたタオルをほどいてやる。

　宮みや岸ぎし伸のぶ雄おだ。ホテルで一度だけ顔を見た、そして防犯カメラの二つの映像に映っていた、あの男だ。後ろ手に縛しばられているのだろう、咳せき込みながら窮きゆう屈くつそうに身をよじっている。

「このおっさんが犯はん人にんじゃねえのか。なんで縛られてるんだよ？　なんで──」

　先せん輩ぱいはアルトワークスの運転席に目をやる。ちょうど塀に激突した箇所で、ドアのひしゃげ方がいちばんひどい。

　ヒロさんが助手席に回ってドアを開く。

「……もう大だい丈じよう夫ぶ。怪け我が、ひどくなってない？　いいよ、降りてきて」

　制服姿の女の子に優しく言葉をかけ、手を引いて車外に導く。ホテルの窓から落ちて怪我をしていたあの女子高生、鳥とり谷たにしのぶだ。うつむき、自分の胸を抱だき、雨に濡ぬれたうさぎのように震ふるえている。

　最後に四代目が、空あいた助手席側から身体からだをつっこみ、運転手の身体を引きずり出した。紺こん色いろのジャンパーも、髪かみも額ひたいも首筋も血まみれだ。

　それは、ホテル『ジュリアナ』のフロント係、大おお島しまだった。

「なんでこいつがここにいるんだ」

　四代目は荒い吐と息いき混じりに言って、マセラティから降りたばかりの僕をにらんだ。

「その大島が、真しん犯はん人にんなんです」

　僕の乾かわいた声は、夜の街から路ろ地じ伝いに吹いてくる風にまぎれて消えそうだった。四代目もテツ先輩もヒロさんも、困こん惑わくした目で僕を見た。

「女の子何人も襲おそってたのがこいつってこと？」ヒロさんが大島にちらと目を向けて訊たずねる。

「ちがいますよ。これはそもそも、連続暴行事件じゃなかったんです」

　僕は喋しやべりながら、鳥谷しのぶの顔をうかがう。

「じゃあなんなんだよ？」とテツ先輩。僕は埃ほこりっぽい呼こ気きを飲み下した。

「組織的な美人局つつもたせです」

　鳥とり谷たにしのぶの肩かたがぴくりと動いた。







　ヒロさんのＢＭＷの後部座席に、鳥谷しのぶと、血だらけのまま気を失った大おお島しまを乗せた。僕ぼくもそっちの助手席に乗り換える。マセラティの後ろには宮みや岸ぎしの巨きよ体たいが押し込まれ、栓せんをするようにしてテツ先せん輩ぱいがその隣となりに乗り込んだ。四代目が電話で平ひら坂さか組員たちに、残った事故車を早く処理するようにと指示するのが聞こえた。それから二台ともすぐに走り出す。

　鳥谷しのぶは大島の頭を膝ひざにのせて、痛ましい表情を浮かべ、ハンカチで血をぬぐっている。おそらくは恋人だったのだろう、と僕は思う。女の側が一方的にそう思っているだけかもしれないけれど。

　走り出してしばらくしてからヒロさんがぽつりと言った。

「……同一犯はんてのが、そもそもでっち上げだったってわけ？」

　僕はうなずく。

「大島はたぶん、援えん助じよ交際グループの元もと締じめみたいなことをやってたんでしょう。だからどの事件でも値段や条件が似通ってた。そのうち、普通に売春するよりもはるかに儲もうかる手段を思いついた。女の子に暴行しようとしてるところをカメラにおさめて強ゆ請するって方法です」

　なにしろ表おもて沙ざ汰たになれば刑けい事じ事件だ。普通の美人局とは比べものにならないくらい効果的な脅しとなる。

　そこまでして、すぐにでも大金がほしかったのか、と僕は思う。なぜ？　いったいなにが大島をそこまで強く突つき動かした？

『なあ、ちょっと待てよ』

　テツ先せん輩ぱいの声がスピーカーから聞こえてくる。すぐ後ろを走っている車と、音声システムでつながったままなのだ。

『なんで毎回毎回そう都合良く男が乱暴してくンだよ？　隠かくれドＳの変態だけ選んで客取ってたのか？』

『アホかおまえは』四代目があきれた口く調ちようで口を挟はさむ。『一服盛ったんだろ』

『あ……』

　テツ先輩は絶句する。

「……エンジェル・フィックスを飲ませたのか！」

　ヒロさんが目をむき、バックミラーに映る鳥谷しのぶとその膝の上の大島を見やる。

「馬鹿じゃないのか。そんなの危なすぎるだろ、いくらすぐ金になるからって、なに考えてんだよ？」

「大島さんはっ」

　はじめて、鳥とり谷たにしのぶが声を発した。

「……大おお島しまさんは、うちらが男と逢あうとき、いつも隣となりの部屋とかにいてくれたし、すぐに止めに入ってくれたし、だから」

「カメラ回すのも、騒さわぎになったときに男を匿かばうのも大島の仕事だったわけですよね」

　僕ぼくは彼女に確認した。黒髪かみの頭ががくんと落ちる。うなずいたのだろう。カラオケでの事件のとき、突つき当たりの部屋から援えん交こう男おとこが逃げおおせたのも、たぶん隣りん室しつにいた大島が男を部屋に招き入れて隠かくしたからだ。

　でもこんな綱つな渡わたりはいつまでもうまくいくはずがない。大島はやがてババを引いた。僕が目もく撃げきした、昨日きのうのあの事件だ。男の暴れ方も、窓まど枠わくが壊こわれることも完全に想定外だった。大島にとってさらに不運なことに、目撃者である僕は四代目の仲間で、平ひら坂さか組の捜そう索さくがあっという間に自分にまで及ぶ危険性が浮かび上がった。

「そこで大島が考えついたのは、一連の援交暴行事件を同一犯だということにして、宮みや岸ぎし伸のぶ雄おという犯人をでっちあげることでした」

　スピーカーから、ひぐっ、という喉のどを鳴らす音が聞こえた。あっちの車に乗せられている宮岸のものだろうか？

「援交グループなんてなかった、一人の変態男が援交を重ねてそのたびに女に乱暴していた、そういう筋書きを捏こねあげたんです」

『……じゃあ、あの防ぼう犯はんカメラの映像は大島の噓うそか。俺おれも迂う闊かつだったな……』

　四代目が渋しぶりきった声で言う。その通りだった。ホテル『ジュリアナ』で起きた二つの事件の映像を提出しろといわれた大島は、先週の事件の映像を捏ねつ造ぞうした。まず援交グループの一員だったべつの少女を呼び出し、監かん禁きんしていた宮岸伸雄を脅おどして、二人でフロントの前で芝居をさせたわけだ。

「そうですよね、宮岸さん」

　僕が訊たずねると、スピーカーからまたあの引きつった喉のど鳴なりが聞こえた。

『……そっ、そうだ、が、あんたらはいったい』

『余計なこと喋しやべンじゃねえよ』テツ先せん輩ぱいがどすのきいた声で遮さえぎる。『それで、このスケベ親父おやじが犯人てことにして、連れ出して一いつ緒しよに雲隠れして、その先どうするつもりだったんだよ？』

　さあ、それは僕にもわからない。たぶん、どうにもできなかったと思う。

　大島は、綱渡りばかりだったけれど、よくやっていた。鳥谷しのぶの携帯をとっさに隠したのも、致命的なメールや着信履り歴れきを消してから今日きようになって見つかったといって平坂組に届け出たのも、見事な手だった。その情報操そう作さのせいで四代目も僕も宮岸の単独犯ラインを半ば信じた。

『園えん芸げい部ぶ、おまえはどこで気づいてたんだ』

　四代目の問う声に悔くやしさがにじむ。

「いや、僕ぼくだってぎりぎりまで気づきませんでした。アリスの部屋で防ぼう犯はんカメラ映像をあらためて見たときです。玄げん関かんの鉢はち植うえの影が、昨日きのうのも、一週間前のも、同じだったんです」

『鉢植えの影？　なんだそれは』

「わかりませんか？　先週の事件は真夜中だったはずです。外からの光がないから、鉢植えの影が玄関と反対方向に伸のびるはずがないんです。あれは昼間に捏ねつ造ぞう映像を撮とったという証しよう拠こなんですよ」

　ふうっと深く息を吐はき出す音がスピーカーから漏もれた。四代目だろうか。たぶん僕に感心しているのではなく大おお島しまに感心しているんだろう。彼は必死に策を練った。大したものだ。僕も四代目もアリスも、ひとときなりとはいえ、だましきったのだ。

　でも、その先はなかった。

　う、う、という声が背後で聞こえた。大島が女の膝ひざの上で頭を持ち上げようとしている。血で濡ぬれたまぶたがほんの少し割れて、濁にごった光がその間にのぞく。

「……金、金を」

　大島がうめいた。

「金、……シュシュリに、金……」

　なんだ？　今、なんて言った？　僕は助手席で身をねじって大島の顔をよく見ようとする。でも大島の頭は力を失って、また女の膝の間にしずむ。

　僕は息をついて身体からだを戻し、シートに背中を押しつけた。

　すすり泣きが僕の耳の後ろを引っ搔かく。

「……だから……やめようって、言ったのに」

　鳥谷しのぶが、大島の頭を抱だきかかえて嗚咽おえつ混まじりにつぶやいている。

「どうせ逃げられないって、止めたのに」

　どうせ逃げられないことは大島にもわかっていたのだろう。だから、最後はエンジェル・フィックスにすがった。

　スピーカーからのノイズに、かすかな接続音が混じる。

　やがて流れ出すのは、幼い少女の声だ。

『──大島の意識はあるのかい』

「いや……さっき、一いつ瞬しゆん目を覚ましたけど、もう」

　僕はアリスにそう答えてから、後部座席で女の膝ひざにうずまった大島の顔を見やった。その両まぶたの下にはくっきりと赤黒い鬱うつ血けつがみとめられる。

　これは、戻らないかもしれない。そう直感する。怪け我がは大したことがないようだけれど、魂たましいはもう天使に拒こばまれて地の底に投げ捨すてられた後かもしれない。その言葉は永遠に失われてしまったのかもしれない。

　さっき、なんと言っていたっけ。金を、というのははっきり聞き取れた。それから、耳慣れない言葉。──シュシュリ？　だったか。

　再びアリスの声がスピーカーから響ひびき、僕ぼくの思考を断ち切る。

『では、鳥とり谷たにしのぶ、ぼくの声が聞こえているかい』

　彼女は大おお島しまの頭にしがみついて震ふるえていた。

「……なに……なに？　この、この声、やだ……」

「無線で喋しやべっているだけですよ、大だい丈じよう夫ぶ」と僕は慰なぐさめを言う。そんな言葉は、抜け殻がらの中にむなしく反はん響きようするだけだ。

　けれど探たん偵ていの言葉はちがう。刃やいばなのだから。

『鳥谷しのぶ。きみにひとつだけ質問がある。それに答えた後で、自首するなり、生しよう涯がいを墓はか守もりとして過ごすなり、好きにしたまえ。きみ自身には一いつ片ぺんの興味もない』

　アリスの冷たい言葉が彼女の身体からだを切り刻きざんでいく。彼女はただ首を振るだけだ。押し殺した泣き声さえも、もう途と絶だえている。ただ、夜道を走る車の低いうなりだけ。

『きみたち援助交際グループのメンバーに、横のつながりはあったかい？　菱ひし田だ華はな絵えというＭ高生は知っているかい』

　鳥谷しのぶはじっと押し黙だまり、やがて膝ひざを立て、大島の顔に顔を近づけて額ひたいを触ふれさせた。うなずいているように見えなくもなかったが、アリスにそれが見えたはずはない。

　でも、探偵は問いを続ける。

『ならば、大島が菱田華絵になにか頼んだのを知っているだろう。援助交際とはまったく関係がない、菱田華絵にしかできない、なにかだ』

　また沈ちん黙もくがやってきた。運転席のヒロさんは後部座席をちらとも見ずにステアリングを握にぎっていた。車は大きく左折して国道に入った。ざわめきが寄せてくる。窓の外の夜に併へい走そう車しやのライトの群れがちりばめられる。

『きみが沈黙していれば、大島の願いは塵ちりの底に埋うもれたままだ。彼の想おもいはどこにも届かないままなんだよ』

　探偵の詭き弁べんだ、と僕は思った。

　探偵がその想おもいを正しい場所に届けられる保証はない。僕らは大島がどんな男で、なにを考えていたのかだって、なにも知らない。なにを焦あせっていた？　そのまま援えん交こうグループの元もと締じめを続けていれば、安定して金が入っていただろうに、なぜ金の卵を産む鶏にわとりの腹をかっさばくようなまねをした？　なにがあんたをそこまで追い詰めたんだ。いったいだれがどんな言葉を、赤い天使の羽根にのせてささやいたんだろう。

　わからない。

　そもそも僕らには彼の言葉を形にしなきゃいけない理由がない。

　でも──

　やがて彼女は口を開いた。

「……大おお島しまさんは……」
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　放課後、チャイムが鳴ってすぐの十五分間が、僕ぼくは好きだった。みんなが椅い子すを引く音がまるでトタン板を打つ夕ゆう立だちのように響ひびき、足音と談笑する声が徐じよ々じよに廊ろう下かに漏もれ出し、チャイムが鳴り終わると空気が弛し緩かんして手て触ざわりさえも変わる。遠とお浅あさの海に立って引き潮を眺ながめているような気分だ。

　問題は、最近その様子を教室の外で感じ取ってばかりということだった。また六時限目をさぼってしまった。廊ろう下かの先を見やると、左手に並ぶ一年生の教室の戸から次々と生徒が出てくる。僕は監かん査さ室しつの戸に背中を押しつけて、ロッカーの陰に身体からだが隠かくれるようにし、待った。三階の廊下の窓から見える景色けしきは空も街も中ちゆう途と半はん端ぱで、落ち着かない。

「藤ふじ島しま先せん輩ぱい……なんですか、もう」

　声がして、ドアから身を離はなすと、生徒会長の剣けん崎ざきさんが鞄かばんを持ってこっちに駆かけ寄ってくるところだった。

「放課後すぐ来い、なんて。だいたいなんでわたしのメアド知って──」

「あー、勝かつ手てに調べてごめん。ちょっと事情があってさ」

　こういう形で、監査室の前に剣崎さんだけ来てもらわなきゃいけなかったのだ。そこでアリスに頼んで携帯のメールアドレスを調べてもらった。

「監査室、入らないんですか？」

「今、菱ひし田ださんに鍵かぎをとりにいってもらってるところなんだ」

　菱田さんの名前を出すと、剣崎さんの表情がかすかに曇くもる。勘かんの鋭するどい娘なんだろう。僕がなんの話をするために呼び出したのか、嗅かぎ取っている。

　息をついて、言葉を続ける。

「頼まれてたこと、解決したよ」

「ちょ、ちょっと待ってください、こんな場所でするような話じゃ」

　剣崎さんは焦あせってまわりを見る。

「大だい丈じよう夫ぶ、すぐ終わる話だから。元もと締じめの男が捕まったんだ。だから、グループもおしまい」

　剣崎さんの視線が足下に落ちる。こんな言葉を濁にごしに濁した言い方でも、なにも質問してこないということが、なによりの証しよう拠こだ。

「剣崎さんは、知ってたんだよね。千ち夏なつちゃんも」

　彼女の視線がまた僕の顔に向けられる。どんな感情も形にするまいとこらえているような表情だ。

「カラオケの事件。菱田さんは見たんじゃなくて、やられたんだ」

　目もく撃げき者しやではなかった。被害者自身だったのだ。だって、彼女もまた大おお島しまのまとめる援えん助じよ交際グループの一員だったのだから。

　剣けん崎ざきさんは自分の左腕うでを右手できつくつかんで、僕ぼくから顔をそむける。

「……だって。……そんなの、よくあることじゃないですか。自分のことだけど、他人事ひとごとみたいに話して、友達に相談する、って。みんなやってます。それくらい、なんとなくわかります。華はな絵えとはもう長い間、友達なんだから」

　僕はうなずく。

　剣崎さんや千ち夏なつちゃんに感じた違和感の正体は、これだ。街で起きている援えん交こうだの強ごう姦かん未み遂すいだのを、生徒会役員がなんとかしようと考えるなんて、やっぱり無理がある。

　でも、彼女たちは役員として学校の平へい穏おんを護まもろうとしていたわけじゃなかった。

　ただ、友達を助けたかっただけなのだ。

　ありがとうございました、失礼します、と剣崎さんは頭を下げて、生徒会室に入っていった。僕は戸が閉まるのを見届けてから、きびすを返し、監かん査さ室しつの戸を引いた。

　監査室のスティールラックに囲まれた机に腰こしをのせて、菱ひし田ださんは泣きじゃくっていた。僕が少し早めに呼び出して、ここで待っているように言ったのだ。ちゃんと言葉が届けられたようで、よかった。

　後ろ手に戸を閉め、嗚咽おえつが放課後のざわめきにまぎれるほどになるまで、待つ。

　菱田さんがどんな経けい緯いで大島と知り合い、援助交際を始めるようになったのかは、知らない。アリスや四代目ならば、大島につながる情報を少しでも絞しぼり出そうと問い詰つめるだろう。でも今の僕にそんな気力はなかった。菱田さんは、援交をやめたがっていたのだ。けれどだれにも打ち明けられず、苦しんだ末に、他人事として、二人の友人に話した。そのＳＯＳは、ちゃんと届いたのだ。

　だから、そのときの僕は、探たん偵ていとしてのどんな言葉も出てこなかった。

　ねえ、菱田さん。君がそもそも監査委員を手伝うようになったのは大島の命令だろう。あの男が、Ｍ高のどこかに保管されたあるものを盗み出してこい、と命令したんだろう？

　その問いは、僕の喉のどのずっと奥でくしゃくしゃに萎しおれてしまう。

　かわりに出てきたのは、こんな言葉だ。

「監査の手伝い、続けてくれるよね？」

　菱田さんは、真まっ赤かに泣き腫はらした顔を少しだけ持ち上げた。

「吐つき続けた方が、みんな幸せでいられる──そういうたぐいの噓うそが、あるんだよ」

　だから、監査委員の手伝いを、続けてほしい。千夏ちゃんについた噓を、噓でなくしてほしい。それに僕は監査委員の仕事まったくできないし。

　菱田さんは机から飛び降り、僕の脇を通り抜けて、監査室を足早に出ていってしまった。今はそれでもいい。涙なみだが乾かわくのには時間がかかる。

　と、隣となりの生徒会室の戸が勢いよく開く音が聞こえた。それから壁を隔へだてていてもはっきり響ひびく声。

「かやちゃん！　ほんとなの、解決しちゃったの？　……うわあ、すごい、さすが藤ふじ島しま先せん輩ぱいだよね！　すぐにはなちゃんに教えてあげなきゃ！」

　千ち夏なつちゃんの声だ。すぐに剣けん崎ざきさんのたしなめる声も聞こえてくる。そりゃそうだ、いきなり大喜びで菱ひし田ださんに知らせたら、噓うそに気づいていないふりをしてきたのが台無しだ。千夏ちゃんと今顔を合わせたら面めん倒どうなことになりそうだったから、僕ぼくも監かん査さ室しつを出た。丸めて抱かかえていたダッフルコートの袖そでに手を通して、鞄かばんを肩かたに引っかけ、階段を下り始める。一年生たちが何人も元気よく僕を追い抜いていった。







「……ごめん。菱田華はな絵えには、確認できなかったよ」

　ＮＥＥＴ探たん偵てい事務所に顔を出して、すぐにアリスにそう報告した。

「だろうね」

　彼女は僕に背を向けたまま言った。

「だろうね、って……」

「きみの底なしのお人好しぶりを計算に入れられないようでは雇やとい主ぬしはつとまらない。鳥とり谷たにしのぶから得た情報でじゅうぶんだよ。それに、大おお島しまの部屋から中央園えん芸げい委員会の腕わん章しようも発見された。確定だね」

　僕はため息をついて、寝室の入り口の木き枠わくに背中をもたせかけた。

「大島の具合はどうなの」

「まだ意識が戻らない」

　やっぱりか、と真っ暗な気分になる。

「だから、だれに渡したのかは、まだわからない。ともかく大島の部屋から見つかったケースに入っていたのは、腕章とペンとビニルテープと安全ピンだけだった。活動日誌は、園芸部時代からのものも含めて、一冊残らず消えていた。まず間違いない」

　アリスは振り向き、僕の胸元に熱のない視線を突つき立てた。

「──彼らの目的は、彩あや夏かが育てていたケシの花の栽さい培ばいメモだ」
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　一年ぶりに逢あうトシさんは、腐くさることもできずに土の中でひからびてよじれた木の根みたいだった。

「……ああ。……ナルミか」

　つけっぱなしのテレビから僕ぼくの顔に視線を移して、トシさんはかすれきった声で言った。

「なんだよどいつもこいつも。親父おやじも、中に入れンなっつってんのに、なんなんだよ」

　頭を搔かきむしると、指の間から髪かみの毛が抜けて、黒ずんだ床ゆかに落ちる。僕は唾つばを飲み込んで部屋を見回した。雑誌とコンビニの袋と食べかけのスナック菓子と開きっぱなしのゲームソフトのパッケージが堆たい積せきして、どこがベッドでどこが椅い子すなのかもよくわからない。遮しや光こうカーテンの裾すそから差し込んだ光の中で、埃ほこりがけだるげに漂ただよっている。

「ひとりなのか」

「いえ。テツ先せん輩ぱいは、外で待ってます」

　トシさんは不ふ吉きつな音のする咳せきをしてからまた口を開いた。

「彩あや夏か、まだ、俺おれのこと忘れたままなんだよな」

　僕はうなずく。みぞおちのあたりに鈍にぶい痛みをおぼえる。

　トシさんの名みよう字じは、篠しの崎ざき。妹である彩夏と同じだ。両親が離り婚こんしたときに、兄妹とも母親に引き取られたからだ。けれど一年前のエンジェル・フィックス事件以来、トシさんの方はこの世せ田た谷がやのアパートで暮らしている。名字がちがう父親と一いつ緒しよに、だ。もうそれだけで、息苦しい毎日が想像できてしまう。

　そのねじれた生活は、彩夏のため。彩夏はトシさんのせいで──いや、一口にだれかのせいだなんてとても言い切れないほど複雑な事件だったのだけれど──傷を負い、記き憶おくを失った。トシさんはエンジェル・フィックス製造販売組織の一員だったので、司し直ちよくの手にかけられ、保護観察処分となった。親権を持たない父親の方に預けられることになったのは、大勢のおとなたちが話し合った結果の苦く肉にくの策だ。

「彩夏は楽しくやってんだろうな。めんどくせえ俺がいないし、めんどくせえことなんにも憶おぼえてないんだもんな」

　トシさんは自分の膝ひざに向かってつぶやく。ジャージ姿で椅い子すの上に背を丸めて座っているせいで、虫の抜け殻がらみたいに見える。

「で、なにしにきたんだよ。ナルミ相手なら俺もなにか喋しやべるかも、ってか？」

　えずいているような笑い声がトシさんの喉のどから転げ出た。僕は唇くちびるを湿しめらせた。アルミニウムみたいな味がした。

「そういうことです」

　僕ぼくは押し殺した声で答えた。こんなトシさんを見たら、言葉をこねくり回す気力も出てこなかった。トシさんは目を上げた。その瞳ひとみは左右ともべつの虚こ空くうをにらんでいる。

「トシさんのことはどうでもいいんです。ただ情報がほしいだけなんです」

　あんたがいくつバイトをくびになったのか、どれだけのぬかるみの中を這はいずり回って押し流されてここにたどり着いたのか、そんなのは興味ないんだ。僕は声に出さずに付け加える。

「千ち賀が沢さわ輝てる彦ひことは連れん絡らくとってなかったんですか」

　千賀沢は、フィックス製造販売グループのもう一人の生き残りだ。トシさんと同じく下したっ端ぱだったので執しつ行こう猶ゆう予よがついていたけれど、失しつ踪そうした。

「だから知らねえって。テツさんに何回もそう言っただろ」

「他ほかにも関係者がいたんじゃないんですか。どこかにフィックスをため込んでるやつが」

「知らねえっつってんだろ。俺おれはただセンター街で声かけてきたやつに売るだけの役だったんだよ。だいたい、警察が洗いざらい調べただろうが」

「だけど、けっきょくだれも墓はか見み坂ざかのことはわからなかったんですよ」

　群ぐん馬まの二世議員の息子むすこだったということ。将来を嘱しよく望ぼうされた優秀な院生だったということ。仕送りをたっぷりもらって練ねり馬まのマンションで好き放題やっていたこと。表面的な情報は、ワイドショーや週刊誌がしゃぶりつくした。でも、彼自身がなにを考えていたのか、なんのためにエンジェル・フィックスを街に垂たれ流し続けていたのかは、だれにも語り得なかった。

「トシさんなら、なにか知ってるんじゃないですか。直接顔を合わせて話したんだから」

「知らねえよ。どうだっていいだろ、死んだ人間だ」

「死んでないかもしれないんです」

　トシさんの鈍にぶい視線が、僕の頰ほおや耳の付け根にずぶずぶとめり込む。

「あの男は、だれかの中でまだ生きてるかもしれない。あの男の言葉とか、願いとか、欲とかが、どこかにまだ残ってるんじゃないかって思うんです」

「……なに言ってんだおまえ」

「ただなんとなくそう感じただけです。ここのところフィックスを使っていた連中はみんなどこか切せつ羽ぱ詰つまって金をかき集めてた。しかも同時期に、です。大おお島しまってやつが脅きよう迫はくで稼かせいだ金の行方ゆくえはまだわかってないんですよ」

「フィックス買うのに使ったんじゃないのか」

「買うだけなら、普通に援えん交こうさせてるだけで稼げるじゃないですか。フィックス使ってフィックス買う金をつくってたんですか？　おかしいですよそんなの。あんな、長続きするわけがないやり方で」

「だから俺の知ったことじゃねえだろ！　そんな用だけなら、もう帰ってくれよ」

　僕はぐっと言葉を吞のみ込む。

　たしかに、そんな用だけだ。あんたがどうなろうと知ったことじゃない。あのとき僕ぼくの拳こぶしが刻きざみつけた傷が、トシさんをこの汚お泥でいの中に押し込める原因のひとつになっていたとしても、僕は悔くやみもしないし謝ろうとも償つぐなおうとも思わない。他ほかのだれのためでもなく、自分のために殴なぐり、傷つけ、傷ついたのだから。

　それでも、また言葉を続ける。

「トシさんの中にも、まだ墓はか見み坂ざかが生きてるんじゃないんですか。引っかかって、つっかえて、動けなくなってるんじゃないですか？」

　トシさんの視線は、僕の顔の表面を船虫のように這はい回る。

「知ることは死ぬことです。ちゃんと、もう一度、殺すべきなんじゃないですか」

　しばらく答えはなかった。テレビは刑事ドラマの再放送をずっと映していた。銃じゆう声せいがしつこく響ひびいたけれど、画面のこちら側では一いつ滴てきの血も流れなかった。

　僕があきらめて腰こしを浮かせたとき、トシさんが口を開いた。

「……そうだよ。俺おれは、墓見坂さんになんにも教えてもらえなかったよ」

　僕は膝ひざ立だちになってトシさんにほんの数センチ近寄った。

「だから、いまだに考えてるよ。なんで連れてってもらえなかったのか。あの人は、どこにいっちゃったのか」

　死んだんだよ。僕は胸の内で答えた。ただ、コンクリートにへどをぶちまけて、病院のベッドでのたうち回って、みじめに死んだんだ。あんたら生き残りが勝かつ手てに生かしてるんだよ。なんでそれを認めないんだ？

「なんであの街に撒まいたんだ。いたのか。あそこにいたのか？　おい、なんでなんだよ、なんで俺を置いてったんだよ……」

　僕は喉のどをこわばらせてトシさんを凝ぎよう視しする。

　なぜ、エンジェル・フィックスは僕らの街に撒かれたのか……？

　それは今まで一度も抱いだいたことのなかった疑問だ。

　都内有数の繁はん華か街がいだから？　それなら、なぜ新しん宿じゆくや池いけ袋ぶくろではいけなかった？　墓見坂史し郎ろうの自宅は練ねり馬まだったから、僕らの街にとくべつ近いわけでもない。

「トシさん、あのドラッグ精製工場にしてたビルは、墓見坂の親の持ちビルかなにかだったんですか？」僕は椅い子すににじり寄って訊たずねた。トシさんは、しばらく質問の意味が吞のみ込めていないようなそぶりで何度もまばたきし唇くちびるをぱくつかせた。やがて首を振る。

「……いや。賃ちん貸たいだって聞いた」

「トシさんが加わってから借りたんですか」

「なんだよ、そんなのどうでも」

「答えてください！」

「俺が入る前からもう工場になってたよ……」

　トシさんは手を億おつ劫くうそうに振って僕ぼくを追い払はらおうとする。

　持ちビルではない、ということは、わざわざあの場所を選んで借りたということ。そしてトシさんの加入前に用意してあったということは、ケシの花の栽培所──つまりＭ高が近かったからというわけでもない。

　なぜあの場所に精製所をしつらえ、僕らの街を実験場にした？　なにか意味があったのか？　トシさんの口からふと漏もれただけの疑問が、僕の中でふくれあがり始めていた。

「シュシュリだろ。墓はか見み坂ざかさん、あんた、とっくにシュシュリに逢あってたんだろ……」

　僕は立ち上がってトシさんの肩かたをつかんでいた。

「シュシュリ？　シュシュリって言いましたよね？」

　肩を揺さぶる。トシさんは不快そうに唇くちびるを歪ゆがめる。シュシュリ。その言葉は、たしかあの大おお島しまの口からも語られた。

「なんですかシュシュリって」

「天使の名前だよ。墓見坂さんがいつも言ってた」

　つながった。墓見坂と大島がつながったのだ。やっぱり墓見坂は、だれかの中に言葉や渇かつ望ぼうとして生きていた。僕の声は震ふるえる。

「天使？　どう、どういう意味ですか」

　思わずトシさんの首を絞しめそうになる。トシさんはうんざりした顔で僕の手を払う。

「だから知らねえよ。俺おれは下したっ端ぱだったんだよ。他ほかの人たちは、実際にシュシュリに逢ったこともあるっつってた」

　逢ったこともある？　ドラッグをきめてエンジェルが見えたってことなのか？　でも、薬ならトシさんだっていっぱいやっていたじゃないか。

「なにがシステムだよ。なんで俺だけ乗れなかったんだよ。俺だけ、俺……」

　トシさんの声は泡あわ立だつ油の海に沈しずんでいく。

　墓見坂史し郎ろうは、金が目的でエンジェル・フィックスを街にばらまいたわけではない。彼の口からわずかながら語られたのを、僕も耳にしている。システムをつくったのだ、と彼は言っていた。薬がそれ自身の力で循環するシステム。馬鹿じゃないのか、と今でも思う。なにが循環なんだ。ほっといたってジャンキーどもの病状が進行して潰つぶれる螺ら旋せんじゃないか。その先になにかあったのか？　まだもう一つ目的があったっていうのか。

「どこだよ。シュシュリどこにいるんだよ。あの街にいるのか？　だからあそこで撒まいたのか。どうなんだよ。墓見坂さん……」

　うなだれたトシさんの首くび筋すじを僕は凝ぎよう視しする。

　シュシュリ。天使の名前。

　でも大島は「金を、シュシュリに」と言っていた気がする。では、シュシュリというのは抽ちゆう象しよう的てきなものではないのか。

　だれかの──呼び名なのか？







　どれほど待っても、問いかけても、揺ゆさぶっても、トシさんはもうそれ以上なにも答えなかった。僕ぼくはダッフルコートを着て部屋を出た。

　狭せまいダイニングのテーブルで煙草たばこを吸いながらテレビを観みていたトシさんの父親が、僕に気づいて振り返った。

「……あんた、だいぶトシと話せたみたいだな。あの、ごっつい乱暴なやつとはちがうみたいだ。できればこれからもちょくちょく来て話聞いてやってくれないかな」

「……え、あ……はい」

「俺おれも、あんなの抱かかえっぱなしじゃつらいんだよ。またバイト始めてくれりゃあなあ」

　トシさんの父親は灰皿に向かって煙けむりと一いつ緒しよにため息を吐はきかけた。僕は会え釈しやくしてアパートを出た。たっぷりと雪の気配を含んだ曇くもり空は暗さを増していた。もう日が暮れようとしているのだ。安アパートの二階廊下から見渡す住宅街は、なにもかもが灰をまぶしたように見える。

　テツ先せん輩ぱいは街路樹に寄りかかって自筆ノートをにらんでいた。珍めずらしくＴシャツの上にジャンパーを着ている。筋肉質な腕うでと肩かたが隠かくれて、かえって身体からだがひとまわり小さく見える。僕が歩み寄っていくと目を上げてノートを丸め尻しりポケットに突つっ込んだ。

「トシ、どうだった」

「……少し、話せました」

「そっか」

　先輩はもやもやした言葉を口の中で転がす。

「やっぱ、最初からナルミを連れてくればよかったな。顔合わせづらいんじゃねえかとか気を遣つかわずにさ」

「いや、そりゃ顔合わせづらかったですよ。でも」

　顔が歪ゆがむほど殴なぐり倒して、それっきり別れたままの相手なのだ。二度と逢あうこともないだろうと思っていた。話すことなんてひとつもないと。でも、こうして息苦しい再会を果たしてみた今は、僕の中のトシさんも、トシさんの中の僕も、死に切れていなかったことがわかる。

「来るべきでしたね。もっと早く」

　先輩はうなずき、歩き出した。

「俺じゃだめなんだ。トシ、縮こまっちゃってな。俺が一言いうたびに、殴られるんじゃないかって目でびくびくしてさ。ナルミはちょっとトシに近いとこがあるって思われてるんだろうなあ」

　ほんとは俺よりナルミの方が強いのにな、とテツ先輩は笑う。

「その話ひっぱるのはもうやめましょうよ」

「だってナルミは俺おれに勝ち逃げしたままだぜ」

　テツ先せん輩ぱいは僕ぼくの肩かたをどやしつけた。あのボクシング勝負はあまり思い出したいことではなかったので、僕は強引に話を戻す。

「それで、トシさんから、いくらかフィックスにつながる話が聞けたんです」

　ところが先輩は立ち止まって不思議そうな顔をするので、こっちが面食らってしまう。

「……あー、ああ。そう、フィックスな。フィックスの話な。それ聞き出しにきたんだったな、悪い悪い」

「なんでそんな、今さら思い出したみたいに」と僕はあきれる。テツ先輩はまたジャンパーのポケットに手を突つっ込んで歩き出し、僕を追い越す。

「いや、なんかもうトシとナルミが話せたってだけで満足しちまって。次はいつどうやってまた連れてこようかとか、どんな話すんのかとか、そんなことしか考えてなかった」

　僕はテツ先輩の半歩後ろを歩きながら、気づかれないように嘆たん息そくする。この人も、たいがいお人好しだ。あれだけエンジェル・フィックスに対する憎ぞう悪おをむき出しにしていたくせに、いざトシさんを前にすると、案じる気持ちが先に立ってしまうのだ。

「で、なに言ってたんだよ。まさかあいつ、まだフィックスやってんじゃ」

　ほらね。真っ先に出てくるのがそんな心配の言葉だ。僕は首を振る。

「まさか。ちがいますよ。製造グループのことで、いくつか思い出したんだそうです」

　僕は『シュシュリ』についてトシさんが言っていたことを短くまとめて先輩に話した。

「……シュシュリ？　なんだそりゃ」

「わかんないです。でも、大おお島しまが同じ名前を言ってたんですよね。僕と、あの鳥とり谷たにって女の子しか聞いてなかったから、たしかなことは言えないんですけど」

　テツ先輩は顔を曇くもらせ、携帯を取りだした。

「……ヒロ？　今どこにいンだ。……ああそう。……いや、トシの方はもう済んだ。まあまあ元気そうだったよ。……ああ、ナルミとも。……おう。わかってンよ。それより鳥谷しのぶのとこに行ってちょっと話聞いてきてくれねえか」

　電話口の向こうのヒロさんにも、『シュシュリ』の話が伝えられる。

　携帯を閉じた先輩に、ふと訊きいてみた。

「援えん交こう事件は、まだ表おもて沙ざ汰たになってないんですよね？」

「まだだな。大島は四代目の知り合いのもぐり医者んとこでおねんねだ。事故車もなんとか処理できたし、援交やってた女どもだって平気な顔して学校通ってるよ」

　援えん助じよ交際グループの女子高生は総勢八人、ヒロさんが全員に話を聞いた。彼女たちはエンジェル・フィックスをただ理性を失わせる薬物としてしか認識しておらず、去年の事件との関係も知らなかった。しかし大島と墓はか見み坂ざかのつながりが見えてきた以上、もっと突つっ込んで訊きけばなにか大島の背景について新しい情報が出てくるかもしれない。なにしろ肝かん心じんの大島が意識不明のままなので、他ほかにたぐる糸がない。

「警察にもちょい話を漏もらすか……」

　テツ先せん輩ぱいがいやそうにつぶやく。

「そんなことしたら先輩も四代目も捕まるんじゃないですか」

「だから限定的にだよ。援えん交こうはなかったことにして、フィックスやってた大おお島しまをただ確保したって体ていで、警察に引き渡して……」

　そんな、警察を誘ゆう導どうするようなまねができるのだろうか。

「なんべんかやってるよ」とテツ先輩があっさり言う。「失敗もしてっけどな。まあ俺おれも四代目もパクられ慣れてるし」

　ため息しか出てこない。僕ぼくにはとてもできない。能力も度胸も理由もない。







　テツ先輩とは駅から出たところで別れた。そのまま署にいくのだという。僕は先輩の背中が人混みにまぎれるのを見送ってから探たん偵てい事務所へと足を向けた。もう日が落ちていて、アスファルトに染しみついた寒さがつま先から伝わってくる。

　トシさんともっと話せばよかったな、という思いが今さら浮かんでくる。

　巡めぐり合わせがほんの少しちがえば、ああしてゴミだらけの部屋で膝ひざを抱かかえているのは僕だったかもしれないんだ。僕は、ただ運が良かっただけ。必要なときに必要な出で逢あいを重ねられただけだ。

　トシさんを助けたい、なんて考えはおこがましいけれど、僕の中に沈しずんだままの忘れ物を届けられるようになるくらいまでは、対話を続けたかった。僕のわがままだろうか。







「……シュシュリ？」

　アリスはドクターペッパーを一口飲んだところで僕を振り返ってそう言った。僕は報告の途と中ちゆうで言葉を切ってうなずく。アリスの表情に言いがたい苦味が含まれていたからだ。

「なるほどね。ぼくのろくでもない推測はどうやらあたっていたようだ」

「推測って」

「前に話しただろう。エンジェル・フィックスという名前のもとになった、ティプトリーの小説さ。シュシュリというのはその話に出てくるエイリアンの──つまり天使の名前だよ。あんな男と趣味がかぶるというのは気分のいいものではないね」

　それからアリスは自分の膝ひざ頭がしらに視線を落とす。

「しかし、ぼくらの街に棲すみつくシュシュリはどうやらエイリアンでも天使でもなさそうだ。なぜ、この街だったのか──たしかに、見落としていたね」

「なんなんだろう。シュシュリ。人の名前？」

「かもしれない。ぼくが今追っているのは大おお島しまが稼かせいだ金の流れだ」

　アリスはモニタのひとつに目を走らせる。数字の羅ら列れつが表示されている。

「ヒロが女たちから聞き出した話をもとに概がい算さんすると、美人局つつもたせで八百万を稼かせいでいるはずだ。しかし、少なくとも彼の持っている口座の動きはなかった。彼の住んでいたアパートにも現金はほとんどなかった」

「……そうだ、シュシュリに、金を、って……言ってたんだ」

　なにかの比ひ喩ゆではなく、実在する、だれかのことなのか。大島はそのだれかのために金を稼いでいた？　雀ジヤン荘そう荒らしの連中もそうなのか？

「なぜ、この街だったのか。そして、なぜ一年が経過したこの時期なのか」

　アリスが言葉を反はん芻すうする。

「まだ情報がまったく足りない。トシはそれ以上なにか握にぎっているように見えたかい？」

「え？　あ、ああ、ううん……たぶん、もうなにも出てこないよ」

　それはどちらかといえば僕ぼくの希望だった。これ以上トシさんを切り刻きざみたくなかったのだ。

「ふむ。それならきみもテツも、もう世せ田た谷がやに通う必要はないね。今は人手不足きわまりないのだよ、まずきみには──」

「ああ、いや、トシさんのとこにはまた行こうかなって思って」

　アリスはじっとりした目で僕を見た。

「なぜ？」

「なぜって。心配なんだよ、危なっかしくて。トシさんひきこもってたし」

「ぼくだってひきこもりだよ、なにが危なっかしいというんだい」

「いやアリスとはちがって……ううん？」アリスはべつの意味で危なっかしいけど。「とにかくそういう問題じゃなくてさ。トシさん、ものすごく危うい感じなんだよ。話し相手が必要だと思うんだ」

「ふうん？」アリスは僕に背を向けてしまう。「勝かつ手てにしたまえ。もちろん業務があるときはそちら優先だからね」

　えらく冷たいな、と僕は思った。トシさんがかつて敵に回っていたという事実を差し引いても、だ。

「アリスは、まだトシさんのこと赦ゆるせないわけ」

「赦せない？　なんだそれは」打だ鍵けん音が始まる。モニタに文字列が踊おどる。「ぼくは裁判官でも神官でもない。被害者でも加害者でもない。探たん偵ていだよ。赦すも赦さないもない。ここにやってきて助けてくれというのなら依頼として受けよう。部屋にこもったままのトシのことなど知らないよ」

「……でも、前は『はなまる』によくきてたんだよね。友だちのひとりだったんだろ。今あんなことになってて、なんとも思わないわけ」

「友だちじゃない」とアリスは言った。「何度同じことを言わせるんだい。ぼくに友だちなんていない。そういうあやふやな感情をもとに人とつながれるほどぼくは蒙あい昧まいでいられない」

　僕ぼくは寝室から一歩出たところの冷蔵庫の側面に背中を押しつけた。そう、前はたしかミンさんの事件のときだ。大おお家やと店たな子この関係であって友だちではない。アリスはきっぱりとそう言っていた。色んな殻からで不必要に身を覆おおって、自分から生きづらくしているやつなのだ。その殻がなければ立つことさえもできないから？

　でも、これまでのアリスとそれを取り巻く人々のことを思い返していた僕は、ふとその記き憶おくに突つき当たる。

「……テツ先せん輩ぱいのこと、親友って言ってなかった？」

　アリスがぴくっと肩かたを揺ゆらせ、髪かみの間から目をこちらに向ける。

「……ぼくが？　いつ。そんなこと言うわけ──」

「ほら、ボクシング勝負のときにさ、アリス乱入してきて」

「む、むむ」

　アリスはカエルのぬいぐるみを抱だきかかえて胸に押しつけ、顔の下半分を隠かくした。

「き、きみは、金魚よりも物憶おぼえが悪いくせにっ、どうしてそういうつまらないことばっかり克こく明めいに憶えているんだい！」

「大事なことだと思うけど……」

「あ、あれは、うう、緊きん急きゆう事態だったので短くて近い言葉を選んだだけだよ！」

　こんな苦しい言い訳をするニート探たん偵ていを僕ははじめて見た。おまけにまた背を向けてしまう。緊急事態なので本音が出てしまった、ということなのだろうか。

「テツも少しよう佐さもヒロも、ただ探偵をするうえでの仲間というだけだよ、親友なんてものじゃない。むずがゆいからもうやめてくれたまえ」

　僕は息をついて頭を搔かく。それから、思いついて訊きいてみる。

「僕は？」

「む？」アリスは手を止めてちらとこっちを見る。

「いや、僕はアリスのなんなのかな、って思ってさ」

　崩ほう落らく音おんが轟とどろき、ベッドが揺ゆれ、ぬいぐるみがいくつも床ゆかに転がった。アリスがいきなり後ろに跳とび退のいて、ぬいぐるみの山に背中から突つっ込んだからだ。

「……な、な、なん、なんだいいきなりっ」そりゃこっちのせりふだ。なんだよいきなり。

「だからさ、なんかこうやって四し六ろく時じ中ちゆう顔合わせてるけど、僕のことはどう思ってんのかな、って」

　アリスの顔はハバネロも平伏しそうなほど真まっ赤かになった。

「き、きみのことをっ？　な、なにを今さらっ、きみは助手だよ、探偵助手だ！　生まれたときから死ぬときまでぼくの助手だよっ」いや、生まれたときはただの赤ん坊ぼうですよ僕ぼくも。

「それはわかってるんだけど、そういうことじゃなくて、つまり、ええと、まず友だちじゃないわけだよね。仲間、っていうのも、なんかちがう気がするんだ、テツ先せん輩ぱいたちとおんなじ感じじゃないし……」

　アリスはぬいぐるみたちにほとんど全身うずまりながら言った。

「なんだい。きみはぼくに、どう、どう思われていたいんだい」

　そんなことをあらためて訊きかれると困る。

「ううん……ごめん。こんな話題を持ち出した僕が悪かったよ」

　ドクターペッパーの空あき缶かんをかき集め、寝室を出ようとしたときだった。

「待ちたまえ！　そ、その」

　声に振り向くと、赤らんだ顔の目のあたりだけがぬいぐるみの城壁からのぞいている。

「きみはどうなんだい」

「……え？」

「ちょ、ちょっと思っただけだぞ。きみは、つまり、その、ぼくのことを……どう……」

「アリスのこと、どう思ってるかって？」

　訊き直すとアリスの顔はクマとイルカの合間にほとんど隠かくれてしまう。

「なんでもないっ！　さっさと行きたまえ」

　なんなんだよ。僕は冷蔵庫の横で缶を抱かかえたまま、しばらく考えてから言った。

「一口じゃ言えないな。すごく感謝してるけど、それだけじゃないし。もちろん雇やとわれてるからってだけでもないし。とにかく、一いつ緒しよにいたいから一緒にいるんだよ」

　ぬいぐるみの山から突つき出たアリスの両脚あしがばたばたした。なんだよ、早く出ていけってことか？　自分から訊いといて。いや、この話題自体は僕が始めたんだけどさ。

　事務所の玄げん関かんから廊ろう下かに出たとき、ちょうど向こうの角からやってくる人影に気づいた。へたった蛍けい光こう灯とうの弱い光を受けて、白く脱だつ色しよくした髪かみと赤いジャケットが浮かび上がっている。四代目だ。

「千ち賀が沢さわ輝てる彦ひこの足取りがつかめた」

　四代目はそう言って僕を視線だけで事務所の中に押し戻した。







「車を売ばい却きやくしていた？　いくらだい？」とアリスはベッドの上で振り向く。

「個人取引で百四十万だ。千賀沢もボンボンだったからな、中古のジャガーを持ってた」

　四代目はシーツの上に写真つきのレポートを投げる。

「これがその取引相手かい」

「そうだ。千賀沢の大学時代の知り合いだ。かなり焦あせって買い手を探してたらしい。百四十万はだいぶ叩たたいてるな」

　外車の相場はよくわからないけれど、安売りしてまで即金でほしかったのだろうか。

「その金の用よう途とはつかめたかい」

「まだだ」

「ふむ。ともかく、かなりの額の金が闇やみに消えているね。そして、Ｍ高園えん芸げい部の栽さい培ばいノートは大おお島しまの命令で盗ぬすみ出され、行方ゆくえがわからない」

　アリスは四代目を、それからベッドの端はしに腰こし掛かけた僕ぼくを見た。続く言葉はなかったけれど、言いたいことはわかった。あのケシの花を再び育て始めたやつが、どこかにいる。ぞっとした。一度も見たことのない青い花が温室の風にざわめく光景が、アリスの寝室を囲むモニタたちの微光にぼんやりと重なる。

　アリスが小さく息をついて、また四代目に目を向けた。

「この先を、さらにぼくに依頼するほどの残ざん酷こくさをきみは持ち合わせているのかい？」

「……馬鹿言うな。自分でやる」

　僕はふたりの顔を見比べた。なんの話かわからなかった。残酷さ？

　四代目がベッド脇のモニタ群に目を走らせる。『はなまる』周辺を映し出す監かん視しカメラの映像だ。勝かつ手て口ぐちからビールケースを運び出す彩あや夏かは、もう腰こしエプロンを外している。

「彩夏は今日きようは閉店までいるのか」

　四代目にそう訊きかれ、僕は目をしばたたく。

「いや……たぶん九時上がりじゃないかと」

　小さくうなずいて玄げん関かんに向かいかけた四代目の横顔を見て、僕はベッドから飛び降りた。

「ま、待って！　待ってくださいっ」

　思わず赤いジャケットの腕うでをつかんでいた。すさまじい力で振り払はらわれ、僕の手は壁に叩たたきつけられる。狼おおかみの視線が僕を壁に縫ぬい付ける。ようやくふたりの会話の意味がわかった。彩夏からあのケシの花の栽培に関してなにか聞き出そうというのだ。

「彩夏に訊きいたって無む駄だですってば、なにも憶おぼえてないんだから！」

「訊いてみなけりゃわかんねえだろうが」

「思い出させないでください、あんなことはッ！　彩夏だってみんな忘れて平和に生活できてるんだから」

「俺おれの知ったことじゃない」

「な──」

　一いつ瞬しゆん、視界に真っ黒な亀き裂れつが入った。

「ヤク追うためなら彩夏がどうなったっていいっていうんですかッ」

「当たり前だ。文句あるのか」

　頭が烈れつ火かに包まれた。四代目に詰つめ寄った瞬しゆん間かん、襟えり首くびをつかまれ、背中を壁に強く押しつけられる。

「なにをするんだいッ」アリスがベッドから転げ落ちるようにしてこちらにやってくる。四代目はひとにらみして「黙だまってろ」と言うと、僕ぼくに目を戻した。

「こっちはクラブ活動やってンじゃねえんだ。面子メンツかけてヤク追ってンだよ。てめえのクラスメイトにつまんねえ気き遣づかいしてる余よ裕ゆうはねえ」

　僕ぼくは歯を食いしばって四代目の手を喉のどからはずそうとするのだけれど、指一本分も動かせない。アリスは四代目のジャケットの裾すそをつかんで涙なみだ目めで叫ぶ。

「この野や蛮ばん人じん！　ぼくの助手から手をはなしたまえ！」

　僕の首を絞しめ上げていた力がふと消える。僕は壁に背中をこすりつけながら床ゆかに崩くずれ落ちた。むせながら四代目を見上げる。

「俺おれに楯たて突つくなら、それなりの覚かく悟ごはあるんだろうな」

「楯突く、なんて……ただ、彩あや夏かをそっとしておいてほしいだけで」

　僕は切れ切れの声で言い返した。

「ただ話を聞くだけだ」

「だからっ、それをやめてって言ってるんです、せっかく彩夏が普通の生活に戻れたのに！」

「なら、てめえはどうするってんだ。俺を殴なぐって止めるのか？」

「な──」

　言葉に詰つまる。身体からだの左半分に重みと体温を感じる。アリスがしがみついているのだ。それでも僕は四代目の視線に貫かれて身じろぎもできない。この人は最初から僕の意見など聞く気はない。ストリートの君主、雛ひな村むら壮そう一いち郎ろうなのだ。邪じや魔ま立てする僕を今すぐ殴り殺すか、にらむだけで黙らせるか、少し迷っているだけだ。

　その視線が僕からそらされる。向けられた先は、再び監かん視しカメラのモニタだ。四代目は舌した打うちした。もう夜九時をとっくに回っていて、モニタには自分でラーメンを運んでいるミンさんが映っている。つまり、彩夏がもう上がってしまった後だ。四代目は僕の胸を強く突ついて身体を離はなすと、ジャケットの前を合わせて玄げん関かんに向かった。

　ドアを細く開き、一度だけ振り向く。

「てめえとは盃さかずき交わした仲だ。少しだけ時間をやる。俺の敵に回るか、隅すみっこで震ふるえてるか、どっちか選べ」

　その言葉だけが凍こおりついた床ゆかにごとりと転がる。ドアが閉じて、僕とアリスは冷たい風の下にふたりだけになる。アリスの震えが腕うでから伝わってくる。知らずと、僕は彼女の頭をなでて落ち着かせていた。

「……すまない、ナルミ」

　僕の手の下で弱々しい声がする。僕は返事もできない。

「ぼくには。なにも、言えない。四代目を肯定する言葉も、否定する言葉もない。選べない、わからないんだ。探たん偵ていならば真実のためにだれを傷つけることも厭いとわないでいるべきだろう。でも、彩あや夏かだ。彩夏なんだ。彩夏はぼくの……なんだ？　わからない、でも、選べない」

　友だちなんだよ、と僕ぼくは無言で告つげる。彩夏はきみの友だちなんだ。それでいいじゃないか。その言葉が、探偵には届かないと知っているから、声には出さない。考えてみればアリスは、僕なんかよりもずっと長い時間を彩夏と共有してきた。背中を預け、肌はだをふれあわせ、体温を交わしてきたのだ。でも、アリスは四代目から依頼を受けた探偵でもある。彩夏を護まもることが真実から遠ざかる道だとしたら、それもまた選べない。

　それなら僕はどうすればいい？

　憤いきどおりがこみ上げてくる。彩夏をかばって四代目に刃は向むかうか、彩夏が傷つくのを見過ごすか、だって？　なんでその二つの選択肢しだけなんだ。もっとましなやり方がいくらでもあるだろう。彩夏には関わらせずに僕らだけで調べりゃいいだけだろ？　そんなに一刻も早くヤク中どもの残党を叩たたき潰つぶさなきゃいけないのか？　面子メンツごときが彩夏よりも大事なのかよ？　とっくに答えのわかっている疑問が僕の胸の中で黒々と渦うず巻まく。

「ナルミ、い、痛い」

　腕うでの中でアリスがうめいた。

「あっ、ご、ごめん」

　気づかないうちにアリスの腕にきつく指を食い込ませていたのだ。はなすと、アリスは僕の身体からだをぐいと押しやり、ベッドに戻った。

「……きみが決めてくれたまえ」

　ぬいぐるみたちの間にへたり込んでアリスはつぶやく。

「雇やとい主ぬしとして失格だと自分でも思う。でも、ぼくには選べない」

　無言でうなずいたけれど、僕にだって選べる気はしなかった。
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　だから翌日の放課後、すぐに『はなまる』に行く気になれなくて、僕は中央園えん芸げい会議に顔を出した。

「藤ふじ島しまくん手伝ってくれるの？　なんで？　どういう風の吹き回しっ？」

　彩夏は大げさなしぐさで驚おどろきつつも、僕を温室に連れていってくれた。

「冬だからあんまりやることないんだけど、温室はまだ慣れてない人が多くて！」

　温室内には当番の議員らしき腕わん章しようを着けた何人かの生徒がいた。ほとんど一年生で、僕と彩夏が一いつ緒しよに入ってくるのを見て会え釈しやくし、「あの、ほら……」「ああ、藤島先せん輩ぱい」「篠ふじ崎さき先輩の」「珍めずらしいねどうしたんだろ」とささやき合っている。

「藤島くん、手伝ってくれるって！　これでも元園芸部員だからね、なんでも訊きいて！」

　おい、ハードル上げるな。もちろん僕ぼくは一年生たちから教えてもらう側である。

「先せん輩ぱい、水やりすぎると花か茎けいが育たないんですよ、霧きり吹ふきでちょっとだけ！」

「先輩、茎くきまで切っちゃだめです！」

「先輩、冬だから液えき肥ひの濃度は倍にしてください！」

　もうなにからなにまで教わりっぱなし。彩あや夏かはそんな僕ぼくの様子をくすくす笑って見ている。

「藤ふじ島しまくん忘れっぽいなあ」

　いや、最初から知らないも同然なんだけどね。

　手入れが終わり、一年生たちが出ていってしまった後のさっぱりした温室を見渡して、彩夏は言う。

「藤島くんと温室作業するのは久しぶり、なのかなっ？　なんだか新しん鮮せん！」

　僕は彩夏の隣となりで口ごもる。

　久しぶり、じゃない。はじめてだ。だって、園えん芸げい部がまだ存在していた頃、温室は彩夏がひとりで管理していた。僕は立ち入らせてもらえなかった。なぜって、彩夏が墓はか見み坂ざか史し郎ろうに頼まれてこっそりケシの花を栽さい培ばいしていたからだ。

　砂の底に沈しずめられた記き憶おく。

「──でも、なんで今日きようは手伝ってくれたの？　ひょっとして中央園芸会議に入りたいの？　ざんねん、クラスでひとりずつだからね、それに藤島くんは監かん査さ委員の仕事もアリスの助手の仕事もあるんだし……」

「いや、まさか。たまには彩夏と一いつ緒しよに『はなまる』に行こうと思ってさ。ぼーっと待ってるのも馬鹿みたいだから手伝っただけ」

「え、ええっ？」

　彩夏は顔を赤らめてはにかみ、上体を傾けて僕の顔を斜ななめ下から見る。

「なになにそれどういうこと？」

「ええとね」

　ここで僕の最近の得意技、真実を部分的に恣し意い的に伝える詐さ術じゆつだ。

「最近、平ひら坂さか組の連中がなんでか知らないけど園芸に興味持ち始めてさ。彩夏に色々教えてもらおうなんて言い出してるんだよ。学校にまで押しかけてきそうな勢いでさ。あんなやつらが来たら彩夏も迷めい惑わくだろ。だから、ほら、ボディガードってわけでもないけど、平坂組が来たら追っ払ぱらおうと思って」

　喋しやべっていて背せ筋すじが寒くなった。僕は一言も噓うそを言っていないのだ。彩夏も苦笑している。

「あたしはべつにいいよ？　ああ、でもあの人たち、ぶきっちょそうだから教えるのに苦労するかも」

　学校から『はなまる』に向かう道を、彩夏の隣となりで自転車を押して歩きながら、僕は言い知れない罪悪感とも違和感ともつかないものを抱かかえていた。彩夏のそばにいて、その透とう明めいな笑顔を観察していたって、答えはなんにも出ないのだ。結論を先送りしているだけだ。

『はなまる』に着いたときに僕ぼくの携帯が鳴った。液晶画面を見てぎょっとする。四代目からだったのでポケットに押し戻す。

「……出なくていいの？」

　勝かつ手て口ぐちから厨ちゆう房ぼうに入ろうとした彩あや夏かが首をかしげる。

「あ、いや、メールだから」

　ふうん、という顔をして彩夏は中に入っていった。僕は携帯の振動を太ももに感じながら古タイヤに腰こしを下ろした。生きた蠍さそりがポケットの中で蠢うごめいているみたいな気分だ。電話に出てもなにを答えていいかわからないから、黙もく殺さつするしかない。

　どうしよう。少しだけ時間をやる、なんて言われたけど。

　少したって冬の陽ひが駅前のビル群の影に隠かくれそうになった頃、テツ先せん輩ぱいとヒロさんがやってきた。

「大おお島しまの話をちらっとだけ警察に流した。どう転ぶかまだわかんねえな」

「大島、どこにいんの？　しのぶちゃんもヒトミちゃんもみんな心配しててさ」

　ヒロさんの現在の任務は大島の指示で援えん交こうをしていた女の子たちに事情を聞いて回ることなのだけれど、どうやら大島はヒロさんに劣おとらず女たらしだったようなのだ。

「もうとっくに一般病院に移ってるけどさ、女たちには教えンなよ。せっかく援交だの美人局つつもたせだの警察にバレねえようにしてんだから」
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「わかってるよ。おれがかわりに女子高生八人とも心の隙すき間ま埋うめちゃうから」

「仕事忘れンなよ。あとミンさんに聞こえるぞ」

「あはは、大だい丈じよう夫ぶだよ。さっき奥でシャーベットの仕込みやってたから聞こえるはず──」

「聞こえてるぞヒロッ」勝かつ手て口ぐちが開いてミンさんが顔を出し、ヒロさんはビールケースに敷いた座ざ布ぶ団とんからずり落ちる。「女子高生八人がどうしたってっ？」

　苦笑いするだけで答えられないヒロさんをひっぱたくと、ミンさんは厨ちゆう房ぼうに戻っていった。

「ミンさんに悪いから身体からだの隙間は埋めないようにしとくわ……」

　ヒロさんが余計なことをつぶやくと勝手口がもう一度開いて、ミンさんの蹴けりがヒロさんの背中に突つき刺ささった。

「先せん輩ぱいにヒロさん、注文はっ？」かわりに黒いエプロンをした彩あや夏かが顔を出す。

「寒いから味み噌そラーメン」

「あー、おれも」

「はーい！　冬だと味噌大人気だね！　藤ふじ島しまくんも食べる？」

「あ、いや、いい。お腹なか減ってない」

　僕が首を振ると、彩夏は笑ってうなずき、厨房に引っ込む。閉じた勝手口にヒロさんとテツ先輩の視線が向けられ、それが同時に僕ぼくの顔に移された。

「……知ってる、んですか？　……四代目とのこと」

　自分でもいやな感じのする訊きき方になってしまった。テツ先輩はすぐにうなずいた。ヒロさんはどう言葉にしようか迷っている表情を見せたあと、けっきょく無言で首しゆ肯こうする。僕は両足の間に視線を落とした。

　どうすればいいのか、テツ先輩やヒロさんに訊いてもしょうがない。しかしこの二人とちがって、調査能力がとくにあるわけでもない僕は、もうすでにひまだ。問題とじっと向き合わなきゃいけなくなる。

　二人が味噌ラーメンをすすっているとき、僕はふと思いついて立ち上がった。

「トシさんとこ行ってきます」

　テツ先輩が丼どんぶりを木台に置いて眉まゆを寄せる。

「昨日きのう行ったばっかじゃねえか」

「いや、でも、ちょっと訊きたいことができたので」

　僕は勝手口に目を走らせる。少し不ふぞ揃ろいいな包ほう丁ちようの音はミンさんじゃなく彩夏だろう。聞かれる心配はなさそうだけれど、声をひそめる。

「トシさんは、温室でケシの花を採取したやつを受け取ってたわけですよね。それなら、栽さい培ばいについてもなにか知ってるかもしれないです」

　ヒロさんとテツ先輩は顔を見合わせる。

「……まあ、そうかもしれないけど」とヒロさん。

「俺おれもついてくか。あいつ、いきなり暴れ出さないとも限らないだろ」とテツさんがつぶやいた。僕ぼくは首を振る。

「ひとりでいきます。その方がトシさんも話しやすいだろうし」

「そっか」

　他ほかのルートから麻ま薬やく製造につながる有力情報が引き出せれば、彩あや夏かを関わらせずに済む。そのためなら僕はもうトシさんをぶん殴なぐってもいい気持ちになっていた。

「俺たちはアリスに従うからな」

　テツ先せん輩ぱいが言い、ヒロさんも固い表情でうなずいた。

「つまりナルミ君次第ってことだけどね」

　ヒロさんはひとりごとみたいに言う。

「おれたちはニートだからさ。こういうとき、なにをすればいいのか、わからないんだよ」

　ずっと昔にも一度聞いた、哀かなしい言葉だった。どちらに漕こぎ出せばいいのかわからず、舟の上でオールを握にぎったまま途と方ほうに暮れている人々。

　決めるのは、ただひとりニートではない僕の役割。

「……行ってきます」

　僕はビルの隙すき間まから自転車を引っぱり出してサドルにまたがった。







　トシさんは前の日よりもずっと顔色がよさそうだった。机の上には炭酸飲料の空あきペットボトルが何本も並んでいる。ただ、カーテンを開けていたせいで、頰ほおがこけているのがはっきりわかってしまう。

「……ご飯はん、あんまり食べてないんですか」

「食欲がない」とトシさんはペットボトルを一本握りつぶす。

「なんかアリスみたいですね」

　重たいやりとりにしたくなかったので、わざと軽口を叩たたいてみた。トシさんは鼻を鳴らしてペットボトルをゴミ箱に放った。ゴミがいっぱいなので、プラスチックの芋いも虫むしみたいな残ざん骸がいはみじめに僕のそばの床ゆかに転がる。

「普段なにやってるんです？　ずっとテレビ観みてるんですか」

　僕はぐしゃぐしゃの部屋を見回す。

「だいたい寝てるよ」とトシさんは膝ひざを椅い子すの上に引っ張り上げて答えた。「あとはネットやって、ゲームやって、たまにコンビニ行って」

「アリスよりは少しだけ健康的ですね」

　トシさんは笑わなかったけれど、まぶしそうに目を細め、何度もわざとらしい咳せき払ばらいをした。なんとか会話ができていること、出ていけと言われないことに僕ぼくは安あん堵どしていた。

「『パワレボＧＲ』じゃないですか」

　僕ぼくは近くに転がっていたゲームソフトのパッケージを拾ひろい上げる。それは去年の夏から僕や少しよう佐さがはまっている野球ゲームの家庭用版だった。

「ゲーセンでもやってます？　最近ショートペナントってのが主流なんですけど広ひろ島しまが強すぎて、もう上位ランカー広島ばっかりで」

「いや、オンラインだけ。なんだよ、ナルミもパワレボやってんのか」

　僕らはひとしきり野球ゲームの話で盛り上がった。僕は『パワレボ』界ではけっこう有名なユニフォーム画像の提供者だったので、トシさんも絵え柄がらとハンドルネームは知っていたらしく、正体が僕であることに驚おどろいていた。

「簡単なエンブレムならすぐ描きますよ」

「マジで。俺おれここんとこ負けっぱなしでポイント全然ないんだ、エンブレムも買えないんだよ。今頼めるの？」

　その場でトシさんのＰＣを借りてアップル社のマークそっくりのエンブレムを描いてみせると、ようやくトシさんは笑ってくれた。その後もゲームの話ばかり。いつまでもこんなことはしていられないんだぞ、と内心自分に言い聞かせるのだけれど、やっとの思いでシャボン玉の上にやじろべえを乗せたみたいにして成り立たせた会話を壊こわせなくて、僕はトシさんの趣味の話にずっとつきあった。

　でも、いつか終わりはやってくる。

「──じゃあ、また前みたいにゲーセン一いつ緒しよに行きましょう。『パワレボ２ＭＡＸ』もうすぐ出ますよ、データも引き継つげるみたいだし」

　僕が言うと、トシさんの顔から表情が消えた。ああ、限界か、と僕は感じた。トシさんの顔はどんどん翳かげっていく。

「すみません」

　なんで謝るんだ。馬鹿か。もう会話が戻らなくなるじゃないか。

「……それで、なに訊ききにきたんだよ、今日きようは」

　トシさんがどす黒い声で言った。その目は僕の手前三十センチくらいの虚こ空くうをじっと凝ぎよう視ししている。僕は視線をそらし、ためらう。

「またなんか訊きたいことがあるんだろ。……フィックスの、ことだろ？」

「いえ」

　僕は言いかけ、口ごもる。否定してどうするんだ。噓うそをついてどうなるんだ？　その通りじゃないか。僕は事件を解ときほぐす糸口を見つけるためにここに来た。トシさんと楽しくおしゃべりするためじゃない。昨日きのうあんなに冷淡だったのに、今日はどうして作り笑いまでしていられるんだ？　それはもちろん、昨日よりもずっと目的意識がクリアだからだ。だましてでもおだててでも情報を引きずり出してやると思っているからだ。

「……そうです。フィックスのことです」

　もうトシさんの顔を見られないので、僕ぼくは自分の膝ひざに向かって言葉を吐はきかける。

「トシさん、Ｍ高の温室に裏口から入って彩あや夏かとやりとりしてたわけですよね。栽さい培ばいには関わってなかったんですか？」

　しばらく、なんの反応もなかった。不思議な嫌けん悪お感がわいてきて、僕は身をよじってそれを払はらい落としたくなった。鼻を鳴らす音と、咳せき込む音、椅い子すの軋きしみが聞こえた。

「なんもやってねえよ。俺おれはただの運び屋だ。言っただろ」

「でも温室の中何度も見てるわけですよね、栽培中の」

「彩あや夏かに訊きけよ」

「彩夏に訊けないから訊いてんですよ！」

　思わず声を荒くしてしまう。浮かせた尻しりを床ゆかに押しつけ、うつむく。

「すみません怒ど鳴なって」

　トシさんはティッシュに唾つばを吐いて、丸めてゴミ箱に投げた。

「彩夏には思い出させたくないんです。わかるでしょ」

「わかるよ。あいつは、うまくやってたもんな。『はなまる』でもみんなに気に入られて」

　トシさんの声がぐずぐずに腐くさっていく。

「俺なんて、なんにも。なんにもできなかったし。あんなことに……なっちまったし」

　なっちまった、じゃないだろう。あんたは自分で薬に手を出したんだろ。僕はそう言いたい気持ちを喉のどの奥に押し込んで、辛しん抱ぼう強く訊たずねた。

「温室でのこと、なんでもいいんです、思い出して教えてください」

「なんにも。……おまえが知りたがってるようなことなんて、なんにも知らねえって。彩夏が書いたレポートを墓はか見み坂ざかさんに毎回渡してただけ。あとは、花の青くなってるやつだけ摘つんで持ってくだけだった」

「レポート？　中身は」僕はまた腰を浮かせる。

「ちらっと見たけどさっぱりわかんねえよ。植物学なんて知らねえし。当たり前だろ」

　言葉を嚙かみ潰つぶして、僕は腰こしを落とした。

「なあ、わかるだろ？　墓見坂さんの下でも、俺は雑ざ魚こ扱いだったんだよ。重要なことなんてひとつも任せてもらえなかった。はは。だからよぉ、最後に残った薬もあんま食わしてもらえなかったし、保護観察だし、おかげでこうやって、生きてんだよ。生き残ってんだよ。くそ。ふざけんなよ。なんで。なんで……」

　トシさんは膝ひざ頭がしらに顔をうずめてしまった。言葉になっていない声が、床を汚よごしていく。







　アパートを出ると、携帯にまた四代目から着信があるのに気づく。留る守す電でんに「とりあえずこれから『はなまる』に行く」と吹き込んであって、僕ぼくは自転車の脇わきにうずくまって頭を抱かかえた。寒気が這はい上がってきたので丸くなってダッフルコートの前をかき寄せる。しばらくの思案の後、僕がとった行動は、後から考えてみてもほんとうに最低だったと思う。トシさんの話をアリスにメールで報告すると、そのまま家に帰ったのである。

「なんでこんなに早く帰ってきてんの。あんたのご飯はんないよ」

　玄げん関かんを開けたとたんに姉の冷たい一言が飛んでくる。しかし最近は日付が変わる前に帰宅する方が珍めずらしいという惨さん状じようなので文句も言えない。

　台所の流しに寄りかかってカップ麵めんをすすりながら、凄せい絶ぜつに後悔する。なに逃げてんの？　逃げてどうなるんだよ。先さき延のばしにしてなにか状況がよくなるのか？

　テーブルに置いた携帯をじっと見つめる。だれかから電話がかかってこないだろうか。僕ではないだれかがなにかを選択して、話を進めてくれないだろうか。でもこんなときに限って沈ちん黙もくは固く固くリビングの空気にわだかまったままだ。アリスもテツ先せん輩ぱいたちも、僕に決めろと言ってきたのだから、僕がなにも選んでいない今、かける言葉なんてないにきまっている。

　食べ終わったカップを潰つぶしてゴミ箱に押し込むと、ソファに突つっ伏した。疲労と、トシさんのどろりとした目と、四代目の一片の熱もない声とが混ぜ合わされて、僕を浸ひたしていく。

　そのまま僕は眠ねむりに落ちていた。
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　翌朝、二年四組の教室で顔を合わせた彩あや夏かは明らかに様子が変だった。

「おはよっ藤ふじ島しまくん」

　挨あい拶さつされただけで、背中を違和感が這はった。

「……おはよ」

　この不自然な明るさは知っている、と僕は思った。身体からだを斜ななめに向けて笑うしぐさを、僕はいつだったか見たことがある。おい、やめてくれよ、と僕は思った。昔の僕なら鈍にぶくて気づきもしなかっただろ？

「昨日きのう、いっぺんお店来てたのにすぐ帰っちゃったね」

「あ、う、うん」

「みんな心配してたよ藤島くんのこと」

「心配？　……なんで」

「だってほら」

　彩夏が言いかけたときチャイムが鳴った。椅い子すを引く音が教室じゅうに満ちて、僕らの会話を吞のみ込んでしまう。僕はしぶしぶ着席した。

　授業中も彩あや夏かは少し離はなれた席から何度か僕ぼくになにか言いたげな視線を向けてきた。でもその日は体育や選択授業ばかりで、けっきょく彩夏と一言も交わす機会がないまま放課後を迎えてしまった。

「藤ふじ島しまくん藤島くん」彩夏が僕を呼んだ。「今日きようは温室当番じゃないし、一いつ緒しよに『はなまる』行こうよ」

　僕は口をもぐもぐさせ、けっきょく無言でうなずく。

「あいつら最近仲いいな」「安定期って感じだなあ」

「あとは藤島がもっとな」「あいつロリコンらしいけど」「ホモって聞いたけど」

　聞き捨ずてならないクラスメイトたちの会話に踵きびすを返しかけた僕の腕うでを、彩夏が引っぱる。

「ねえねえ藤島くん、どうしていつも鞄かばん持ってないの？」

　校門を出てすぐ、彩夏がむやみに可お笑かしそうに訊きいてくる。

「いつもじゃないよ。たまには持ってきてる」僕は自転車を押しながら答える。「寝ね坊ぼうするとそのまま家出ちゃうんだよ。どうせ教科書はみんな学校に置きっぱなしだし」

「予習復習しないと留年だぞ！」

　彩夏はわざとらしく眉まゆをひそめてみせてから、すぐに破顔して僕の肩かたをぱんと叩たたく。

「ほんとに留年しちゃったら藤島くんどうするの？」

「ううん。中退、かな」

　なにか言いたいことがあるだろうにどうしてこんなに回りくどいんだろう、と訝いぶかる一方で、核心に触ふれないでいることを安あん堵どしている気持ちもあった。

「中退してニート？　ヒロさんみたいにヒモになるの？　そしたらミンさんに言いつけていっぱい叱しかってもらうからね」

「なんで真っ先にヒモなんだよ。僕には無理にきまってるだろ」と僕は口をとがらせた。「まあ、あてがあるわけじゃないんだけどさ」

「探たん偵てい助手のお仕事続けるんじゃないの？」

「あれは仕事って呼べないよ。全然安定しないし。アリスはけっこう稼かせいでるみたいだけど」

「でも、でも、藤島くん、最近はみんなにすごく頼りにされてて」

　彩夏の声のトーンと、笑い顔の色調が、ほんの少し変わった。

「もう立派な探偵助手だよね。これでニートになったらほんとに完かん璧ぺきになっちゃうね」

　全然立派じゃないよ、と僕は胸の内で答えた。昨日きのうだって四代目から逃げたんだ。僕にしかできない決断を任されたっていうのに、僕はただ逃げたんだ。いつもそうだ。僕は肝かん心じんなときにこの弱さを隠かくしきれなくなる。だましだましでやっていけるほど、アリスの住む世界は優しくないんだ。

「だからっ、もう、あたしも邪じや魔ましないようにする」

「……邪魔？　なんて」

「危ないからやめてとか、もう言わない。そのかわり、事件が早く片付くように、できることがあったら手伝うから、ね？」

　僕ぼくは立ち止まる。彩あや夏かは三歩先で不思議そうな顔で振り向く。

「藤ふじ島しまくん？」

「手伝う？　なんで。なんで彩夏がそんなこと」

　耳鳴りがして、世界中の音が遠ざかる。

「ほら、昨日きのうみんな集まってたし、四代目も来たし、それで色々訊きかれた。むかし──ケシの花育ててた頃、使ってたお花屋さんとか──」

　僕は彩夏の両腕うでをつかんでいた。支えを失った自転車が歩道に倒れたけれど気にも留めなかった。マフラーに半分うずまった彩夏の顔はこわばり、大おお粒つぶの目が見開かれる。

「四代目がッ？　そんな、……むかし、むかしのこと？　だって、だって彩夏は」

「い、痛い、藤島くん」

　彩夏は身をよじって僕の手から逃げ出し、自転車を起こしてくれる。視線をそむけたまま、たどたどしい声で言う。

「……あのね。……ちょっとずつ、思い出してるんだよ。だって、ずっと温室で作業してるし。だからなんてことないよ」

　思い出している。少しずつ、彩夏はあの日々を思い出している。どこまで？

「あたしにお兄にいちゃんいるって言われたときは、びっくりしたけど。あはは。いたんだね」

　僕は彩夏の手から自転車のハンドルを引ったくると、サドルに飛び乗った。

「藤島くんどうしたのっ？」

　彩夏の声を背後に蹴け飛とばし、『はなまる』と反対方向に走り出す。冷たい風の中で、ペダルは押し固めた雪のように重い。







　四代目は平ひら坂さか組事務所にいた。僕が鉄てつ扉びを引いて応接間に駆かけ込むと、執しつ務む机を囲んでいた巨きよ体たいの組員たちが振り向き、一いつ斉せいに頭を下げてくる。

「兄貴、お疲れさんス！」「お疲れさんス！」

　黒Ｔシャツの林の奥に座っている四代目が僕をにらむので、足がすくんでしまう。

　けれど四代目はすぐに僕から視線をはずし、組員たちへの指示に戻る。

「写真は全員分ある。これが墓はか見み坂ざか、これが千ち賀が沢さわ、こっちが雀ジヤン熊くまどもだ。徹てつ底てい的に聞き込め。花屋本体に突とつ撃げきすンじゃねえぞ」

「押オ忍スッ」「男磨みがかせてもらいぁす！」

　机から一歩引いた組員たちが、僕をちらと見た。僕は唾つばを飲み込み、意を決して四代目に近づく。

「なにしにきた」

「彩あや夏かになに訊きいたんです」

「本人から聞いてねえのか。クラスメイトだろ」

「彩夏には関わらせるなって言ったじゃないですかッ」

「俺おれも言ったな。時間やるから選べ、って」

　四代目は立ち上がった。僕ぼくの背後で黒Ｔシャツどもがざわついて壁際まで後ずさったのがわかった。

「電話にも出なかったし、二十四時間たって『はなまる』に行ってもおまえはいなかった。おまえの言い分なんざ知ったことか」

　僕は血がにじむほどに下した唇くちびるを嚙かんだ。そうだ。逃げたのは僕だ。

「頭冷やせ。記き憶おくが戻ったくらいでなんだってんだ。それよりフィックスを」

　視界が一いつ瞬しゆん赤く染まった。僕は両手を執しつ務む机に叩たたきつけていた。四代目は身じろぎもしなかったけれど、電でん柱ちゆうや岩いわ男おはびくりと跳とび上がった。

「……あんたは、あのときの彩夏を見てないからそんなことが言えるんだ」

　自分でもぞっとするくらいどす黒い声が喉のどからぼたぼたと漏もれ出た。

「そうだ。知らねえことを計算に入れて気を遣つかうほど俺はひまじゃねえ。てめえは今さらのこのことなにしにきたって訊いてンだ」

　僕は──なにをしにきた？　机に押しつけた拳こぶしを固める。ただ憤いきどおりをぶつけにきたのか、ガキみたいに。そうじゃないだろう。彩夏だ。彩夏のことだ。彩夏のために、僕が今できることを、告げにきたんだろう？

　それでも言葉にして吐はき出せなかった。萎しおれそうになる僕の背中に、鉄てつ扉ぴの開く音が叩きつけられる。

「あ──」黒Ｔシャツたちがうめく。

「姐ねえさん」

「姐さん、叔お父じ貴き！　お疲れさんス！」

「お疲れさんス！」

　僕は目を見開いて身を起こし、振り向く。歩み寄ってくるガウン姿のアリスにも、揺ゆれる黒髪かみにも、現実感がまったくない。そばにきてコートの裾すそをぎゅっとつかまれても、体温はずっと遠く、やっぱりアリスがそこにいると実感できない。入り口脇わきに寄りかかったヒロさんを見て、車で連れてきてもらったのだと理解はできても、心のどこかがアリスの存在を現実として認めようとしない。

　どうして──アリスがここに。

「彩夏から電話があった。このばか」

　僕にぴったりと身を寄せてアリスはつぶやき、四代目に視線を移す。

「おまえもなにしにきた。飼かい猫ねこを引き取りにきたってか」

　四代目が椅い子すに座り直して毒づく。

「ぼくの助手の選せん択たくを見届けにきただけだよ」

　アリスは震ふるえる声で答える。それから僕ぼくを見上げて、ずっと柔やわらかい声で言った。

「いいんだ、ナルミ。思うとおりでいい。どうせなにをしたってぼくらは失敗する。神様のメモ帳のぼくらのページにはそう書かれている。それでも、きみが決めるんだ」

　なんだよそれ、と僕は思った。なんでそうなるんだ。なんで僕らがそんなどうしようもない場所に追い詰つめられなきゃいけないんだ？

　なぜならね──アリスの言葉の続きが、僕の過熱した心に染しみこむ。

「なぜなら、これはきみの事件だ。きみが終わらせきれなかった事件なんだ。そうだろう？　だから、きみが決めたまえ」

　僕の事件。

　あの十六歳さいの冬の続きを終わらせるために、僕が決めなければいけない。それがどれほど愚おろかしい選択であるとしても。

　僕はぐっと唾つばを飲み込む。乾かわききった喉のどがざらつく。四代目を真正面から見み据すえて、その視線の刃やいばを受け止めて、痛みが心臓にまで染みとおるのを待って、言葉を吐はき出す。

「これ以上彩あや夏かを巻き込むつもりなら、四代目は僕の敵です」

　電でん柱ちゆうかだれかがうぐっと喉を鳴らしたのが聞こえた。四代目が言う。

「くだらねえ仮定をくっつけンじゃねえ。まだ追い込みは終わってねえんだ、巻き込むつもりにきまってるだろ」

「わかりました」

　どうしてこんなことになったんだろう。もっと、他ほかにやり方があったはずじゃないのか。そんな思いを、寒々しい怒いかりが押し流していく。

「盃さかずきを返します」

「兄貴ッ」「兄貴そんなッ」

　電柱と岩いわ男おが左右からそろって青い顔で執しつ務む机に飛びついて僕の顔をのぞきこもうとする。そのとき、四代目の拳こぶしが机に振り下ろされた。木材に亀き裂れつの入る致命的な音がして、事務所の息づかいすべてを断ち切る。

「黙だまってろ」

　狼おおかみの目がアリスに向けられる。

「いいだろう。媒ばい酌しやく人にんもいる」視線が僕に戻される。「この瞬しゆん間かんからてめえは赤の他人だ。とっとと失うせろ」

「壮そうさん、冷静になってくださいッ」

　電柱が言った瞬しゆん間かん、四代目の拳がその分厚い胸板を打ち抜き、巨きよ体たいが事務所の壁に叩たたきつけられて額がく縁ぶちが衝しよう撃げきで落ちる。ガラスの割れる音に僕ぼくは身をすくめる。

「まだ用件は終わっていないよ」

　アリスが静かに言った。

「ぼくへの依頼はどうする」

「打ち切りにきまってンだろ。今日きようまでの調査費をさっさと計算して請せい求きゆうしろ」

　アリスの手にかすかに力がこもる。

「わかった。原稿と元データは返してもらうよ」

　アリスは四代目のデスクの上に広げられていた墓はか見み坂ざかや千ち賀が沢さわや雀ジヤン熊くまたちのプロフィールシートをかき集め、ＤＶＤ−Ｒを取り上げ、僕の手に押しつける。すべて探たん偵てい事務所から提てい供きようしたものだ。

「とっくに刷すって撒まいてるぞ」と四代目が目を細める。

「かまわない。けじめだよ。いこうナルミ」







　事務所を出てすぐに、乱暴な足音がばらばらと階段を下りてくるのが聞こえた。

「兄貴！」「兄貴、待ってください！」

　黒Ｔシャツたちが道路に出てきて僕を取り囲む。僕はおびえるアリスをヒロさんの車の方に押しやった。

「兄貴、どういうことなんスか！」「盃さかずき返すなんて！」「壮そうさんとなにがあったんスか！」

　僕は口ごもる。もうあんたらの兄貴なんかじゃないんですよ、と心の中で返す。四代目に赤の他人だと言われたときには雨が顔にかかったくらいの気持ちだったのに、今はやるせない寂せき寥りよう感かんにさいなまれている。

「すみません」と僕は頭を下げた。なんで謝るんだ、謝るようなことじゃないだろう、謝ってどうなるんだ、と自じ責せきが次から次へとわいてくる。

「謝らないでくださいよ兄貴！」

「むしろ俺おれらが一いつ緒しよに壮さんに謝りますから！」

「俺らそろって頭剃そりますから！」

「ちがうんです」

　顔を上げられないまま僕は首を振る。

「だれかが悪いんじゃないです。やめてください」

　僕は道ばたに駐とめてある自転車の方に走った。車に乗り込む一いつ瞬しゆん前まえのアリスと目が合った。書類とＤＶＤの束をかごに放り込み、サドルにまたがる。

『はなまる』に着くまでの間、四代目と交わした言葉を、それぞれの問いと答えを、僕は何度も何度も頭の中で並べ替え、繰くり返し、反はん芻すうした。どこにも間違いはなかった。正しい道を選び続けてなお、必ず後悔する、そんなことがいくらでもあるのだ。じくじくした痛みが肋ろつ骨こつの隙すき間まから浮かび上がってくる。よく知っている、身と心を深く穿うがつ喪そう失しつの痛みだ。

　あの人の義弟でいられることが、いつの間にかこんなにも僕ぼくの中で大きくなっていたんだな、と思う。最初は、そう、メオを匿かくまってもらうための詭き弁べんだった。いつからだろう、僕はあの人に甘あまえてばかりになった。いつも支えてもらいっぱなしで、なにひとつ返せなかった。

　そうして、自分から壊こわした。

　壊したんだ。僕はもうあの人の敵なんだ。

　痛みがこらえきれなくて、僕はハンドルを握にぎりしめ、ゆっくり下り坂を滑すべっていく。そのうち身を起こしていられなくなって、かごに突つっ伏すような姿勢になってしまう。たまにすれちがう人々の奇き異いの視線も気にしている余よ裕ゆうなんてなかった。

『はなまる』勝かつ手て口ぐち前に着き、自転車を奥に押し込んでいると、戸が開いてエプロンをした彩あや夏かが飛び出してきた。

「藤ふじ島しまくんっ！　どう、どうしたの？　四代目のとこ行ってたの？」

「あ、ああ……うん……なんでもない」

「なんでもないって」

「大だい丈じよう夫ぶ、四代目とはもう話つけてきた。彩夏が心配することじゃないよ」

「なにがあったの、あ、あたし、なにか言っちゃいけないこと──」

　首を振って自転車をビルの谷間の奥に進めようとすると、彩夏が駆かけ寄ってきてかごをつかんで引き留める。

「待ってってば！　なんにも言ってくれなきゃわかんないよ！」

　だから、どうして説明できないのかも説明できないんだよ。僕が彩夏に背を向けて強引にハンドルをひねろうとすると、タイヤが滑り、自転車は横よこ様ざまに倒れた。かごから飛び出した書類とＤＶＤ−Ｒが土に散らばる。

「あっ、ご、ごめんなさい」

　彩夏は青ざめてかがみ込み、書類をかき集めようとした。僕ははっとして書類を奪うばい取ろうとしたけれど、遅かった。紙を取り上げた彩夏の手が震ふるえる。目が不自然なくらい見開かれている。プロフィールシートに印刷されているのは、墓はか見み坂ざかや千ち賀が沢さわ輝てる彦ひこ──フィックス製造販売グループのメンバーだ。

「ぅ……ぅ、ぇうっ、……」

　彩夏が奇き妙みようなうめき声をもらす。僕はその手から書類を引ったくって握にぎりつぶす。

「だ、大丈夫っ？」

　彩夏は背中を丸めてえずき始めた。

　かつて、彩夏に薬を無む理り矢や理り飲ませた連中の写真なのだ。なんて迂う闊かつだったんだ、思い出させたらこうなるってわかっていたのに。

「おいナルミ、なにして──」

　勝かつ手て口ぐちが勢いよく開いてミンさんが顔を出す。背せ筋すじを痙けい攣れんさせて胃液を土の上に垂たらしている彩あや夏かに気づくと、すぐに駆かけ寄ってきて背中をさすった。僕ぼくをにらみつけ、「さっさとそれどっか持ってけッ」と怒ど鳴なる。

　膝ひざが震ふるえてしばらく立ち上がれなかった。ミンさんに頰ほおをはたかれ、ようやく僕は身を起こし、逃げるようにして非常階段を駆かけ上がった。

　探たん偵てい事務所の鍵かぎは閉まっていた。まだ戻ってきていなかったのだ。道路が渋じゆう滞たいしているのだろうか。僕は洗濯機の前にかがみ込んだ。ヒロさんがアリスを連れて戻ってくるまで、僕は廊ろう下かにしゃがんで無気力に浸ひたっていた。







　探偵事務所のベッドに腰こし掛かけ、冷房された風の下、僕は膝ひざを抱かかえてた。

　戻ってきてからのアリスは、一言も口をきかずにキーボードに向かっていた。ヒロさんがあったかいコーヒーをふたつ持って台所から戻ってきた。ひとつを僕に渡して訊きいてくる。

「彩夏、なにかあったの？　具合悪そうだったし、ミンさん怒おこってたし」

「……え、ええ。ちょっと」とごまかした。どう説明していいかわからなかった。コーヒーを一口すする。熱は舌したの付け根までしか届かない。

　彩夏のために正まさしく最悪の選択肢しをたしかに選んだ。それで、どうする？　これから彩夏にさらなる事情聴ちよう取しゆをしにくるかもしれない平ひら坂さか組たちをいちいち追い返すのか？　四代目本人がきたらどうする、だれがあの人を止められる？　彩夏に『はなまる』をやめてもらう？　馬鹿馬鹿しい。僕にそんな権利はない。彩夏の日常にひびを入れてどうするんだ。顔を伏せ、両手に額ひたいを押しつける。アリスの打だ鍵けん音が聞こえる。

　いったい僕はなにをやった？　なんの意味があったんだ。四代目を敵に回したといっても、彩夏を傷つけるのに荷か担たんしたくないという僕のわがままが満たされるだけで、どこにも進めないじゃないか。この選択がどこにつながる？　なんにも考えていなかった。ただ激情を垂たれ流しただけだ。アリスからも真実を探し求める理由を奪うばってしまった。依頼がなければ探偵は無力な傍ぼう観かん者のままなのだから。

　深く深くぬかるみに沈しずんでいく僕の心の表面を、甲かん高だかい音が引っ搔かく。

　顔を上げても、見回しても、最初はなんの音か頭が理解できないでいる。でもアリスの視線が玄げん関かんに向けられているのに気づき、インタフォンの音だとわかる。

　ヒロさんが「はいよ」と言って玄関に走り、ドアを開ける。ジャンパーのポケットに両手を突つっ込んだままのテツ先せん輩ぱいが姿を見せる。

　先輩はヒロさんを押しのけるようにして寝室に入ってくると、僕に一いつ瞬しゆんだけ目を向け、すぐにアリスの黒髪かみに包まれた小さな背中に視線をやった。

　ポケットに入れていた手を引き抜き、なにかをアリスのそばに投げる。

　僕ぼくは息を吞のむ。アリスも振り向いてそれに気づき、眉まゆをひそめる。

「……なんだい、これは」

「預かっといてくれ。どうやってかき集めたかは訊きくなよ」

　それは輪ゴムで留められた一万円札の束だ。……いくらあるだろう？　かなりの厚みだ。

「ぼくはニート探たん偵てい、死者の代だい弁べん者だ。銀行じゃないよ」

「だから、調査費の先さき払ばらいだよ。俺おれが持ってるとつい馬券にぶち込んだりしちまうからな。アリスが持っといてくれ」

　僕とアリスはそろってテツ先輩の顔を見つめる。漂ひよう白はくされた薄うすい笑みがそこにある。

「俺からの依頼だ。エンジェル・フィックスを完全に潰つぶす」

　アリスは札束を拾い上げ、パジャマの胸に押し当てる。

「……先せん輩ぱい……」

　僕の喉のどから声がどろりとあふれる。

「ンだよ、しょぼくれた顔しやがって」テツ先輩は僕に向かって歯をむく。「おまえだけの事件じゃねえし、四代目だけの事件でもねえんだ。あんま俺をなめんじゃねえぞ」

「借金まみれのくせにえらそうに言うなよ」とヒロさんが笑う。

「黙だまってろっつの」

　借金……。借金してまで依頼料を工く面めんしたのか。

「ふん。ニート探偵もなめられたものだ。この程度とはね。一いつ瞬しゆんで消える額だよ」

　アリスが札束を僕の膝ひざの上に投げる。

「さっさと数えたまえナルミ」

「……え……あ、ああ」

「しかし、平ひら坂さか組を使わないのだから、保もつかもしれないね。いいだろう、請うけよう」

　平坂組を使わない？

　僕はアリスの顔を見やる。あきれた視線が返ってくる。

「なんだい、その間抜け面づらは。まだぼくらのやるべきことがわかっていないのかい？　平坂組を頼ることなくエンジェル・フィックスの残り滓かすを見つけ出し、事件を完かん膚ぷ無きまでに終わらせるんだ。他ほかにないだろう」

　アリスの言葉がゆっくりと、僕のふやけた意識に染しみこんでくる。

　そうだ。その通りだ。それしかない。

　四代目よりも早く、僕らだけの手で真実をえぐり出すのだ。

　僕は札束をそっと持ち上げる。テツ先輩の血と意志が染みこんだ紙切れの束は、ひどく重たかった。










　　　　４







『天使の花はな工こう房ぼう』という名のその店は、いっぷう変わった花屋だった。

　高級住宅街の表通りに近いあたりに建つ瀟しよう洒しやな一軒家で、広い庭には温室の屋根が見える。温室、と僕ぼくは思った。園えん芸げい研究家だというから温室くらい自宅に持っていてもおかしくはないけれど、それでも冬の陽ひを浴びるガラス張りの三角屋根には複雑な気持ちで見入ってしまう。

　門柱には天使のレリーフと店名が彫られた銅製の看かん板ばんが掲かかげられている。翼つばさを広げてラッパを吹いている可愛かわいらしい天使。

　偶ぐう然ぜんだとは、もう思えなくなっている。

　赤い錠じよう剤ざいの表面に刻印されていた翼の図案を思い出そうとする。この看板に似ていないだろうか。墓はか見み坂ざか史し郎ろうはこれを見て、ドラッグにエンジェルの名を与えることにきめた？　わからない。短たん絡らくかもしれない。

　門の鉄てつ柵さくの間からのぞき込むと、ゆったり開けた正面の庭に雛ひな壇だんがしつらえられ、たくさんのポインセチアが並べられているのが見える。ベランダが開放されて店てん舗ぽになっているようで、何人かの女性客の後ろ姿があった。

　真ん中に立って客たちと談笑している、ひときわ目立つ女性だけがこちらを向いていた。こざっぱりとまとめた短たん髪ぱつに大きなイヤリング、どことなくギリシャかトルコを思わせるエキゾチックな顔立ち。資料と見比べるまでもなく、一目でわかった。伊い原はら木ぎ潤じゆん子こだ。

　昨日きのうの探たん偵てい団会議での、アリスの言葉を思い出す。




　　　　[image: まーく]




「四代目が彩あや夏かから聞き出してしまった情報を活用するのは、きみにとっては複雑かもしれないが」アリスは僕にちらと視線を向けた。「有力な手がかりだ。徹てつ底てい的に追うよ」

　それからアリスの指がキーボードに走る。ベッドを囲むモニタに表示されたのは、一人の女性のプロフィールだった。

　伊原木潤子。三十八歳さい、一児の母で、夫とは離婚している。園芸研究家という肩かた書がきでテレビ出演も何度かあり、著ちよ作さくも多い。Ｍ高校から歩いて十分ほどの住宅地で『天使の花工房』という店を経営している。

　かつて園芸部時代、彩夏があの特殊なケシの花を栽さい培ばいするために利用していた店だ。

「彩夏が昔から知ってた店なの？　それとも、墓見坂から教えてもらったのかな」

　僕は、触ふれたくないという気持ちと徹底的に掘り返してしまいたいという気持ちに挟はさまれながら訊たずねた。

「憶おぼえていないそうだ。彼女の中からは、フィックスに関わるほとんどの記き憶おくが消えている」

　墓はか見み坂ざか史し郎ろう。それからトシさん。彩あや夏かが育てていた青いケシの花に、罪の意味を付与してしまう記き憶おくたち。

　でも、戻ってしまうかもしれないんだ、と僕ぼくは思った。

　当たり前のことだ。以前と変わらない暮らしをして、あの温室で植物たちの世話をしているのだから、どこかで過去とつながる。

「しかし墓見坂から紹しよう介かいされた可能性は濃こいね。彩夏によれば、かなり高価で珍めずらしい園えん芸げい薬剤をその店で何種類も購こう入にゆうしたそうだ。高校の園芸部がそこまで多くの薬品を使うとは考えにくい。現に今は使っていないわけだしね」

　彩夏にもっと詳くわしく確かめればいい、とはだれも言わない。そうさせないために僕らはこれから曲がりくねった推論の道をたどって探たん偵ていをするのだ。

「この女、墓見坂の知り合いか？　それなら一年前の時点で警察がたどってるはずだよな」

　テツ先せん輩ぱいが腕うで組ぐみする。

「そちらはテツがあたってくれたまえ。伊い原はら木ぎ潤じゆん子こ自身にも直接あたろう、あまりぐずぐずしていられない」

「未亡人ならおれの出番だね。美人だし腕が鳴るよ」

　ヒロさんがきらきらした笑顔で親指を立てて自分を指す。

「いや、僕がいきますよ」と口を挟はさむと、ヒロさんは大げさなくらい目をむいて僕を見た。

「なんで？　いや、ナルミ君のジゴロスキルがとっくにおれを追い越してるのはわかってるけど、ほら、まだ十八歳さい未満だろ？」

　もうつっこみどころが多すぎるので僕はあきらめて説明だけする。

「僕、Ｍ高生だし、園芸部だったし、その店に押しかけて話聞く口実が簡単にでっち上げられるんです。ヒロさんは外そと堀ぼり埋うめて近づくのにけっこう時間かかるでしょ」

　それもそうか……とヒロさんは口ごもる。

「じゃあナルミ君には未亡人のベッドルームに入ったときの心得だけ」

「ヒロいい加減にしたまえよっ」「まじめな話してるんですよ今は！」

　ヒロさんは唇くちびるをすぼめて肩かたをすくめた。あれだけミンさんにひっぱたかれて、まだ懲こりないのか。

「んじゃ知り合いのマダムたちに伊原木潤子知ってる人いないかどうかあたってみるわ」

「おし。行くか」

　テツ先輩もヒロさんと連れだって玄げん関かんに向かおうとする。

「そういえば少しよう佐さは？」と僕は訊たずねた。

「さっき電話した。伊原木潤子の家に盗とう聴ちよう器きとカメラを仕掛けさせているよ」

　アリスがしれっと答えた。僕ぼくはあきれて息をつく。

「なんかさ……いや、今さらだけど……犯はん罪ざいだよね、少しよう佐さのって」

「ほんと今さらだねナルミ君」「ヒロは存在自体が性犯罪だよな」「テツなんて正しよう真しん正しよう銘めいの犯罪者じゃん、前科あるし」「前科じゃねえよ補導歴だけだ」

　二人は言い合いながら事務所を出ていった。僕はベッドに腰こし掛かけたままそれを見送る。

　そう、今さらなのだけれど、僕らはけっこう違法行為をしている。今回に限ってそれを気にしてしまうのは、この伊い原はら木ぎ潤じゆん子こという女性が敵だときまったわけじゃないからだ。いつもはやくざやマフィアや暴漢が相手で、法に触ふれることへの抵抗感が麻ま痺ひしていたけれど。

「ふん。愚おろかしいね。相手がだれだろうと罪は罪だよ。ほんとうに今さらだ」

　僕の考えを見み透すかしたのか、アリスが軽けい蔑べつの目で見てくる。

「いや、そうなんだけどさ」

　感情はそこまで割り切れない。伊原木潤子はいかにも一般人ぽいし。

「少なくとも伊原木潤子はフィックス製造グループから金を受け取る理由がある」

　アリスがモニタをちらと見やって言う。

「あのケシを今また栽さい培ばいしようとすれば、かつての彩あや夏かと同じように薬剤が必要になるかもしれないのだからね」

「じゃあ……」僕は、伊原木潤子の清せい楚そそうな笑顔の画像を見つめて唾つばを飲み込む。「この女が、『シュシュリ』かもしれないってこと？」

「それが人物を指す呼び名なら、可能性はあるね」

　僕は腕うで組ぐみして鼻から息を細く吐はき出す。

「だとすると、なんで薬をこの街に撒まいたのか、ってのは説明はつくか……」

　この街にシュシュリがいるから、だ。墓はか見み坂ざかたちはシュシュリの花はな工こう房ぼうのもとに集つどい、麻ま薬やく工場をつくり、近くにあった学校の温室に目をつけ、その管理者・彩夏の兄であるトシさんに接近した。そういう話になる。

「結論を急ぎすぎないように」

　アリスは僕を横目でにらみ、ドクターペッパーを一口含む。

「まだ他ほかにも疑問だらけなんだ。決めつけないでひとつひとつ解ときほぐしていかないと、真実を見誤るよ」

　焦あせっているのはたしかだった。頭のどこかでいつも、四代目のきつい目つきと、彩夏の不安げな瞳ひとみがちらついているのだ。僕は唇くちびるを湿しめらせてから訊たずねる。

「他の疑問って？」

「まず、なぜ一年たった今なのか、だね」

「ああ……」それは、僕も前から思っていたことだ。なぜ今になって急に、フィックスをためこんでいた連中が同時に動き出したのか。しかも金目的で、かなり急いだ様子で。

　季節が一ひと巡めぐりした今、闇やみに沈しずんでいたはずの事件を再び動かすほどの、なにかがあったのだろう。なにが？

「それからもうひとつ」

　アリスの声がさらに深くおごそかになる。

「ぼくが今、気になっているのは、なぜ墓はか見み坂ざか史し郎ろうが彩あや夏かの温室を必要としたか、だ」

「……え？」

　僕ぼくは探たん偵ていの顔を見つめ直す。

「なぜ、って。だって原料の花を育てるのに温室が必要だったんだろ」

「エンジェル・フィックスは、トシや彩夏が製造に関与する前からかなりの量が出回っていた。墓見坂は他ほかにも大規模な栽さい培ばい所を持っていたのだよ。これは警察の調べでも明らかになっている。Ｍ高校の温室など、大した面積ではあるまい。なぜ利用しようとした？」

「だから原料が足りなくなったんじゃないの？　少しでも生産量増やそうって」

「一年前の時点ではぼくもその理由で満足していたよ。でも、今は事情がちがう。『天使の花はな工こう房ぼう』を彩夏が利用していたということ、そしてなにより、トシの証言だ」

　トシさんの証言？

「定期的に温室を訪れて彩夏からレポートを受け取り、青くなった花だけを採取して持ち帰ったと、そう言っていたのだろう」

「そうだけど。だから原材料のためだろ、他に考えられないじゃないか」

「いや──」

　言いかけ、アリスは顔を曇くもらせて口をつぐんだ。

「やめておこう。今は言葉にするときじゃない」

　冷れい徹てつな探偵の一言が、僕の疑念を突つき放す。

「ともかく、伊い原はら木ぎ潤じゆん子こだ。彼女と墓見坂のつながりを探らなければ始まらない」

「……わかったよ」

　ベッドから立ち上がり、壁に手をついて僕はうつむく。

「どうしたんだい」

「……ああ、うん……ヒロさんには勇ましいこと言っちゃったけど、どうやって聞き出せばいいか全然思いつかなくて」

　アリスはわざとらしく息をついた。

「そのまま訊きけばいいのだよ。麻薬製造の主犯格の墓見坂史郎とどういう知り合いだったのか、とね」

「えええええ？」

　思わず素すっ頓とん狂きような声を出してアリスを振り返ってしまう。探偵は肩かたをすくめた。

「小こ賢ざかしい尋じん問もん術を弄ろうしている場合じゃないんだ。好き放題かまをかけたまえ、噓うそ八百はきみの得意技だろう？　それで伊い原はら木ぎ潤じゆん子こがだれかに連れん絡らくをとったりなにかを処分しようとしたりすれば少しよう佐さのアンテナに引っかかる。現状、それがいちばん見込みがあるやり方なんだよ」

「あ……」

　そうか。それでこんなに早くに盗とう聴ちよう盗とう撮さつを準備させたのか。なんだか脱だつ力りよくしてしまう。けっきょく僕ぼくは口こう実じつをつくって伊原木潤子に揺ゆさぶりをかけるだけの役目か。しかも噓うそ八百が得意って、アリスにまではっきり言われるとけっこうこたえる。

　でもしかたない。たしかに僕はそれしかできないのだから。
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『天使の花はな工こう房ぼう』の門前に立ち、アリスの言葉のひとつひとつを思い出し終おえた僕は、門柱の陰から庭をもう一度うかがった。有ゆう閑かんマダムどもが手に手に鉢はち植うえを持って、伊原木潤子になにか教えを請こうている。おまけに奥に天使の絵え柄がらの入った水色の腰こしエプロン姿の若い女性二人の姿も見えて、たぶんこれは店のスタッフだ。

　どうしよう、麻薬製造犯の知り合いなんですか、なんて話はとてもできる雰ふん囲い気きじゃないし、マダムたちも帰る気配がない。

　ああ──いや、気にしなくていいんだ、と僕は思い至る。

　このまま、突とつ撃げきすればいい。僕は揺さぶる係なんだから。

　頭では理解できても、意を決するのにだいぶかかった。深呼吸を四回して、汗あせばんできたので手袋を外して、ダッフルコートの前を開いて冷たい風を胸に受け、気持ちを落ち着かせてから、門をくぐった。

「ごめんください……」

「いらっしゃいませ」「いらっしゃいませ！」

　二人の若い女性スタッフが真っ先に僕を見つける。伊原木潤子が次にこっち目を向け、それからマダムたちが一人また一人とこちらを見る。それぞれの表情のトーンが二段階くらいずつ落ちる。制服姿の男子高校生が来るような店じゃないのだ。

「どうぞご覧らんになってくださいな」

　伊原木潤子が感じの良い笑みを戻して僕に言う。僕はそっと他ほかの女性たちを見渡してから、伊原木に一歩近づいて言った。

「あのう、Ｍ高の園えん芸げい部の者です。去年くらいにここで色々買ったり教えてもらったりお世話になった、篠しの崎ざき彩あや夏かって娘、憶おぼえてます？」

　彼女の顔に走ったのは翳かげりではなく純粋な思案の色だった。

「……ああ！　篠崎さん。憶えてますよ。最近いらっしゃらないですけれど、手のかかるお花はやめたのかしら？」

　ちょっと拍ひよう子し抜けだった。彩あや夏かを知っていることはあっさり認めるのか。

「今日きようはなにをご入り用なの？」

　そう訊きかれた僕ぼくの中で疑いが薄うすらぐ。この人はただの園えん芸げい家？　墓はか見み坂ざかとは関係なく、彩あや夏かが前々から知っていただけの善良な市民じゃないのか。僕らは見当違いの探たん偵ていをしているんじゃないのか。時間がないのに。こうしている間もどこかでケシの花が育てられ、汁しるを搾しぼり出され、精製されて錠じよう剤ざいに固められ、平ひら坂さか組の連中がそれを嗅かぎ回っているというのに。

　そんな思いの空回りが、僕の口から言葉を押し出す。

「……墓見坂史し郎ろうという人を、ご存じですか」

　伊い原はら木ぎ潤じゆん子この笑みに亀き裂れつが走った。僕の方がむしろ驚おどろいていた。

「あ、あなたは……墓見坂さんを……墓見坂さんの……？」

　彼女の問いはほとんど言葉になっていない。

「先生、どうなさいました」「そちらは？」

　客たちが不ふ審しんそうな顔で声をかけてくる。伊原木潤子は我に返り、客に頭を下げ、ベランダそばのスタッフたちを振り返った。

「少しの間、お願いします。私はお客様のお相手をするので」

　僕に向き直ると、一歩寄ってきて家の玄げん関かん口ぐちを手で示した。

「……お話は、中でうかがいます」







　明るい居間に通された。壁のあちこちにドライフラワーを盛ったかごが吊つるされた、瀟しよう洒しやではあるけれど落ち着かない部屋だ。ハーブらしき芳ほう香こうも濃こく漂ただよっている。

「どうぞおかけくださいな」

　伊原木潤子は紅茶の入ったカップをテーブルに置いた。彼女と向かい合って座ると、沈ちん黙もくがしばらく紅茶の湯ゆ気げに混じって宙を泳ぐ。

「……すみません、急に押しかけてきて変な話して」

　思わずまともに謝ってしまった。

「いえ……」

　伊原木潤子は目を伏せる。どうにも、麻ま薬やく製造に裏から関わっていた人物には見えない。やっぱり見当違いだったのかな。

「墓見坂史郎とは、お知り合いだったんですか」

　遠えん慮りよしていてもらちがあかないので再びストレートに訊たずねた。墓見坂、という名前の響ひびきに彼女の肩かたはぴくっと反応する。三十八歳さいという年ねん齢れいには不ふ釣つり合いにおどおどした上うわ目め遣づかいが返ってくる。

「その前に、あの、あなたはほんとうにＭ高の……？」

「あ、す、すみません。藤ふじ島しま鳴海なるみといいます」と僕ぼくは頭を下げた。「篠しの崎ざきさんの同級生で、昔は園えん芸げい部でした」

「そう、でも、どうして墓はか見み坂ざかさんのことなんかを」

「僕は探たん偵てい助手なんです」

　伊い原はら木ぎ潤じゆん子こは首を傾かしげた。たぶん探偵助手という聞き慣れない単語の意味がすぐに理解できなかったのだろう。僕は続けて言う。

「一年前、麻ま薬やく騒さわぎがありましたよね。あれ調べてるんです」

「どう……して？　高校生なんでしょう、あの事件は警察がとっくに」

「あの薬で僕の仲間が何人も死んでるんです。犯はん人にんグループにも知り合いがひとりいて、死にかけたんです。その人は今でも苦しんでるんです」

　一いつ片ぺんの偽いつわりもない言葉だった。その真剣さが届いたのだろう、彼女は目を伏せた。

「……そう。……墓見坂さんもあれで亡くなったのでしたね……あの人が、あんなこと……」

　ここでもしらばっくれないのか、と僕は思う。

「墓見坂とはどういうお知り合いだったんですか」

　辛しん抱ぼう強く質問を繰くり返す。伊原木潤子はようやく顔を上げてくれる。

「うちの常連のお客様でした。イランにいた頃は手に入ったのに、日に本ほんの大学院だとなかなか買えない薬品が多いとかで、うちを利用されていて」

「それだけ……ですか」

「ええ」

　伊原木潤子はまた訝いぶかしげに小首を傾げる。

「そのあたりは警察にみんなお話ししました。うちの店も温室も調べられました。どうしてあなたが今になって……一年前ですよ？」

　警察もこの女にはたどりついていたのか、と僕は少し驚おどろく。でも内心に押し隠かくせるていどの驚きだ。考えてみれば当たり前のことだ。そんなに珍めずらしい薬剤を使っていたのであれば必ずなんらかの記録が残るだろうし、警察が見逃すはずがない。

　それでいて罪を追及されていないということは、やっぱりこの人はシュシュリじゃない？

　いや、と僕は思い直す。まだ警察も手にしていない材料がひとつある。彩あや夏かだ。

「墓見坂と篠崎さんがどういう関係だったのかは知っていたんですか」

　訊きいてみても、伊原木潤子はあまり表情を変えなかった。

「篠崎さんは、墓見坂さんからこの店を教わったと……お使いになっていた薬品もほとんど同じものでしたし」

　そこまで言いかけてから伊原木潤子は息を吞のんだ。

「……篠崎さん、まさか、なにか関わっていたのですか？　あの事件に？　ああ、でも、そう、同じ花を育てていた？　まさか……」

　僕ぼくも同じくらい驚おどろいていた。彩あや夏かが育てていた花が麻ま薬やくの原料だと、いま気づいたのか？　なにも知らなかったってことか、それとも演技なのか？　ここで彩夏のことを話してたたみかけるべきだろうか。いや、言質げんちを取れるかもしれないんだ、こっちからへたに手の内をさらすべきじゃない。

「彩夏は全然ここに来てないんですよね。墓はか見み坂ざかはいつまで来てたんです？　最近、墓見坂の知り合いが来たりしませんでしたか？」

　椅い子すから腰こしを浮かせて問い詰つめる。伊い原はら木ぎ潤じゆん子こは目を伏せて何度も首を振った。

「来てません。一年前のことは警察にみんな話しました」

　僕がさらになにか訊きこうとしたときだった。背後でたたたたっという足音が聞こえ、ドアが勢いよく開く音がした。

「ママ！　しろうさんの友だち、また来てるの？」

　伊原木潤子が目をむいて立ち上がった。僕も息を詰めて椅子を引き、振り向く。

　ランドセルを背負ったジャンパー姿の小さな男の子が居間に駆かけ込んでくるところだった。僕と目が合うと、ぴったり立ち止まって「こんにちは」と頭を下げてくる。それから男の子は伊原木潤子に目を向けた。

「しろうさんの友だち？」

「な──なに言うの、この子」

　伊原木潤子はテーブルを回って男の子に駆かけ寄り、肩かたをつかんで戸口に押しやる。

「早く手を洗ってらっしゃい、それからお部屋に行きなさいね」

「しろうさんの友だちなんでしょ、お外でおばさんたちが話してたよ、はかみざかしろうって言ってたって」

「友とも樹きっ」伊原木潤子が悲鳴に近い声で言った。「あ、あなたなに言ってるの！　とにかく行きなさい！」

　僕は友樹と呼ばれたその男の子に近づこうとした。伊原木潤子が間に立ちふさがる。

「も、もうお帰りください！　お話しすることはありませんから！」

　友樹くんは母親の背後からなにか言いたげな視線を投げてきた。

「友樹、言うとおりになさい！」

　母親の叱しかる声で、ランドセルの背中は再び戸口の向こうに消える。







　花はな工こう房ぼうの門を出たところで、胸ポケットに入れていたＩＣレコーダーを止めた。僕の疑念は今や真っ黒な雲になって思考を覆おおい尽つくしていた。

　あの男の子──伊原木潤子の息子むすこだろう──は、『しろうさんの友だち』がまた来てるのか、と言っていた。つまり、これまでも来ていたのだ。

　やっぱりあの女がシュシュリなのか。この街に巣くい、誘ゆう惑わくと死の言葉を赤い錠じよう剤ざいに固めて吐はき散らしてきた天使なのか？

　警察の捜そう査ささえも及ばなかった相手を、どう追い詰つめていいか僕ぼくにはわからなかった。でもこっちには違法行為を厭いとわない探たん偵てい団がついている。法廷に引きずり出すのが目的じゃないのだ。なんとかするしかない。

　十字路の角に駐とめてあった自転車にまたがろうとしたときだった。道の向こうからやってくる人影に気づき、僕は自転車ごと倒れそうになった。生いけ垣がきに腕うでをなかば突つっ込んで身体からだを支える。

　四代目だ。

　いつもは立てている髪かみをおろして、こぎれいなグレイのジャケットを着ている。でも、その鋭するどい目つきは隠かくしようもない。なんでここに四代目が──ああ、いや、四代目だって伊い原はら木ぎ潤じゆん子このことは知っているのだ。店の様子を見にきたか、あるいは話を聞きにきたか。四代目が近づいてくるので、僕は足下のアスファルトに目を落とし、自転車を立て直す。

　おもてを上げられない。ただ足音を数えることしかできない。だって、あんな決別をしたのだ。どんな顔をしていいのかもわからない。立ち去る気力も出てこない。

　四代目が僕の横を通り過ぎるときには、全身をこわばらせて息を止めていた。背後に遠ざかる足音をさらに押しやるようにしてアスファルトを蹴けり、ペダルを踏ふみ込む。冷たい風が耳を斬きり、マフラーと首の隙すき間まを刺さす。

　なにも言ってくれなかったし、目も合わせてくれなかった。敵に回ると言ったのだから当たり前のことなのに、それでも僕の胸はねじ切れそうなほど痛んだ。

　どれほどのものを、僕は壊こわしてしまったんだろう。







「雀ジヤン熊くまたち三名の身元が割れたよ。いまテツたちに確認させている」

　探たん偵てい事務所に顔を出すなり、アリスが言った。僕はびっくりしてコートもマフラーもつけたままベッドにあがる。モニタの三つにそれぞれ顔写真つきのプロフィールが出ている。たしかに僕が雀ジヤン荘そうで怪あやしいと目をつけた若い男たちだ。

「よく見つけられたね」

　ニート探偵団は援えん交こう事件だけに注力するようにというアリスの指示のもと、雀熊たちを追うのをあきらめたはずじゃなかったか。どうやって発見したんだ？

「残念ながらぼくの力じゃない」アリスは肩かたをすくめた。「四代目がメールしてきたんだ」

　僕は啞あ然ぜんとする。

「な……んで？」

　敵に回るって言ったじゃないか。どういうつもりなんだよ？

「敵でも利用するのが雛ひな村むら壮そう一いち郎ろうだよ。ぼくらがこの情報を元に調べを進めれば、きみやテツやヒロの動きから平ひら坂さか組もまたシュシュリに近づける」

　僕ぼくは天てん井じようを仰あおいで息を吐はいた。

「自分ひとりがつまらない意地を張ってあちこち角かどを立てて不要な傷をたくさんつくっているだけの愚ぐ者しやなんじゃないかと、きみは今そう思っているね？」

「……勝かつ手てにひとの考えをまとめないでよ……」だいたいその通りだけど。

　アリスは唇くちびるをすぼめて言葉を続ける。

「でも、意地っ張りはきみひとりではない。きみの敵は雇やとい主ぬしであるぼくの敵だ。もちろん四代目には情報を一切流さないようにするし、今後ぬいぐるみの修しゆう繕ぜんも頼まない」

「なんで──」

　訊ききかけてから、僕は言葉を吞のみ込む。喉のどがぎりりと痛む。これが僕らの選んだ結果なのだ。アリスは僕に託たくすことを選択し、僕は四代目と敵対することを選択した。四代目とアリスの間にあった信頼や親愛もまた、僕がこの手で断ち切ったのだ。

　やめろ、考えるな、と僕は自分に言い聞かせる。傷口の大きさを自覚するだけで、流れ出る血の量が倍になりそうな気がしてくる。唇を嚙かみしめ、鉄の味のする唾つばを飲み下し、ゆっくり口を開いて、探たん偵てい助手としての報告を始める。

「伊い原はら木ぎ潤じゆん子こに逢あってきた。かなりくさいよ」

　アリスは長いまつげをさみしげに伏せてうなずく。

「ご苦労。話してくれたまえ」

　僕は『天使の花はな工こう房ぼう』での出来事を詳しよう細さいに話した。伊原木潤子が墓はか見み坂ざかも彩あや夏かも知っていたこと。それを隠かくそうともしなかったこと。警察にも正直に話して、店内や温室の捜そう索さくまで受けたと言っていたこと。そして、彼女の息子むすこがふと漏もらしてしまった、墓見坂の知り合いが以前にも来ていたということ。

「なるほど。……様々な疑問が集しゆう束そくしつつあるね。彼女がシュシュリだとするなら」

　アリスは手にしたドクターペッパーの空あき缶かんをじっと見つめて言った。

「でも、まだ材料が足りない。ひとまず、伊原木潤子が園えん芸げい薬剤をオンラインで発注しているなら、すぐに履り歴れきを洗えるだろう。どの薬品が墓見坂の使っていたものかわかればいいのだけれどね……」

　そこで彼女は口ごもってしまう。僕もシーツに目を落とす。

　彩夏なら、知っている。正確にいえば、屋上から飛び降りる前の彩夏なら。

　今でもその情報は、彩夏の記き憶おくの辺へん土どのどこかに埋うまっていて、どうにかして掘り起こせるのかもしれない。でも、僕らは四代目にそうさせないために戦っているのだ。

　と、電話が鳴った。アリスは身体からだをねじって通話ボタンを押し、外部音声に切り替える。

『雀ジヤン熊くま大学生ども、三人とも行方ゆくえ不ふ明めいだ』テツ先せん輩ぱいの声が寝室内に響ひびいた。

「行方ゆくえ不明？　いつから」

　アリスが張り詰つめた声で訊たずねる。行方不明？　またなのか。

『わからねえ、ヒロがいま最後の目もく撃げき情報を探し回ってる。三人ともひとり暮らしだったから、しばらくだれも気づかなかったんだ』

　テツ先せん輩ぱいからの通話が終わると、アリスはすぐに少しよう佐さに電話した。

「『天使の花はな工こう房ぼう』を、雀ジヤン熊くまのだれかが訪問しなかったかい？」

『今のところないな。しかし監かん視しを始めたのは昨日きのうだぞ、それより前のことはわからん』

「ふむ。ローテーションは何人で回しているんだい？　人件費を算定したいんだ」

　現状、平ひら坂さか組を頼めないので、盗とう聴ちよう監かん視しシステムの二十四時間チェックは少佐のサバゲー仲間に頼んで交替制でやってもらっているのだ。当然、かなり高くつく。

『八人だ。テツさんの出した資金で足りるのか？』

「それはぼくの心配することだよ。きみたちは引き続き監視を続けてくれたまえ」

　アリスはふうっと息をついて次のドクターペッパーを開けた。

　フィックス製造グループの生き残りだった千ち賀が沢さわ輝てる彦ひこに続いて、雀ジヤン荘そうでフィックスを使って稼かせいでいた三人も失しつ踪そう。彼らはどこに消えた？　それから、彼らが手にしていた大金は？

「その三人と墓見坂のつながりはわかったの？」

　アリスは首を振る。

「まだわからない。大おお島しまと墓見坂のリンクもね。ネットで連れん絡らくをとって薬を売買していたならいくらでも調べようがあるが、エンジェル・フィックスは飲んだ連中にしかわからない超現実のネットワークをつくってしまったからね……」

　その超現実とやらに、僕ぼくも一いつ瞬しゆんだけ触ふれた。だからアリスの言っている意味はわかる。あの赤い天使の錠じよう剤ざいは、高こう揚よう感や多た幸こう感とともにすさまじい鋭えい敏びん感覚を与えてくれる。この街の光と喧けん噪そうの奔ほん流りゆうの中から、携帯プレイヤーで垂たれ流されるボブ・ディランの歌だけを目印にして、売人を見つけてしまえるのだ。そこにインターネットや携帯電話の介かい在ざいは必要ない。

　あの連中は、かつて墓見坂と逢あってなにかを教えられたのかもしれない。シュシュリに逢う方法？　そして一年たった今、呼ばれて、金をかき集めて、旅立った？

「なぜ、今なのか。なにが彼らを呼んだのか」

　アリスがつぶやく。その目の色を見て、僕は空あき缶かんを集めて立ち上がった。もう長いこと助手をやっているので、アリスが思考の沼に沈しずんでしまってしばらく浮かんでこないのも読み取れるようになったのだ。







　勝かつ手て口ぐち前のゴミ捨て場で空き缶を潰つぶしていると、「藤ふじ島しまくん！」と声がした。顔を上げると、彩あや夏かが大おお股またで路ろ地じ裏うらに踏ふみ込んでくる。制服の上にコートを着ているので、いま着いたところなのだろう。

「四代目のところ行ってきたよ！」と彩あや夏かが眉まゆをつり上げて言うので僕ぼくは仰ぎよう天てんする。

「え、な、な、なんでッ？」

「だって藤ふじ島しまくん、またなんにも教えてくれないんだもの」

　彩夏は手袋をした両手を自分の胸に押し当てて言う。

「四代目いなかったけど組員の人たちに色々聞いたよ！」

　頭痛がやってきた。なんでそんなことするんだよ。彩夏は平ひら坂さか組にも探たん偵ていにも関わらなくていいんだ、そのために盃さかずきを返したんだぞ？

「あの人たちもなに言ってるのか全然わかんないんだけど、でも、藤島くんが四代目と縁えん切きっちゃったのはわかった。ねえ、それほんとなの？」

　彩夏は泣きそうな顔になる。僕ぼくは考えあぐねた末に、無理な笑いを浮かべる。

「いや、あんなのさ、兄きよう弟だい盃なんて、ただのごっこ遊びだよ。不良の縄なわ張ばり争いとかと一いつ緒しよ。彩夏が気にするようなことじゃ」

「気にするよ！　藤島くんの噓うそなんてすぐにわかるよ、大事なお義に兄いさんだったんでしょ、ずっと暗い顔してるし平気なわけないよ、ねえ、あたしのせいなの？　あ、あたしが、四代目に訊きかれて喋しやべったから」

「ちがうってば！」

　思わず彩夏の両肩かたを押し戻していた。足下で空あき缶かんがいくつも転がってむなしい金属音を奏かなでる。

「彩夏のせいなんかじゃない。僕が自分で決めたことだよ。彩夏は関係ないんだ」

　なにも説明できないことがもどかしかった。なにも知らせないこと、なにも思い出させないことが僕の望みだから。

　逃げるしか、なかった。僕は自転車にまたがって路ろ地じ裏うらを出た。

「藤島くん！」

　切実そうな彩夏の声が背中を引っ搔かく。僕はペダルを踏ふむ足を強めた。なにやってんだ。ほんとに僕はなにやってんだ？　意地っ張りと虚きよ勢せいを重ねただけか。最初からなんにもしない方がよかったのか？　わからない。もう頭ぐちゃぐちゃだった。




　　　　[image: まーく]




　次の日は学校をさぼった。彩夏と顔を合わせたくなかったからだけれど、探偵助手の仕事があるからだと必死に自分に言い訳する。でも午後まで寝ていた。最低だ。

『もはやニートまっしぐらだね。そろそろ潔いさぎよく中退したらどうだい。盛大に祝うよ』

　アリスに電話すると冷たく言われてしまう。

「そろそろしゃれにならなくなってきたからやめてくれ……。それより、場所わかった？」

『うん。驚おどろくほど近くだ。メールで送る』

　アリスに頼んで調べてもらったのは、伊い原はら木ぎ潤じゆん子この息子むすこが通っている小学校だった。携帯に送られてきたメールを見てほんとうに驚く。たしかに、探たん偵てい事務所の近くだ。

　家を出て自転車に乗った。陽ひはもう傾きかけ、世間様への申し訳なさでいっぱいになる。晴れているのに風は昨日きのうよりも冷たかった。

　線路沿いの公園のそばに自転車を駐とめようとした僕ぼくは、公園の賑にぎわいに驚く。僕らの十二月のほとんどを費やす舞台となった、あのホームレス公園とはとても思えない。

　いや、もうホームレスはいない。工事車両も見えないしガードフェンスも取り払われている。かわりに若いカップルや親子連れの姿が目立つ。芝しばの敷かれた斜しや面めんの上の方からは、楽しげな笑い声と、スケートボードがコンクリートを搔かく音と、フットサルチームの連れん携けいを確かめ合う声が聞こえてくる。

　そうか、今日きようがオープン日なんだ、と僕は思い至る。

　もうこの公園は『ハーキュリーズ・スポーツパーク』なのだ。有料のアスレチック施設だ。血のにおいもなければ、人を遠ざける木立こだちの闇やみもない。平日とは思えない混雑ぶりだ。

　みんな変わってしまうんだ、と僕は意味もなく感傷にひたった。とどまり続けるものなんてなにひとつない。消えてしまうものもない。ただ、押し流されて転がっていく。

　テレビ局の放送車らしき車両までいくつか停まっていたため、とても路ろ駐ちゆうできる雰ふん囲い気きじゃなかった。公園に背を向け、道路を渡り、小さなビルの陰に自転車を駐とめる。

　小学校は道をもう一本入ったところにあった。高いフェンスと木立の間に、グラウンドと、その向こうの校舎が見える。こんな駅の近くにしてはけっこう広い。私立の附属小だからだろうか。

　下校時刻を狙ねらってきたので当然なのだけれど、子供たちの姿が校門や玄げん関かん口ぐちに見えた。半分くらいはランドセルじゃなく中高生が使うような学生鞄かばんだ。時代を感じてしまう。いや、そんなところに感心している場合じゃなかった、これからどうする？　どうやって友ゆう樹きくんを見つけよう、そしてどうやって話しかけよう？　小学校なんだぞ、下へ手たしたら不ふ審しん者しやと見なされて通報されるぞ？　あいかわらずの自分の無策さに落ち込みそうになる。ちょうど校門のところにバスが来て、教職員らしき人の姿も見えたので、僕はそれとなくフェンス沿いに逃げた。

　ところが、学校の敷地が尽つきる曲がり角の手前まできた僕は、啞あ然ぜんとして立ち止まる。

　フェンスの向こうは、花か壇だんがたくさん並んで背の高いひまわりかなにかの植物がぎっしりと生い茂り、ちょっとした菜さい園えんになっていた。その隅すみっこに、スコップを手にうずくまる小さな人影があった。近づいてよく見ようとすると、フェンスの軋きしみに気づいたのか、あちらも顔を上げて振り向く。

「あ」

　口も目もまん丸に開いたその少年は、たしかに友とも樹きくんだった。

「……昨日きのうのひと！」

　友樹くんは僕ぼくを指さして言う。思わず指を唇くちびるにあてて「しーっ」と返してしまう。でも彼は気に留めた様子もなく、スコップもじょうろも道具箱も放り出してこっちに駆かけ寄ってきた。

「しろうさんの友だち？」

　金かな網あみにしがみついて友樹くんはそう訊きいてくる。ちがう、と言いかけて、話を合わせた方がいいことに気づき、うなずく。

「じゃあ天使のお花屋さんなんだよね？」

　僕はわけもわからないままうなずく。

「なら、入ってきて！」

　友樹くんは、すぐ左手にある小さな裏門脇わきの戸を内側から開けてくれた。いやちょっと待てよ、と言いたくなる。歓迎ムードなのはありがたいけど敷地に入ったらもう完全に言い訳がきかなくなる。

　でも気づくと僕は敷地内に踏ふみ込んでいた。

　ぐずぐずしている場合じゃないし、数少ない機会なのだ。リスクを負わなきゃ。さっと話を聞いてさっと逃げればいい。

「あのさ友樹くん」

「うんっ？」母親似の実にかわいらしい少年なので、僕はちょっと心が痛む。

「先生とかに見つかったら、僕は、あの、お母かあさんに頼まれてお届け物にきて、それで花か壇だんをちょっと手伝ってるだけ、ってことにしてほしいんだ」

「手伝ってくれるの？」と友樹くんは目を輝かせた。話が微び妙みように通じてねえ。しょうがないか、まだ二年生だっていうし。

　実際に草取りや水やりや剪せん定ていを手伝うことにした。僕にも一応の心得はある。手段を選んではいられない、とにかく仲良くなって話を聞き出さないと。

　もちろんいちばん気を遣つかったのは、だれかに見られていないか周囲を常にチェックすることだった。そのせいで、スコップを何度も自分の爪つま先さきに突つき刺さしてしまった。それでも友樹くんは「すごい上じよう手ず！」とほめてくれる。自分でもいったいなにをやっているのかわからなくなってくる。

「友樹くんも、上手だよね、道具とかも立派だし」

　栄養剤のアンプルの切り方とか、堂に入ったものだった。彩あや夏かの手しゆ腕わんを思い出す。

「ともは、ママとかしろうさんみたいに天使のお花屋さんになりたいの」

　土だらけのスコップを手に、友樹くんはにっかりと笑った。

「ねえ、その、天使のお花屋さんてなに？」

「ママとかしろうさんのこと」

　僕ぼくは胸に手をやって深呼吸した。しかたない。小学二年生だ。

「だからママに教えてもらってる。お花係、先生にもすごいほめられてるんだ」

　なるほど、と僕はあらためて菜さい園えんを見渡す。土に保温シートがはってあったり、身長よりも高いプランターが組んであったり、金属格こう子しのはまった大きな排はい水すい口こうに水はけのためにホースが何本も通してあったりと、かなり本格的なのだ。さすが、小学二年生とはいえ園えん芸げい研究家の息子むすこである。おかげで話をする口こう実じつができて助かった。

「しろうさんは学校でもおうちでも、もっともっと大きい花か壇だん持ってたんだって。見せてくれるって約束したのに、最近ぜんぜんこないの」

「昔は、その、史し郎ろうさんは、よくきてたの？」

「たまに。ともが一年生のころ」

　つまり、まだ生きていた頃、だ。

　僕は唾つばを飲み込んで、慎しん重ちように核心へと踏ふみ込んでいく。

「……史郎さんの友だちってのは？　最近、きてた？」

「うん」友樹くんは花の株元に厚く腐ふ葉よう土どを盛りながらうなずいた。「うちに何人もあそびにきてたよ。てるひこさんとか、ともといっぱいあそんでくれた」

　てるひこ。千ち賀が沢さわ輝てる彦ひこか。

　これは──もう間違いないんじゃないか。

　違和感がちりちりと僕の中で小さな火花になって育ち始める。なんだろう、あまりにもうまくいきすぎている気がする。考えすぎだろうか？

「その人たち、なにしにきてたのかわかる？」

「ううん？」

　友とも樹きくんはスコップを手の中でくるくる回しながら宙をにらんで考え込む。

「……ママに内ない緒しよにしてくれる？」

「え？」

「あのあとママにすごく叱しかられた」

　昨日きのうのことか。墓はか見み坂ざかの知り合いが以前から訪れていたことを、友樹くんは僕に喋しやべってしまった。あのとき伊い原はら木ぎ潤じゆん子こは色を失って息子を黙だまらせようとした。

「大だい丈じよう夫ぶ、お母かあさんにはぜったい言わないよ」

　そう約束しながらも、僕は寒々しいものを感じていた。しかも理由はひとつじゃない。まだ疑うことも知らない小学生に、軽々しく信用させてしまったという後ろめたさ。それから、もしこの子の母親が犯罪者だった場合、この子の身が危ないという可能性。

　でも、そんな気持ちも押し殺して、友樹くんの次の言葉を待った。やがて彼は僕を上うわ目め遣づかいで見て、口を開く。

「みんなお金いっぱい持ってきてた。お花のね、お薬があるの。すごく高いやつ。ママは、ぜったいに言っちゃだめだって──」

　僕ぼくは立ち上がった。友とも樹きくんは言葉を切り、きょとんとした顔で見上げてくる。

　もう間違いない。伊い原はら木ぎ潤じゆん子こがシュシュリだ。

　けれど、違和感が舌したの付け根あたりまでせり上がってきてざわつく。いいのか、ここまですんなりと明らかになっていいのか？　どこかに落とし穴があるんじゃないのか。

　そのとき、校庭の向こうに二つ三つ人影が見えた。こっちを指さしている。まずい、教師か事務員だろうか。足早に近寄ってくる。

「ありがとう友ゆう樹きくん、じゃね」と僕は裏門に足を向ける。

「もう帰るのっ？」友樹くんが僕のダッフルコートの裾すそをつかんだ。「みんなはずっといてくれたのに」

「急ぎの用事があるんだよ、またね」

　友樹くんの頭をなでると、僕は裏門から飛び出した。







　ラーメン屋の勝かつ手て口ぐち前で、ちょうど非常階段を駆かけ下りてきたテツ先せん輩ぱいと鉢はち合あわせした。あちらがひどく急いでいたので、危うく真正面からぶつかりそうになる。

「どう──したんですか」

「大おお島しまが消えた」

　僕は目を見開く。援えん交こうグループリーダーの、あの大島が？

「消えた、って？　四代目が拉ら致ちってたんじゃ」

「一般病院に移したんだよ」そうだ、そんな話をしてた。「意識が戻ったとたん病室抜けだしやがった。これからヒロと捜さがす。平ひら坂さか組なしでどこまで捜せるかわかんねえが……詳くわしいことはアリスに訊きけ」

　テツ先輩は早口で言って走り去ってしまった。僕は非常階段を駆け上がり、事務所に飛び込む。アリスは電話中だった。

「……そう、大島だよ、顔写真は全員に回っているね？」

『二十四時間二人体制だと人件費は倍になるが、いいのか』

　外部音声で少しよう佐さが答える声が聞こえてくる。僕は黙だまってベッドの手前で二人の通話に耳を澄すませる。これはたぶん、行方ゆくえをくらませた大島が『天使の花はな工こう房ぼう』に姿を見せるだろうから監かん視し体制を強めろ、という話だ。

「かまわない、現れるとしたら今日きよう明日あしただよ」

『大島の自宅は？』

「平坂組が張っている。そっちに割さく余力はない。きみたちは伊原木邸ていに全力を注ぎたまえ、平坂組もすぐに伊原木邸を張り込むだろうから、もし大島が現れたらなんとしても先手を打って確保しないと」

『了りよう解かいした。それから伊い原はら木ぎ潤じゆん子こにやや不ふ審しんな動きがあった』

　僕ぼくははっと息を吞のんでベッドに膝ひざをのせスピーカーの方に身を乗り出した。

『昨日きのうからスタッフに任せきりで店頭に出ていない。二階の部屋でなにやら棚たなの開け閉めだの荷物のあげおろしだのをしている音がずっと聞こえる』

「ふむ」とアリスはあごに手をあてる。

　伊原木潤子が動いた。昨日から、ということは僕が訪問して友とも樹きくんが墓はか見み坂ざかの知り合いたちのことを漏もらしてしまった後か。証しよう拠こ隠いん滅めつでもはかっているのか？

「わかった。ともかく、なにかあったらまた連れん絡らくをくれたまえ」

　アリスは通話を切った。僕は彼女がこっちを向くのも待ちきれずに口を開く。

「伊原木潤子の息子むすこと話せたよ」

　友樹くんから聞いた話を残らず伝えると、アリスは眉まゆ根ねに深いしわを寄せて僕の胸元のあたりをじっと見つめてきた。彼女にしては珍めずらしい表情だ。

「なにか、気に食わないね。きみもそうだろう？」

「……え？　あ、う、うん」

「言葉を刃やいばとする探たん偵ていとして、こんなことは言いたくないけれど、もやもやする」

「うん……」

　アリスも違和感を抱いだいていたのか、と僕は少し安心する。

「しかし、今は足りないピースを埋うめるときだ。失しつ踪そう者が立て続けに出過ぎている。人間そう簡単に消えない。彼らはどこにいったのか」

「テツ先せん輩ぱいとヒロさんも捜さがすって言ってたけど、どこ捜すの？　僕も手伝えるなら──」

　アリスは首を振った。

「きみが行く必要はないよ。伊原木潤子は青あお山やまにオフィスをひとつ、栃とち木ぎに別べつ邸ていをひとつ持っているから、テツとヒロをそれぞれ派は遣けんした。伊原木潤子がシュシュリだとして、信徒たちがその翼つばさのもとに集つどったとしたら、かくまう場所が必要だからね。もちろん、手持ちの不動産に限らなければ隠かくし場所なんていくらでもあり得るが、どのみち他ほかに捜すあてはないのだから、むやみに走り回ってもしょうがない」

「ん……そうか」

　こんなとき、これまでは四代目に力を借りて人じん海かい戦術でごり押ししてきたのだ。あらためて実務的な意味でもあの人の存在は大きすぎた。

「そもそも、かくまう場所など必要ないのかもしれない」

　アリスがモニタの淡あわい光を顔に浴びてつぶやいた。

「……え？」

「死体を隠す場所、でいいなら、さらに可能性は広がってしまう」

　僕ぼくはごろりと固い息を吞のみ込んだ。

　一年前の事件の結末を思い出す。エンジェル・フィックス製造販売グループは全員が自分たちの薬を過か剰じよう摂せつ取しゆして、七人中五人まで死に至った。六人目もこの冬に失しつ踪そうし、七人目は絶望に染まったまま部屋に閉じこもっている。みんな、天使に手を引かれてこの世界から逃げ出すことしか考えられなくなるのだ。

　だから、僕らが捜さがしている失踪者も、とっくに冷たくなっているかもしれない。じゅうぶんに考えられる可能性だ。

　でも、ただ死ぬだけじゃないはずだ。大おお島しまはシュシュリに金を、と言っていた。死ぬだけならベッドの上でもできる。みんな消えたのは、シュシュリに逢あいにいったからじゃないのか。最さい期ごのときもシュシュリのもとにいくんじゃないか？　伊い原はら木ぎ潤じゆん子こが店に姿も見せず自宅の二階でなにかやっているのは、死体の処理じゃないのか？

「ナルミ。きみの今の役目は」

「えっ？　あっ」アリスにいきなり言われて僕は顔を上げた。

「あの馬鹿どもの相手だ」

　アリスがあきれた顔で指さした監かん視しカメラのモニタのひとつに、『はなまる』に入っていこうとする大きな二つの人影が見えた。一いつ瞬しゆん映った背中のシルエットだけでだれだかわかる。電でん柱ちゆうと岩いわ男おだ。僕はあわてて事務所の玄げん関かん口ぐちに走った。







　僕が非常階段を下りて店に入ったとき、電柱と岩男は二人並んでカウンター席に座り、救急箱を抱えた彩あや夏かに顔の傷を消毒してもらっているところだった。二人とも人相が変わるくらい目や頰ほおのあたりが赤く腫はれている。

「こんな顔で街歩いたらみんな怖こわがるでしょ！」と彩夏は二人を叱しかりながら絆ばん創そう膏こうで顔じゅうべたべたにする。

「すンません彩夏姐ねえさん」「すンません」

　僕は暖簾のれんの下でめいっぱい混乱して立ち尽つくしていた。二人のその有様はいったいなんだとか、いつの間に彩夏まで姐さん扱いなんだとか、そもそも彩夏と顔を合わせるのが気まずくて学校をさぼったのにここで鉢はち合あわせてしまったとか、そういった思いがいっぺんに頭の中で渦うず巻まいて、目まいを起こして倒れそうな気がした。

　彩夏は一いつ瞬しゆんだけ僕を見たけれど、むっとした顔で二人の治ち療りように戻る。

「なにやってんだナルミ」

　カウンターの向こうで寸ずん胴どう鍋なべの中身をかき混ぜていたミンさんが言った。

「入り口に突つっ立ってるなよ、もうすぐ開店なんだから邪じや魔まだ。ひまならその馬鹿二人どっかに連れてけ、ただでさえ見苦しいのにジャガイモみたいな顔になりやがって、客が逃げる」

「あー……ええと」

　電でん柱ちゆうと岩いわ男おを見比べ、ようやく僕ぼくは声が出せるようになる。

「どう、したんですか、その怪け我が」

「押オ忍ス、壮そうさんにぼッこぼこにされました！」「兄貴と復ふく縁えんしてくれって頼んだらそりゃもうレッカー車のごとく」「烈れつ火かでしょ」僕より先に彩あや夏かがつっこみ、すぐ僕に向き直る。「藤ふじ島しまくんも座って、ほら」

　僕は面めん食くらい、しどろもどろになる。

「え、ええと、な、なんで」

「藤島くんにも叱しかっておきたいことがいっぱいあるから！　まず、今日きよう学校さぼったでしょ」

　彩夏の剣けん幕まくに、思わず丸椅い子すの上で正せい座ざしてしまった。

「あたしと一いつ緒しよに卒業したくないのっ？　そんなにニートになりたいの？」

「いや、そういうわけじゃないんだけど……」

「あたしに色々説明するのめんどくさいから休んだんでしょ」

　その通りです。電柱と岩男も、自分たちが叱しかられているわけでもないのになぜか僕の真ま似ねをして椅子に正座し、うなだれている。もう救い手はミンさんしかいなかった。ミンさんなら、店内で騒さわぐんじゃねえ出ていけ、と言ってくれるはずだ。

「おい彩夏、あと五分で済ませろよ」「わかりました、ごめんなさいミンさん」

　なんで彩夏には中ちゆう途と半はん端ぱに甘あまいのかな！

「あのね藤島くん」

　急に彩夏は声を落とす。

「四代目とけんかしてるの、あたしのせいでしょ？　ちがうって言っても噓うそだってわかるの、だって藤島くん、テツ先せん輩ぱいとボクシングするって言い出したときと同じ顔してるもん」

　僕はカウンターに顔面を押しつけて深く深く落ち込んだ。

　最近わかった。僕は人をだますことはできるが噓は下へ手たなのだ。つまり、事実をねじ曲げて捏ねつ造ぞうしてそれを信じさせることはできても、ただ単純に事実を覆おおい隠かくすことはできないのだ。なぜなら事実にふたをするためだけの噓は、僕自身がそれを信じていないからだ。

　僕自身が信じ、願う、今ここにつながっていない未来。

　それがたぶん、アリスのいう『物語』。

　物語ではないただの噓は、こうしてたやすく見み透すかされてしまう。

「……理由、教えてくれないの？」

　彩夏の言葉に、僕は首を振るしかない。

　説明できないんだよ。説明しないまま事件が終わってしまうようにと、僕らは駆かけずり回っているんだから。

「……麻ま薬やくのことなんでしょ、また出回ってるんでしょ？」

　僕ぼくはうつむいたまま全身溶とけそうになってくる。麻ま薬やく。そんな単語が彩あや夏かの口から出てくるのは聞きたくなかった。なんで知ってるんだよ。あのときちらっと見た墓はか見み坂ざかや千ち賀が沢さわの写真だけで思い出してしまったのか？　あるいは四代目がそこまで教えたのか。それとも平ひら坂さか組の馬鹿から聞き出したのか。もちろんだれをどれだけ殴なぐっても、殴られても、彩夏がなにかを「知る」ことを止とめるなんてまずできない。鳥とり籠かごにでも閉じ込めておくしかない。

「ねえ藤島くん、あたし、なに思い出したって平気だよ？　それより藤島くんが四代目とけんかしてる方がつらいよ」

　なにか叫び出しそうになる。なんでそんなことを言うんだ。エンジェル・フィックスの名前を見ただけで呼吸困難のパニック症状を起こしたくせに、それは憶おぼえてないのかよ？　彩夏にそんなこと言われたら僕の選択はなんだったんだ。なんのためにぶっ壊こわしたんだよ？

「彩夏、時間切れだ。言っても無む駄だだよ」

　ミンさんがいつものように冷たく優しく残ざん酷こくに言う。

「ただの意地っ張りの兄弟げんかだ。おまえが言ってどうにかなるもんじゃない」

「俺おれらも一いつ緒しよに土ど下げ座ざしますから！」

「兄貴、お願いしぁす、壮そうさんにもっぺん話して」

「おい馬鹿二人やめろ。なんもわかってねえのか。そういう問題じゃないんだよ。どっちがいいも悪いもあるか」

　僕はいたたまれなくなって椅い子すから降り、店を出た。そのときは彩夏の声も追いかけてこなかった。
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　トシさんが消えた、という連れん絡らくがアリスから入ったのは、翌日の昼休みのことだった。彩夏の視線から逃げるように廊ろう下かに出て携帯電話を耳に押しつける。

「……消えた？」

『父親からテツに、行方ゆくえを知らないかと電話があった。昨日きのうの昼に出ていったきり戻っていないらしい。きみに心当たりは？　何度か話しただろう』

　足下の感覚が薄うすらいでいくのがわかった。トシさんもか。シュシュリに呼ばれていない、どこにいるかわからない、と言っていなかったか？　なんで今いなくなるんだ。

「……伊い原はら木ぎの家は」

『張っているがなにも動きはないよ』

　頭ず蓋がい骨こつの裏側がざわつく。どういうことだ。みんなどこへいってしまったんだ。伊原木潤じゆん子こがシュシュリなんだろう、あの女が墓はか見み坂ざかたちを導いていた天使なんだろう？　ちがうのか。僕らはまだなにか見落としているのか。

「とにかくそっちに行く」

　僕ぼくは携帯をポケットにしまいながら廊ろう下かの端はしの階段に向かって走り出していた。

　迂う闊かつだった。トシさんのこと、すっかり忘れていた。あれだけの泥どろ沼ぬまに首まで浸つかって身動きもとれずにいたあの人を、どうして放っておいたんだ。自転車に飛び乗り、スタンドを蹴ける。いや、僕になにができた？　あの人は僕の話なんて聞いてなかった、抜け殻がらの身体からだにいのちの残り香ががほんの少し染しみついていただけで、去ってしまった天使のことしか考えていなかったじゃないか。

　ちょうど昼ひる飯めし時どきで、『はなまる』は混こみ合っていた。店の外にまでテーブルが出ていて、若いサラリーマンたちがコートの背中を丸めて味み噌そラーメンをすすっている。ちょうど給仕に出てきたミンさんがぎろりと僕をにらんだけれど、僕は首をすくめて路ろ地じ裏うらに自転車を放り込み、非常階段を上った。

　アリスは僕の顔を見るなり、驚おどろいたことに「学校は？」と訊きいてきた。

「午後の授業をまた欠席したのかい」

「い、いや、そんなのどうだっていいだろ？　それよりトシさんが」

　冷たい目がベッドの上から返ってくる。

「きみはまだ高校生だけれど、ぼくの知るだれよりもニートの魂たましいを持っている。不思議なものだね。それはきみの武器と表ひよう裏り一いつ体たいでもある」

「こんなときになに言って──」

「目的さえわかっていれば、ときに息を吞のむほどの鋭するどさで手段を見つけ出すというのに、その目的をしょっちゅう見失うんだ、きみは」

「なに……言ってるのか、わからないよ」

　ほんとうは少し、わかりかけていた。だって、アリスも哀かなしそうな目をしている。

「ぼくも同じ、だけれどね」

　息を吐はくのとほとんど変わらない、か細い声。

「昨日きのうの日当で、テツから受け取った資金は尽つきたんだ。本来ならこの依頼は打ち切りだ。でもぼくの指はまだ暗くら闇やみをまさぐり続けている。頭をもがれた虫が蠢しゆん動どうしているようなものだよ。きみと同じように、目的を見失っているのにね……手段を探し続けるんだ」

　依頼、という形でしか、だれかのために動けないアリス。依頼主からの支し払はらいが絶えたならば探偵をする理由はなくなってしまうはずなのだ。

　けれどアリスはやがて静かに首を振った。

「今は、ニートの矜きよう持じを欺ぎ瞞まんの下に押し込んで、実務の話に戻ろう。テツは青あお山やまのオフィスを、少しよう佐さは伊い原はら木ぎ邸ていを張り込み続けている、収穫はゼロだ。ヒロは愛人のひとりの知り合いに『天使の花はな工こう房ぼう』の利用客が見つかったから、それをつてにして本丸に乗り込んでもらう。もう手段を選んでいられない、トシが出ていったのは昨日の昼だからね。これは父親が目もく撃げきしているからたしかだ。消えてから二十四時間たっている」

　アリスの顔は、病的なモニタの光に囲まれて、なお青ざめている。

　トシさんもまた天使に手を引かれて連れ去られたかもしれない。二十四時間。もう死んでいるかもしれない。

「でも、なぜ今なのか。トシとの会話をよく思い出したまえ。シュシュリの居場所は知らないと言っていたのだろう？」

　僕ぼくはうなずく。

「どうやって呼んだのか。他ほかの者たちもだ。呼ばれたのか？　伊い原はら木ぎ潤じゆん子こがなにかサインを送ったのか」

　アリスが何度も繰くり返してきたその疑問が、核心ではないか、と僕は直感した。その鍵かぎが見つからない限り、なにかを見誤り続ける。そんな気がする。

「トシさんの家に行ってくるよ、部屋を見ればなにかわかるかも」

「なんのために？」

　アリスはまだ思考の沼に沈しずんだままの目でつぶやく。

「なんのために、って」

「いや。すまない。これはなかば自問だよ。わからないんだ。ぼくらは今だれのために探たん偵ていをするんだ？　かつての同どう胞ほうを敵に回してまで。金も払はらえなくなったテツのため？　依頼を打ち切ったはずの四代目のためかい？　それとも、助けてくれと言ってきたわけでもないトシのためなのかい」

　やめてくれよ、と僕は思った。またそうやって自じ縛ばくして自傷するのか。もっと単純に、楽に考えられないのかよ。でも、その思いを言葉にできない。僕だってそのときは同じくらい愚おろかな螺ら旋せんにとらわれていたからだ。

　やめてしまおうか、という考えが、傷から染しみこんでくる。

　なにもかも解決する方法がひとつある。事務所の看かん板ばんを外してゴミ箱に放り込み、探偵なんてやめて、ただのひきこもりになるのだ。ねえアリス、その方が気楽じゃないか。ふと思いついただけなのに、その虚きよ脱だつ感かんは肌はだを食い破ってあっという間に僕を満たす。走り回るのも、嗅かぎ回るのも、やめてしまえばいい。だれにも望まれていないことを憎にくまれてまで続ける必要なんてない。真実とかいうものはどこかの墓石の下で黴かびにまみれて朽くちればいい。

　でも、そのとき──

　扉とびらが開く。冷房された空気が逆さか巻まく。僕とアリスをどうしようもなく囚とらえていた世界にひびが入る。僕らはベッドの上でほとんど同時に顔を上げ、事務所の出入り口を見やる。小さな人影が冷蔵庫の脇わきを通り抜けて、寝室の青白い明かりの中に入ってくる。小さな髪かみ留どめでおさえた短めの栗くり毛げが冷房の風で揺ゆれる。

　彩あや夏かだ。学校から着いてそのまま上がってきたのだろう、コートを着たままだ。

　無言で固まる僕ぼくに視線を押しつけ、それからアリスに目を移す。ポケットからなにかを抜き取って、アリスの膝ひざの上に投げた。

　茶封ぶう筒とうだ。

「……なんだい、これは」

「今月分のお給料。ミンさんに頼んで前借りしてきた」

　僕は固まったまま彩あや夏かの指先のあたりを見つめる。給料？　なんで──彩夏が金なんかを。

　アリスは震ふるえる声で言った。

「依頼を聞こう」

「わかってるくせに！　テツ先せん輩ぱいと同じ、先輩お金なくなっちゃったんでしょ、その依頼料あたしが引き継ついで払はらうから」

「なんで、彩夏がそんな」

　やっと出てきた僕の言葉を、彩夏は遮さえぎった。

「なんでじゃないよもう、藤ふじ島しまくんどうしてわかってくれないの！　あたしの事件でしょ？」

　僕の中の致命的などこかに、彩夏の言葉がくさびとなって打ち込まれる。

「先輩だけのでもないし、四代目だけのでも、藤島くんだけの事件でもないでしょ！　ねえ、みんな隠かくし事ばっかりであたしも全然なんにも知らないけど、それだけはわかるよ」
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　そうだよ。彩夏の事件だ。彩夏を傷つけて、どうしようもなく損そこなった事件の続きなんだ。だから隠かくしてきたんだよ。なんでそっちはわかってくれないんだ。

　彩あや夏かの、溶とけかけの氷でできた弾だん丸がんみたいな視線が僕ぼくの目を射い貫ぬく。

「あたしは──みんなひとりで抱かかえ込んで、藤ふじ島しまくんになんにも言わないで、飛び降りたんだよね？」

　彩夏の声が耳鳴りに吞のまれかける。僕はあの凍こおりついた冬の朝に引き戻されそうになる。花か壇だんの土に広がって染しみこんだ血を思い出しそうになる。

　けれど彩夏の言葉の続きが、僕の意識を現実につなぎとめる。

「もう、そんなことしない。あたし、もう知ってるから。藤島くんがいるって、知ってるから。アリスもいて、みんないて、ちょっとずつ分け合えるって知ってるから」

　僕はシーツに爪つめを立てて、彩夏の言葉が傷口から流れ込んでくるその熱にじっと耐える。

「どんなつらいこと思い出しても、平気だから。そんなのより藤島くんが分けてくれない方がずっといやだよ」

　これは彩夏の痛みだ、と僕は感じた。僕らはそのとき、たしかに痛みを共有していた。

　それじゃあ、僕は、あのとき彩夏にされたのと同じことを、今の彩夏にしていただけか。哀かなしかったら普通に泣いて、怒おこったら普通に怒ど鳴なって、嬉うれしかったら普通に笑って、ほしいものがあったら普通に言えばいいのに、それができなくて、無む駄だな傷ばかりつくって──

　ベッドを下りようとしても、膝ひざが震ふるえるだけだ。全身の骨が間違った場所にあって、正しい並べ方がわからないみたいな感覚だ。指一本動かせない。

　そのとき、ドアの外に大勢のやかましい足音が聞こえた。アリスが小さく息を吞のみ、黒髪かみが揺ゆれる。続いて、ドアが外れるのではないかと心配になるくらいの勢いで引き開けられ、足音がなだれ込んでくる。

「お邪じや魔ましぁす！」「姐ねえさんお邪魔しぁす！」

　台所の前にまるでゴミ袋の山みたいに積み重なって倒れそうになっている屈くつ強きような男の一団は、平ひら坂さか組のメンバーたちだ。僕はシーツに後ろ手をついて倒れそうになるのをこらえるのが精せい一いつ杯ぱいで、声も出せなかった。なんでおまえらが、しかもこんな大たい挙きよして、組員全員いるんじゃないのか、部屋に入り切れてないし、おいやめろドア枠わくが壊こわれる。

「なんだいきみたちはっ、野生のゴリラでもまだきみたちよりは礼れい儀ぎを心得ているよ！」

　アリスの憤ふん激げきに、黒Ｔシャツどもは電でん柱ちゆうと岩いわ男おを先頭にしてずらっと平へい伏ふくする。後ろの方は廊ろう下かにはみ出たり二段重ねになったり。さしもの彩夏もおびえてベッドに上がってくる。

「なにをしにきたんだい。きみたちはぼくらの敵なのだよ」

「姐さんの敵なんてとんでもねえ！」「おいちょっと黙だまってろ！」「泣くな！」

　後ろの連中を黙らせて、まず岩男が数センチ前に出てくる。

「壮そうさんの命令ス」

「四代目の？」と僕も思わず声に出して訊きいてしまう。

「押オ忍ス、トシがずらかったのは聞きました！　でも姐ねえさんが情報くれねえから全員でカチ込んで聞き出せって言われました」

「どこをどう手分けして捜さがしゃいいのかもぶん殴なぐってでも聞き出せって言われました！」

　アリスはあきれた顔で天てん井じようを仰あおいだ。僕ぼくは、こんな寒気のまっただ中なのに、熱いものがあふれそうになる。彩あや夏かが隣となりで僕の顔を見つめてくる。

「ナルミ」

　探たん偵ていの声が背中にかけられる。

「ぼくはこんな退化した類るい人じん猿えんどもの相手はしたくないよ。まさかこの期ごに及んで、雇やとい主ぬしの指示がなければ自分のやるべきことがわからないとは言わないね？」

　うまくうなずけたかどうか自分でもわからなかった。立ち上がれるだろうか。自分の二本の手と二本の足だけで。こんな萎なえきった身体からだと、残ったひとしずくの力だけで。

　でも、手の甲こうに重ねられた彩夏の手に気づく。

　自分の力だけじゃなくていいんだ。

　彩夏の肩かたに手を置いて、ゆっくり身を起こし、ベッドを下りて冷え切った床ゆかに立つ。黒Ｔシャツの頭数をかぞえてから口を開いた。

「……三グループに分かれてください。五人は少しよう佐さに連れん絡らく、監かん視しローテーションです」

「押オ忍ス！」「男磨みがかせてもらいます！」

「八人は組事務所待たい機きです」

「押忍！」「気合い入れて待機しぁす！」

「あとの四人、車出してください、トシさんの家の近くの金下ろせそうなコンビニなんかで聞き込みをします。僕と──」

　すぐそばの、栗くり色いろの髪かみにちらと目をやる。

「──彩夏も同乗します」

「押忍！」「押忍ッ」「男磨かせてもらいぁす！」

　巨きよ漢かんどもの野の太ぶとい声に混じって、小さな拳こぶしが僕の太ももをこづき、「おす」という声がかすかに聞こえた。
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　僕の背後に立つ彩夏を見て、彼女の父親はあんぐりと口を開けたまま固まった。

「失礼します」

　僕は頭を下げて靴くつを脱ぬぎ、部屋に上がった。ちらと背後を見やると、親娘おやこの間には丸めて広げたアルミホイルみたいにごわごわの空気が漂ただよっている。彩夏が上うわ目め遣づかいで頭を下げる。父親は目をそらして、あごで廊ろう下かの奥をしゃくるだけ。他た人にん行ぎよう儀ぎ、という言葉が、おぞましいほど似合う状況だ。

　探たん偵てい事務所からこの世せ田た谷がやのアパートまで、車で二十分足らず。彩あや夏かには心の準備をする時間もなかったはずだ。

　彩夏は実の父親を憶おぼえていないのだ。トシさんにつながる記き憶おくだからか。あるいは父親そのものが思い出したくない存在だったからだろうか。僕は親娘おやこの間になにがあったのかも、離り婚こんの理由も、毎回真っ昼間から家にいるこの父親がなにをしている男なのかも知らない。今は気にしている場合でもない。「彩夏、奥だよ」と促うながして、短い廊ろう下かの突つき当たりのドアを開く。

　室内を一目見た僕は立ちすくむ。

　カーテンを閉め切った部屋は真昼なのに薄うす暗ぐらく、つけっぱなしのテレビが脱ぬいだままの服やコンビニ袋に押し込んだゴミをぼんやり照らしている。そして、机、フローリングの床ゆか、白い壁紙、およそ平らなところのほとんどを、黒いなにかの模様がびっしりと埋うめ尽つくしていた。かがみ込んでよく見ると、それは羽根のマークだ。ひとつひとつ油性ペンで描かれている。僕は彩夏を廊下に押し戻してドアを閉めた。

「……どうしたの？」と彩夏がつぶやく。

　僕は唇を嚙かみしめて首を振る。

　彩夏が忘れている、最も大きな傷。麻ま薬やくの原材料を知らずと育てていたということ。墓はか見み坂ざかに麻薬をむりやり飲まされたこと。そしてなによりも、エンジェル・フィックスが引き起こした幻覚と、その後の虚きよ無む。

　狂気じみた天使の翼つばさのマークに埋め尽くされたこの部屋で、みんな思い出してしまうかもしれない。

　いや、でも──

　分け合うと、きめたんだ。ここで扉とびらを閉じてしまうのなら、なんのために連れてきたんだ？

　戸を開いて彩夏を先に部屋に入れた。彼女は入ってすぐのところで立ちすくむ。

「……見み憶おぼえ、ある？　このマーク」

　背中にそっと訊たずねる。彩夏の頭が小さく動いた。首を振ったのかうなずいたのか、よくわからない。

「……見たこと、あるかもしれない、けど……」

「はっきり憶えてないならいいよ。中を探そう」

　僕は彩夏の背中を押して部屋に入る。

「なにか書き置きとかないかな」

　彩夏はうずくまってゴミ箱の紙類を漁あさり始める。僕はノートＰＣを開いた。スタンバイ状態だったらしく、すぐにモニタにブラウザが表示される。閲えつ覧らん履り歴れきを追いかけた。ほとんど匿とく名めい掲けい示じ板ばんやニュースブログしか見ていない。ネットでなにか見て、それがきっかけで飛び出したんじゃないのか？　この広大なウェブの海のどこかにトシさんもシュシュリの導きを見つけてしまったんじゃないのか。ひとまずアリスに着信履り歴れきをメールで送る。こういうのは機械で検けん索さくした方が早い、それよりも、人力でしか見つけられないものを。

　部屋を見回した僕ぼくは、ふとそれに気づく。

　テレビだ。羽根マークは床ゆかすべてを埋うめ尽つくしているわけではなく、テレビの前にぽっかりと丸く空くう隙げきができている。そこから放射状におびただしい数の刻印が広がっている。つまりテレビの前に座った状態で描き始めたのだ。

　テレビ。今もＮＨＫのニュースを映し続けている。音声は落とされたままだ。

　ＤＶＤレコーダーのハードディスクを確かめる。深夜アニメばかりのラインナップの最後に、ＮＨＫのニュースが録画されている。再生すると、『……は親子連れなどでにぎわい……』といきなりニュースの途と中ちゆうから始まった。観みていてとっさに録画したのだろうか？　それにしてもなんでこのニュースなんだ？

『園内にはクライミングウォールやスケートボード用のコートが設置され、有料で使用できるようになっており──』

　それは僕ぼくのよく知っているニュースだった。例の『ハーキュリーズ・スポーツパーク』のオープン報道だったのだ。こんなものをなぜトシさんは録画したんだ。やがてアナウンサーの左上に表示されていた映像が拡大され、画面いっぱいに公園の様子が映し出される。利用客へのインタビューもあり、ＮＨＫのお膝ひざ元もとだからなのか、ヘリを使った空からの映像も挿そう入にゆうされる。スタジオに戻り、アナウンサーが次のニュースに移ろうとしたとき、「藤ふじ島しまくん！」と耳元で彩あや夏かの声がした。

「今の巻き戻して！」

　彩夏はそう言って液晶画面に顔を近づける。僕は面食らって、言われるままにリモコンを操そう作さする。

『……は親子連れなどでにぎわい……』

　再び同じニュースが繰くり返される。航空映像に切り替わった瞬しゆん間かん、彩夏は僕の手の中のリモコンを叩たたくようにして一時停止させた。

「どう──したの」

　食い入るようにテレビを見つめる彩夏の横顔に、僕はおそるおそる訊たずねる。

「知ってる」

「……え？」

「知ってるの、これ。見たことある。ううん、見ただけじゃない」

　彩夏は画面の右下を指さしてつぶやく。その瞬しゆん間かん、僕の頭の中ですべてがつながる。テレビだ。天使が導く声をもたらしたのはテレビだ、だからその痕こん跡せきをたどれなかった。だから一年もたった今なのだ。あのホームレス公園だ。去年の十一月から改修工事や反対運動や殺人事件でたびたび話題になり、何度もニュースになった、それがこの冬にシュシュリの信徒たちを目覚めさせることになった理由だ。千ち賀が沢ざわ輝てる彦ひこも、雀ジヤン荘そうを荒らしたやつらも、大おお島しまも、そしてトシさんも、みんなこのニュースを目にして、天使の声を聞いた。

　ここにいる──と。

　僕ぼくは立ち上がって彩あや夏かの腕うでをつかむ。

「急ごう、トシさんの居場所がわかった」

　玄げん関かんから飛び出し、アリスに電話する。

「伊い原はら木ぎ潤じゆん子こが早まったことをするかもしれない、ヒロさんに急いで乗り込ませてくれ！　僕もすぐそっちに戻る！」

『なにかわかったのかい』

「みんなわかった」

　もう遅すぎるかもしれない、という思いを飲み下す。アパート前で待たい機きしていた平ひら坂さか組のワゴン車の助手席に飛び込みドアを閉める。

「──シュシュリは伊原木潤子じゃない」







　岩いわ男おが車を小学校のフェンス沿いの路上に停めたとき、ちょうどチャイムが聞こえた。

「まず僕だけで行きます」

　そう言って黒Ｔシャツどもを押しとどめて助手席から降りたけれど、彩夏だけはついてきてしまう。しかたない。裏門に近づいていくと、フェンスの向こう、背の高いプランターに囲まれた花か壇だんに、小さな影が見えた。土の上の陽ひだまりにまだ芽め吹ぶいていない植うえ木き鉢ばちがいくつも並べてある。

「……友とも樹きくん」

　僕はフェンスに手をかけて呼んだ。彩夏もまたフェンスにしがみつき、プランターの奥の花壇をじっと見つめている。

　友樹くんはぱっと振り向いて、満面の笑みで立ち上がり、こっちに駆かけ寄ってくる。僕の中でなにかが乾かわいてひび割れて砕くだけそうになる。

　こんな結末なのか、と僕は思う。これが悪夢の終わりなのか。

「きてくれたんだ！」と友樹くんはフェンスを隔へだてて僕に抱だきつきそうなしぐさをする。

　僕はその無む邪じや気きな笑みに、言葉を突つき刺さす。




「きみがシュシュリだったんだね」




　友樹くんは不思議そうな顔をして、少し首を傾かしげた。

「……それ、しろうさんも言ってた。シュシュリ」

　吐はく息に見えない釘くぎが何万本も混ぜ込まれている気分だった。僕ぼくは何度も何度も唾つばを飲み込んで不快感を洗い流そうとしたけれど、うまくいかなかった。

「……あれ、知ってるよ藤ふじ島しまくん」

　フェンスにしがみついた彩あや夏かが熱に浮かされたような口く調ちようでつぶやく。

「知ってる。ああやって、同どう心しん円えん状じように植えて、まわりを高い蔓つる植物で囲かこめって、教わった」

　だれに、とは訊きかない。訊けない。もう彩夏が思い出しているのだとしても。それを乗り越えて今こうして僕の隣となりにいるのだとしても。

　あれがジャンキーどもを呼び集めたのだ、と僕は花か壇だんに広がる緑を見つめる。ホームレス公園の航空映像がニュースで映るたびに、この学校の敷地も映り込み、天使の呼び声が公共電波にのせられてばらまかれた。

　他の植物で円形に囲む特殊な植え方は、麻ま薬やく植物の隠いん蔽ぺい法ほうだ。

　でも空から見れば、たとえ花が咲いていない冬であっても、わかる。

「おねえさんもケシの花育ててたの？　しろうさんのお友だちなの？」

　友とも樹きくんの目の前に彩夏はかがみ込む。二人の両手がフェンス越しに合わせられる。

「うん。育ててた。あれと同じやつ、育ててたよ」

「ほんとに！　ねえ、おねえさんのは咲いた？」

　彩夏はうつろな目で首を振る。

「ともはいっぺんだけ咲いたの、しろうさんがまた見たいっていうから、いっぱい、いっぱい、いっぱい研究したの、いっしょに！」

　友樹くんの声が弾はずむ。残ざん酷こくなまでに透とう明めいな声。

「でもあれから、とものお花もぜんぜん咲かなくて。それで、てるひこさんがお薬と肥ひ料りようの買い方教えてくれたの、みんなお金いっぱい持ってきてくれて、だからもうすぐ咲くよ」

　なんて皮肉な絵なんだろう、と僕は二人を見つめながら思う。彩夏と天使とを、化学繊せん維いの薄うすい網あみだけが隔へだてている。

　握にぎり拳こぶしを太ももにこすりつけ、感傷を払はらい落とした。

「友樹くん、史し郎ろうさんの友だち、昨日きのうもきた？」

　彼はうなずいた。

「どこにいるの」

「下でみんなといっしょに待ってるよ。もうすぐお花が咲くから」

　彼が指さした先は、排はい水すい溝こうの大きな金属格こう子しだ。ああ、なるほど、と僕は虚きよ無む感かんにさいなまれながら思う。地面の下か。冬だしな。夏ならにおいですぐに露ろ見けんしただろうけど。平ひら坂さか組のワゴン車を振り返って手で指さし図ずすると、黒Ｔシャツどもがばらばらと降りてくる。無ぶ遠えん慮りよに裏門脇わきの戸を開いて菜さい園えんに踏ふみ込んでいく。

「彩夏、警察呼ぶことになると思うから『はなまる』に戻ってて」

　そう言って僕ぼくも校庭内に入ろうとする。彩あや夏かも首を振ってついてくる。見届けたいのか。馬鹿じゃないのか。トシさんのことも憶おぼえてないんだろ？　と僕は思ったけれど、それ以上言う気力はなかった。

　岩いわ男おが金属格ごう子しを地面からむしり取った。その下に見えるのは、浅いＵ字じ溝こうなんかじゃない。人が立ったまま通れそうな太さの排はい水すい路ろだ。

　組員のひとりが懐かい中ちゆう電灯で中を照らした。奥の方の深みに、コンクリートで囲まれた広い地下室のような空間が見えた。たぶんいくつもの雨水管の集まっている場所だ。僕は組員の手から懐中電灯をもぎ取り、岩男の巨きよ体たいを押しのけて排水路に足を踏ふみ入れ、身を屈かがめて暗くら闇やみを見通そうとした。

　懐中電灯の光が、地下室の壁に引っかかる。なにかの影がかすめた。

　人だ。何人も、壁際に並んで脚あしを投げ出し、もたれ合ったり倒れたりしている。ぞわぞわと寒気と嫌けん悪お感が肌はだを這はい上ってくる。そのときばかりは自分の視力を呪のろった。やつらの足下、コンクリートの床ゆかに散らばった赤い粒つぶまでも数えられそうだ。

　それでも僕の足はふらふらと動き、死のにおいのたまった闇へと吸い寄せられていく。

　そのとき、だれかが僕の肩を強くつかんだ。

「どいてろ」

「壮そうさんッ？」「そ、壮さん、どうして」

　振り向くと、狼おおかみの視線が僕の頰ほおをえぐる。四代目だ。僕の喉のどが驚おどろきで痙けい攣れんする。どうして四代目がここに？　情報は一切漏もらさなかったはずなのに。

「てめえが踏み込んでいい場所じゃねえ。引っ込んでろ」

「な、……んで、ここが」

「伊い原はら木ぎ潤じゆん子こは自宅でガス栓せんひねった。俺おれが一時間遅れたら死んでた。てめえはいつも詰つめが甘あまいんだよ。どけ」

「僕も──……ぅッ」

　四代目の拳こぶしが僕の腹に突つき刺ささり、太い灼しやく熱ねつの痛みが背中に抜け、僕は濡ぬれたコンクリートに転がった。

「兄貴ッ」岩男が排水路におりてくる。息もできずに背中をコンクリートにこすりつけて悶もだえている僕に、四代目の冷たい言葉が浴びせられる。

「てめえは俺と縁えん切ったんだから、かたぎだ。死体に近づくな」

　引きずり出せ、と四代目が岩男に指示し、僕は太陽の下にまた戻される。

　地面に転がり、脱力感と吐はき気けにさいなまれながら、四代目や黒Ｔシャツたちがトシさんを排水路の奥から引きずり出すのをただながめていた。

「他ほかは」「みんな死んでます」「水出せ、ホース口に突つっ込め、全部吐はかせろ、おいトシ寝るんじゃねえ！」

　声がぼんやりと遠く聞こえる。それからサイレン。駆かけ寄ってくるまばらな足音。

　ホースを喉のどまでねじ込まれて髪かみも服も水浸びたしになり嘔おう吐と物ぶつにまみれたトシさんと、目が合った。

　ひび割れた唇くちびるがほんの少し動いた。それだけで、なにを言っているのかわかった。

　なんで俺おれを助けたんだ。

　助けてなんていませんよ。僕ぼくも声に出さずに答える。それから膝ひざ歩あるきでにじり寄る。

「兄貴、サツが来るからとっとと逃げてください！　彩あや夏か姐ねえさんも！」

　岩いわ男おの言葉を手をあげて遮さえぎり、僕はトシさんの顔に顔を近づける。トシさんはホースを吐はき出し、よだれを垂たらしながら、なにか言った。ちくしょう、ふざけんな、なんでだよ、なんでだよ。たぶん、そんな罵ののしりの言葉だ。声になっていないけれど、僕の肌はだを搔かきむしる。それからトシさんの弱々しい拳こぶしが僕の胸を突つく。一度。二度。さらにもう一度。

　助けにきたわけじゃないですよ。僕は声に出さずにくりかえす。僕は忘れ物をとりにきただけです。あんたを殴なぐりっぱなしだったから、殴られにきただけなんです。トシさんの顔は涙なみだだか反へ吐どだかよくわからないものでまみれている。僕の胸を突く力はどんどん萎なえていく。その肘ひじが震ふるえている。痛いんですよね？　人を殴ると自分だって痛いんです。それが生きてるってことですよ。

　でも、やがてその拳は力を失ってトシさんの薄うすい胸板に落ちる。顔をそむけ、トシさんは今度ははっきりと嗚咽おえつを始める。

　いつの間にか、彩あや夏かが僕の隣となりにかがみ込んでいたからだ。

「……よかった」

　彩夏がそうつぶやいた。

　続く言葉はひとつもなかった。僕らはただ黙だまって肩かたを寄せ、あの冬の忘れ物を見つめていた。けたたましいサイレンの音がゆっくり僕らを吞のみ込んでいった。
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　奇き蹟せきは軽々しく何度も起きるもので、僕ぼくは二月下旬に行われたテストでかなりの成績をあげて留年を回かい避ひしてしまった。

「奇蹟じゃないよ、あたしとみっちり勉強したからだよ！」と彩あや夏かは怒おこる。

　二週間の停学中、たしかに勉強漬づけだった。ひまなので午前中から『はなまる』にやってくると、やはり停学中の彩夏がいて、勝かつ手て口ぐち前の木台に教科書とノートと教科書ガイドが積み上げられ、勉強会が始まる。そんな十四日間。

「でもこれで一いつ緒しよに三年生だね、よかった！　もう安心」と彩夏はにっかり笑う。

「安心じゃないだろ。あと一年あるじゃん。僕、単位足りる自信ないよ」

「大だい丈じよう夫ぶ！」と彩夏は僕の背中を叩たたく。「来年の三月に中退すれば、あたしと一緒に卒業するのとほとんど同じでしょ？」

「同じじゃねえよ！」

「だって同じクラスでいられるんだから。卒業式一緒にできないくらい？　考えてみればあたしはべつに藤ふじ島しまくんをちゃんと卒業させたいわけじゃなかったの」

「なにそれ……」

「だって、ほら、藤島くんの才能って大学必要なさそうなのばっかりだし。詐さ欺ぎ師しとかやくざとか芸能ゴロとか」

　なんの才能もないと言われた方がまだましだった。

「三月になったらとくべつのお祝い用意してるの、楽しみにしててね！」

　とくべつのお祝い？　いったいなんだろう。

　あの事件以来、彩夏はめちゃくちゃ明るくて、毎日楽しそうで、だから詳くわしいことはなにひとつ訊きけなかった。
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　もちろん僕と彩夏の停学理由はエンジェル・フィックス事件である。なにしろ死体が八つも出ていた。僕らが調べた以外にもシュシュリに金を提供したやつが何人かいて、あの地下で朽くち果てていたのだ。あまりにもショッキングな事件に一月いっぱい騒さわぎはおさまらず、高校側が僕ら二人に下した停学処分はその冷れい却きやく期間という意味合いもあった。温情処分といっていい。警察にもめいっぱい絞しぼられた。パトカーがくるまで現場にいたのだから、いつものように平ひら坂さか組の連中が泥どろをかぶって済ませるわけにもいかなかったのだ。

　伊い原はら木ぎ親子がどうなったのかは、よく知らない。

　母親の方、伊原木潤じゆん子こは自宅の台所で自殺を図っていたという。事情を聞きにいった四代目がガス臭しゆうに気づいて止めに入った。四代目があんなに早く小学校に現れたのは、つまり、伊原木潤子から息子むすこのことを直接聞き出したからというわけだ。

　少し推測も入ってるけどね──とヒロさんは教えてくれた。

「伊原木潤子は、息子がなにやってたのか全然知らなかったんだと思う。墓はか見み坂ざかから花を預かって育ててたことも、ジャンキーどもから金を受け取ってたこともね」

　僕ぼくは伊原木潤子とのやりとりをひとつひとつ思い出す。

　息子がやってきて「しろうさんの友だち」のことを僕に漏もらしたとき、彼女は取り乱していた。あれは、自分の犯罪が露ろ見けんすることを恐おそれたのではなく、息子が犯罪者と関係していたことをあのときはじめて知って恐きよう慌こうを来していたのだ。友とも樹きくんが「ママに叱しかられた」のも、伊原木潤子のための口止めではなく、友樹くん自身のための口止め。そして伊原木潤子は息子の部屋を漁あさって、おそらくは墓見坂や千ち賀が沢さわや大おお島しまたちとのやりとりの証しよう拠こを見つけ、息子の犯はん行こうを確信し、ガス自殺するまで追い詰つめられた。

　哀あわれな伊原木潤子は完全に無実だった。墓見坂とだって、ただの花屋と常連客という関係でしかなかったのだ。

　でも、幼い息子が墓見坂に魅み入いられた。

　いや──逆なのかもしれない。墓見坂が、友樹くんに魅入られたのかもしれない。ぞっとする考えではあるけれど、その方が腑ふに落ちるのだ。

「友樹くんは母親のパスワードで薬剤を発注してたそうだから、おれらがなにもしなくてもそのうちばれてたかもしれない」

「千賀沢輝てる彦ひこが、やり方を教えたんですよね」

「発注に使われてた口座とモバイルは、千賀沢のだったね。でも」

　ヒロさんは皮肉っぽく笑う。

「どっちがやり方を考えたのかはわからないよ。友樹くんが思いついて、必要なものを千賀沢に要求したのかもしれない。世の中、恐こわい子供がけっこういる」

　でも、罪にはならない可能性がある。

　あの子はたぶん死を理解していなかった。墓見坂の友人たちが、排はい水すい路ろの中で花が咲くのをじっと待っていると信じていたらしい。今、どんな施設にぶち込まれてどんなおとなに囲まれ、どんな言葉を浴びせられているのだろう？　わからない。

「けっきょく、なんだったんだよ？」

　ヒロさんの隣となりで、テツ先せん輩ぱいが吐はき捨てる。

「トシもよぉ……他ほかの腐くされジャンキーどもも……なにがしたかったんだよ。花が咲くのを待ってた？　意味わかんねえよ。ため込んだ薬持ち寄ってぼりぼり食いながら、その薬の材料が咲くのを待ってたってのか？　馬鹿じゃねえのか。薬がまたできるまでに死ぬにきまってンじゃねえか、だいたい全員そろってラリってたらだれが薬つくるんだよ？」

「馬鹿なんだろ、だから」とヒロさんが冷ややかに言う。「ヤク中の考えることなんてそんなもんだよ。意味なんてわかんないよ」

「納なつ得とくいかねえよ」

　テツ先せん輩ぱいは何度も何度も自分の脚あしを殴なぐった。僕ぼくも同じ気持ちだ。言葉にできない疑問が、喉のどに刺ささった骨みたいにずうっとつっかえている。
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　二月はぬるぬるした無感覚の中で過ぎていった。

『ラーメンはなまる』には平ひら坂さか組の黒Ｔシャツどもがしょっちゅう客として顔を見せるようになった。たいがいツケで食べるのでミンさんは毎回怒おこっていた。僕や彩あや夏か（姐ねえさん）とたわいない話をして帰っていく。四代目の話はひとつも出なかった。僕も気き詰づまりで、事務所のある駅の西口側には足を向けられなくなってしまった。

　トシさんの入院している病院にも、一度も見舞いにいかなかった。彩夏は『はなまる』のアイスを持って何度か足を運んだという。

「なんにも話さないし、あたしも話すことないんだけどね」と彩夏は言う。

　彩夏にも、なにも訊きけなかった。

　トシさんのことはまだなんにも思い出していないんだよね？　薬のことは？　あのとき、育てていたケシの花のことを口にしていたよね？

　そんなのどうでもいいのだと、頭ではわかっていても、彩夏の隣となりにいるとやっぱり僕はぬめりけのする沈ちん黙もくに吞のまれてしまう。

　事件簿ぼさえつけられなかった。

　探たん偵てい助手として関わってきたこれまでの事件すべてを記録していたのだけれど、この事件に関しては書き出しの一文字目からもうなにも思い浮かばなかった。

　けっきょくそれなんだな、と自室のＰＣの前で天てん井じようを仰あおいで思う。

　この事件がいったいなんだったのか、その意味を今も見つけ出せずにいるのだ。

　四代目と縁えんを切って、彩夏の痛みの記き憶おくをほじくり返して、トシさんを再び死の淵ふちまで追い詰つめて、おまけに停学まで食らって、ようやく終わったこの事件が──よくわからなかったのだ。憎にくむべき相手さえいなかった。シュシュリは七歳さいの子供だった。ほんとうに天使だったみたいなものだ。

　なんだったんだよ。カーテンの隙すき間まから二月の曇くもり空に向かって毒づく。なんの意味があったんだ。僕らはなんであそこまでぼろぼろにならなきゃいけなかった？

　それがガキの言い分であることは僕ぼくだってわかっていた。意味なんてものは、だれかがだれかに伝えたいものがあるときにはじめて生まれるのだ。だから、この世界のほとんどのものに、意味はない。
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　四代目には、何度も電話をかけようとして、そのたびに携帯を閉じた。

　なにを話せばいいのかわからない。謝る言葉もない。そもそも僕は悪くない。そして致命的なことに、四代目もまた悪くない。彼は平ひら坂さかの組長として、僕は彩あや夏かの友人として、当たり前のことをして、当たり前のようにぶつかってお互たがいに血を流しただけだ。

　いや、四代目はべつに血を流したわけじゃないか。僕が勝かつ手てに落ち込んでいるだけ。義兄弟だなんだといっても、あの人は僕がいなくたってなんにも困らないし。







「だからといって、そんな尻尾しつぽを火傷やけどした猫ねこみたいな顔でぼくのところにこられても困る」

　アリスはベッドの上でドクターペッパーを傾けながら冷ややかな目で言う。

「なんだい？　まさかぼくが『探たん偵てい業務に不便だから四代目に頭を下げてこい』とでも言うと期待しているのかい？」

「そ──そんなこと」

　実はちょっと思っていた。見み透すかされてしまった。アリスの命令なら、しかたない、と自分に言い聞かせて動ける。だいぶ気が楽になるのだ。

「ほんとうにきみは、変わらない部分はとことん変わらないのだね」

　天てん井じように向かって吐はきかけられたアリスの言葉は、今度はなんだか愉ゆ快かいそうだ。僕は首をすくめる。

「なら、待つしかないだろう」

　僕はアリスの珍めずらしく優しい顔をじっと見つめる。

「……また、奇き蹟せきとかどうとか？」

　アリスは黒髪かみを揺らした。目だけで笑っている。

「そうじゃない。きみが待つべきは、春、さ」

「……春？」なんだそれ？

「ぼくだって待っている」

　アリスの声が遠くなる。夕暮れの丘で迷子まいごの羊ひつじを呼んでいる牧ぼく童どうみたいな声だ。

「ぼくにとっての事件はまだ終わっていないからね」

「お──終わってないの？」

　僕ぼくはベッドの端はしに手をかけてアリスに向かって身を乗り出す。探たん偵ていはシーツの上に散らばった自分の黒髪かみを手ですくっては落とす。

「墓はか見み坂ざかがなぜ、彩あや夏かの温室を使ったのか、さ」

　それは、いつかアリスが口にしていた、謎なぞとも思えない謎。

「すべての答えのはずなんだ。それに、おそらく彩夏は知らない。忘れたのではなく、最初から知らない。だから、待つしかない」




　　　　[image: まーく]




　そうして春がやってくる。僕がこの街に来てから、二度目の春。

　テストが終わった三月のはじめの日曜日、アリスに電話で呼ばれた僕は、昼ひる飯めしを済ませてすぐに探偵事務所に自転車をとばした。玄げん関かんを開き、啞あ然ぜんとする。

「遅い！　なにをぐずぐずしていたんだい、和装は居心地が悪いからさっさと用を済ませたいのだよ！」

　アリスは憤ふん慨がいしてベッドから飛び降りた。その日は白地に鳳ほう凰おう柄がらの目をむくほど派は手でな和服だった。これも撮影会を開きたいくらいに似合っている。

「……え、ええと？　なんで和服」

「いいから、出るよ」

　アリスはクマのぬいぐるみを抱かかえて、僕をぐいぐい廊ろう下かに押し戻し、事務所から出てきた。

「ついてきたまえ」と、非常階段とは反対の方に歩き出す。

「なんでそっちなの」

「屋上にいくんだ」

　屋上？

　このビルの屋上には一回しか出たことがなかった。かび臭くさい階段を上がっていくと、蛍けい光こう灯とうも切れていて足下がよく見えないくらい暗くなる。

「ねえ、なんで屋上なんだよ、また苺いちごの収穫？　まだそんな季節じゃないだろ？」

　屋上に続くドアの前でアリスは立ち止まり、振り向いた。

　その目には、これまで何度も見てきた、今にも泡あわと弾はじけて消えてしまいそうな切実な生気が充みち満みちている。

「わかったんだ」

「……え？」

「みんなわかったんだよ」

　僕は踊おどり場から二段上がったところの手すりをつかんで、息を整える。

　わかった？　それは、事件が終わったということ？

「墓はか見み坂ざかがなぜ、彩あや夏かの温室を使おうとしたか、わかった」

　僕ぼくは埃ほこりでざらざらした唾つばを飲み下し、探たん偵ていの次の言葉を待った。

「思い出したまえ、トシが言っていたのだろう。墓見坂の指示で、Ｍ高校の温室に通い、彩夏からレポートを受け取り、青い花だけを摘つんで持ち帰った、と」

「そう……だけど」

「きみはおかしいと思わなかったのかい。なぜ青い花だけを摘んだのか」

「え……？」

「ケシのアルカロイドは果実から採取するんだ。花が枯かれた後だ。咲いた花を摘んだら麻ま薬やく成分は採れない」

　僕の喉のどが鳴る。たしかに、そうだ。じゃあトシさんが言っていたのはどういうことだ？

「じゃあ、じゃあなんのために墓見坂は彩夏に」

「シュシュリのためだよ」

　僕は薄うす闇やみに沈しずんだアリスの顔を凝ぎよう視しする。なんだそれ？

「シュシュリの？　友とも樹きくん？　友樹くんがなにか関係──」

「シュシュリは人の名前じゃない」

　アリスが言った。僕は言葉を失った。ノブにかけられたアリスの手が回り、光の筋すじが薄うす闇やみを断ち割る。明るい矩く形けいが広がってアリスの輪りん郭かくを逆光の中に吞のみ込む。僕は薫かおる風を顔に受けて目まいをおぼえる。

　屋上に出た瞬しゆん間かん、僕は息を吞む。

　僕を取り巻く、萌もえ立つ緑と、その上うわ澄ずみで微び光こうを放つ真っ白な花、花、花──

　ケシの花だ。屋上いっぱいに並べられたプランターケースの土に茂り、太陽に向かって高く伸のび、咲き乱れる花。香りに胸が詰つまる。花弁は大きく不ふ揃ぞろいで、どの花もひときわ目立つ二枚が左右に広がって長く垂たれている。

　翼つばさのように。

　風がその翼をさざめかせている。光が散らばる。幻想じみた景色けしきの真ん中で、アリスが振り返ってほほえむ。

「シュシュリ」とアリスは言った。「墓見坂史し郎ろうの求めていたものだ。それから、あの愚おろかな死者たちが待っていたものだよ」

　花の名前なんだ。アリスのささやきが風と翼つばさのこすれあう音にまぎれる。

　そうだ、葉の形にも、かすかに赤みがかった葉の色にも、見み憶おぼえがある。これは友樹くんが小学校で育てていた花だ。あのときはまだ咲いていなかったけれど。

　では、これが理由なのか。かつて彩夏は温室でこれを育てていたのか。

「墓見坂史郎がイランで見つけた突とつ然ぜん変異種の、さらに変異種──だろうね」

　アリスが屋上を包み込むまばゆい白を見やって言う。

「伊い原はら木ぎ友とも樹きが、おそらくあの小学校の花か壇だんで、一度だけこれを咲かせた。すべてのはじまりだ。墓はか見み坂ざかたちは、この白に魅み入いられてしまったんだ。いつかもう一度、この花を景色けしきいっぱいに咲かせるために」

　墓見坂が自分のものとはべつにもう一つ温室を必要とした理由は、ちがう花を育てるためだった。ごく単純な理由だ。そして変異しなかった青い花は摘つみ取られ──

　白だけが残され、彩あや夏かの手によって育てられた。

「麻ま薬やく性はない。少しよう佐さの大学で調べてもらったよ」とアリスはつぶやく。「ただ、ただ、美しいだけの花だ」

　僕ぼくはかすかにうなずく。心はまだ真っ白な光の群れに囚とらわれたままだ。

「もちろん、これはただの推測だ。墓見坂がなにを考えて品種改良しこの花をつくったのかは、もうだれにもわからない。代弁すべき死者の言葉は、もうない。どこにいくあてもない、だれが受け取るべきでもない、ただここにあるだけの美しさだよ」

　悪くないだろう？　探たん偵ていが笑う。

　愚おろかだね。この美しさのために、大勢が死んだ。

　ただ生きていて、ただ眺ながめるだけで美しいのにね……。

　僕ははっと我に返ってアリスに訊たずねた。

「でも、この花どうしたの？　なんでここにこんなに」

「ん？　だから、少佐に頼んであの小学校から採取してきてもらったんだ。咲かせたのは」

　そのとき、背後で階段を駆かけ上がってくる音、そしてドアの開く音がした。

「アリス！　藤ふじ島しまくん呼んだって──」

　彩あや夏かの声が僕の背中にぶつけられる。

「ああもうずるいよ！　あたしだって藤島くんのびっくりしてる顔見たかったのに、見せちゃうなんて」

「大だい丈じよう夫ぶ、ナルミならまだ間抜け面づらをさらしているよ。あとたっぷり二時間はこのままだろうね。好きなだけ眺めるといい」

「どう藤島くん！　きれいでしょ、藤島くんの進級祝い！　留年回かい避ひおめでと！」

「……ああ、うん……」

　僕は隣となりにやってきた彩夏の顔をそっと見る。まだ、どんな顔を向けていいかわからない。

「ごめんね、遅くなっちゃって。ほんとはアリスと二人でクラッカーでも鳴らしてばばーんってお披ひ露ろ目めしたかったけど、ほら、散らないうちにお兄にいちゃんにも見せようと思ってダッシュで病院に届けにいってたの！」

　お兄ちゃん、という響ひびきに僕は身を固くする。

　彩夏は、トシさんのことを思い出したのだろうか。父親のことや、墓見坂のことや、薬のことまでも。それでいて、まだケシの花に触ふれられるのだろうか。

　けれど、彩あや夏かは照れくさそうに笑う。

「いやあ、でもお兄にいちゃんの名前いまだに憶おぼえてなくてめっちゃ気まずくて。としお、だよね、としお、としお」

　ぬるくて薄うすい塩水みたいな、もどかしさとも安あん堵どともつかない感情が僕ぼくの胸に広がっていく。損そこなわれたものは、そのままで、それでも彩夏は笑って生きている。今も。

「シュシュリを見てトシはなんと言っていたんだい」

「なんだ普通の花じゃねえか、って。失礼しちゃうよね」

　アリスは肩かたを揺ゆらして笑った。

「笑わないでよ。もー、アリスに言ってもわからないだろうけど、この花ほんとに苦労するんだから！　日に本ほんの土じゃまずぜったい育たないよ、ここまで咲かせるのにいくらかかったかわかんない」

「あの男は美的感覚に乏とぼしいのだよ。そら、そこでさっきから呆ほうけているぼくの助手と似ているところが多い」

　でも彩夏は首を傾かしげた。

「そうかな。藤ふじ島しまくんとは全然似てないと思うけど」

　そのなにげない一言で、ようやく僕の意識が身体からだに戻ってくる。血の流れと呼吸とが、いのちに再びつなげられる。

　僕とトシさんが似ている、と言ったのは──かつての彩夏だ。今の彩夏はちがう。僕も変わるし、彩夏も変わる。ただそれだけのこと。だからどれほどの虚きよ無む感かんにまみれていても、いつか歩き出せるようになるのだ。

　彩夏が育てていたのは、麻ま薬やくの原料なんかじゃなかった。

　彩夏を圧おし潰つぶした罪は、罪じゃなかった。

　だからどうしたというんだ？　そんなの、なんの意味もない。ここにいて、こうして笑っていることだけがすべてだ。そうだろう？

「藤島くんの感想は？」

「あ、う、うん……」

　僕は花の香りを一杯に吸い込み、自分がまともに呼吸できることを確かめてから、吐はき出した。そのとき、素直な感想も声にして漏もらしてしまう。

「不思議な形の花だね」

「もうちょっとなにかじーんとくること言ってくれないのーっ？」

　彩夏が目に涙なみだを浮かべて僕の腕うでをつかむので、「ご、ごめん」と謝ると、彼女の涙はすぐに引っ込む。噓うそ泣なきだったのだ。

「でも悔くやしいな、もうちょっとみんな涙流して感動してくれると思ったのに。たぶんこれっきりだよ、この花。あたしあんなお金出せないし」

　そうだ。お金だ。高価な薬剤がたくさん必要なのではなかったか。

「……お金、どうしたの？」

　彩あや夏かはなにか言いかけ、ふと気づき、僕ぼくの肩かた越ごしに階段室のドアを見やって笑った。

「スポンサーも来てくれたよ」

　振り向く。

　ドアを膝ひざで押し開いて屋上に出てきた四代目は、まず僕を見て顔をしかめ、彩夏に、そしてアリスに不ふ機き嫌げんそうな視線を二秒ずつ向け、また僕に目を戻した。僕は思わず後ずさってしまう。その日の四代目は事務所外ではあまりお目にかかれないあの中ちゆう華か風ふうの刺し繡しゆうの入ったジャケット姿で、いっそう恐こわかった。ただ、なぜか左手にコンビニの袋をぶらさげている。

「……ンだよ。変な形の花だな」

　咲き誇ほこるシュシュリを見渡して四代目はぼそりと言った。

「こっちの二人はよく似てるよね」と彩夏がアリスにささやき、四代目ににらまれる。僕は上うわ目め遣づかいで四代目の顔をうかがおうとするのだけれど、まだ視線を合わせる勇気がない。

　僕も彼も悪くないのだ。何度言い聞かせたって、なんの役にも立たない。

「……あの、どう、して」

「知るか。そこの二人に呼ばれた」

　僕はびっくりしてアリスの方を向く。アリスだけじゃなく、彩夏が？

「あのね藤ふじ島しまくん」

　彩夏がケシの花のひとつを愛いとおしげに指でつつきながら言う。

「四代目がひどいことをしたのは、あたし。藤島くんには怒おこる権利はないの」

「な──」

「それで、損そん害がい賠ばい償しようもしてもらいました。この件はそれでおしまい」

　僕は四代目の顔をもう一度見る。彼はむっとした表情で、僕らを取り囲む天使の白をじっと見つめている。

「で、これはどういうつもりで買ってこさせたんだ」

　四代目がコンビニ袋をアリスに向かって投げる。隣となりの彩夏があわててキャッチする。

「炭酸飲料を投げないでくれたまえ、野や蛮ばん人じん！」

　アリスはぷりぷり怒おこり、彩夏の手にした袋から赤黒い缶かんを一本ずつ取り出してコンクリートの床ゆかに積み上げる。ドクターペッパーだ。四本ある。

　それからアリスは僕を見た。僕の中のもやもやが焼き切れて胸をちくちくと刺さす。

　女の子二人にここまでしてもらった僕は、もうほんとに情けない。この期ごに及んで四代目の目を見て言えない僕は、もっと情けない。かすかに汗あせばんだドクターペッパーの缶を見つめて言った。

「……前は、平ひさ坂さか式だったんで。……今回は、アリスのやり方でいいですか」

「勝かつ手てにしろ」

　僕らはドクターペッパーを囲んで立つ。四代目と僕が向かい合い、左手に立会人の彩あや夏かが、そして右手に媒ばい酌しやく人にんのアリスが寄り添う。

「前にも言ったと思うけれど、固かための盃さかずきの口こう上じようは知らないのだよ。なにか口上のリクエストはあるかい？」

「アホ。好きにままごとやってろ。てめえのガキ趣味のハードロックでも歌え」

「ガキ趣味とはなんだい、Ｍｒ．ＢＩＧのなにがいけないんだ、そもそもあれはぼくの趣味じゃなくて──」

「アリス、早くしないとぬるくなっちゃう」

　彩あや夏かに諭さとされ、アリスはむうっとふくれっ面つらになり、重ねられた缶かんのいちばん上を取った。大きく息を吸い、やがて謡うたい始める。

「ひとつは、愛のため」

　まず彩夏に手渡される。
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「ひとつは、真実のため」

　次の一本は、四代目の手に押しつけられる。

「ひとつは、きみのため」

　三本目は僕が受け取る。これは──なんの歌だっけ？

「ひとつは、ぼくのため」

　最後の一本は、クマのぬいぐるみを抱かかえたアリス自身の左手。

「我ら、かつて分かたれ、今ここに集つどい立ちたり」

　アリスの声がまるで合唱みたいに聞こえる。ああ、そうだ、これは飛行機がニューヨークのビルに突つっ込んだ翌年にジョン・ボン・ジョヴィが書いた歌だ。新しい血の歌。

　アリスがプルタブを引き上げる。炭酸の弾はじける音が重なる。

　血の色をした四つの缶かんが掲かかげられ、触ふれあう。それからアリスの詠うたう声。




「──今や我らを分かつものなしＵＮＤＩＶＩＤＥＤ」




　一口含むと、炭酸が僕ぼくの口こう腔こうを焼いた。味はよくわからなかった。細かい電流が指先に向かって走り抜けていくみたいだ。

「……あいかわらずクソ不ま味ずいな」

　四代目がぼそりと言うと、アリスは黒髪かみを逆立てて激げつ昂こうした。

「美的感覚どころか味覚もないのかいっ！　ドクターペッパーへの侮ぶ辱じよくは赦ゆるさないよ、不味いというのならその理由をテキストにして提出したまえ、ラーマーヤナにも匹ひつ敵てきする圧倒的表現量でもって論破して」

　不意に屋上を訪れた強い風が、アリスの声を遮さえぎった。

　最初に彩夏が気づき、振り向いて「あ……」とつぶやく。アリスも乱れた髪かみをおさえ、風上に背を向ける。四代目も僕の肩越しの空を見やる。

　振り向くと、晴れた冬空に向かって散らばっていく真っ白な光の粒つぶが見えた。

　花びらが風に巻かれ、解き放たれ、ひとつ、またひとつ、飛び立っていく。小さな翼つばさをはばたかせて。ちらちらとした残照の尾を引いて。

「……散っちゃう」

　彩夏の声もまた、風に運ばれて花びらにもまれ、空に消える。もう天使のいないこの街に、光のかけらたちが飛び散っていく様さまを、僕らはじっと見送った。だれが受け取るべきでもない美しさなのだ。こうする以外にない。

　羽う化かした花たちの飛び去る先、深い空の青を見つめながら、僕の中でひとつ、またひとつ、書き出す言葉が生まれつつあった。終わったんだ、と僕は思った。事件が終わった。それから僕の十七歳さいの冬も、春にたどりついて消えた。

　その先にはもちろん、探たん偵てい助手のいちばん退たい屈くつで大切な仕事が、ノートのまっさらなページを開いて待っている。





〈了〉












　あとがき




　僕ぼくが高たか田だの馬ば場ばにある小こ汚ぎたない雀ジヤン荘そうに勤めていたのは、もう十年も前になります。

　店員も常連客も濃こいキャラがそろっている面おも白しろい職場でして、僕の人生経験のかなりの部分は雀荘勤務三年間で得ました。多くの小説を読破したのもその店ですし、生まれてはじめての投稿小説を書き上げたのもその店でした。ひまだったのです。そりゃ潰つぶれるわけです。

　店は新しいオーナーの手に渡ることになり、我々店員は総解かい雇こされました。

　もし店が営業を続けていたら──と、今でもときどき思います。

　おそらく僕は小説家にはなっていなかったでしょう。なにせ居心地のいい職場でした。週に四日、十二時間がっつり働いて寝て起きて、残りの三日はだらだらする、というサイクルは実に性しように合っていました。そのまま小ギャンブル浸びたりの日々を続け、チンチロリンでもしているところに警察に踏ふみ込まれて戸と塚つか署しよで朝日を拝おがむ羽は目めになっていたかもしれません。

　麻雀マージヤン好きなの？　と訊きかれると、最近は「一生分やったのでもういいです」と答えにならない答えを返すことにしています。毎晩毎晩タバコの副流煙で燻いぶされながら、友人でもない相手と夜通し打っていたせいで、もう好きか嫌きらいかよくわからないのです。ただ、あまり打ちたい気持ちにならないのはたしかです。

　ところが、雑誌に載のせる短編を書かなければいけなくなり、しめきりも迫り、きまっているアイディアは「四代目の親父おやじを出そう」だけ、というけっこうやばい状況に追い詰つめられたとき、ふと僕の頭に浮かんだのは麻雀だったのです。プロットは驚おどろきの速さでまとまりました。不思議なものです。気力は失うせてしまっていても、牌パイを握にぎった瞬しゆん間かんのしびれるような感かん触しよくは僕の中にタバコのヤニと一いつ緒しよに染しみついていて、死ぬまで消えないのかもしれません。




　そんなわけでこの８巻は、「電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ」の第20号に掲けい載さいされた『三代目襲来』に書き下ろしの短編を二つ加えた、このシリーズにしては薄うすめのもの……になる予定でした。

　お読みになった方はわかるとおり、第二章はまあ短編と称して差し支つかえないでしょうが、最終エピソードはあれよあれよと枚数が増ふえて、けっきょく総計でいつもと同じくらいの分量になってしまいました。




　ところで、テレビアニメもあわせてご覧らんの方は、この巻を読んで奇き妙みような符ふ合ごうに気づくかもしれません。実はこの巻の第二章は、もともと僕がテレビアニメの初回のシナリオ原案として考えた話でした。けっきょくその原案はほとんど使われず、事件の導入部とおおまかなアウトラインを残してまったくべつのシナリオとなったのですが、僕は貧乏性なので、ボツった原案をほぼそのまま８巻に流用することにしたのです。ＢＤかＤＶＤをお持ちの方は、アニメと比べてみても面おも白しろいかと思います。はい、宣せん伝でんです。というかすみません、この巻が発売される頃はまだＢＤ／ＤＶＤは初巻すら出ていないですね。九月二十八日発売です。

　また最終エピソードにも、アニメ用に発案して使われなかったアイディアが生かされています。いわば再利用だけで成り立っているような一冊さつなので、企画段階ではこりゃあきっと原稿も楽にさくさく進むにちがいない、とほくそ笑んでおりました。

　結果、しめきりブレイクの記録を大幅に更こう新しんする見事なまでの机き上じようの空論ぶり、狸たぬきの皮算用ぶりを見せつけてしまいました。関係各位に深くお詫わび申し上げます。




　ここのところ『神様のメモ帳』ばかりをずっと書いていたので、しょっちゅう昔のことを思い出して感かん慨がいにふけってしまいます。僕ぼくの作品の中ではいちばん古くから続いているシリーズなので、ここまで書いてくると、物語に不思議なベクトルが生まれるのです。自分で考えて書くのではなく、物語の方が要求してきたものを書く、という感覚です。

　もちろん錯さつ覚かくなのですが（錯覚じゃなかったら特許とって同業者に売ります！）、しかしこれは一種の快感でもあります。ゲシュタルト崩ほう壊かいが気持ちいいとかいう恐こわい話を読んだことがありますが、それに近いのかもしれません。

　ともかくこの巻は、「電話がかかってきたので、忘れ物をとりにいってきた」という感じのお話です。これまで書いてきた中でいちばんわけのわからんあとがきになっていると思いますが、そうとしか説明できないのです。読んでくれればわかる、と思いたいところです。読んでくれなければわからないものを三百ページも書くからこそ、我々は小説家として飯めしが食えているわけなのですから。




　とはいえ、もしあとがき四ページを書くだけで飯が食えるなら、その人生はその人生でなかなか魅み力りよく的なのではないかと、少しだけ思います。少しだけですよ。原稿書くの大好きですもの。ええ。ほんとうですとも。




　担たん当とう編集の湯ゆ浅あささま、イラストレーターの岸きし田だメルさま、そしてここにはとても載のせきれないほど多くのアニメスタッフとキャストの皆様の力で、このシリーズもより広い世界に漕こぎ出すことができました。僕は船の後ろの方でちんまり座って景色けしきを眺ながめているだけなので申し訳なさでいっぱいです。この場を借りて厚く厚く御礼申し上げます。





二〇一一年七月　杉すぎ井い 光ひかる









杉すぎ井い　光ひかる

１９７８年、東京生まれ。生まれてはじめてフードプロセッサを購入し、猿のようになんでもみじん切りやペーストにしまくる日々。ふと『グーニーズ』の人間ミキサーの場面を思い出して我に返る。でもレバーペースト美味しいです。気にしないで食べてます。
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岸きし田だメル

１９８３年生まれ、イラストレーター。主な仕事に、ライトノベルの挿絵や、ゲーム、アニメのキャラクターデザインなど。趣味はネット通販です！　引きこもってます！　ホームページはhttp://maigo.jp/







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「杉井 光先生」係

「岸田メル先生」係
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神かみ様さまのメモ帳ちよう８








杉すぎ井い 光ひかる
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※2011年9月7日発行の電撃文庫『神様のメモ帳８』初版に基づき制作
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